
MITSUBISHI DENKI GIHO
^

^

^

37 9

菱電1發1

7 1 主

V01.47 January 1973
技'の',

J 和8 25 11 25

関西電力株式会社南大浜開閉所納め 77kVガス絶縁開閉装置<GIS>

最冒

'.^
ーーーー、入

習



昭和48年第47巻第1号
^

一菱電t發1支幸最^

昭和47年度技術の進歩特集

目次

ハイライト

巻頭言

11]研究

1、パターン情報処磁!

2.ネヤテ'ツク1夜保'Cよるカラー表示

3.プラズマディスプレイ

4.静止衛星システムの研究

イオン・インプラ5 ヨン

6.フェイズドアレイレーダ用放射系およびモジューノレ

フ.真空スィ"チをモータ山1路1こ適用した場合の

開閉サージと保護方式

8.オゾン1心用技祐K水処醐,脱臭)

9.イ・セ宅牢調環境のソフ 1、ウエア

105

105

112

^^巨喬
三菱電

j＼巻直躬

U.変圧器騒音の低減

12.商圧発電機用染成ヤイカエポキシネ轡欲

]3. CU-sn 合令を使った Nb'sn 超電導テープの製作

N.水冷式熱交換器の防食

15.生産の自動化

16.低圧高速TIG アーク溶接法

{2]発電・送配電

3

11

◆

2.樮準電機品

3.生産機器

4.冷凍・空調機器

f4]電子機器

1.通信上"子1心用機器

2.電子計算機

3.半迦体素子・電子管

4.放射線機器

f51 計測・制御

].計測器

2.システム制御

[6]交通・運搬

1.確ヌi、Uξ連

2.昇降機

3.挑汎」電機品

4.電装'コロ

[刀家庭用電気品・照明

1.家庭用機器

2.1Ⅲ明

[81 材料

1.絶縁材料

2,金属材料

3.フェライト

4.化成品

^^

『^^^J^^

^三、叉
ゞ"ー',上.i-ー,ー゛÷'ー

2.送配電

3.自家用受配電設備

{3]産業用電機品

1.工業プラント用電機品

1メ七Y'J

く表紙》

表紙 1 関西電力株式会社南大浜開閉所納め77kV ガス絶縁開閉装置(GIS)
ガス絶縁開閉装置(GIS)は 66~50okV 変電所の縮少化,局信頼性の維持,保
守の省力化など現代の社会的要請にこたえる有効な手段として開発,製作された
、のである。

ことにあげたものは関西電力株式会社の 77kV系統の重要拠点として47年4
月忙運転が開始されたGISであり,世界に類をみない大容量,大規模な装置であ
る。

定格電流3ρ0OAの二重母線ICは17回線の送電線が接続されているが,本年に
らに 154kV電源が遵入され,250MVA主変圧器2台とと、に一次,二次はさ

GIS を使用した変電所になる予定である。とも

近来,との装置を採用した変電所は急、激に1削川しており,その卓越した性能に
対する抑祈寺は大きい。
表紙2 タービンタンカー鳥取丸の超自動化システム
表紙3 三菱雷観測レーダ

卦氏4 三菱ルームエアコン
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フ7 kv Gas lnsulated swjtch三ear delivered to Minami ohama switching station of Kansai Electric power compan
Gas insulated switchgeaT (GIS) have been developed and manufactuTed to aHord eHective means to satisfy the presentday demand

Such as building the insta11ations compact maintaining their high reliability and labor saving in the maintenance of 66-50o kv substation.

111Ustrated herein ate Gls begun to operate in Apri1 1972 as key equipment of 77 kv system o{ the Kansai Electric poweT company
They aTe of a laTge capacity and of a lar8e scale unparaⅡeled in any insta11ations in the world

To double buses of 3,00OA in rated current are connected transmission Hnes of seventeen circuits. 1t is anticipated that 154 kv
Power supply is connected to the system so as to form a substation of employing Gls both on the primaTy and the secondary
facilities together with 加0 250 MVA main transfoTmets

Substations provided with these devices aTe now on the rapid increase with an expectation of displayin8 exce11ent performance
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巻 頭

三菱電機株式会社

明けましておめでとうビざいます。

年の始め忙当たり過去1年問を顧みて,今後,私たちの進むべき方向を探るよりどとろ
のーつにもいたしたいと存じます。

昨午中,われわれをとりま込た環境政治,経済,産業界から社会その他すべての面

で_岡内的あるいは倒際的規模の,激しい変動や大きな転換が見られ主した。この変動と

転換は,変化の幅が大きいばかりでなく,変化の速度が著しく大きいことが特徴であり立
し九しかも.この速度は年どとに加速されているように見うけられ主す。

数年前は,どこに行ってもバラ色のボ来論がもてはやされてい主した。それ力江970年代
にはいって間もないうちから,「人類の危機」,さらには「地球の終末」までもが叫ぱれる

ようになりました。とのような激変は,社会の進歩に調和が欠けて,ひずみぱかりがふえ
たからではないでしょうか。70年代の幕は,かの万国博の「進歩と調和」で切って落され

たはずでしたが,バラ色から一変して危機の未来へ,まさに疾風怒濤の時代という抵かは
ありません。

広く人類に毒仕してきたと信じられた技術や工業も,この激動の荒波にさらされて,今
や,その価値を再評価される位置に立たされています。私たち工業・技術に携わるものは,

この問題にしっかりと目を向けるべきであり主しょう。本ものの「豊かな生活」とは何か
を,よくよく見きわめたうえで,あらゆる面に調和のとれた進歩を達成したいと考えます0
このような観点からも当社では,昨年,「調和ある生活環境創造」のための場として,
ベターリぜングセンターを発足させました。また一方では中央研究所などの充実'強化

をはかるほか,昇降機・通信の2研究部を増設込たしました。これらはすべて,顧客二ー

ズと技術シーズとがよく調和した応用研究を指向するものであります0

それらの成果は,もちろん今後に待っべきものでありますが,他の部門におきまして屯,

私どもの旗じるし「未来を開発する三菱電機」として懸命の努力を続けてまいりました0
その結果,本文にビ紹介申しあげるビとく,総合電機メーカの立場から各方面に調和のと

れた成果を収めることができました。

幸いに各位のビー読を得て,ビ批判を賜わりますならばまことに光栄でビざいます0

専務取締役技術本部長

八巻直躬

言



1 る"
臼本の経済界は,1960年代の商度成長の§冉釆牛じたひずみを修正するため,
より福祉重視の経済に入ったことであると言える。

との日本経済の構造変化に対処して,企業において、経営体質の転換と斯分野進川が撃竹の,課!越とかってぃブ。 したがって.研究部門の使兪
は従来忙も増していっそう重大となりっつぁる。

企業の研究部門が今後いっそう力を傾注することを要請される分里列1,怪ヂ雛処皿分野,畷」セ「陽ホ分野,シ白りリ野,原プヅ塞y?里,ι、
産の総合自動北分野,およびそれらに兜、要とする材料部品分野などであろう。

電子計算機を刺辻する情報処理分野では,各種のι揣末装置が従来の産業用のみならず,家叱用にも進小しようとしてぃブ。 この分野では当社
は,バターン情報処理,特異性と技術水準の高さを誇る冬種のディスづレイ装置などに,デ宇々と成采を.げっつJブ。
環境関連機器Kおいては,当社で研窕開窕したオゾン1心用による水処蝉・脱臭,あるいは空氣i心浄奘芋_ザ・の他によプへliN'視北叩,
究'開発は,すでに実用化の域忙入っている。また空調システムの計算・検討,さらに営業活動にr子計算機をチ,,極的{C利刑しっっある。
新交通システ△'超高速鉄道'宇市通信・ヨリ波通信・光通信の分野の研ヲヒにお込ても,当社は堅実にその地歩ナr〔いてぃる。
産業における製造'試験の自動化'省力化は,今後の日本の人口拙成の観点より緊急の問題であるが,当社研九割卵ヲはミニンビュ_.数侑術1
御装置を十二分に駆使して,主として社内各方画の喪疇青にとたえて,システム.機器の開発.製作を行なってぃる。

とれら新分野の研究'開発は,必,点杓に新材料・新部品の研究の必要性を喚起するが,との分野においても数々の業ヂ水準を抜いメ独自性の
ある開発が行なわれている。

一方,電力'鉄道'鉄鋼その他の製造業などの,わが倒のJ,到玲産業が必要とするシステム.機器を提供するととは y社にとっての大使<であ
る0 当社が,との使命を達成するのに必要なり,リ本技術の研窕は,従来から尚νJに育成.発屡忙努力してきメが,引条"いてぃっそうの一実にプを
注いでいる0 特に原子力機器の研究・1刑発には,逮火な計画のもとに踏突に遂行しっっあろ。
とれらの研究・開発の47午忙おける成米のごく一端を次忙紹介する。

羅 Research and Development

70イに代に入って安定成長の1呼代に入ったが,これは勃ルtの経済

1.まえがき

文字'図形・音声や言語清報を認識するといった問題は,パターン

情報処理として,最近,活発な研究開発が行なわれてぃて,通産省

大形づロジェクト「パターン情報処理システムの研究開発」のような,本

格的な研究開発も進められてぃる。

従来の計算機への入力情報が,紙テーづ,カードなどであるのK比

ベ,パターン情報処理においては,人問が直接取扱う文字.図形.音

声のように複雑な情報を直接機械的に処理させ,その結果を、とに

して,高度の推論や認識を行なわせることと,その工学的応用とい

う点に月標がある。しかし従来の処理方式では,取扱えないことが

多数存在するため,バターン情報の新しい処理方式の確立が強く要望

され,研究が推進されて込るわけである。

2・パターン情報処理の基礎研究

とのようなパターン情報処理の研究開発のために,人工知能の開発,

光情報処理技術の活用,新しい計算機拙の開発といったととが,数
学 '心理学・言語学・生令科学といった分野との牒1連で進められて

おり,巴くに,当所では,次のような理論的1剖題が研究されてぃ
る。

(1)パターン認識の理論的研究

パターン認識の理論には,統計的理論と論理的な記述理論がある。

統計的理論に関しては,(当所の伊藤により提案された) Q一鬨数法

により,誤識別論に新局面を開いた。また近似識別関数を反復的に

構成してφく方法の収れん(斂)性定理や, walsh 剛数の応用も研

究されている。論理的な記述理論に関しては,二次元パターン演算

12

1.バターン情報処理
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システムを老案し,その数学的研究が行なわれ,図形表現言語の研究
も行なっている。

(2)づログラム理論とその応用

計算機のづログラムを数学的な対象としてとらえ,その諸性質を証

明するづログラム理論が,パターンのもっ意味内容の理論,づログラムの

自動作成システム,人工知能の理論へ応用されてぃる。このためづ口

グラム理論自身の研究と,それを応用して,推論機能を有するソフト

ウエアや,高次機能言語を直接実行する新し仏計算機の基礎研究も行
なわれている。

このような理論に基づいたパターン情報処理システムは,大規模な

計算機ネットワーク巴して,情報システムを形成し,海洋開発.交通.

医療システ△等と関連し,生命科学・社会科学も含めた,1nterdisd、

PⅡnary な研究がなされてぃる。

3.パターン情報処理の研究実験センタ

上述したような基礎研究とその応用のために,餌究突験センタの

設置が進んでおり,パターン恬報処卿用の コンビュータネ,りトワークが

開発されている。各三ニコンピュータには,それぞれ,特定のパターン

用の入Ⅱ」力装置力珠古合されており,下記のような機能を持っシステム

が現時点で開発されている。

(i)タづレ・汁を用いた自由作画システムとソフトライタ

6i)色彩図形入力 Dステムと図形前処理ソフトゥエア

6H)タづレットからの手書き数字のえ翫哉

6V)簡単な定到!の証明を行なえる推論形づログラムシステム

将来,大形機の導入により,高度の処理システムに発展させること

突

二ミ



も計画されており,また各入出カシステ△での効率を高めるため,新

情報伝達手段としての表示装置の重要性が急速に増しており,ま

た情報量の増加とと、にそのカラー化が望まれている。現在実用に

供されている、のはカラーづラウン管ぐらいで,その大きさ,駆動電圧

の泊途などの改良が望まれており,種たの鞆しい力法によるカラー

衷示が検肘されている。

/H叫,当社中央研完所で開発されたネマティ.,会伎品によるカラー衷

示は,液晶の新Lい電気光学映力来を利用するもので,低電圧く種々

の色が表示できるといら特長を、つており,漸Lいカラー表示黙・f

の突現が弼待される、のである。

液品1土普通液休と同じょうな流動靴を、ちながら,光学的にけ結

晶にみられるよらな異力性を、ち,強小纓屈折性を示t有機物であ

る。液晶は規則的な分子配列売、つており,その中の一種であるネ

マティ,,ク液品と呼ぱれる、のは,電圧をEΠ加すると光の透過率が変

化するという特長を、つてφる。とのような現象を利用した、のは,

すでに時計や電子式卓上剤'算器等の数字表示としての応用が進めら

れてぃる。しかし,との方式の、のは稲々の色で表示を行なうとと

はて、きない。

このようたネマティヅク液品を使ってカラー表示を行ならことは,1夜

品自休および液品セルにおいて液吊,に電圧を印加するための逐明な

電極に対して特別な処醐を行ならことによって,セル内ですべての

液晶分子を電極画に対して分子長軸が乗画になるように配列させ,

さらに液品屑に電圧を印加したとき.その配列力向を一様に変化さ

せる技術が,「1,,央研窕所で俳」発されたことに上ってリι現く三た、の

である。

このような液品セル女図 1,1の上うに偏光力向をπいに N〔mに

2.ネマティック液晶によるカラー表示

し仏光情報処理装置の活用も進められている。

光源 レソズ 偏光子

/

図 1.1 カラー表示奘置の村4成
ConstTuction diagraln of c010r display

して配羅した偏光子と検光子の問に置いて平行ヅ6線を入射させ,透

過光をスクリーン上に投影するよらにしたカラー表示装置が考えられ

る。このような装置を用いれば液晶の複屈折性と液晶に印加する電

圧による分子の配列方向の変化とによって,光源が白色光の場合,

電圧を制御することでスクリーン上にはある特定の波長域の光のみが

透過してくるようになる。

とのような液品の新しい電気光学効果を利用したカラー表示け,

(i) 5~6V の低電圧でカラー表示ができる。

(ii)消賀電力が数十μ凡V/cm皀と非常に小さい。

6H)コントラストを非常に大きくすることができる。

などの大きな特長をもっている。ただ電圧のわずかな変化で色が変

化する,応答性が今のところ数百mSと遅いなどといった欠点があ

るが,今後これらの欠点が改善されてゆけぱ,新しいカラー表示素

fとして,きわめて右望なものになるのではないかと杉えられる。

カラー衷示の一例きハイライト写真に尓す。

1'プラズマディスプレイ

づラズマディスづレイは,気休放電を利用Lたマト小,クス形画像表尓奘

置である。との表示裴置のおもな特長は,

(1)表示素子周身がメモリ機能を、つている。

(ii)表示部が平板である。

6H)表示部が逐明である。

の三っである。その他駆動電圧は 20OV程度で,分解能、0.3mm

絵素ビヅチ程度が得られる。

表示素子自身のメモリ機能は,他の表示素子には見られない大き

な特長で,づラズマディスづレイに一度;牛込んだ画像は,準耿丁儒号をf剛川

するまでそのまま保持される。他の表示奘置で靜止画像を表示する

場合,外部にこの画像を記憶しておく三引意装置が必要であったが,

づラズマディスづレイではこれが不要になる。表示部か平板であることは

精度の良い画像表示を可能にし,また透明であることは,裏面から

の,他の画像の重ね合せなど幅広い利用法を考えさせる。

とれらの特長からづラズマディスづレイは,将来計算機の入出力表示

装置として利用されるとみなされている。

2.試作パネル

当社では,絵素数256×256,分解能0.5mm 絵素 e,,チのづラズマ

手イスづレイパネルを試作した。パネルの1、緯造け,図 1.2 に示すよら忙

液晶セル スクリーソ

電原

3.ブラズマディスブレイ

1.研 究

スペーサ

基オ反ガラス

0

ιι

.,

J゛

簡単である。1'板ガラスに電極をストリ四づ状に取付け,その上に薄

いガラス層を形成して絶縁する。この基板ガラス2枚を電極が直交す

る状態に放電間げき(隙)を保って重ね合せ,周囲を気密シールした

ものである。づラズマブイスづレイパネルにおいて,駆動電圧およびメモリ

マージンを決める重要な因子は,絶縁ガラス層の二次電子放出係数で

ある。当社は特忙三次電子放川係数が商く,子運い届を形成しやすい

.

図 1.2
StTucture

放電問げき

好ι承ガラス

電極

パネルの桜i造

0{ plasma panel.
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ガラス材を開発した。

3.計入出力装のモデル試作

上記の試作バネ1レを用い,計算機入出力表示装置をモ手ル試作した。

との表示装置は,ド,ワトモード(Dot mode)とキャラクタモード(character

mode)の2モードをもち,後者のためのキャラクタジェネレータを内蔵し

静止衛星の開発にお込ては,中高度中形衛星に関する設計.製作

技術と比較すると,軌道の同々度化および位置制御を要するととか

ら発生する新し仏課題がある。とれに関する研究を衛星開発の一環

巴して,ミヅシ,ン解析・熟環境制御・姿勢制御・構造動解析および

アンテナ系について行なった。

衛星の設計段階におけるミ.,ション解析として,アボジモータ,検出系,

テレメータおよびコマンド系にトレードオフする許容誤差の設定,および

制御系,電源系を含めた衛星系全体の信頼度配分を行なう必要があ

る。 Launch vehicle と分離後,直ちに同期飛行に入ると巴は不可

能で,待期軌道飛行状態および遷移軌道飛行状態を経なければなら

な仏。このため,精密な地球重力場モ手ル,月および太陽の引力およ

び太陽ふく(幅)射圧などの摂動を考えた衛星の各軌道飛行段階にお

ける運動モ手ルの研究を行なった。また,とのモ手ルに適合するフィ

ルタおよび誤差方程式の検討などを行なった。

熱環境制御系に関しては,設計方式選定と関連して宇宙環境のモ

手ルを設定するための orbit charactetization, 1蔚星システムの大形

化およびミッシ.ン機器の動作性能向上に伴う熱的インタフェイスの設定

法,および信頼性の高いとう(搭)載機器の数学熟モ手jレ開発,宇宙

用機器としての認定法を確立することが要求されてきた。これにこ

たえるために,中高度衛星熟モ手ルの宇宙環境試験ゞータ解析法を発

展させて,地上試験条件の軌道飛行環境条件への変換,宇宙環境試

験手ータに基づいた機器の数学熱モデjレ開発法,非線形熱素子を含む

受動形制御系設計方式,および半能動形熱環境制御力式の研究など

を進めた。

姿勢制御系巴しては,スビン安定化方式のものを利用するととが多

い。との場合,アンテナ放射ピームを常に安定に地球方向に指向させ

るため,機械的または電気的な手段を用いる。機械的ゞスパンアンテナ

は,アンテナ部分を衛星本体に相対的に同一軸回りに回転させて,指

4.静止衛星システムの研究

ている0 計算機からの指示によりづラフィ.ワク手イスづレイにもキャラクタ

ゞイスづレイにもなる。回路部分は大幅に IC化され,小形化されてお

り,この表示装置の表示部分をハイライト写真に示す。発光点の輝度

は 30oftL,面積平均卸度5ftL である。

向方向を制御するノJ式で,デュア1レスeン衛星を構成する。そのため,

との種のノJ学系の動的安定性忙「刈すろ研究を行なった。姿勢制御用

スラスタに関しては,第一段階として,窒素ガス使用のスラスタシステム

の試作,特性評価試験を終わった。またこの装置の姿勢制御試験用

模擬衛星への組込みを行ない,姿勢制御系としての試験を実施した。

衛星の構体は重い計測器をとう載した軽量構造体であって,打上

げ時に,ロケ.ワトからの衝撃外力を受けるなど,過酷な環境下におか

れる。そこで,とれら動的荷重に対して,信頼性の高い衛星を製作

するには,構体の動的挙動を,設計時に十分は(把)握しておくとと

が必す杉助である。とれにとたえるために,現在,構体を等価な立

体骨組構造体に置換するモデjレ北手法,立体骨組構造体の固有値,

固有モードの解析法,ならびに応答特性の解析方法の研究をすすめ

ている。

衛星に必要なアンテナの放射特性は地球上の対象とする地域によ

つて定まる。地域の形に適合したビーム断面をもつ成形ビームアンテナ

は,地域内における実効放射電力の増大と地域外への不要放射の抑

制との点で効果的である。日本電信電話公社電気通信研究所衛星

通信用空中線系共同研究の一環として,製作納入した4周波数帯共

用成形ピームホーンリフレクタ形機械的手スバンアンテナの電気モ手ルは,

4GHZ帯および6GH.帯ではビームが籬島を、含むΠ本全体をおぉ

い,18GHZ帯および28GH.帯では eームが北海道.本州.四国お

よび九州力その形に介わせておおうものである。上述のようなホーン

りフレクタ形は種々の特長むもっており,律j弔とう載用の多周波数帯

共用アンテナとして,その給電装置は 4周波数帯共片,忙上どまらず,

さらに多くの周波数帯共用の設計、可能となっている。さらに偏波

共用アンテナ,マルチビームアンテナなどについても種々の力式を老案し,

衛星システムとしての検討を進めている。

イオン.インづランテーシ.ンは低温度で処理が可能,不純物濃度の制御

性が良い,自己整合法への適用が容易であるなど,従来の不純物導

入法よりすぐれてφる点が注目される。

イオン.インづランテーシ,ン時に発生する結晶欠陥による電気特性への

影響が,問題になっていたが,この影響をなくする方法の検討をす

すめた結果,抵ぽ実用的な電気特性を得られるよらになった。

不純物濃度の制御性が良いととを利用した例として,高抵抗製作

への応用がある。との方法では通常の拡散法と比較して,同一面積

で約100倍の値を、つ抵抗も容易忙作るととができるので,高抵抗

の占める面積の大きいような集積回路(1のの場合,製造上大きな

利点になる。したがって,この技術を用いるととにより,面積の点

で製作が困難であった高抵抗を用いた IC も製作できるようになっ

た。

5.イオン・イ

この例として,高抵抗を負荷素子として用いた抵抗負荷MOSIC

の製作ができるようになり,従来,高電圧動作であったMOSICを

パイボーラ 1C と同じ 5V電源で動作させるととができた。このとと

は,バイボーラ1C と MOS IC を直結できることを意味し, MOS IC

の利点、とされる高集積密度・低消費電力とバイボーラ1C の利点であ

る高速性を組合せた MOSICの製作が可能になった。

上記の試作 MOS IC の一例として,イオン・インづランテーションによ

り作られた,高抵抗を用いた8段のインバータの製作を試みた。その

結果,1段当たりの消費電力25μWで2MH.の周波数まで動作さ

せるととk成功した。通常の24V電源の MOSIC と比べて,と

の試作MOSICの消費電力を 1けた以上少なくすることができた。

また, MOS トランづスタのゲート電極をマスクとして,イオン・インづラ

ンテーションを行なう,いわゆる自己整合法を用いて製作されたMOS

三菱竃機技報. V01.47. NO.1.1973
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トランリスタは,ドレインゲートの重なり容量による影響が非常に小さ込

ので,高周波トランジスタとしてきわめて肩望である。したがって,

シフトレリスタのご巴く,配線容量の比較的小さい MOSIC では自己

整合法により高速化をはかるととができる。

この例として,ク日.ワク周波数20MH.で動作する Pチャネル,2相

クロ.,ク方式のダイナミック・シフトレリスタの試作に成功した0 これは,

通常の拡散法で作られた,同種の MOSIC と比較して,約10侶の

クロ',ク周波数で動作する高速MOS IC である,図 1.3 にその入川

力波形を示す。

とのよらにイ才ン・インづランテーションの利点である,高抵抗1製作およ

び白己整介法の容易さを利用することにより,従来の技術では困難

であった, MOSICの低動作電足化,および動作周波数の向上が容

牙ノになった。

フェイズドアレイレーダの開発には,放射系,モリュール,システ△のバうン

スのとれた研窕が必要である。モジュールの1苗成には,マイクロ波 IC

(MIC)技術とマイク0 波半遵体回路・フェライト風路が不可欠であっ

て,放射系の構成理論とと、に,とれらに鬨して意欲的な研究開発

を行なった。

1.アレイ技術

ワエイズドアレイアンテナは利得が甫K,走杏時利得の変動が小さく,

サイドローづが小さく,そして走査方向誤差が小さくなけれぱならな

込。そこでアレイアンテナの走査時利得にっいての研究,放射素子の

配列密度および励振振幅のテーバによるサイドローづ低減の研究, テイ

ジタル移相器のビヅト数節減の研究,広角走査のための放射索子およ

びその配列の研究,主たアクティづ形アレイアンテナにっいて,その利得

に1捌すろ研究を行なっている。これらの研窕結果はフェイズドアレイレ

一女の設'汁に応jUされて,システム設計に寄/jする主と、{こ禦子'パター

ン.楽子の配列万法・配列密度などの最遭化をけかっていろ。

2.モジューノし技術

(D マイクロ波 IC

MICの基本となる基板材'料の開発,鏡画仕上げによる 18GH■ま

で使用可能な基板の研究開発を行なった。 MICの設計は,分布定

数素子はむろんのこと集中定数素子のインダクタンス.キャパシタ.抵抗

の設剤・方法を確立Lた。さらに MICの設計にCADを遵入し基本

回路にっいては,精密な設計,誰れ玉がMIC の設計を可能とした。

より複雑な回路,半遵体同路について、同様に研究を進めた。 MIC

化モリュールには個々の回路の小形化を行なう一方,数個の回路が集

まったモジュー}レは高集積化され,小形軽量北はもちろん性能も良い

ものを得た。 NnC 製造技術は苅膜・厚膜の両方を駆使し,ポン手イン

づ,パヅケージングにっいても研究開発を進め,信頼性の試験を行ない

6.フェイズドアレイレーダ用放射系およびモジュール

図 1.3 イオン江入怯によるシフトレづスタの入Hν川鄭杉
(横軸 50 μSdiv,縦軸 7.5 V.,div (人ノJ),? 5 V,div (川ノD,
クロッウ 1轟波数 20.7 入IHZ)

Input and output voltage of 血e S11iftTesislor
fミ小ricated l〕y ion implantation

良好な結釆が得られている。

(2)半導休回路

フェイズドアレイレーダ用モジュールの半導休詞路は,広帯域特性をもち,

無調整で安定な半導体素子の開発とデバイスの設討を行なった。個々

の手パイスは小形化され,材料の排拶6,索子の選択で量蓙化を可能に

し低価格に結びつけて仏る。

MIC 用に開発した LID 形 Pin ダイオードは,5 ビヅトダイオード移相

器に使用し,そう(チ詞入損失 3dB以下,位相誤差士5゜以下の性能

を,同じPinダイオードを TRスィ.ワチに使い,損失0.6dB 以下,アイソレ

ーシ,ン20dB 以上の性能を得ている。ミクサ師1路は,ビームリード形のシ

ヨ,寸千バリャダイオードを使用し,変換損央6dB 以ドの無調犠で安延な

ものが得bれた。 1F前置増柘需Rは薄1嘆IC 化技術を仙い, T,2段

で 13×6(mm)の小形化が可能となった。ウェハ,づロセス技術の改良

で,パルス 1朔乍の而伶Eなインパ,71、ダイオー1;'を併1発し,パルスや高 20μS,

発振せノV(尖)頭川力 1.5W以上の注入同期発振暑号を NnC 化Lた。

( 3)フェライ 1、1"1路

上記のように染槌化されたモづユールに適合するっエライト阿路とし

て,マイクロストリ.,づ形のサー牛ユレータや移相器などを開発した0 サーキ

ユレータはアルミナ基板は(巖)め込み力'式の亀のく、,現在20%以上の

帯域にわたり VSWR I.2以下,そう入損失0.5dB 以下,アイソレーシ

ヨン20dB 以上の特性が無調整で安定に得られている。つぎに移相

器は,結合メアンダラインを用いた非可逆移相器であり,4ビ,り卜で 9

~10GHZ の帯域にわたり移相量変化士3%以内,そう入損失は全

移相状態て・2.0~2.3dB,寸法 14×18×3.5(mm)というものが得ら

れてぃる。なおこの移相器を応用し,モジュールの透過位相の調整を

行なう位相調整器も開発している。

畉
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最近真空スィ,ワチは,コンパクトであること,保守点検が不要なこと,

アークが外部へ漏れないことなどが評価されて.モータ回路の開閉に

多用されっつぁる。ととろが,モータの絶縁破壊*故の割合は,従来

の朋閉奘置における事故統創'と,真空スィ四チにおける事故統副'とを

比較する巴,後者の抵うが右異差が認められる程度に武」いととが問

題となっていた。との原因としてけ,最近電動機の使用ひノV皮が増

フ.真空スィッチをモータ回路に適用した場合の開閉サージと保護方式

1.研 プL

大したこと,またケーづ1し系統の拡大から開閉サージ内体の過酷度が

増大してきたととなど,開閉装置の使用条件の相述が一役買ってい

るものとも考えられるが,当社では,真空スィヅチのしゃ断特性それ

自身にも原因がある主考えて,詐細な理論的・実験的研究を行なっ

た結果,開閉サージに対する新しい保護システ△を確立することに成

功し,従来のスィ.,チ以上の安全運転を1雅約できるようになった。

屯
A



置は「VS りアクトル」と称するもので,つエライトをコアとした数ターン

からなる可飽和りアクトルに並列抵抗を付加したものである。

当社のモータ用コンタクタは,すべてこの「VS りアクトル」が装置さ

れ,異常電圧の壊滅が計られている。

次忙真空しゃ断器につ込て述べる。しゃ断器の場合には,大きな

しゃ断容量が要求されるので,材料選択の自由度が小さく,さ込断

電流が十分低い材料は開発されていないというのが,世界的な現状
^

である。したがってしゃ断器の場合には,」二記VSりアクトルを裴置イコ。

実際当社でも,さV、断に伴う異常電庄という愆眛では令く開題の してもモータ容量が小さい(サージインピーダンスがi拓い)場合には,あ

ない材料の開発に成功し,とれを適用している。ところが,真空ス る確率で過酷な師上常砥圧がモータに印加される。との電圧は,抵抗

イヅチにけ,、うーつやっかいな性質,すなわち尚周波電流をしゃ断 とコンデンサの直列接続回路を線路大地制あるφは線問に接続すると

するという特靴があり,これが多雨再発弧(再発弧画後に流れる問 とによって抑制できる。しかし一般に,この装置は高価であるので,

j河波電流がしぺ寸断されることが繰り返される現象)を発生させ,そ しゃ断器の開剛ひノV度を勘案して,梨故硫率を数量的には握し,保

の結釆として品夕常電打泌V上じることが実験的には当社と GE 社で, 護対策を決定する必要がある。この日的のために,竺1社では最近,

理!論的には当社で指摘され問題となって込る。この現象はケーづルか 接点材'料の特性,使用されるモータの電庄・容量・極数,およびモ

ら給電されたモータ回路で顕著に現われ,最近におけるケーづル系統 ータの絶縁設計をすべて考慮した,三怜牧率計算用のコンピュータづログラ

の拡大と事故率の増加とに対応するものである。当社では,この現 ムを完成した。

象の窕明と並行して,その防止法についても詳細な研究を行なった 現在,当社が適用している保護システ△は,この計耳づログラ△によ

結果,詞路の高周波に対する抵抗を高める装置を回路{て直列にそう る定量的は握1て、巴づいた、のて、今後は,真窄スィ,,チの適川によ

入するととにより,とれを防ルできることを明らかにした。この奘 るモータの絶縁破壊事故は皆無であると確言くきる。

8.オゾン応用技術(フK処理,脱臭)

オゾンは強力な酸化力を、ち,脱色・脱臭・殺菌,および右害成分 凝架沈でノV処哩により,排水中ののり材および不i容性の染料を1徐き,

(シアンなど)の分解にすぐれた効果をもち,新しψ環境浄化乎段と ついでオゾンの酸化作用で水溶性の染料を分解する、のである。

して注Hされている。当社は甲.くからオゾン発生機の研窕を行ない, 試験の結果,火部分の排水に対してけ十分に}悦色できたが,一部

すでに製品化した(3 編の貯1業用電機品を参照)が,これと並行L,, の染色過程で使川される還元件物質や界両活性剤を多量に含む場合

えゾン1心川技術の研究を行ん0ている。 は,オゾン必要量が増加1る。このような場合の効果的な処理法に

1.染色排水処理 ついても研窕を行なっている。

通産省舖助金の交付を受け,わが岡で初めて実用規模ぐオゾンに 2.上水処理

よる染色排水処郡の献験を行ない,技術および経済性の両而から実 水源の富栄養北により,カビ奥の発牛.か多くなったが,才ゾンはこ

川性硫認を行むった。図 1.4 けこの設備(共祠小詰名である q知 のカビ熨の除去に村効である。淀川水系河川水について実験したホ冉

!'{{川工業城陽工場に設距D の全景であり,オゾン発生機など上要機器 釆では,奥気度30~如のものが,2Ppm 程度のオゾン添加によっ

は建物の中に設置されている。処珊蛸E力は処到!水量10omvh,オゾン て,5程度まてイ氏下することがわかった。(・→般に臭気度10以下で

発生量2.4kg/h である。 あればよい)

試験対象はなっ住櫛染排水で,のり q鋤材や界面活性剤などを オゾン処理によって硝酸性窒素の増加が懸念されるが,通常の処

含み水質が非常に複雑で,また時問による変動もはげしく,染色排 理条件で0.03Ppm程度の増加であり,問題にならないととがわか

水中では処理が最も困難とされているものである。処理方式はまず つた。(規佑Ⅲ直は 10ppm)。また,排氣オゾン処理については水洗と

活性炭の組合せにより,安全かつ完全忙処理できることがわかった。
、1

さて,真空スィ.,チをモータ回路の開閉に適用した場合,発生する

異常電圧には,電流のさい断に伴うものと,多重再発弧忙伴うもの

とがある。以下にとれらの異常電圧をコンタクタの場合と,しゃ断器

の場合とに分けて述べる。

まずコンタクタの場合は,要求されるしゃ断能力が,しゃ断電流で

表現して 51金以下と比較的小さいので,接点材料の選択の自由度

が大きく,さ小断電流がIA以下ときわめて小さい材料が使用でき
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オゾン注入方式については,パーシャルインジェクシ.ンおよびディフューザ

方式について,処理モデルによる実験検討および理論的検討を行な

い,各方式の特長を明らかにし,また,筒長q突さ)と吸収率の関係

など有益なデータを得た。これらを、巴にして,気液接触そう(槽)

の遭切な設計を行なうことができる。

3.悪臭処理

悪臭の代表であるイ才ウ化合物およびアミン類をはじめとし,多く

の悪臭にオゾンは有効である。各悪臭成分とオゾンとの回志を定量的

に検討しているが,これと並行し,下水処理場の臭気治よび紙.バ

ルづ製造過程からの臭気など実際の悪臭について実験した結果,い

ずれも臭気度が U20程度に低下するととがわかった。
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9.住宅空調環境のソフトウエア

づログラ△では,あらかじめ計算機に記憶させた冷・1暖房1幾器の特最近,空調業界における電算機の利別は茗Lく,冬杜,冷・暖房

性を,外父条件・室内条件を吉感Lて計算し,機器の冷寸援房能力熟負倚'汁算や運転シミュレーション,機種送定・述転賀"H_1などのづ口づ

を決定し,とれ上.与えられた条件下で所定の室内温度にするためラムを開発している。当社でもこの動向に沿って芥種のづ0グラムを

の熱負荷を比較し,そのときの室内温度や機器の運転率を中心に計刷発し,営業活動に,主た技術的検討に利川している。

算するものである。1.熱負荷計算プログラム

図 1,5 は,ミテス.21S (MSH-22RSA 形ヒートボンづユニットと SRすでに白レや住宅用の定補'熟負荷副算づログラムは営条ラインに利

-1401形蓄熱暖房器を組合せた冷・唾房システム)を11Jいて,普り心木打]され,その計算ひん(頚)度はかなり多くなっている。

造住宅の 8畳りビングルー△を暖房した結果である。図には上部から本年は非定常の熱負荷計算づログラ△を完了した。この方法は,レ

ヒートボンづユニットの運転率, COP,その暖房能力,21゜C に,、るためスボンスファクタ法とよぱれ,時時刻刻の条件を励振として与えるとと

の部昼の熱負荷,蓄熱暖房器の窕熱呈,室仏Ⅱ1副叟(21、C士1゜Cで制ろが従来と災なり,多数の副'算を行なうので電子計姉機を川いなけ

御さ九ている),および外気温度が計算されている。ればできない手法である。

図 1.6 は,同じ部屋をこのシステ△で冷房Lたときの結来である。レスポンスファクタ法を用いれば冷・1髪房熱負荷計算の精度はあがり,

窓は締則りの条件のため冷房していないときは外気より蒟温となる経済的な機種選定ができるぼかりでなく,過去に観測された突際の

が,短時間で設定温度まで冷えることがわかる。外気条件をj打いた計算結果では,選定されたユニ、汁の運転を評価す

運転率はただちに運転費の計算K用いるが,運転をIH中連統することができる。とくに,運転初期の立上りの熱負荷を前日の冷・

る方法と,好みの時間だけ運転する方法の費用の差、計算できる。暖房運転の有無を穹慮して計算できるのは,従来の方法巴比べて格

冷・暖房とも,1日8時間程度運転する条件と1日連続運転とを比段の進歩である。この計算は現在すべて可能である。

べると,考える抵ど費用の差は大きくなく,得られる快適な環境を2.運転シミュレーションプログラム

老慮すれぼ,かえって経済的とも仏える。図 1.5,1.6 ばこのづログラムによって司"算した一例である。との
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10.高圧ラインフローファン

より高圧を発生するラインフローファンが必要であった。

このような要求にそってわれわれは高圧ラインフローファンの開発を

計画し,理論的・実験的に研究を進めてきた。理論的研究は従来か

らも多くの人によって行なわれてきたが,すべてボテンシャル渦を仮

定した解析であるので,実際のラインフローファンの流れと異なってお

一

うインフローファンは,羽根車の長さを任意に作るこ巴ができるのに加

えて,全体の流れがU字状であるから装置を小形肩平にすることが

できる特長をもっている。このため現在,ルー△クーラ,エアカーテンな

どの空調機噐に広く使われてきているが,この特長をさらに広範囲

の機器に適用したり,機器のいっそうの小形化をはかるためには,
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り,突験結果巴の不一致は非常に大きい状態にある。ラインフローつアン

のi錨圧化を図るためには,羽根車の回転によって誘起される流れの

性質をはG四握tることが必要であるが,従来の到牙倫では定量的な

検討は望めないので,われわれは羽根卓を横助るそれぞれの所誌泉忙

対して運動量郡論を迪捌するとど、に,各種圧力損火をすべて吉慮

に入れた一般性のある解析を行なった。その結釆,ラインフローワアンの

武Ⅱ_f化に対する多くの恬蛾を得ることができたので,これを、とに

して,各桝成喫索の最逃形状を見1_nすべく系統的な突験を遂行Lた

※'果,

(1)羽根小:の小Ⅲ井又数・羽根角皮・1人」外径北の最適値

(2)舌板形状および取付角度・位置の最適値

(3)ケーシングの形状および巻きはじめ位置の最適値

(4)案内羽帳の形状・取付角度の最適値

などを明らかにするととができた。そしてこれらの成果を適用する

ことによって種々のタイづの1高圧ラインフB-ファンを開発した。図

1・7 に1刑発された代表灼ワアンの無次元化特性曲線を,従来の標準

品の特性とともに示してある。図 1.7 からわかるように,とのフ

アンは現在までに公表された世界最高の圧力係数ψι=5.2 (ソ連製)

をしのぐ6.3の"÷力係数を持っているので,従来の標準ラインフローフ

アンやシロ,,コファンの圧力係数が約2程皮であるこ●を杉えると,3

イ舗丘い商111化が迷成されたととになる。

さらに従来公表された鳥庄ラインフローファンのほとんどが,羽桜小:

内部に粢内羽恨をそう q雨)入,、る形式であったために,型作か困難

7

6

5

大都市への人Πの染巾化に作う電力舗要の増大をまかなうために,

都lh近郊に火容吸の変磁所が多数建股され,そとに設置さ九る変圧

器の騒音が11J:界芥岡で1剖題になっている。変H1器からの騒音を低波

する手段は大きく二つに分けられる。そのーつはしゃ音壁などで外

部へでる音を減少させる仏わゆるしゃ音対策であり,他のーつは音

源自体からの音の 1ネルギーを減少させる音源対策である。しゃ音対

策は非常に直接的な手段であって,大幅な騒音レベルの低減に適し

ていて,しか、技術的には比較的容易であるため,従来からよく研

究されており,現在では抵ぽ完成の域に達して込るといえよう。

当社で、との而からの多数台の低騒音変圧器を開発完成させ,関

係電力会社等へ納入した豊富な実績を、つている。一方,音源対策

から低騒音変圧器を実現するのは技術的に非常にむずかしく,その

研完には多くの分野の恊力と多額の経済的支援を要するため,世界

的にみて研窕もあまり進んでおらず,現在でも未解決のと巴が多い。

変圧器本休の発する騒音の振動源として巻線と鉄心が考えられ,

この両芥が下記の起振力忙もとづいて振動するととにより,変圧器

騒高が発小する、のと杉えられている。

(i)巻線導体Ⅲ」またはコイ1レ朋に働く電磁力

(H)鉄心材料の磁気ひずみに基づく応力

(難)鉄心の継ぎ目部や積層板問忙作用する磁気吸引力

とうした多数の要因が関連しあっているので,これらのおのおの

の起振要閃と変圧器騒音との厳密な定量的関係を確立するのはむず

かしく,現在のところ定かにはなっていないようである。変圧器の

騒音は鉄心の振動に基づいて生じるととから,変圧器の騒音レベル

は,緊材である力向性けい索釧の諸特哲辻霄牛卿て鬨係していること

が容易に推i則される。索材の磁氣諸特性が,そっくりそのまま変圧

4

3

2

,寺,ワノンの二七=

0

図 1・フ,晰Ⅱ{ラインフローファンおよび標靴ファンの1、¥性岫線
Performance cl]aractcristics of tl〕e dcYelope({{an
and standard fan

0

であるだけでなく,不安定作四伶印或が広く尖川上難点かあったのに

対して,今回開発Lた、のは,案内羽根を羽桜車の外部に出して構

造を単純化しただけでなく,図 1.7 に示すように,静圧が最大流

量からゼロ流量まで単調忙増加しているので,全作動領域忙わたっ

て安定作動をする火きな特長を、つてゃる。しかし,やや騒音が高

い仕ヒ騒音レベルで標準ファンより、約5dB 高い)という欠点もあ

るので,今後は騒音低減を日ざしてさらに研究していく必要がある。

なお,今1川肝]発された需削上ラインフ0-ファンのーつは,すでにルー△

クーラの室外側ファンとして従来のづ口ペラファンに換えて使用されて,

宝外の突川部の少ないコンパクトで沌い壁質通形の斬形クーラ(MTH-

22 形)として,昭村卜17{ド4ナはり兆光されている。

νι

三」」

'＼。.

Ⅱ.変圧器騒音の低減

イ'e士イ享;女)

イ静1王仟牧〕
U,

1.0

器鉄心に*かされるわけでなく,通常少なからず変化するこ■が経

験的に知られているが,業材管則!・製品管川!などの煩iから黙材の諸

特州北変圧器の騒音レベルの1刈係を'i111べるととは村意綻であり,リι

際上便利なことが多い。しか、,素材の速切な選択により,騒音レ

ベルの低減をはかることを意図して騒音に関連すると考えられる要

因一ー・磁気ひずみ・磁化特性・形状等がそれぞれ異なるけ仏素鋼を

18
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図は横軸に模型変圧器に使用した素材の種類を,縦軸はそれらの素用愆して,これらの材'料で容量が約50okvAの模型変圧器を多数

材および模型変圧器の諸特性をづ口,汁したものである。逮1から明ら製作して騒音問題の研究を行なった。

かなように,素材の磁気ひずみ・鉄損・励磁VAなどが,変且滑&のまた,容量が10~20MVAクラスの実際の電力用変圧器を用いて

騒音と強仇相関のあることが明らかとなった。耐'偲突験、行なった。図 1.8 にとれらの研窕結果のー・部を示した。

12.高圧発電機用集成マイカエボキシ絶縁

(上倶D に示すが,従来の絶緑組織に比べて,染成マイ加ボキシ絶緑

の優秀靴を確認できた。

(4)遵体温度 160~200゜C と 60゜C との1剖で,常1時~/§三の過

電圧印加を行ない,80分/サイクル(上昇・50分,下降30分)の繰返

しヒートショ,,クによる非常に過酷な絶縁総合機能瓢験を,3,000サイク

ル,約1年問実施した結果を図 1.9(下倒D に示すが,従来の絶緑

組織に比べて,集成マイカエボキシ絶縁の優秀性を召蛮認できた。

(5)データファイルシステムを基礎とした信頼性解杤手法を朋発し,

多要因問の相互作用性に立脚したデータ解析を行ない,集成マイカ1ボ

牛シ絶縁組繊は,長期寿命安定性につ込て優秀であるととを確認した。

以上のことから,この集成マイカエボ千シ絶緑組織は,高圧発電機

絶緑用として非常に優秀であるととか実証され,突機への適用が期

待される。

発電機の火容量化・高電圧化にと、ない,絶緑コイルはますます

高い信頼性が要求されるようになってきた。この要翁にこたえるた

め,電知W ・機械的・熟的諸特性にすぐれた新しいif肌E1モ兆電機用

染成マイカエボ千シ絶緑組繊を開発した。との絶緑紕靴は長年月の実穎

を村するダイヤラス于"絶緑を茶ポとしており,含浸替朔旨には低粘皮

でボットライフの長い特殊エポキシ枝"旨を用い,マイカポンドには染成マイ

力はく(1齢と裏打材を強固に張合せるととができ,かつ含浸樹脂と

相溶牲の良い特殊エボキシ樹脂を用いて,1ボキシ樹脂と集成マイカが

一体となるように製作されている。

主絶緑に用いられる染成マイカは原鉱を粉砕し,それを抄紙した

、のであり,フレークマイカに比べて品質が均等であり,絶緑破壊電圧

のぼらつきが少なく,かつ最低値が高いという特長をもっている。

さらに,エボキシ桜甥旨の強じんな接着力により染成マイカの特長がート

分兆揮され,優秀な絶縁組織を形成するととができた。高圧発電機

の染成マイカ1ボキシ絶緑組織で得られた主要な特性の概要を以下に

示,、。

a)集成マイカの本質的な性質に基づき,絶縁組織がち密にな

り, tan δの電圧特性が向上した。

(2)長時冏電圧印加試験(V-T試験)の結果では,長い実績を

村する従来の絶緑組級忙比べて,集成マイカ1ポ千シ絶緑がより局い伝

頼性をオiするととを確認した。

(3)絶緑組繊の機械的疲労特性のは握が機器の信頼性を左右す

る重要な要因となっており,そのため,コイルを片持ちはり方式と

して支持し,繰返し応力による強度を求めた。その結果を図 1,9

N、sn超電遵テーづの一般的製作方法は, Nbテーづに Sn を溶融

めっきして930゜C以上の高温に加熱し, Nb の表面に Nb3Sn化合

物層を形成するものである。今回われわれは, sn に多量の CU を

添加した CU-sn合金を Nbテーづ忙めっきして加熱する方法を検討

した。 CU-sn 合金をめっき材'として用いることによるおもな相述

点は,

(1)生成する Nb3Sn 化合物の臨界竃流密度が大幅に増加する

こと

(2)生成速度が増すこと

(3) 930゜C以下の低温側でも十分N、sn化合物の生成が見ら

れること(sn単体をめっきする場合は Nb6Sn.などの異相が生成す

る)

である。

図 1.10 は,幅2mm,厚さ 20μm の Nb テーづに CU-50at.%sn

合金を溶融めっきし,900および950゜C で各1時問加熱して製作し

た試料の臨界電流 qc)曲線で,印加磁場(H)はテーづ画に垂直で

ある。 N、3Sn化合物は一様な厚さの層として Nb に密着して得ら

れ,十分な可とう(挑)性が得られた。

13. CU、sn合金を使った Nb.sn超電導テーブの製作

1,500

1,000

1が

500

図 1.9 (上側)機械的疲労特性(20゜C)

a眼の発電機絶禄総合機能試験
(upper) Mechanical{atigue chaTacteristics'

(Lower) Functional evaluation test {or h喰h voltage insulation
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一般家庭用に先んじ継務用として普及して.ハる冷房・冷凍機は水

冷式が多く,その水、使い括てにせずに冷六Ⅲ答(クーリングタワ→を利

用する循'環方式が多く採用されている。ととろが,最近の火気汚染

の進行と並行して冷却水が悪化L,冷媒との熟交換器,すなわちコ

ンデンサ鉤合金管を腐食して穴をあけ,機器か停止する'"故を雄リ川さ

せた。

この対策として客先の冷却水の実態をJm査するとともに,尖機お

よび模擬リ3強により水質管蝉のJ'本と,機器の防兵i没計における注

意'N項をつかんだ。

a)冷却水の水質

保守契約した令囲の客光から530件を遼び,それらの冷却水をil"

査してつぎのヌ占釆を得た。

(a)腐食喫故を発生した客先の循環水11・ゆ溶解成分は,補給水

の 10~如イ高の濃度に達している。それは,新栃价水の濃縮上火気汚

染物質の侵入・溶解が原因である。

(1力全体の 65%仕臼本冷凍空ii1卸C業会が定めた冷却水の水質

1'淮にZY寺1名であった。

(のとれらの客先のうち,さらに 36 件を対象として7 Πご上

に循環水を採取し,2力打冏の水質変動を調査Lた。期冏を逓して

企頂Πがj'湫に介格する冷却水仕5什であった。

また,令休的にみてつぎの傾向かあるこ上を締1,恕した。

(d)循環水仕田園地区よりib荏U山1叉のほうが恕化Lやすし、。

(C)冷却塔が、炯!突・ちゅら U厨)房1井気U ・奥又q女き・中庫・

吼小:場・交差点の近くに据付けられている場A捻,市街・田園地尽

と、に水質は急、速に悪化1.1力月で小h牧に゛たるこ●がある。

14.水冷式熱交換器の防食

(2)水質管野

]奨境がよくない1令却塔であって、水質管熊!を遡口Jに行なえぼ,腐

食、小ん牧を防止できる。

仏)冷却塔内の沈殿物・もq稾)類を1徐去L,水の総人換えを 1

力月に 1度以上行なうと水質は良好に保たれやすい(図 1.11)。

(b)冷却塔・ポンづ・配管などから循畷水1止の 1~ 2%を排1_Π

(づりード才フ)すると,水質は良好に保たれる。

(0)腐食抑制剤の添加は効来がある。 1Ⅱ賑鉱剤27締類をテスト

して,性能のよい 4種類を製定した。

((D スケール,スライ△除去剤の多く俄1駿判功珂血く,配管・冷却管

を損傷する。薬剤Ⅱ稲類からj禽食性が少なく,排水処」雌の吻単な

3種類を選定した。

これらの研究成来を誉業・サービス部円に徹底し,客先の認織を1高

める江'動に結びつけたネ古来,昭羽147年度の腐食!1、f般は 46午度に比

較して紗ルルに減少させるととができた。

1.総合生産システム

生産の自動化・省力化のために,各種の自動化機器を昨年に引続

き開発しているが,今年度の特長としてはミニコンビュータの使用され

る例が増加してきた。

一方省力化の成果をあげるためには,従来のように直接作業の自

動化のみならず,設計から出荷までの生産をシステムとして合理化す

る, V、わゆる lntegreated Manufacturing system σ. M. S.)の考

え方を遵入する必要に迫られてきた。

新しく計画されている量産工場はコンピュータによって生産を管郡

し,また製造ラインの各種の機械、その制御をコンビュータによって行

な゛,問接作業を極゛諾に削減し,ーカから柔材を技入すれぱ他端か

ら数種の製品が川てくるような,モダンづラントとしての形態を上1標と

している。

2.組立・ハンドリングの自動化

量産型製品を中心とした幽動組立機や,自動組立ラインの開発,

加エラインにおけるオートハンドリング裴置の開発は,昨午に引続き生産

技術研究所や各製作所で実施されており,ミニコンピュータ制御やシステ

ム構成に特長のあるものが開発された。

(1)旋盤加エライン用オートローディングシステム

エレベータ部品など比較的大形シャフトの旋盤加工無人化のためのオ

ートローディングシステムで,1台の天井走行形口ーディング装置により,

NC旋盤3台への素材および仕上材の自動着脱,旋盤とそれぞれの

1,000 硫哉イオン(S01;)
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制御で行なうととができる。これは,今後の群制御旋盤加エライン

のオートハンドリングのモデルになるといえよう。

(2)電気指示計器の自動目盛記入裴般

広角度指示計器(電圧副'・屯流計など)の目盛記人作業を山動化

したもので,標準電氣量K対する指針の振れ角を白動指針追尾装置

で記録し,そのデータをもとに,測定点以外の目盛記入点を補間演
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すべて人千にたより,商度の熟練を必要としたか,この奘置により,

太鼎ぱ劇乍業老ぐ1ジ女定した品質の、のを得ることかでさるよう忙ぽ

つた。

3.ミニニンビュータ応用

ここ赦1ドに茗しい伸びを示した三ニコン捻, i☆」判1能・低価桜とづ口

づラムによる1例御のフレキシビリティなどの点で,襖雑化する省ノJ化'自

動化機器,製造工場のオートメーションの制御{こ最迪である。ノ>後の

ニコンの}心jUにっいての重変な分野のーつとして,次の行項について

研窕開発を行なった。

(1)三ニコン NC

従来の NC裴識がハー1勺エアで行なっていた郁惜1裁算'謝走を,す

べてミニョンのソフ1、ウェアで処到!するミニコン NC (あるいはコンeユータ

NC)の研究,開発を行ない,ヨニコン NC 旋継を試作し実j"に供し

た。

(2)工詳討司ロボ.,ト

工業用ロボットの作業能力に遡心糾三を、たせるため,ミニコンで制御

可能な祝覚付きロボヅトの研窕を迩め,2サ機を試作したし、イライト

g手:上父亥'CⅢり、

(3)向動試験システムミ

IC化された新しいエレベータ併管理奘置の瓢験を能率よく突施す

るため,ミニコン制御の獅動試験システ△を開発した0

(4)牛産ラインのモニタリンク

生産ラインの各種装置の動作状態の職視と,ラインの沈れの管蝉を

行なうモニタリングシステ△の開兆を進めている。

16.低圧高速TIG アーク溶接法

図 1.13 は置きビート溶接における辿正溶接条件域を,溶接確流

および溶接速孃について整郡したものである。図に示すビとく低圧

陰極域を州いることによ咲商正溶接条件域を著しく大俺流・局速側

に拡大するととができる。またこの低圧陰極域を片面溶接に適用す

ることにより,溶落ちおよび河U牙ーピードの形J戎傾向を減少させる

ことかく・き,とれにより,沌板突合せ継千および制げきを設けた中

板厚継千の片画溶接を大気圧条件より仕るかに孔.市虫度で行なうこと

;ウ1;、、、そ工(D 。

幽動化.商能酔訓ヒK対処するため,溶接施行画において、浴接の

1高速皮化が斐望されているが,低1上ヌU・やの 1、1G アーク忙おける」靭温

球状陰極域を熱源として用いることにより,従来のアーク溶接法よ

りも商速度でかつ安定な溶接のできる方法を修立することができ

ブこ。

一般に人氣中のアーク溶接法においては,能率向上のためノ゛鐵允

.商速度条件で溶按を行なうと,強力なづラズマ気流の作胴および浴

融池内の卸紋寸流によって,溶融金属が後力へ述は'れるため,たとえ

は'1雌きビードi容接においては江井妾ビードの仙リ;卸こアンダカ・,トカ訓多成さ

れやすく,さらには著しい不均ービー1C か形成されるよらになる。

また片面溶接においては同様の現象にもとづき,溶落ちか発生しや

すくなり,安定な溶接条件域は高速側では非常に狭くなる。

とのような大電流・高速条件1ておける溶融金属の挙動を制御する

方法として,低圧アークにおける陰極域がすぐれた特性をもってい

ること忙着目して,高速溶接への適用につ゛て検討した。

低圧氣中でTIG アークを発生させると, j心常見られるアーク炎の

ほかに陰御訂貞下{C商温の球状陰極域か形成され,とれを母板に接触

さ、ぜることにより,接触状態に対1心した1容込みを形成させることか

できる。この場合陰極域は吐板の溶融に対し均一一画削§原として作畑

し,溶融池内の対流は大電流・商速条件にお゛ても樹対流形で安定

しており,とれと同排に低圧条件では,火施流域Kおいて、づラズマ

気流が大氣圧条件より著しく徴弱になるので.溶融金属の後方への

移動は少なくなり,これによりアンタカ引、および小均ービードの形

1'ミをlyjⅡ二することがく'きる。
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Electric power Generation, Transmission and Distribution

世界にその例を見ない長期かっ高度な経済成長を続けてきたわが国にも,つぃにそのひずみがあらわれ,公害問題をはじめとする内外一連の

社会経済情勢の激動と緊迫化に伴い,ようやく反省期を迎え,景気停滞のムードが高まった中で,さらに円切上げによる輸出不振が,いっそう

不況の深刻化に拍車をかけることが懸念されたが,一方国民の生活水準の向上と,公共投資の拡大が大きなささえとなって,人間生活忙不可欠

なエネルギー源として,電力の需要はいささかも衰えることなくぉう盛な伸びを示し,とれを充足するための諸般の設備投資が強力に推進され,
繁忙な1年であった0 との問長年kわたって蓄積した豊富な経験と,新たに研究開発によって修得したざん新な技術力を巧みに紗△して,この
需要にこたえ,数々の埠しφ技術成果をあげるととができた。

兆電部門で特に日を引くのはスケーjレメリットを確保するため,単機容量の急速な増大傾向である。すでに数年前よりこのことを予測して,生産

設備を拡充し,新しい技術の研究開発を強力に推進して,電力業界の動向と需要に即応できる十分な体制をととのえ,大容卸機製作の記録を更

新した0 また発電づラントとしての総合機能を有効に発揮させるため,新しい各種の制御機器も並行して開発され,省力化と高効率運転忙大きく
寄与した。

電源容量の急速な増強と相まって,電力の流通機能を担当する送配電部門の重要性も一段と高まった。との部門の最近の傾向は,地価の高騰
と都心において適当な変配電設備用地の入手難に対処するため,縮少形変電所の建設が急増したこと。電力系統の大容量化と複雑化に伴い系統

運用面での安定化を計り,電力供給の信頼性を確保するための系統安定化装置,系統保護継電装置,および省力化のための遠方監視制御装置等
が引続き多数開発されたとと。送電容量の増大と電源地帯の遠隔化忙伴い,超々高圧大容量送配電機器の製作が本格化してきたこと。長距離大
電力送電が包含する技術的諸問題の解明が真剣に検討されたことなどがあげられる。

当社は火電力,超高圧研究設備,系統用模擬送電線設備等を活用して,技術陣が一体となって日夜送配電機器の技術的問題の解明と技術資料
の収集,開発試作機器の実証試験,系統運用時に発生する諸現象の解析などととりくみ,新技術の開発と信頼性の高い幾多の記録的な送配電機
器を納入し,電力技術の進歩に貢献した。

自家用送配電部門では,一般産業用設備は景気の後退を反映しておおむね低調に終始したのに引きかえ,通勤ラ.,シュの解消,観光づ_ムによ

る旅行客の増加忙対応するための電鉄用受変電設備,高層化大形化したビjレ,ホテjレ,,!パート,その他三次産業向け機器の好調が目立ち特に公共

投資の拡充による上下水道・トンネjレ・空港向け,あるいは生活環境保全のための公害防止用受配電設備の需要は好調に推移した。

この分野では従来から比較的安価で,操作が簡単,保守の容易な機器が要求され,小形化.不燃化.無接点化.低騒音化等一連の安全性.信

頼性向上のための自主的な技術開発に格段の努力が払われ,また省力化のための電子機器の導入も積極的に採用され多大の成果を収めた。
以下47午度における技術進歩の跡を各項目ごとに具体的に説明する。

1.発

79

4'934,083

16,347,380

図 2.1 関西電力高浜発電所1号機 920MVA I,80orpm
内部冷却ターピン発電機

920MVA I,80orpm inner・cooled turbine generator for
Takahama power station unit NO.1. of KansaiElectric
Power co.

1.1 火力および原子力発電

1.1.1 タービン発電機

昭羽14フィ1り足に製作納人したターピン発俺機け総剥'41台,5,350,6釘

kvA に述し,台数, kvA とも昭村146斗J窒同様の'高水沖ξを維持し

た。特紀事到ルしては炊の、のがある。

(1) 1對西電ノJ 心j浜兆電所1号機は原十ノJ削4極機として,姫路

第二発電所5ぢ機は大力用2極機として,いずれも圈産最人容量タ

表 2.1 タービン発電機製作概況
Brief Teview' of turbine・geneTator building

昭和47年度納入 製作中

国内事業用

国内自家Ⅲ

翰 出

数

7

総出力
kvA

?,フ70,500
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計

電

】8

501,689

41

数

2,078'498

】0

総出力
kvA

8,026,000

5'350,687

5

23

115,108

聞

數

2,855,585

17

総出力
kvA

】 0,796,5(刃

21

996.693

41

616,797

台台
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オ'ム機である。さらに大容量の関西電力大飯発電所向け4極機を

製作中である。

(2)輸出機の増加が著しく,特に事業用大容量機が多いことは

当社技術の海外における信頼の高仏ことを示している。空気冷却機

は半数以上が海外向けである。

(3)大容量化時代忙備えて工場設備を拡張した。ステータエ場'

ロータニエ場.コイルエ場・試験ビット・バランスeツト等が完成し,超大口

ータ用スロットミラーを新設した

1.国内事業用タービン発電機

昭和47年度忙納入および製作中の堪業用発電機を表2・2に示す0

(1)関西電力姫路第二発電所納め5号670MVA発電機は,2

極タンデ△機で国産最大容量機であり,固定子コイルに 2列べントチュ

_づ方式,回転子コイルに PNssuri記d GaP 冷却方式を採用して,冷

却効果の改苦を図っている。工場試験を終了し,現在据付中である0

なお同一形式の発電機2台も製作中である。

(2)束京電力南横浜発電所納め3号'2×278MVA発電機は,づ

ラシレス励磁機を採用した国内で最初のク0スコンパウント機であり,中

速同期法が採用される。

(3)関西電力大飯発電所向け 1号・2・号 1,30OMVA 発電機は,

火力.原子力を含めての国産最大容量機で,固定子コイルには中空

表 2.2 図内鵄業用ターピン発電機製作実績(10OMVA以上)
Llst of turbine、generatots for domestic power companles

(ab0祀 10O MVA).

中実素線組み合わせの水冷却,回転fコイルには Pル鵠田1記d G叩

冷却,固定十鉄心には複式放射通風を採用している。クーラは発電機

上部忙軸方向に配置し,づ0ワを軸の1町端部忙設けた構造とする。四

年上旬の完成を目ざして現在鋭意製作中である。

(4)関西電力高浜発電所納め1号920MVA 発電機は,固定f

コイ1レに 2列べントチューづ方式,固定十鉄心に軸方向通風方式を採用

しており,各種工場試験、終了し,現在掘付中である。さらに同一

形式の発電機2台も製作中である。

2.国内自家用タービン発電機

昭和47年度忙納入および製作中の風内自家用発電機を表2.3に

示す。設備投資の長期的沈滞の影響で台数・容量とも減少の傾向忙

ある。特色のある発電機について述べるし,

(1)神戸製鋼所向け97.5MVA機はサイリスタ自励式の最大容量

機で,反駆動側にコンづレッサを直結するものである

(2)某社向け 75MVA機は水素冷却で,このクうスで初めて師1

転子にラづアルベント冷却を採用する。

(3)井手製紙向け 25MVA機他1台は,積層鉄心構造の円筒

形回転子を有する4極機である

表 2.3 国内自家用タービン発電機製作実績(20MVA以上)
List of turbine・geneTatoTS {OT domestic P王ivate users

(abo"e 20MVA)

""" 1-1御1林"判艇1或"1婿一紲1・1"1卵
)貿関西電力大飯#1,#?

関西電力高浜#1

※関西侃力高浜#2

炎関西電力美阪#3

関西霞力姫路第二#5

泳関西電力而南#3

※某

1,30O W'C

920 IC

920 IC

9?0 IC

670 IC

670 IC

670 IC

630 IC

625 1C

556 1C

435 1C

?80 IC

?×278 1C

278 1C

>:(九州 1Ⅱ力玄海#1

※九州霊力川内#1

社某

住左典祠工生川#1

来」父電力南横i兵#3

化血通電力苦小牧#1

5

4

?4 1,800 0.9 0.58

?? 1,800 0.9 0.58

22 1,800 0.9 0.58

?2 1,800 0.9 0.58

19 3,600 0.9 0.58

18 3,600 0.9 0.58

19 3,600 0.9 0.58

19 1β00 0.9 0.58

19 1,800 0.9 0.58

18 3,600 0.9 0.58

17 3,600 0.9 0.58

19 3.600 09 0.58

19 3,000 0.8 0.60

19 3.000 0.9 0.58

4

4

4

4

符り説例)

4

B

4

5,500

3,500

3,500

3,500

?,800

?、800

2,800

?,300

2,300

2,700

1'850

1'050

?X

1,350

1'?50

4

WC:水冷却

B :プランレ

)K・製11・中

4

?

4

納

MG

MG

神戸製鋼加古川#3,

化咸水島水島

※某

旭化成

小野田セメソト

旭硝

※東

3

3

入

3

IC

入IG

" 1、、瑚゛や" 1-1、司一

内部冷却

別戲雄動機駆動迫流助磁機

#4

#3

牡

延岡

津久見

千葉

和歌山

97.5

88.235

符号説明) HC :水素冷却 ラヅフノしべントRV :

T:サイリスタ自励 B プラシレス

泳製作小

3.輪出タービン発電機

昭和47年度も46年度に引続き,表 2.4 に示すようにヲド常忙活

況を呈している。特に事業用として使用されるブく容量機と,ガスター

ピン駆動のバヅケージ形が多く,励磁方式はづラシレスが大半を占めて

いる。表2.4 には記載していないがメキシコ CFE 向け 750MVA

図 2.2 関西電力姫路第二発電所5号機670MVA 3,60orpm
内部冷却ターピン発電機回転子

670 MVA 3,60orpm inneT・cooled turbine・三eneratoT assembled
Totor for Himeji poweT station NO.2 Unit NO.5 0f Kansai
Electric power co.

75

B

HC

HC

HC
(RV)

AC

AC

AC

AC

35.3

3?.184

30

13.8

11

3,600

3.600

3,600

3,000

3,600

3,0Φ

3,6(冷22.22?

2.発電・送配電

11

"

η

6.3

270

1】

図 2.3 サウリアラピア向け 34.7 MVA ユニ.りトバッケージ形
ガスターピン発電機

34.7MVA unitpackaged type 三as tuTbine-generator for
Saudi Arabia.
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表 2.4 輸川用タービン発電機製作実繊(20MVA以_1D
Llst of tur、ine・geneTatots (or expott (above 20 MVA)

納

火林一5、.'^、、
邑、 1 1

湾'琶力協和七1
^

湾逝力火林二4.ι、
1

タイ EGAT

SOU{h Ba1埼koR #3

'1:1タイ EGAT

SOU1ト[ Bal]gR01(二 4

/ 1 シロ CFE Tula '】

1於メキン壮 CFE TU!n #?

{:Xメキンロ CFE
Salalnanca 二 3

1 ヲテr詮'せ力
AP Lei chaU 二4

1:{子テ/を1琶力
AP 上ei chau '5

メキシゴ CFE

Guayn〕US ,1,七 2

メキシ= C F E

RV

DC

ノ、
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590

590

44?

ラヅプルベント

池制.直淀励磁畿

IC

IC

IC

IC

IC

IC

IC

HC

(RV)

HC

(RV)

HC

AC

AC

AC

AC

AC

AC

415

415

18

346

3,600

3,600

3,600

3,000

17

3

346

キシロCFE

田'ウジアラビア

A丁mco overseas co

1:÷サウヅつ'ラビア
A訂れCo overseas co

>:{フィリノザソ

入,1atil〕duQue

崇 Petto peruぐ ノレ

,):{マカオ篭力庁 Macau

?1

346

円

156.25

20

ガパナに比較し,大容呈タービンを御仟卸するに十分な速さを持ってお

り,運1剰県作も電気同路を採用することによりヲP常に外易になった。

本午はすでに2台の川荷を完了しており,印ONNV の火力川ター

ビンが営業運転に入るとと、に,80OMW級の原了、カタービンも,試

運転に入る予定である。また現在製作中のものを含め数台の採川が

決定しており,ノ>後の大容_址ターEンにけすべて木ガバナが採川され

るであろう。

2、バーナ自動制御

昭和47作度に斯設・j哲設のバーナコントロール奘麗は,10づラントで,

さらに 4づラントが設副、中である。とれらのうち,ソリヅドステート式

(MASC-10 シリーカ 5づラントを四Πヨ電力坂Ⅱ_B,4・号,東北電力新

仙台2号,東京電力倖州W兵3・号および中部電力知多4 牙に納入し,

ほとんどが自動本数制御機能を、つて゛る。

湃む京電力鹿島5・号向けとして, MASC-10 力'式により設計中で,

1,00OMW級づラント用として,よ川高い信頼度達成のための杉嫡:が

払われている。既設づラントに対するバーナ制御装置の取付けはその

ほとんどがりレー式で,中部電力尾鷲1,2号,中部電力四口市] ,

3・号に,4づラントを納入した。また本午の特長としては, MASC-

10シリーズ方式にかわって,先に開発完了した IC化同則式ユニバーサ

ルシーケンスコントローラ(MELCAP)が徐々に採用されているととで,

九州電力唐津3 号納めとして現地訟"き巾であり,さらに、1t場調柴中

・設計中の、の、あり,今後いっそうの伸びが川1待される。

3.タービンおよび発電機の制御装置

昭和47午には,ターピン起動時において流入蒸気の過熱度が速当

かどぅか,また定格匝N玩1侍から初期負荷時において蒸氣温度と口ータ

のメタル温度との差が制限内にあるかどうか,の磁振忍を行なうメタル

マッチング装置を開発した。

ALR, DACAガバナに使用するづ0グラム信号発生器につ込ては,

従来より高精度で好評なディジタル式を採用して込るが,との BCD

カウンタ・ D-A変換器等をすべて IC化し,奘麗の小形化・高儒頼性

化を進めた。

またALR,ロードリミッタ辿従裴置については,奘置の川力の助換

えを接点によらずに,0づヅク桓1路で釖換える力式を完成させ,接点

の接触不良による不具合の司能性を少なくするとともに,長い年村

の使用に対して高信頼性を保つととを推進した。

4.自動電圧調整装置

最近の発電機の容最の増大や系統の複雑化に伴い,速}心性や仙1泉

姓がよく,発電機や系統の保護や補償などの将種機能を迫加できる

AVR が必要となってきた。この要求に1心じて,火容呈のづラシレス

励磁機や師止励磁奘圖用として,半遵体化LたMWTA形AVRを

開発した。これは AVR ・保護・点弧の冬機能ごとにまとめられた

ド0ワを収納する AVR 燧と,サイリスタを収納したパワードロワを収納

する川力増幅器盤で剤所艾される。行ドロワには,各種機能を、つた

ナルト1,ξ板を収納している。件能而の特長として,

(1)全回路にヨ肺尊体を利用している。

(2)速応性・直線性がよし、。

(3)最低励磁制限・過励磁制限・系統安定等の芥稲機能を要求

に応じて容易に辿加できる。

(4)保守・点検が容易くある。

ととなどがあげられる。
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級原子力用4極発電機の製作を開始した。サウづアラピア向け 34.フ

MVA機10台は,ガスタービン駆動のパッケージ形で砂漠の油田地帯に

設置されるために,防砂じノV(塵)耐腐食性ふノV囲気に考慮を払って

いる。
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1.1.2 励磁装置

昭和47年度に納人および製作中の励荏餅裳を表2.2~2.4 K示す。

国内事業用において,関西電力高浜発電所納め1号妨婿議機3,50okw

1β00即m は,国内最大の励磁機であり,かつづラシレス励磁機であ

る。現在現地据付中である。

東京心力南横浜発電所納め3号勿川滋機2×1β50kW3,000ゆmは,

づラシレス励磁機をクBスコンパウンドに採用した第1・牙機であり,中速

同期を採用している。中速同期1呼の過波現象に対して仕,工場にお

ける突機試験で確認をおこなった。

獣家用タービンゴ倉電機では,火力圷ルして最火である 2701厶Vサイ

リスタ白切加功磁機を製作納人した。

怜川用タービン発電機では, f;シ再電力納め 2,100】ハV 3,600η刀n,

タイ EGAT納め 1,750kW 3,000即m など,多数の大容1ルづラシレス

励磁機を製作したが,小容量機を含めて,客先北様i!}でづラシレス励

磁機の指定をうけることが1ル界的傾向となりつつぁる。

1.1.3 調整装置

1.タービン用電気ガバナ(EH ガバナ)

数年前より開発製作を進めてきた大容量ターeン向け EHガハ'ナが

完成した。本ガハ'ナは大容凪タービンの電気一油圧式ガ'バナとしては,

国内最初のものであるが,応答速度,非常時の弁閉鎖時問は油圧式
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火U発磁づラントの火形化・省力化の進展に伴い,づラントの,劃描と

、いうべき配電桃(含計算機)についても,郁たの精技術・新力式

が採川されてきた。以下にその概要について述べる。

a)、心於川火力発電所

46年喫に引き続き,*業ル1火ノJ兆電づラントの制御系統は,計算

機制御の11iめる1判介が蛸大Lつつぁる。

師紗上だ了し,述転中の北陸電力福井火力発電所汁11 リユニ,汁は,

BTG"卸・ヤ央にカラーカ'式による CRT 表示裴1翌を取付け,訓'算機か

らの芥制御過程における進行許可条件・米完了項路・瞥雛項目,た

らびに制限価・づラント1迎岻状態等をその内容にしたがって色別表示

させてぃるととが特長のーつで,木づラントは好評裏に運転中である。

特異なものとして,関西電力人阪発碓所納めの 60MWガスタービン

発電設備は,わが国初の計算機による DDC制御が採川されたが,

その制御川計算機・オ弌レータコンソール・継電器継界を収納した,空調

設備を持つ屋外鋼板製制御パ,りケージ等が完成した。

(2)自家川火力発電所

肉家用火力発電所用配電雜にも染中制御化と省力化がいっそう進

み,刈戸製銅(加古1山に納入した集中監視制御盤は,78MW発

電機タービン.ポイラおよびづ口ワ芥2組の制街佐 1佃所で豐井見制御で

きる、のである。主た内家Ⅱ」火力発電所への計算機遵人が水午は顕

1待となり,ターぜンの肖動打'速から初W1負荷主での制御,またづうント

率急、停1"1寺の工場づロセスへの送蒸蒸父U例御,芥づラントへの最遭負

荷配分,買心壯制御,買達力*制衝r町を行なうこととなった。

一方"家川火力発電所を設羅する際の系統との安フ'度, yψ常時の

電1下変動,負荷急、変に刈するづラントの現象何仟斤に対Lて込,確 f轟'

算機による検村払i,1水C大幅な進歩が見られた。

(3)輸印,用火力窕冠所

愉川づラントの配億盤で,最近琳立つことは,系統1流符n鞭のみなら

ず, BTG制御盤忙対しても,モザイク盤を指定されるケースが川てき

たことである。

モザイク盤は,高分子化合物でできたタイル(48mmX48mm など)

を格子状のフレー△に敷きっめた構造のもので,盤表面を枡釦戈するモ

ザイクタイルを差し換えることにより,系統構成(模擬母線)や計器・

部品を容易に変更できるものである。

実繊としては,某社向け特高系統監視制御盤・所内系統監視制御

盤・BTG制御机盤等を製作納入した。

配1.1,4 盤
また,騒高燐制、主t主すきびしくなり,九州1琶カル削胎B 向け

KC23127DW (FDF) 3,6001ム¥,郭i相ノ浦 IB 向け KC 23113 D＼V

(FDF) 2"5促厶V は,送匝U幾吸込口正而で80Aホンというきびしい

条件の下に,サイレンサ(当祉製)込みで納入してーる。

2,補機用電動機

最近の火力・原子力子§遜づラント容量の大形化はめざましく,とれ

に伴い補機電動機容量、飛蹄的に琳大し,しか、公害問題の点から,

とれらの電動機に対する低騒野化の要求もきびしくなっている。

代表的な、のをあげると.東京電力腔島発電所納め強圧通風機

用7,70田厶V4極令閉内冷形かビ形,中部電力知多発電所納め強

圧通風機用 5,5001厶V ・1極ヨ斗羽内冷形かご形,鴨西僑ノJ1窃浜発電

所納め循環水ボンづ川 3β0田ハヤ 4極開放屋外1珍立形かご形など

があり,いずれ、この分野における記録的製品である。

昭和47午皮原子力づラントの概要を説明する。

(1)幌水炉兆電づラント

関西電力美浜兆電所2号機(50OMwe)は,昭和47年7月営業

述転を開始L,国内メーカが主契約Xとして建役した初のPWR形

原子・力発確づラントである。昭和45年H打に完h戈した同発電所1号

桜(3如Mwe)は,以来約1午闇の運転を経て,昭和46午10月よ

り約2力月にわたって第1同の定期検杏が突施され,誌判1能の硫認

を行ならとと、に,今後のづラント建設K小かすべき貴飛なデータを

数多く1昇ることがくきた。

ーカ,関西電力商浜発而所1号機(826Mwe)にっ゛くは,当社

扣当の電気機器の川荷をほぽ完了L,鵬和四乍7j1の運松開始を

めざして現在加卿小C掘村'・;,式験を突施小ぐある,オゞづラントの確気設

備にっいては,最近の新長術の遵入消化を飛断袖勺に訓'つたが,特に

耐震性能にっいては綿寓な而1震突験により,数多くの貴重な手ータ

を得ている。 1号機に隣接Lて世設H・ゆ2 号機用砥気設備について

も,現在鋭意製作中である。

九州電力玄海発電所向け]号(559MW.)は,昭和50年7月運転

開始を目標に進行中であり,また同2号炉忙関する共同研究、実施

中である。関西電力美浜発電所向け3号,同大飯発電所向け1,2

号の基本設計をとり進めて゛るが,大飯発電所は単機容量 1ρ0OM

We をこえる世界でも有数のづラントである。四国電力の計画されて

いるづラントにっいての共同研究は,着々進行中である。

(2)高速増殖炉づラント

動力炉核燃料開発芋業団を中心に,建設が進められている局速増

殖実験炉 n曹陽」(昭和四午度 P高界予定)にっいては,当社はナト

リウム用のりニアインダクションボンづをはじめ二次冷去n系の電気設備を択

当し,現在製{乍中である。さらに商速原形炉「もんじゅ」(30OM

We)は,三菱づルーづが幹誤会社となって二炊設計を昭和47年5月

に完了した。なお高速炉関係の研究開発として燃料破損位置検出奘

置・ナトリウム流呈計,その他の研究をすすめ,鋭意新技術の開拓に

努めている。

原子力設備1,1.6

1.ボイラ用補機

最近,ヲ新せ用ポイラから排川される窒業酸化物(NO×)が,大気

汚染物質としてクローズアッづされ,その減少対策として,低酸素運転

に加えて再循工;1ガ'ス況合力式が採11-1されて,新たに G. M. F.(Gas

mixing (an)が設置され, 1刈西電力如恨各第二4B,5B,海南3B,

東京電力南樹浜3B,鹿島5B,刈け浦IB,2B等向けに製作およ

び計画されており,現在の GRF と同形式のラジアル形を採用してい

る。また,1,00OMW 用 GRF としてラづアルチ,づ形IC加えて,翼形

送風機の製作の検討を進めている。

FDF では 60OMW用として,九州電力川内 P/S IB,北陸電力

新富山P/S 向け, FA4089DW 電動機出力 4,10okW を製作中で

あり,1,00OMW 用として FJ2300シリーズを検討中である。

補1.].5 機

2、発電・送配電

かねてより鋭意据付中であった,オーストラリアテュマットー3発電所納

め 278P632MVA水車発電機1号機が,47年6月に好調に営業運

1.2 水力発

1.2'1 水車発電機
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転を開始したの忙引続き,2号機・3号機も運転を開始した。

昭和47年度忙納入した水車発電機は,表2.5に示すとおりであ

る。今年度の特記事項として

(1)ベネズエラグj発電所向け264.5/230 MVA水車発電機は,昨

年に引続いて2台目を納入した。

(2)タイシリキット発電所向け 158.5/132MVA水車発電機は,低

速大容量機であるうぇ, GD2要求値が 40,ooot-m2(2H=13秒)と

大きいため,同転子外径がⅡ.9m におよぶ超大形機となってぃる。

またアjレミ製の界磁コイ1しを採用した。

(3)開西確ノj下小鳥発電所向け 146MVA水車発電機は,発

電導用機としてわが国最大容量である。工場組立および工場試験を

省略したまた保守をより脚便化するため,スラスト軸受の油冷却器

を油そう(柚)外部に設置し,自d ボンづ作用により潤滑油循環をは

かる方式を採用した。スラスト軸受は,発電機本体を分解することな

く分解取りはずしできる構造とした

(4)台湾・曽文発電所向け 63889/55.556MVA 水車発電機は,

淮かさ形榊造で,スパイダリムは薄鋼板積層形式を採用した。 2分間

の無拘朱速度試験をふくむ性能試験を工場にて実施した。

(5)との雁か,風内の高揚程大容量揚水発電所の建設が,ます

ます増加する傾向にあるため,とれに設置される可逆回転式発電電

動機も高速大容星化を余儀なくされている。とのため高性能新絶縁

カ'式をはじめ,水冷却式発電機の開発試験など,あらゆる分野にお

仏て研窕開窕をすすめ,新時代に対応できる態勢をととのえてぃる

(a)通風冷却ガ式:高速大容量の発電電動機では必然的に鉄

心長が長くなるため,従来の通風方式では十分な冷却効果は期待で

きなくなる。現在設計製作中の 320MVA発電電動機には,外部づ

ロワを設置する方式を採用するが,設計にさきだってν5モチ1レを製

作して通風試験を実施し,設計性能を裏づけるチータを多数得るこ

とができた。

(め高速大容量スラスト軸受:3,000トンスラスト軸受試験裴置

をもち仏て,第二次開発試験を実施した。その結果銅板および鯛板

を重ねあわせて使用する特殊パッドを使用して,従来の実績に倍加

する高面圧高周速のスラスト軌侵の開発に成功した。すでに開発に成

功してφる直接水冷方式とあわせて,現在内外で訓佃iされている高

速大容量発電電動機に女すし,十分の信頼性を右するスラスト軸受を捉

供することができるようになった。また軸受の潤滑作動特性を閣害

する油そう中の気旺う(池)の発生状況を,前記の下小鳥発電所向け

146MVA水車発電機について観察し,今後の設計に対する貴重な

示唆を得ることができた。

・'" 1、脚'←'1畩 1爽1"畷1、,1-^^^^^^^

ー〆
^▼〆

ー゛畠

ラグリ#5く才、ス

タ イシリキソト

関西批力下小鳥

台湾'琶ノJ T避姑(増股)

台湾 TRDC 曽文

表
List
2.5 水車発電機製作実績
Of wateT wheel generators

符り説明) T :サ'りスタ肯励
U:かさ形

VF ;立軸フランシス水車

2645 230

昭和47年度に納入した励磁機を表2.5忙示す。との他に既設同

転励磁装置改造用巴して,主回転励磁機を使用し,補助同転励磁機

が不要となるドにスヌ"励磁装置を製作しているが,昭和47午度

は中部電力豊発電所,中国電力神野瀬発電所低かⅡ台製作した。

記録的大容量機である,オーストラリアテュマットー3 発電所納め 278

MVA 用サイリスタ励磁奘躍は,ト号機から3・岩機までの3台力誹茸業

運転を開始した。

】 58.5 132

146

115 】00

6388955.556

】8

13.8

16.5

120

1.2.2 励磁装置

13.8

125

13.8

DC:直結迫流励磁機

SU :準かさ形

27フ

360

1.3 ディーゼル発電

昭和47年度のおもな傾向と特長は次のとおりである。

(1)原子力発電所の非常用として,関西電力高浜発電所に4,875

kvA を2台,電信電話公社のゞータ通信所向けとして 2,oookvA

を6台,京都市下水道局向けとして2,50okvAをはじめ上下水道局

向けとして多数納入した。いずれも将来いっそうの発展が子想され

る産業界であり,今後の需要も大いに期待される。

?00

DC

DC
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1.水車電気ガバナ

トランジスタ式電気ガパナは高級形の TEA-3 形,紺易形の TEA-4

形を製作している。昭羽147年度けづラジル,メキシコ丁甥西電力下小鳥

発電所ほかへ高級形7台,九州電力竹田発電所抵かへ簡易形5台を

製作した。簡易形は,既殺機械調速機の改造用として製作されたも

のがほとんどである。

2.自動負荷制御装置(ALR)

関西電力と電源開発k ALR奘置を納入した。関西電力方式はA

LR装置を発電所単位に制御所に設置し,負荷制御は,負荷増の場

合は最小負荷機で増操作を,負荷減の場合は最大負荷機で減操作を

行な5。またすべて既設遠方監視制御装置を使用して行ない, ALR

装置用遠方監視制御装置は設置しない方式である。

電源開発方式はALR奘置を発電機単位に発電所に設置し,発電

所単位で伝送されてきた負荷指令値を,等配分装置で運転機に等配

分して ALR装置に出力指定値として与える方式である。等配分装

置は制御所に設置し,発電所への信号伝送は, CDT 奘置を使用す

るのを基本方式としてφる。本方式では制御ルーづを発電所内で構

成できるので,保守調整が容易であり,また制御時問を短くでき

る。

、

3

C:普通形

、

2

1.2.3 調整装置

図 2.4 工場組立中のシ井ツト発電所向け 158.5/132MVA
水車発電機

158.5/132 MVA wateT wheel generatoT foT sirikit power
Station.
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(2)一般の陸用手イーゼル発電機として,従来の円筒形回転子の

改良形(CFCタイづ)の開発,づラケット形の拡大,づラシレス励磁の新方

式の採用等を含めた新方式の標酋蛸ヒが完了し,エンリンメーカとの標準
打合、せも終了した。とれによりさらにコンパクトで性能の良い発電機

を短納期で提供可能となった。

(3)建築基酋崎去の改正により,小容量のヲ戸常用発電t汁の需

要が予想されるが,との用途にマ,チした発電セヅトを三菱重工東京

製作所と共祠で開発した。これらの発雛セ・汁はパッケーづ発電機
" PG"と千尓し, PG-18 (60モしで 18kvA), PG-35, PG-70 の 3機

種がある。おもな特長はセヅトエ山の費用がわずかですむ0 停電か

ら負荷投入までの時冏が10砂以内と短い。自動{呆守運転排'乍盤(オ

づション)により,保守の集中管唖と人手の省略を剤ることができる

22kV 固体絶緑開閉装置は,昭和42年5jはり東京確力と当社

とで共同して研究・開発を行ない,その実用1号器を昭和44年3

月に東京電力目内変電所に納人Lた。第2段階として,・厩線定格電

流容量を 1,50OAから 2,00OA に増火するための開発を笑施し,昭

和46甲6月に同じく東京磁力北新橋変電所において突用化L,昭

和47午3打に共同研究を完了した。

現在までに束京電力管内5変磁所110ユニ,,トが実系統で順調に運

転を続けており,6変電所90ユニット以上を受注,製作中である。

さらに,開西電力より,常11」予備二重母線方式の固体絶緑開閉装

置を受注し,47年3月新曽根1崎変電所に 24ユニヅトを納入した。こ

れは,さきに東京電力と当社とで共同開発した単母線方式のユニ・介

を背中合せに配置し,ケーづル接続部分を連絡母線で結合し,母線を

二重化したものである。これにより,カートリ,ワづシステムと相まって,

無停電増設を可能Kした。

構成は,主変二次(母連)用ユニット・き(饋)電線用ユニ,"ト. PT-

LA コ.ニ,トより成り,母線定格2,00OA,しゃ断器の定格しゃ断電

流25kAで,定格電流は主変二次(母連)用は 2,00OA,き電線用

は 60OA である。

などである。

2.1

2.1.1

ゞ゛唱"

縮小形変電所

固体絶縁開閉装置

OC

2.送 配

図 2.5 PG-35パヅケーづ形
発電セット

Type pG-35 Packaged
generati主lg set

昭和47年に納入されたGISのうち,そのおもなものにっいて紹

介,、る。

(1)開西電力南大浜開閉所納め 77kv GIS

南大浜開閉所は,尼崎市南部の臨海地帯の隣接した発電所の発生

電力を既設送電線を有効に利用し,負荷の供給と,既設一炊変電所

の連けいを行なうために新設されたもので,阪神地区の77kV系統

の重要な拠点、として運転されてφる。その 77kv GIS は,世界で

も類をみない火容量・大規模な構成である。図2.6に外観を示す。

との開閉所は,潮流を考えると,各引出回線は定格電流に0OA

で十分であるが,母線,およびとれ忙対応する国濠熟重絡,母線区分

ユニッ1、には定格電流3,00OAが必要になり,フフ_kv GIS では初めて

の 3,00OA機器を開発し,温度上昇も適正な値であると主が硫認さ

れた。

また,送電線の後備保護として距誹継電器が使用されるが,計器

用変圧器の二炊回路の断線短絡時の継電器の誤動作を防止ナる目的

で副二次巻線付き計器用変圧器を開発し,二次回路が短絡した場合

でも,その残留電圧によって継電器の動作を鎖金定する回路を構成し

た。

(2)関西電力新曽根崎変電所納め154kv G玲

新曽根崎変電所は,大阪中心部の電力需要の増大に対処するため,

および都心の少ない変電所用地を有効に利用し,かっ近隣の環境に

電

ガス絶緑開閉装置は,

(1)最近の経済の急、成長と人口の都市集中による都心部,およ

びその近郊の電力需要増火に対処するため,高電圧・大容量の変電

所を名昔亡→祁に建設することが必要忙なるが,その変確所建設11"也の

取得難

(2)労鋤力の確保難を解決する手段としてのみならず,局信頼

性.環境調和と込う現代の社会的要詰にとたえる新技術として数多

くの適用実績を持つに至った。

GISの適用実菰が埴してその信頼性忙対する認融も高められると

同時に, GISの製造面の合理化・効率化による経済性の向上とあい

まって,今後ますます適用がふえてゆく、のと思われる。昭和47年

1月~8月までに,7個所にG玲が納入されて現在順調に運転され

ている。さら忙,現在納入を問近にひかえたものも多い。

ガス絶縁開閉装置(GIS)2.1,2

2.発電・送配電

ぜ1製一、熱トンーf,・弓栗1乏一じニイ、'、にtt_ニ
ー""'勺'^^で弐三k才、ご、Jy゛ゴ、訊1子、、<1■.御1,今1,、、ノ,_ーツ
ー*ー~.ゞ<一灸轟,り.,*"、イ●"・゛.

重加,郵*,'""部←1-'.、ブ弓,二蓋嘉1'

'ご^・"、ー.、ー'・;1欝*・.'黙1、, 1 "ー'、尋鳥j

,、・・ー'ー'",・ー,・、・ー、-1一弓一ーぎ4'ノ,六゛・●一、ー

,ーー、、,,..'{裁・ー、;1 "る.'.,1燕;にぞ/_キ

1 、・,、・・。・・",・
、、ム叉'¥ゞ一匪',゛^

ー、、陣"、、__゛ーー・""~
.鶴・ー・,'・,

図 2.6 関西電力南大浜開閉所納め 77kv GIS
フ7kv Gls for Minami・ohama switching・statlon, the
Kansai'Electric poweT CO
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図 2,7 関西電力新曽根1崎変電所納め 154kv GIS
154kv Gls foT shinsonezaki substation, the lくansai
Electric poweT CO

調和するように白レの地下に懲没されたものである。

機器は,地下に据村けるために搬人を杉えて図 2.7 に示すごと

く扣分籬力'式とし,現地搬入・据付・劃1_立を容易にした。

定1割域允 1,50OA に対して外被容瓣は,一部磁父しゃ断をした嗣

製を使川し,経済股.;1'を行なった。

2.2 系統制御

2.2.1 電力系統計算機制御装置

(MELPAC・500 システム)

1・関西電力新生駒変電所納めブロック系統制御装置

説1西確力羽i生駒変電所(図 2,8)にづ口,"系統捌御裴識を納入

し,毘仟a47年5jはり運転に人った。

(1)特長

(a)電力系統制御別としてサージに文、jL特に杉態した。

(b)情報交換に CDT,1T装置を使川した広域制御である。

(C)常時監視を行ない,異常ある場合には自動的にパックァッづ

に切換えるフェイルセーフシステムとした。

(d)づ口づラムは変更・追加1か容易なパッケージ形とした。

(2)機能

(a)系統安定化:火電源悦落時の周波数低下による系統の動

揺を防止するため,適正量の負荷制御をする。

(b)電圧無効電力制御.厩線電圧および変圧器趣過無効電力

を,基準値範囲に入るようにスケジュール制御をする。

(0)ロギング 送電線および変圧器通過の電力量と既線電圧を

紀録L,Π綴および門報を作成する。

2.東京電力房総変電所納めデータロギング装置

水装置は,50okV 系・2乃kV系.154kV 系および 66RV 系の

電力系統情綴を入力,処郡し,運転員にわかりゃすぃ形で表示ある

いは記録するととにより,運転員の省力化,作業の迅速化をはかる

ため,昭羽147年4打東京電力房総変電所に設置され順調に運転小

である。外観を図 2.9 に示す。

(1)システム構成

(a)中央処理演算装置. MELCOM350-5F

(b)系統入出力装置: V0コントローラ,サージ吸収盤,補W山ル

一盤(アナロづ入力 158 点,手イジタル入力 448 点,ラ,イづタル出力 96 点)

(0)周辺装置.システムタイづライタ 1台,ロギングタイづライタ4台,
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オペレータコンソール 1架

(2)機能

(a)系統状態壯(電j、f・屯流・千i効査力・1延剣1冠力)を計測表
示する。

化)系統変化内容(CB・FD を印字し,系統変化2分後に計測
記録を行なう。

(C)定時記録,手動記録および日報を作成する。

2.2.2 系統安定化装置

1・中部電力西部変電所向け集中制御形総合系統安定化装置

上幹系統における大容址確源または大容雌負荷の脱落111の,嬬給

バランスを保つための系統安定化生凱置(SSC)の股朧を,小剖"琶力に

て計画され,昭利43年にその1ぢ機を納人L,,突運川で正動作の

突鎖、得て順朋に運転を続けている。

今回,50okV系統運転を前捉として,従火2乃RV変俺所に設朧

された,上記SSC奘置を総括して運用される染中制御形総合系統

安定化装貿(CSCシステム)が計画され,当札は,西部変確所向けに

図2.10に示す親SSC奘置を製作納人した。

本装置は,従来のSSC奘置がもっ制御必要量演算機能のうぇに,

制御配分量演算機能を有するアナログ演算式制御裴置である。

本装置の特長は下記のとおりである。
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(a)ハイナ1,ド比例配分山1路を用い,演鉾精度が商込。

仏)此較器河銘を改良し,制御対象判別の感度が商い。

(C)主要部を2系列化し,常時監視,手動点検回路付きのため,

保守点検が容易である。

(d)ノイズ耐力をさらに向上さ,せている。

(e)データ伝送装置(CDT, TD との接統を十分ぢ1還している。

2.中部電力西名古屋変電所向け系統安定化装置

上述のビとく,中部俺力における系統安定化装匙は,50okV 系

統運転を前提とした染中制御形総合系統安定化装置に拡大され,

50okV 変電所向け親 SSC,275kV変電所向け子 SSC,275kV お

よび 1541Ⅳまたは}541Ⅳ変確所向け太端捌御裴羅の 3段晧から

なるハイアラー十構成となった。

西名古屋変電所向けSSCは,上述の子SSC に相当するが,従来

の変電所単位の制御から,上記ハイアラー十システムのー・部をなし,西

、部変電所の親SSC とネ占合してづBヅク唯位の制御を行ならとととな

り,機能の態加1を行ない,突迅阪に入った。

同時に,西名古屋変電所の木端に+H当する南勢変電所・北勢変電

所,三重火力発冠所,四日市火力併設変電所等に,後述の岡波数変

化率検出器を含むオU織制御奘羅を納入した。

本装置の特長は,下記のとおりである。

(a)データ伝送装置(CDT,アr)を介して,親 SSC と結合する

総合システムとして考慮を払っている。

山)親SSC装置ど寅算制御の精度および速度の協調を十分図

つてV、る。

3,周波数変化率検出器

電力系統忙おける潮流の均衡が急激にくずれると,周波数の動揺

をきたし,系統が不安定になり,ひいては脱調に至る。

当社はとのような周波数の動揺を,適硫に検出する周波数変化率
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検出器(三菱SDF-1-U形, SDF-2-U形)を開発し,関西電力・中

部電力にそれぞれ納入した。

図 2.11にその外観を示す。

本検出器は,系統電圧のサイクルを常時パルスカウントし,その値の

変化を、つて,周波数の変化率を検1_Hするディジタル形検出器であり,

潮流制御形電力系統制御装置のストヅパとして用い,電圧・電流・イ

ンビーダンス等の変化を系統*故条件として,使用できない場合に用い

るのに適している。

2.2.3 変電所自動操作装置

変電所における事故時および平常時の自主操イノFを,自動的に行な

う装置で,全静止形回路により構成されている。本装置は,41年忙

第レ号機を製作,納入して以来,47午に第18号機を納入した。

図2.12 に示すものは,東京電力洗足変電所に納入したもので,

二次変電所に設置した、のとしては最大規模のものである。この装

置の特長は,異なる三つの厩線運用形態(バターン A, B, C)におい

て発生した事故に対して,それぞれ異なる操作ができるようになっ

ているので,各厩線運用形態に対応する最適の操作を行なうととが

できる。

図2,13 に示すものは,中部電力磐田変電所に納入したもので,
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一次変電所の無人化のための装置として運用されて仏る。との装置

の特長は,事故発生時の復旧操作に加えて,平常時の操作の機能を

持っていると仏うととで,日常の給電業務忙おける母線切換操作な

どを行なうと巴でも威力を発揮している。

上記のように最近の装置は,ますます大形化・高性能化忙なる傾

向があるので,重要部分は二重化回路を採用して信頼性の向上を計

るとともに,チェ,,ク回路を採用して保守点検のしやすい装置として

し、る。

2.2.4 集中遠方監視制御装置

電力系統が大規模で複雑{てなるに伴仇,従来発変電所ビとに監視

・制御を行なってきた運用形態から,発変電所全休が連系された屯

のをーつの系統として扱い,その系統の最適運用を行なう形態へ巴

進みつつある。

とのようた総合系統制御システムに使用される速方監視制御装置と

しては, a :1)π方式と 1:九方式があり,治のおの得失があるが,

いずれにおいて、従来の装置よりさらに高信頼度であるととはもち

ろん,処理装置・CDT 等の関連機器との信号受渡しが容易である

ことが要求される。

当社では,配電用変電所から一汝変電所を対象とする、のに至る

まで,多数の遠方監視制御装置の製作納入実韻を、つているが,特

に1力所から多数の電気所を集中監視制御する場合に,制御所のス

ペースが少なく,経済的な 1:π方式の集中遠方監視制御装置を,具

体的忙製品化するに至ったので以下に紹介する。

(1)対向方式

制御所1個所に対して,被制御所最大30個所を対向させる 1.冗

方式である。(制御は 1:π,表示壯(1:1)π方式)

(2)制御方式

制御机A, B2机のかほ,処理装置,上位制御所からの指令を受

付けることができる。すなわち4個所の制御所から相異なる任意の

被制御所を,同時にそれぞれ独立に制御可能である。全被制御所に

対して,いっせいに制御するいっせい制御が可能である。

制御机からの操作は,被制御所避択・機種選択・機器番号選択の

組合せ式であり,との組合せはダイオードマトリ.,クスの設定により容易

に変更可能である。

(3)表示方式

主系統および状態表示ば,系統監視盤に常時表示とし,末端の機

器状態および故障表示は,制御机に選択表示としてぃる。

(り計測方式

手イづタル伝送・アナロづ直送いずれ、可能である。

(5)伝送時闇

選択2.0秒,制御1.4秒,表示3.4秒(制御80,表示100,副額1

5量,20OBPS の場合)以内

(6)装置異常時のバックァッづ

装置の共通部は二重化している。一部位の障害で,4個所を越え

る被制御所の監視制御が不能となら立いよら,4個所以内の被制御

所づ0ツクに分割し構成している。

(フ)外部接続機能

処理装置・CDT装置・ CRT ・給電SV等への信号受渡しが考慮

されて込る。

図 2.14 遠隔監視制御装置入出力制御監視用照光霊
111Umlnaled panel for lnonitotlng input and 011tP11t of
Supervlsory control equlpment.

2.2.5 一次変電所無人化装置

変電所の無人化は,配電用変電所から順炊実施されてきたが,現

在では,さらに 154kV級の変電所に力込て無人化の計画が進めら

れている。本年度は,一炊変電所無<化奘羅巴して次のような什様

の装置を納入した。

(1)適用変電所

高圧倒1:受電線2回線,予備線2回線,負荷線2回線,甲乙2

回線,主変圧器4バンク

低圧側:甲乙2厩線,負荷線12回線,接地変圧器2パンク,スク

コン2パンク

(2)無人化奘置の概要

(a)速隔監視制御装置(テレコン装置)

遠隔監視制御装置は,遠方にある変電所をあたか、同一構内{てあ

るかのごとくに監視・制御する装置であり,従来の配電用変電所の

テレコン装置に比し,監視制御対象の機器が多いとと,系統上きわめ

て重要であるととを考慮してある。すなわち,

(1)きわめて大容量のテレコン奘置である。(制御250,監視"0,

剤袈112)

(H)高速度(600ビヅト/秒)にて伝送し,伝送遅れ時問を短くし

ている。

(難)装置を二重化し,信頼度を高くしてφる。

(iv)論理演算部には IC を使用し,素子数リ、ンダ付けの点数を

少なくしている。

(V)制御所から反転試験を行なうととにより,制御.監視両回

線の一括試験が可能である。

図2.14は,遠隔監視制御装置の入小力制御監視用照光雛である。

(b)自動記憶装置(SAM)

山動記憶装置は,磁気コアを三酎意素子に用込て,各稲機器の応動

を時刻順に記憶するとと忙より,事故発牛からその波及状態,処N

過程までを明確に記録し,系統状態を的確にはG四握できる装置で

ある。もちろん手動による機器操作SAR による常時操作も記録ナ

る。複数個の入力が発生した場合は,とれらを発生順に,それぞれ

の時劃ル主もに自動的に記録し,制御所へテレタイづする。

(i)コアメモリをバッファメモリとして使用しているので,タイづ打'出

.
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し時問に関係なく,非常に高速で記録できる。

(ii)多数の一連のEVENTがあった場合でも,その発生順序は

10mS以内の分解時問で判別できる。

(iH)主要回路は IC化され,高信頼度・高速化されている。

(C)自動操作装置(SAR)

自動操作装置は,しゃ断器・断路器の操作を自動的に行ない,運

転の省力化を計るとともに,操作を正確迅速に行なわせる奘置であ

る。変電所の操作は,常時操作・事故時操作・作業時操作に大別さ

れるが,自動操作装置は,常時操作および群故時操作のなかの自主

操作の部分を行なう装置である。

(り事故時の操作は,亊故発生前の系統状態主で復旧させるの

を原則とする。

61)常時の操作は,運転員のワンタ,チ指令により定められたづ

口づラムによる操作を行なう。

(途)定められた優先順位により1瞬時1操作とする。

6V)操作不能の機器に対しては,ロ,,クするとともに次の対象に

移行する。

(V)装羅に模擬系統盤を設け,スィッチギャの開閉を赤緑ランづの

点灯により行なう。

(Vり模擬系統盤はユ:"擶造主たっており,増設が容易に行な

える。

(VH)づ口づラム方式は,マトリ.,クスによっているので変更が容易に

行なえる。

(viH)試験は,白動テス1、およびシミュレーシ,ンテストの三つができ

る。

全な正相非電源となる系統が出現し,模擬送電線試験の結果,従来

の地絡距離方向比較,地絡距雛一段が電源側背後事故で誤動作する

ことが発見された。すなわち,電源側背後の2線短絡,2線地絡等

では,方向地絡距籬りレーの極性電圧と抑制電圧が同相となって,

抑制電圧の効果が完全になくなり,極性電圧と電流の位相だけで動

作・不動作が決まる一種の電流方向りレーとなって'しまう0

電流は,事故点と正相非電源端の負荷インビーダンスおよび零相イン

eーダンスとの間に,そのインビーダンスの大きさによって決定される値

が流れるため,力1司地絡距際卸ルーは故障相の進み相が動作すろ0

との電流の大きさは,通常,方向地絡距雛,ルーの最小動作確流よ

り大きいため,電源端側では,背後事故であるに、かかわらず,内

部地絡検出して方向比較が誤動作するとともに,地絡りアクタンズル

も容易に動作できる位相になるため,地絡一段も誤動作する0

とれらの彫U功作対策にっ゛て種々検討を加えてきたが,力向地絡

距籬りレーに相別過電流りレーを使用して,上記電流で応動させない

ようにする方法,さらに遅れ相相電圧の低下によって,進み相の方

向地絡距雌りレーをロヅクする方式を開発し,完全に上記誤動作を防
止できるととを確認した。

との問題となる一端正相非電源系統は,最近大容量の火力・原子

力発電所が大都市より遠方に建設され,そのため,放射状系統を構

成する傾向にあるため,今後,超高圧系のみならず,超々尚圧系に

ますます出現してくるので,上記問題の対策にっいては,十分検討

をしていく必要がある。

なお,最近これらの対策を施した超高圧キャリャリし一方式として,

3件 12立揣子(i)方向制御位相比較力式

2件 8端ドf(H)力向比較力式

を小1「望】イt Lている。

ι7郁度は,保護継電奘羅のi司侍噸陵化上上び省り化を具休的;製品

に移した午である。すな力ち,

(1)妬~46午度忙開発した円四血ミ視を,名種保護奘置に組み込

み,製品として納入した、のが,変圧1別呆護・母線保護・搬送保護

等々多数ある。

(2)省力化・縮小化を具体化した全静止形バランス装置の実用化

も,本年度のーつの特長巴言える。

(3)送電線保護関係の新規開発として,

(1)正相非電源系統用超高圧キャリャ,ルーの技術開発

(ii)長距雌表示線保護継電器の yトズ化

(轍)電圧平独小ルーの系列化

(iv)電流急変りレーの開発

等をあげることができる。

(4)厩線保護開係では,従来の単純差動から,有効分比率差動

へと拡張された高抵抗系統用地絡邸線保護ルーが開発され,今後

の 66kv~154kV系統母線への適用が期待される。

(5)最近,りレーへのコンeユータ利用が話題となっている。距離

保護・差動保護等の基本要素を組み合わせた系統モデルについてコン

ビューダルーの試作に成功したととは,今後のりレーの技術指向にー

つの転機を与えたものと特筆できる。

系統2.3

系統保護リ2.3.1

31

保護

レーの概要 2'3.3 長距離表示線保護継電器

最近,大都市の電力系統拡大に伴い,衷示線保護継電器の適川範

磁1が増大し,長距雛化が要望されてきた。今般,これらの要求を両

足した表示線保護継電器として,従来のHCBJ杉化美械式)の2儒

のとう(亘)長(約34km)の系統に使川でき,しかも,従来の 2~

3倍の検川感度を持つ長距部シ上ズを完成したので,その槻要を紀

す。

長距雛化に伴い,新たK開発した技術項目は炊のとおりである。

(1)長距雌表示線の等価回路解析による高交IJ率伝送技術

(2)新こう長補償法の採用(こう長による感度変化防止)

(3)静止回路採用

2.3.2 正相非電源系統用超高圧キャリャリレー

従来の超高圧送電系統ではほとノVど存在しなかったが,一端劼§完

2.発電・送配電

図 2.15 TAWS-1-D
表示線保護継電器

Type TAV、1S-1-D pilot・wlre
relay.
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図 2.16 TAWG-1-D
表示線保護継電器

Type TA气入IG-1-D pilot・wire
relay
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その結果次の性能向上が計られた。

(a)長距籬化,往復抵抗2,000Ω(09φにて約34km)

(b)高感度化(含多重故障)

(i) TAWS-1-D形(短絡用>ー・-3端子一端電源最小訓庫雁流

5Aの系統に適用可能(図 2.15)

(H) TAWG-1-D (地絡用)・・・・・・3端子一端電源最小村効分電流

05A の系統に適刑可能(図 2,16)

(0)地絡表示線継確器の低負担化 13 Ω(5A)

なお,とれらの継電瓣は,模擬送電線による厳重な形式試験を完

了し,現在,短絡8端子,地絡20側揣子が突系統に納入され好開に

突動している。

2.3.4 全静止形バランスリレー

22kv~フ7kV の高抵抗接地系平行2回線の高速度選択保護,ま

たは単一回線の商速度保護に使用するもので,小形化,保守の省力

化および信頼度向上を主目的に46年7打開発完了し,47年5月ま

で関西電力忙てフィールドテストを行ない,21件の正動作実績を得た後,

47午9刀までに30岡線納入し数回の動作実績を得ている。

とれは従来仙々のりレーに組込まれていた入カトランス巴,判定部

を分都し入カトランス部を共用化するととによって,図 2.17 K示

すごとく,1画(幅70OX高さ 2,30のに回線選打゛ルー2組(4回線)

を収納でき,さらに下記の特長を有するものである。

a)試験器および仮保護りレー用の接せんq幻が用意されてお

り,専用の試験器を使用すれぱ〆ルー入力部から引きはずし指令ま

でシーケンス部を含んだ一括試験が簡単にできる。

(2) 50S および 44S りレーの方向テストがワンタッチでできると

と、{C,零゛げ遮圧を奘劉内で介成しているため,力向地絲りレーの

力向テストが不要となる。

(3)制御遁源から引きはずし指令主で,主保穫ルーと後備保

護りレー 1川路の完全分畍を行たうことによって,二飛化しないでイ'1

頼度を上げている。

(4)制御電源は主保護用巴後備保護用2細使用L,ーカが不具

合となった巴きは高速自動釖換えを行なう。ただし負荷側の短絡故

障時は切換え 0ツクされ,一方により保護される。

(5)主りレー出力およびシーケンス部の常時監視を行なってぃる。

2.3'5 TVM シリーズ電圧平衡継電器の系列化

PT二次側事故検出用電圧平衡継電器として,従来LVB-D形お

よびLVB-2-D形継電器を製作していたが,今般,1)特性の改良

および系列化,2)小形化を目的として, TVMシリーズ電圧平独絲佳

電暑号の開発を完了した。 TVMシリーズでは, LVBシリーズに比べ動作

諸特性がいっそう詰洋削女化され,さらに特筆すべきは,従来方向性

を有する電圧平衡継電器では不可能であった高速度動作(平均動作

速度 10ms)を達成し, TVM-4-Dπ券佳電器として製品化したとと

である。表2.6 に LVBシリープJ纏電器と TVMシリーズ継電器の形名
此鞁を示す。

表 2.6 電圧平独絲難電器新旧シリーズ形名比較
CompaTison of TVNl type relay series and LVB type
relay seTies

1_加"・那"..、," 1 -・那"'

2.3.6 電流変化率検出継電器の開発

系統容量の増加に伴い,故障点によっては故障電流と柳時潮流の

区分が判然としなくなり,単なる過電流継電器では,距籬継電器の

スト,,パ継電器巴しての役割を果さなくなりっつぁる。これにかんが

みて,電流の変化率が規定値以上あるととを検出する電流変化率検

川継電器を,東京電力との共同研究によ川胴発した。電流変化率検

川継地器を使用するととにより,単なる過電流継電器ではロックで

きない1祀ケースにおいて、, PT二汝側、打赦時の距酢綿冠器語奨動作

右! nツクーJ'ることができる。

〆゛
住 、、注j
^亀゛'皐熱'
"垂融罪鼻、畔

ー・・'ーー漣1
1 〒・二云璽

ーゞ電j

'矧_1
_1=瓢
乞趨

珊

2.3.7 母線地絡保護りレー

瓦抵抗接地系,特にケーづ」レ系統重要電気所の厩線地絡保護に関し

ては,高感度な安定した方式を得るのが困難なため,従来あまり実

施されていたかったが,とのたび東京電力との共同研究により,図

2.玲に示すような下記特長を有する母線地絡保護装置を開発完了

図 2.17 全静止形回線逃択保護継電奘羅
Outline of Mitsublshi solid・state ba]anced relaying
equlpment.

」-1一双力内4寺性 LVB-D
^^
^^^

,Ⅷ・0-0 "加" 1 W.・ゆ
TVM-4-D 片方狗1'性^

'如珍

,ご七を点一t点'
、'^^ー

32

、¥挺M,蜜M

^

図 2.18 高抵抗接地系用母線保護裴置
BUS PTotectlng relaying equipment {or non・eHectlve
groundlng systems

'^昆一ー^、「__^
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し,現在東京確力川峪允確所向け 15、1kV 獣鞍保懲装耀を製作巾で

ある。すなわち,

(1)厭線冬端子通過電流有効分抑制による比率羌動方式として

加るため,ケーづ}レ系に適用した場合で、充電確流・りアクトル確流の

影縛を受けない。

(2)回路を 2系列化し正負AND方式としているため,ケーづル

系過渡直流分による CT飽和に対しても誤動作し点い。

(3)端子通過電流が一定値以上であれぱ,地絡りレーを 0,"クす

る加絡優先力式を採用しているので,過大篭流通過時の誤動作がな

い。

し1)地絡故陣検Ⅱレルーとして,従来の OVG に代わりBφGに

1心動せず,1φGのみを検出する新力'式のりレーを組わみ合わせるた

め,動作が硫実である。

(5)一括保護りレーとしては電圧差動方式とし高感度であるた

め,短絡保護用と共用可能である抵かCT飽和による誤動作がない。

(の CT,PT等入力回路および直流回路の常"寺壗許見,自動点検

装陞の紲込みが容易である。

2,3.8 計算機による保護継電装置

従来の配確盤が行なってきた研刈K1靴説)・制樹1・保,亀・'祀鉄の誥

機能を,制御川小形確 f'汁算機を小心とし,たシスナムくリι川すること

により,11山齡椛を・・ン誇になくし,てし 31Jゞうと,、る,WJ遵の心;ル 1,て,

"SBCC"(S圦・ⅡC11 B0ω・(11CS、 culnPⅡtct cun辻UI)を1甥四'1U jJ と 1川司

くX;,Ⅶ乍し,た。

SBCC のi占眼点としく,現征の'&'f涌述営 Lの、ト,心ポイントの改轡に

熊Jはを合わせることとした。

(D 設備保全の業務呈が箸しく多く心り,保、小・1削修於が小足

するので省プJ化を剤'る必要がある。

(2)系統・シーケンス変更(系統運用の変史)に対Lて従火の而寸"

盤では硬直性が著しいので,融通性に富んだものが必喪である。

(3)配電盤室のスペース縮少・化が必要である。

なお,試作に当たって,特忙留意した点は下記である。

(1)適用すべき保護方式が変わって、,ハードゥ1アシステムは不変

である。

(2)系統変更があって、ハードゥエアシステムは不変である。

(3)地設があっても,入11,,力変換ユニ,,1、を追加するのみで対処

できる。試作モデルを図 2.19 に尓ナ。

2.4 送変電用機器

2.4.1 変圧器

1.大形変圧器(外鉄升お

昭和47年1ご製作・納入された大形変圧器の記録を顧みると,発

確づラント用としては,680MVA三相変圧器を初めとして数太の大

容最変圧器が納入され,超々商1モ変圧器にっいて、アルゼンチン向け

50okV 玲OMVA 単相変圧器が納入され,また関西確力能勢変電

所向け50OP75kV 3鈴MVA単相単巻変圧器,および関西欝力奥

多々良木発電所向け 50okV 640MVA特別三相裟圧器が製作中で

ある。昭利47年における大形変圧器の生産台数ば聡台で,総容是

にして約 12,00OMVA を記録した。

なお,兵庫県赤穂市に建設中であった火形変圧器専門の赤穂工場

が,昭和47年6月に完工して全画かq交)動に入り,四囲匙力坂川

允電四i向け 490MV△三相変圧器が,第1号瓣として1・」午711に川

荷された(図 2.20)。この赤穂、f場に仕変圧器犠み川し川の専"1ふ

(」1衿頭があり,超大容吸の蹄需毎火力・原子力づラント向け主変1巳禍に

つぃても,,牛逓三相榊造くξ紅立海_に.愉送が可能になった。図2・21

に赤穂_1J昜金1北を刀くす。

U)允電沙俳1変圧器

火力づラン1、別大響吊・変圧器巴1,てけ,東北電力新似冶発電所納め

6即MV<変氏器,関西確力嫡路第二歪心所納め 660MVA変圧噐,

儿州電力唐津発確所納め5如MVA変庄器,爽京確力蔀州岐兵允磁
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図 2.19 計算機による保護継電装置
Protective relaying scheme with computer
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低騒音変圧器
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図 2.22 東北電力新仙台発電所向け三相680MVA変圧器
の赤穂工場専用岸壁における船積み

SI)1Pping of tl〕Tee・phase 680 MVA transforn)er at
Akoh plant.

沙"杓め 530MV<変圧器などが製作されたが,とれらの変圧器はい

ナれも前述の新しい赤穂t場で紲立てられ,普通三相構造で変圧器

木休巴上部タンクを一休として,負荷時タッづ切換器・低圧づヅシング

などを付属Lたまま海_b綸送された。従来,とのクうスの大容量変

圧器は,!鯆送の関係で特別三相枇造Kて分割輸送さ九てぃたことを

杉える■,大きな変革である。図2.22は,専用岸壁からの船積み

の一例である。

超々高圧変圧器としては,アルゼンチンエルチ,コン発電所納め50okv

180MVA単相変圧器3台が,前年に引き続いて製作された。ま

た,揚水発電づラント用として電源開発新豊根発電所納め3台X265

MVA,同沼原発電所納め 2台X255MVA超高圧変圧器が仇ずれ

も特別三相構造で製作された。

(2)変電所用変圧器

変電所向け変圧器につ仏ても多くの大形変圧器が製作され,345

MVAクラスの超高圧変圧器は10台納入された。そのうち,関西電

力伊丹変電所納め345MVA変圧器,および同東大阪変電所納め2

台X3妬MVA 変圧器は,騒音レベル仕様値55ホン以下の低騒音形

であり,変圧器本体は建屋忙収納され,冷却器は屋外設置の送油自

冷式の榊造である。公害防止の観点より,今後、よりφつそう事業

所の騒音規制が厳格に突施されるので,とのような防音構造の低騒

杏変圧器が多くなる傾向にある。

2.中形(内鉄形)変圧器

昭府147午皮における.1U珍変ル器の特長としては,配電用の変圧

器に低騒音の要求がふえ,またGIS直結変圧器がふえたとと,発電

機の単機容量の増加に伴い,所内の補機電源を供給する所内変打滑R

や起動変圧器の容量が大きくなり,スづり.ワト巻線がふえたことなど

があげられる。また,輸出については,円の切り上げによって海外

メーカとの競争で条件が不利であるに、かかわらず,170号,10OM

VA変圧器をはじめとして多数を受注した。

47年度の技術の進歩のうち,おもな、のを紹介する。

(1) GIS直結式変圧器

関西而力納めの配近川GIS直結式変圧器,野島変電所納めI×30

MVA,宝塚変電所納め 2×10MVA,百舌鳥変電所納め I×10
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図 2.23 台湾曽文水庫納め特別三相64MVA変圧器
64 MVA specialtl〕Tee pl〕ase transformer for TAIWAN TRDC.

,ξ

欝

Xミニニ

MVA を製作・納入した。

最近,名愉行1、1ψU祁の地価のず刷儁忙より,変電所が白レの地下に設

置されたり,敷地の縮小を要求されるため, GISが多数採用される

ようになった。とれに接続される変圧器は,フ71【V側を油ダクトに

よってGISに直結1,変屯設備の据付而積寺大幅に縮小させ・ると●

が・Cきた。

(B)台湾の曽文水庫納め特別二相変圧器

曽文水庫の水力発電所用上変圧器上して,特別三桐64MVA変

圧器む納入した。

との変圧器は,輸送重墨元制限されたため,普通三相では輸送で

きず,単相器3台を同一基礎上に設置し,上部タンクをーイ料苗造と

,、ることによって三相器としてコンパクト忙まとめ,輸送制限を満足

して輸送できたものである(図 2,23)。

水力発電所等k設置のため忙輸送重量を制限された場合,今後も

この方法を採用すれぱ輸送重量低減に役立つもの巴思われる。

(3)輪出用変圧器

変圧器の国際入札では世界各国のメーカが参加してはげしい国際

競争が行なわれるが,そとでは価格はもちろんのこと,損失等の特

性が大きなウ1イトを占めている。

当社では,鉄損および漂遊負荷損の減少等の技術開発に力を入れ

て高能率の変圧器を製作し,外国の有カメーカをのけて多くの変圧

器を受注した。

今年度に受注したお、な変圧器として,ニュージランドNZED納め単

相 11×333 MVA 220/33kv,メキシコ CFE 納め 2×96 MVA 115/

13.8kv,ベネズエラ CADAFE 向け 5×10OMVA,同じく 2X備MVA

230n巧kV変圧器などがある。

3.乾式変圧器

昭和47年度は PCB公害闇題がク0ーズア,づされて,電気機器の

公害対策が急務主され,設計および製作段階の不燃性油入式変圧器

、製作中止に踏み切ると同時に,乾式変圧器に仕様変更されたもの

が多数を占めた。しかし,乾式変圧器全般をみると,高度成長時代

のような大幅な需要増加は期待できず,年問延べ容量123MVA,

延べ台数330台余と,前年度より若干下まわる実績になった。

需要動向よりみると,発電所動力電源用・ビル受変電用等の抵か

に水道局向けの受変電設備,市役所ビル・地下鉄電源等の公共施設
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へ納入したものが多かった。代表的なものとしては,京都市水通局

向け三相 60H.5,oookvA 22/3.3kvX 2台,帝都高速度交通営団

向け三相 50H.3β90kvA 22/1.2kvX 2台等を製作・納入した。

市街地の電力需要過密化により,20kV級の特高受電も多くなり,

20kV級 1,oookvA以上の変圧器は 21台の実績になった。

特筆すべき、のとしては,ベネズエラグリ P/S 向け三相 60H■ 2,200

kvA 18kv/60OV密封形水冷式乾式変三滑§がある。この変圧器は,

完全密封タンク内に変圧器本体を収納し,冷却および絶緑の媒休と

して窒素ガスを充てノV(墳)したものである。タンク側画に水冷式冷却

噐.窒素ガス循環用電動送風機を刊属させたもので,図2.24に外

観を示すように,冷却装置は常用予備付きとしている。との変圧器

は,大形乾式変圧器に伺帶する換気設備を不要にするために採用さ

れたものであるが,従来の開放升刻毛式変圧器の不燃性・非爆発性の

特長を維持し,同時K完全密圭井崩告とすることKよって,ふん囲気

の影縛をまったく受けず,屋外用途にも適用できる屯のである。ベ

ネズエラグリ P/S 向け2号器として,さらに改良を加えたものを現在

製作中であるが,不燃性油入式変圧器の代換機種として,また,従

来の開放形乾式変圧器が使用できな仏悪環境にも適用可能であり,

今後の発展が期待される。
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1.ガスしゃ断器

火容址二重圧力式SFH形ガスLや断器は,系統の大容量化に応

じてそのりで績はますます増大した。とくに,しゃ内戸孟充舶kA とし

て 30okv jl」および2如kV 川で,定格しゃ断"1剖が 2サイクルのも

のか多数運転を開始Lた。また,550kV 川の、の、鋭,愆製作中で

ある。

単一圧力式のパッファタイづのガスしゃ1断器仕,定桜Lや断容_址 40

1.Aクラス忙は SFM 形,31.5kAクラスには SFL 形の 2系列が整備

され,その単純な機構と優秀性とからますます実績を増している。

機器の据付面積縮小による変電所建設コスト引き下げをねらった

SFL形ガスしゃ断器に駆動装置を設け,しゃ断器自休を移動させる

ととによって,断路機能をもたせたづラづイン形ガスしゃ断器く',定

格 72侶4kv l,200々,00O A 3,50O MVA のものが多秀妬逃拡を開始し

た。図 2.25 にその外観を示す。

風内市場は、ちろん,海外市場において、ますますガスしゃ断器

の採用が増加しているが,それに応じて,タイ国に大呈の 120kV用

SFL形ガスしゃ断器を納入するととになった。

2.油しゃ断器

当社のタンク形油しゃ断器は,きわめて輸出上ヒ率の高い機種であ

り,台湾電力向けとして,161kv lo,00OMVA 20台,69kV 2,500

β,50OMVA 160台の大口工事の受注・納入をはじめ,メキシコ,づラ

ジル等に多数納入された。

国内では,各種標準機種のJEC181規格による確認試験を実施し

たが,きびしい条件における油しゃ断器の優秀性があらためて証明

された。

12~36kV級屋内用少油量形しゃ断器シリーズの開発・製品化も引

き続き推進し,10-LDN-16 形(13.8kV 350MVA)け 200 台納入,

または製作中であり,エクァドル向けとしてメタルクラッド形 10-LDN-

25 (13.8kV 50O MVA) 36 台を納入した。その他,20-LDN-25(24

kv l,00OMVA)を製作.納入した。図 2.26 は,10-LDN-25メタ

ルクラッド収納の写真を示す。

3,気中しゃ断器

発電.一般工業づラント,ビルなどの低圧回路の保護忙パワーセンタに

収納して,用いられてきたDB形気中しゃ断器のモ手ルチェンづとし

て,図2.27 K示すようなDS形気中しゃ断器を開発した。

2、 4.2 しゃ断器
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図 2.25 70-SFL-32形づラグィン形ガスしゃ断器
72/84kv l,200/2,00O A 31.5 kA

70・、SFL-32 Plug・in 匂Ipe gas circuit bteaker

発
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2.発電・送配電
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図 2.26 10-LDN-25 形メタルクラ.ワド
収納形少油量しゃ断器
13.8kv l,20OA 50OMVA

Type lo-LDN-25 10W 0Ⅱ Citcuit
breaker in metal・clad switch宮eat

3

モ、

図 2.27

~、、_、

Type DS
、reaker

DS-416形気中しゃ断器
60OV I,60OA 42kA

(sym.)
10w voltage air citcuit
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DS形気中しゃ断器の特長は次のとおりである 0

(1)"スづりンづ投入機構"を採用したととにより,制御電圧の変

動の影縛がなく,手動1剰乍の場合でも操作力に影粋されない。

(2)過電流引きはずし奘置をソリッドステート化した。試験・調整

が容易で,保護協調が主りやすくなった。変流器を取り換えるとと

忙より定格電流の変更も容易である。

(3)小形・軽量で,80OA,1,60OA フレームでは,標準キューeク

ル忙4段積が可能である。

(4)操作忙対する安全性が高い。

2.4.3 断路器

開閉所の大容量化忙従い,断路器、 30okV 3,000μ,00OA の大定

格品が使用されるようになり,しか、母線選択用でルーづ電流が開

閉できるととが必要になりつつぁる。

図2.28 は,30okV 3,00OA定格の屋外用ラインスィッチで,極問

回復電圧60OV,開閉電流3,00OA を保証できるものである。中央

接触部には耐弧メタルを付けたアーキンづコンタクトを有し,さらにアー

クスパッタによる損傷を防ぐためにテフロンカパーが取り付けてある。従

来のアークホーンでは,80OA程度が限度であり,2,00OA以上の開閉

で仕,とのような構造が必要になってきた。

さらに,4,00OA から 6,00OAのルーづ電流開閉について、,検討

中であり,同様な形式で製品化が可能である。

2.4,4 避 雷 器

SSV形避雷器は,275kv・154kV系を中心とする安定した運転

実績により好評で,電源開子齢杓め定格266kV器33栩をはじめとし

て引き続き多数納入Lた。

ガス絶緑開閉装置用として開発したタンク形避雷器は,変圧器と直

結して設置する方式も採用されはじめ,が込し形避雷器巴比較して

機器の占有据付空問の縮少を図れることから,今後,屋内変電所等

での適用の可能性が増大すると考えられる。 GIS用としては, SV-

FT形の定格 140kV 98kV器を多数納入し,変圧器直結方式とし

ては,関西電力新曽根崎変電所にSV-FT形の定格140kV避雷器

を納入した。

三菱電機技報・ V01.47 ・ NO.1.1973

2.4.5 6kV 高圧サイリスタ装置

当社では,直流送電などを対象にした10okV以上の超高圧サイリ

スタバルづ主は別に,比岐的低い電圧で簡便に使用できる奘躍、突川

化され,3.3kV 用は,昭和45午より標準化を完了して,各ユーザで

好調に運転されているが,さらに 1段ス予ゞづア,づした 6kV高庄サ

イリスタ装置の開発を,昭村147年5月に完了した。

本共置は,6.6kV回路用として使用可能な 2アームのサイリスタをパ

ルづに収容した,6.6kV 高圧サイリスタバルづと,保護奘置および制御

共置とで楢成され,バルづの組合せによって任意の山1鏘が1筈成できる

と同時に,パjレづの直並列接続、可能である。

とのシリーズの特長は次のとおりである。

(1)装置をコンパクトにナるため,6.6kV 高圧サイリスタパルづは,

図 2.29 に示すよらに変圧器と同様な鉄製タンク内k平形素子を使

用した,サイリスタスタ,クを収納した油浸構造である。

(2)サイリスタスタ,クは,現在市販されて込る最大級の平形サイリ

スタ FT50O A-80 (4,00OV 320A),ある込は FT30OA-80 (4,000

V 20OA) 6S の逆並列接続である(図2.3の。

(3)小形・軽量で,据付けも容易であり,また,万一故障時に

はパルづユニワトのみの取換え・点検で容易に修復できる。

(4)冷却方式仕,必要に応じて良冷・強1那頂油式の両力'式を採

用するととができる。

(5)ゲート回路忙は CT形電磁点弧方式を採用し,ゲート電流立

_E りしゅ人,(1唆)度を改善している。

(の用途としては,無限回数の高速度開閉と述続川力制御を生

かす、のであれば,あらゆる分野に使用できる。

2.4.6 高圧サイリスタ変換器

1' 140kV 高圧サイリスタバルブ

サイリスタによる直流送電の実用化を目前にひかえ,容量的にも構

造的にも実用器を目ざした 140kV 90OA定格のサイリスタバルづの開

発を完了した。

これは,図 2.31 に示すように,変圧器と同様な鉄製タンクに収

納した油冷・油浸構造による完全な屋外形であり,先(45年度)に

開発した 70kVハ'ルづの構成の基本を踏襲し,とれにさらに高電圧

化のための新たな技術開発を加えて完成したものであり,お、な特
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図 2.28 200-HSF-30/KSA形断路器(ルーづ電流開閉用)
Type 200-HSF-30/KSA disconnecting 部哘tch with
atclng contacts.
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図 2.29 6.6kV高圧サや玖タ
バルづ

Exterlor view' of 6.6 kv valve
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図 2.30 6.6kV高圧サイリスタ
パルづ(中身)

Inslde construction of 6.6kv

Valve.
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図 2.31 140kV バルづの外観
EKterior view of 140kv
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長は次のとおりである。

(1)量産品としては,世界最高の耐圧レペルを持っ4kVサイリス

タ素子を使用し,部品数の低減による高信頼度化を図った。

(2) 16個サイリスタを 1段としたユニット構造で,段数を選ぶこと

によって,イ壬意の電圧定怖に対応することができるよう忙した。図

2.32 に示すように,140kV 定格くは 8段,また 70kV定格では

4段となる。

(3)油冷・油浸術造によって小形化を図った。

しD 変圧器と同様な鉄製タンクK収納し,屋外設置が可能な実

用器とした。

(5)油っけに適Lた電磁点弧方式を採用し,完全油漬密閉式と

あいまって商信頼度を実現した。

2.4.7 限流形電カヒューズ

三菱限流形電カヒューズには,従来の幅広い使用実績のうぇに,さ

らに 36kV 用として, CL形限流形電カヒューズが加えられた。図

2.33 にその外観を示す。

このヒューズリンクは,定格電流が5~10OAで,三相対称しゃ断容

量●§2,50OMVA あり,取付けは屋内外共用である。
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図 2.35 縮小形ガス絶縁変電所用
コン手ンサ形計器用変圧器
GY-14形 1融kv

Capacitor poten6al devlce {or
Compact gas insulated sabS仏60n,
type GY-14 154 kv.
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従来用゛られてきた非限流ほう(謝)酸消弧形電力 Lユーズの DBA

形は,1,00OMVA のしゃ断容量を有する。この DBA形に対し,

D 小形なから大きなしゃ断容疑をもっ,2)すぐれた限流特性が

利用でき,系統の経済設計が行な仏やすい,3)密閉形で,しゃ断

時にガスの放出がなく,設置場所の制限が少ない,などの大きな特

長をもって゛る。

用途としては,変圧器・PTやケーづルなどの保護に最適である0

2.4.8 計器用変成器

1.油入計器用変成器

油入がいし形変流器は,がいし形ガスしゃ断器の増加に伴い,昨

年同様,関西電力南京都 S/S 向け 287.5kV 4,00OA 30台をはじめ,

多数製作・納入した。

引・器用変圧変流器は, GIS直結形として,わが国ではじめて製作

し,中国電力へ納入して宇部興産伊佐セメントエ場に設置された(図

2.34)。との変圧変流器は,仏ままでの豊富な製作経験に加え, G

IS との接続方法を工夫し,取付け・取りはずしが簡単で,検定試

験、容易にできる構造である。

コンデンサ形副'器用変圧器PD は, GIS用としてすでに超々高圧級

まで開発が完了してφる,油入同軸コンデンサ形GIS直結方式による

154kv pD を,関西電力新曽根崎変電所に納入した。との PD は,

二次側計測回路の断線などでしゃ断器を誤動作させぬように,継電

器誤動作防止回路も内蔵している。外観を図2.35 に示す。

その他,従来形の別置がいし形PD,づツシング直結式の小形づ,,シンづ

PD も,メキシコ納めの230kVをはじめとして多数製竹卜納入した0

2.乾式計器用変成器

乾式計器用変成器にっいては,屋内用にはづチルゴムモールド形'エ

ボキシレづンモー}レド形,屋外用には, EPTづムモールド形を各方面に多数

納入したが,特筆すべきは,屋外用のPTについて当社独自の配合
によるモールド材料を使用して,図 2.36 に示すごとく小形軽量な

ものの開発を行ない,おもに国外に多数納入したことである0

2.4.9 変流器

関西電力能勢変電所・奥多た良木発電所向けに 550kV 4,00OA

変流器18台を鋭意製作中で,48年2月には6台を納入する予定で

1'

翻 U

図 2.32 140kV パルづの中身
InteTior constructlon 0ξ 140 kv
Valve

、碍

5 '
1 ¥1

! 1

'カ゛

図 2.33 CL形 36kV 80A 2,500
MVA断路形限流形電力

ヒューズ外観

Type cL curTent・1im16ng {use,
36kV 80A 2,50OMVA
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550kv

ある。それに先立って温度上昇・過渡特性・耐震性能などの技術的

岡題を皿倫的に解析し,その検証,および工作上の問題点を解決す

るために図2.37 に示す声W乍品を製作し,6月に種々の試験.検査
を成功裏に終了した。

2.4,10分路りアクトル

昭和47年には関西電力新生駒変電所向け三相60H.154kV60

MVA分路りアクトル1台,およびアルゼンチンHid即n叱向け三相50H"

16上V 80MVA 分路りアクトル2台を製作した。仏ずれ、磁気シ_ルド

付き空心形で,昭和44年国内初の 60MVA分路りアクトルを関西電

力新生駒変電所に納入して以来,関西電力向けとして合計4台の

60MVA分路りアクトルを製作・納入し,ア」レゼンチン向け 80MVA分

路りアクトルと,あわせて 60MVA以上の大容量分路りアクトル9台の

製作突績をもつとととなった。

2.5 特高閉鎖配電盤

昭村147年度の磁力配変用特高千ユーピクルは,22~認kVクラスでC

形空気しゃ断器収納のものが多数納入されたほか,狗サaと部分的に

固休絶緑を採胴した牛ユービクルが,電力削としてはじめて納入され,

運転にはいった。とれらのうちの代表的な、のとしてけ次のとおり
じある。

a)中部磁力牛島町変確所納め 34.5kVキューピクル

34.5kV 3,00OA 二重旺線式で,事故波及防止と安全性のために

難線「珂および別.線とフィーダ設備の問に金属隔壁を設け,相互接続に

は詞転形断路器を使用している。計器用変圧器も乾式とし,装置内
にまったく油のな一不燃北構造である。しゃ断器前面巴主厩線相互

、
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37 550kV変流器
Current transformeT

間には点検通路が設けられてぃる。

(2)中部電力南武平町変電所納め半固体絶緑キュービクル

図2・38 にその一画の構造を示すが,絶緑母線を使用するととに

よって床而碩は従来形の約2β,容積は約ν2に縮少されて仇る。

2.6 配電用機器

2.6.1 計器用変成器

1. EC・0形計器用変成器

46年度に引き続き,屋外用には EPTゴムモールド,屋内用にはづチ

ルゴムモールドおよびエボキシレづンモールドのものを標準として,一般受

変電設備用忙多数製作・納入した。

47年度の特筆すべき事頃は,図 2.39 に示すような,悪環境に

対する品質向上を主目的として客先二ーズにマリチした,6kVづチル

ゴムモールド形CT (EC-0 "分を開発したととで,現在好評を得て仇
る。

従来の BN-0 形と比べ,重量は約V2,容積は約V3で,さらに

二次リード§判司定川みぞを設け,地絡、喫故防止と配線作業を容易に
している。

2. Kシリーズ計器用変成器

畔杯U43年, Kシリーズエポ牛シレジンモールド形割'器用変成器(CD-40K

形変流器;PD-50K, KF, KFH形計'器用変圧器)を発売して以来,

非常む好評を博し,生産台数も大幅に伸びたが,今般下記の機種を

Kシリーズに加え,さらK Kシリーズを充実させた。

(a) CD-40K 二重比二次切換形変流器(図2.4の

(5-2.5/5~800-400/5 A)

ーーエ

、1 ;

^

^

'

亘聖 ξ郵

図 2.38 34.5kV 絶縁母線
キューピクル

34.5kv metal enclosed switchgear
With s0Ⅱd insulated bus 、ars
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図 2.39 EO0 形 6kVづチルゴ△モールド形CT
Type EC-0 6kv butylrubber molded
CutTent transfoTmer.

図2

Type
41 PD-20OKFH形計器用変圧噐
PD-20O KFH voltage ttans{OTmer.

<、ニ

38

図 2.40 CD一如K二重比二次切換形変流器
Type cD-40K CUTrent transfoTmer (Double
ratio, secondary tap・CI〕ange)
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化) PD-20OK KFH形剤'器用変圧器(図2.41)

(6,600/110V,3,300丸.10V)

(0) PD-50K KFH二重比形計'器用変圧器

(6,600-3,3舶/110 V)

これらはいずれ、方向性けい素錚擇■製の力,,トコアを使用し,かつ

合理的な設計により従来品より大幅な小形化に成功した。

2.6,2 ヒューズ付き負荷開閉器

SCL形(フ,汐枠操作式)・SCT形(自動開路機織付き)ヒューズ付

き負荷B棚羽号別士,すでに筒可動形の形番 Aシリーズ(フ.2kV 5~50

A),筒固定形の形番 Bシリーズ[フ.2kv looA~20OA (SCL のみ)]

の2シリーズを製品化し,牛ユービクル受電設備用をはじめとして多数を

製作・納入しているが,このたびモデルチェンづを行なって,さらに小

形輕量で取扱いを安全にした形番D (筒可動形)・形番C (筒固定

形)の新シリーズを製品化した(図2.42)。

新(形番C, D)シリーズは,がいしにエポキシレづンがいしを採用し,

新機構のセーフティロック装置を備えている。特に,形番Cシリーズは,

ヒューズリンクと主づレードを斜めに配置して小形化を実現した。なお,

新シリーズの定格・取付け寸法は,旧シリーズと同一である。

、

+1C

0

ー]0

図 2.43 静電容量変化率・温度特性
Of static capaclty vs. temperatute characteristicVana60n

-20 0

"

,.'"1

図 2.42 SCT形(形番 C)
ヒューズ付き負荷開閉器
フ.2kv looA 50O MVA

(自動開路機構付討
Type scT (S切le c)10ad 、Nak
Switcbes with {uses (a廿ached
With autotripplng mechanism),
フ.2kv loo A 50O MVA

0.25

2.6.3 コンデンサ

47年6乃をもって不燃性油(PCB)入りコンデンサの製造を中止し,

7月から新しく開発した非 PCB 合成絶縁油を含浸したコンデンサの

製造を開始した。

この新しい含浸油は,鉱油(1号油)と比べて誘電率が大きく,

特に,ガス吸収性が大幅に改善されたもので,コンデンサの容積をさ

抵ど変えることなく信頼性を高めることができた。

主誘電体は,従来より使用してきた 1,00OMVA を越える出荷実

績をもつ,ボリづロビレンフィルムとコン手ンサペーパを用込た複合層にさら

に改良を加えた雛訪知Cして込る。

新しい非PCB合成絶緑油含浸フィルムコンデンサは,図 2.43 およ

び図 2.44 に示すように, PCB 入りコンゞンサと比べて静電容量の

温度係数が一段と小さく, tanεも低減して゛る。過電圧に対する

耐量も向上し,多ひん(頻)度開閉用忙より有利になった。これらの

特長は,若干の寸法変更,不燃でないという欠点を補なうに十分で,

総合的に評価してコンデンサの技術を一歩進めたものと考えられる。

2,6.4 真空しゃ断器

真空しゃ断器は,そのすぐれた特長力靖忍められ,しだいに実績が

重なり,適用範囲も一般産業・白レ施設・受配電用設備として広い

分野で採用されている。

2.発電・送配電
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図 2.44 仏nδ一温皮特性
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高水準の電力供給設備用として,当初多段積可能な新し込しゃ断

器として注目されたVKG形シリーズの真空しゃ陶謬Rは,電力会社・

一般産業の各方画において多数採用され,好奇励て運転されているが,

さらにこれまでの製作経験実繊を生かし,よりi高信頼性・苅性能・

小形軽量で省力化に貢献する,フ.2/3.6RV 60OA~2,00OA 20/251゛A

定格の, VX形真空しゃ断器をシリーズ製品化した。この新形真空し

や断器は,真空スィ',チ容器の結晶化,特殊セラミック化による信頼性の

向上と縮少化を計り,操作機桜兆まったく新しい真空しゃ断器に適

した機構を開発し,高性能で長寿命な機枇になって込る。図2.45

に外観を示す。
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図 2' 45 6-VX-20(に0OA)

真空しゃ断器
Type 6-VX-20 vacuum clrcU辻
breaker,
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2.6.5 高圧油しゃ困畿

先に6βkV級はん(汎)用油しゃ断器6-FK形を製品化し,ざん

新な構造によった小形油しゃ断器として多数台製作し,納入してい

るが,さらに従来の電気・手弱抽剣乍1じ用の操作機糟ルは別に,手動

操作専用の操作機構(ハンドル付き)を開発するとともにモデルチェンづ

を行ない,手動操作形を含む 6-FK-B形シリーズを製品化した。こ

のシリーズの完成により,いっそう市場を広げるべく量産体制の完備

により一段と市場競争力をつけた。図2,46 にその外観を示す。

2.7 系統解析

電力系統は,発送配変電の諸設備がひとつの有機体として組み立

てられている巨大なエネルギーシステムであるが,とのシステ△は量的な

拡大とと、に,構造的にも複雑化しつつぁり,とれに使用される機

で跿
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器は,このシステムの本質的な特性を正確には握することなしには,

真に逓切な、のを主劉共するととは不可能である。このような観点か

ら当社においては,古くから電力系統システムの解析技術の向上をは

かり,づログラム化を推進してきたが,昭和47年に得られたお、な成

gU士1久のとおりである。

図 2.46 6-FK-8B 形

油しゃ断器

(直接手動採作)
フ.2/3.6 kV 40OA

8/81{A
Type 6-FK-8B 0Ⅱ Clr-

Cuit breaker(DiTect hand
Operation)

^^

とのづログラ△は,「潮流バうンス総合計算づ口づラム」と「動的総合計

算づ口づラム」から成り,いずれも,従来の潮流計算づログラムや,安

定度計算づ0づラムをはるかに上回る能力を肩するものである。すな

わち,と九主では限られた条件の、巴で,部分的な解析しかできな

かった電力系統の安定度問題、,とのづ0づラムによれば保護継電器

の機能や,各種の制御機器のシーケンスなど,実系統の複雑な条件を

ほとんど忠実に組み込むととができ,平常時・異常時の系統全般の

諸現象をは握するととができる。計算対象系統規模は250母線500

づランチであり,昭和60年の東・中・西各連系系統を扱うこと、可

能である。

との総合計算づ口づラムで検討できるおもな内容は,

(i)平常運転時の系統状態は握

(ii)潮流ネヅク箇所の検出

(途)運転電圧適正値の決定

2.フ.1 電力系統安定化総合計算プログラム

(1→複雑事故発生時の系統動揺の総合は握

(V)各種機器の1志四ル制御特性

(VI)故障後の系統状態は握

6'五)事故拡大防ル操作の検討

等である。

とのづ口づラムは,東京電力との共同研究により完成した、ので,

系統運用上の実際的なゞータ入力方法,小範囲の比較的湘単な故障

計算から,大規模系統の複雑な辨故を含む総合計算まで,簡単な指

示で使仇わけるこ巴等の而で,づ口づラムとしても特長を有する、の

である。

三菱電機技報・ V01.47 ・ NO.1・1973

発変電所の耐雷(外雷・内雷)設計計算など,進行波領域で考え

るべき電力系統過渡現象を取扱うサーづ計算づ口づラムは,電力系統

の質的変化忙伴う要求から,従来のものでは十分対応し得なくなっ

たため,改良を加え,処理機能のレペルア,づが行なわれた。

とのづ口づラムは,対象となる系統における集中定数(L, C)を分

布定数化法により,近似的左分布定数線路に変換し,分布化された

回路として,系統各部の異常電圧・電流を求めるものである。づログ

ラム規模は,ノード数100,づランチ数100,避雷器および放電ギャ,,づ

10,サーリ源100,であり,計算時問の短いこと,計算結果を自剣珀り

にグラフにできるとと等,φくつかの特長を有すろが,過渡時の異

常現象の解明等忙偉力を発揮して込る。

2.フ、 2 サージ計算プログラム

平形索子を使用した氣中自冷式の 1,50OV 4,oookWの整流器を,

オーストラリアNSWR に納入した。平形素子を使用した油浸自冷方式

の整流牙剛ま,従来から製作されているが,外形寸法が大き仏のと,

重量が重く,火災につーての問題を肩してφる。氣中自冷方式は,

重量低減と不燃化の日的で製作したもので,重量は油浸のものと比

べて約U2.5である。他用途で小容量のものは,今までにも製作さ

れて゛るが,冷却片に工夫をとらして冷却効采を高めて大容量装置

を完成した。なお奘置は 1,oookW単.位でまとめ,既設の水銀整流

器用変圧器との組合せに融通性をもたせた。

電鉄用大容量気中自冷式整流器3.1

発電機の単位容量の増大忙伴って,発電機の系統並入や,系統問

連絡線の投入,あるいは,系統と解列した発電機の再同期投入に際

して,並列しゃ断器の極問の電圧差・位相差・周波数差をどとまで

許しうるかというととが,注目すべき課題忙なりつつぁるが,2機

系モデルに対して,とのような場合の限界を求めるづログラムを開発

した。

3.自家用受配電設備

異同期投入限界計算プログラム2.フ.3

最近,自家用受電変圧器は大容量化・高電圧化の傾向にあり,と

れに対処するため,当社では 220kv looMVA程度までの生産体

制を整えて仏る。昭和47年度においては,神戸製鋼所加古川工場

納め70kV 93MVA変圧器2台,三菱化成水島工場納めⅡ5kV 88

MVA変圧器1台,などをはじめ巴して各方面に多数納入された。

3,2 自家用受電変圧器

内鉄形変圧器の分野忙おいては,最近,特に小形・軽量化が進め

られ,輪送が容易であるこ主,据付面積が少なくてすむとと等で好

評を得ている。との小形軽量化は合理的な絶縁設計,中身およびタ

ンク形状等の構造面の改良,タガ切換器の小形化等の徹底した総合

研究の結果得られたもので,当社従来品と比較,・ると重量が10~20

%、低減され,また全奘可搬式の標準限度も 70kv loMVA 級ま

で引き上げられた。

低騒音変圧器は,騒音規制法に基づく各都府県の騒音規制指定区

域が明確になり,主た騒音に関する一般の関心、高まっているとと

から需要が多く,都市部やそれに隣接する受電所向けに多数納入さ

れた。現在の防音構造は,コンクリートパネル式防音壁付きが最も多く,

富士写真フィルム納め 66kV 21,フ75kvA (2巻線等価容量)におい

て,コンクリートパネル式防音壁のみで22ホンもの騒音レベルの低減実

績が得られた。

屋内受電設備用変圧器巴しては,従来の不燃性油入変圧器に代わ

つて, SF6ガスを使用したガス絶緑変圧器が,その安全・無公害の

点で注目され,当社忙おいてはすでk開発段階が終わっており,70

kV 30MVA 程度まではガス絶縁変圧器を製作するととができる,
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ガス絶縁変圧器は, SF。ガスのすぐれた特長,すなわち不活性・不

燃性・無毒,良好な電気的絶緑性などの種々の特長をそのま主そな

えており,白レ用受電殺備として{食適の変圧器であり,需要が見込

まれている。

47年度における沢邦馴羽鋤配電雛について,特筆すべき点を大別す

ると次の3点があげられる。

(1) 2BkVおよび諦kV級一般受変俺則路への貞空しゃ断器採

削の増加

一般受変確印1路に仙打」されるしゃ断器は,従来,空氣しゃ断器が

その主力を占めていたが,47年度に納入したものについて見ると,

増設工事を除けぱその低とんどK真空しゃ断器が採用されている。

これは,圧縮空気を使用しないことによる保守点検の省力化や,操

作音の低下,外形寸法の繍少化などの利点が,多くの需要家にアビ

ールしたととによるものである。

(2) 66kVおよび77kV屋内用縮少形閉鎖配電盤の製作

従来,とのクラスの製品は,高さが5β00~6βoomm程度であっ

たため,白レなどに使用される場合には特別の高い電気室を必要と

して込た。また,近年,白レの人形化や総合化が計画され,それに

作う受電容呈の増加や,地力■側jの白レでけ送電系統_1二の制約など

により,66 または77kV受磁のケースが増加してきている現状であ

る。このような市場の羽卸'水こヌ寸処するために盤高さを 4,ooomm に

した縮少形の開発を進めていたが,このほど1号機を西武百貨店の

大宮店に納入した。

高さの縮少についく杉慮した事項は,空女絲色緑田線の廃止と,機

器を内正朔蛮浩引出形とするととによる1新路際の省昭であり,このB

.点は 66π7kV級の場合にきわめて府効な千段である。

(3)全天候形閉鎖配電盤の複合化

全天候形閉鎖配電盤は,66kV級以上と22kV用とに大別される。

66kV 級以上のものは,機器の外形寸法も大きく,したがって,こ

れに変圧器二次あるいは三次側機器,保護りレー・監視制御装置・遠

方監視制御装置・直流電源装置などを組み込んだ閉鎖配電盤とする

ことは,技術的に可能であり,保守点検の面からも非常に便利なも

のKなる。とのような種々な装置を収納した77P2kv l×30MVA

の製品を,近畿日本鉄道尼ケ辻変電所へ納入した。

22kV用につ仏ては,全装可搬形式として発売以来,多数納入し

てきたが,キューピー伊丹工場納めの製品は,既設6.6kV受電の 22

kVへの昇圧に伴う,新設部分(特高側機器・変圧器二次しゃ断器

ールー・メータ・直流電源装置など)を一括収納した、のとして異色

である。

宇部興産伊佐セメントエ場にⅡokV受変電設備を納入したが,こ

れは中国電力よりⅡokV劣聖苫1回線で受電L,75MVA主変圧器

により 66kV に降圧し,既設66kV 厩線に接続する、のである。

本設備の特筆すべき点は,ⅡokV側開閉装置を全GIS化を計っ

た、ので,わが国で初めての一般需要家向けに採用された。 GIS採

用により,110kV 受電所にもかかわらず 6mX6m=36m9 のスペ

ースに設買できた。また,セメントエ場の粉じん等の悪環境に対し密

閉構造であり,高い信頼性・保守の省力化・安全性とGISの特長を

十分に生かすことができた。なおGISを需要家向けとして適用する

場合,従来より問題となっていたGIS直結形MOFの採用,電力会

社との財産分界点・責任分界点について、解決できた。

特高用開閉装置3.3

^^^

、ン 1'●,、'ーー・}一ーー,,゛',ー゛゛ーー]ι

N1■.11二1,1、・1ゞじ
三j#'、メノ,ノ,、"

図 2.47 66kV屋内用縮小形閉鎖配確霊
metal、enclosed switcl〕gear foT lndoor66kv typenelv

翻

[一Ξ

^

1 1/'轟1＼1
1,i 、1ン1・

ー、ーー.ー'

腎、

41

"ナ

'互

式

Use

図 2.48 宇部興産伊佐セメントエ場納めⅡokv GIS
110kv GIS (0τ Isa cement plant, tl)e u、e Kosan co

また,75MVA主変圧器は GIS直結構造とし,二次側は既設 66
kV母線と容易に接続できるようづツシング引出しとした。一次側を

GIS 直結構造とすることにより,ⅡokV 充電部が空気中忙露出す

る個所がなく,システム全体として高仇信頼性と省力化が可能である0

また,屋内の既設開閉装置との関係で主変圧器は屋内設置,放熱器

は建物の外に配置し,騒音対策を施した低騒音形送油風冷式を採用

した。

一遅翫气、

^イ〕、
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2.発電・送配電

(1) WL形メタルクラッド

10kV級のLDN形少油量しゃ断器を収納した盤σEM一Ⅱ聡G

級に準ずる)を開発製品化して,エクァドルナイヨン向けユニ'汁サづステ

_シ.ン汁1として 253画の製作を完了した。しゃ断器の定格は 12~15

kv l,20OA 25kA で,盤大きさは屋内形幅900,高さ 2,300,央行

1,700,屋外形は幅 900,高さ 2,700,奥行2,200 である。 10kV 級

の少油量しゃ断器は諸外国で数多く使用されている。

(2) FN形メタルクラッド

6kV級磁気しゃ断器を収納した閉鎖盤を完成し,シリーズは獣の

ようになった。 JEM-1153G級, WN形, F旦級一FN形および FN-

E形となった。

全装可搬式変電設備を完成したが,これはメキシコLYF 向け 51.6

MVAガスタービン発電づラント用で,ターピン多壱電機の監視制御室,補

機コントロールセンタ,10kVメタルクラヅドなど制御開閉装置全部を収納し,

閉鎖配電盤3,4
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据付場所まで運べる全装可搬パッケージとし,現地で外線と接続すれ

ぱそのまま使用できるようにしたものである。

(3) FH形キューピクル

6kV気中式電磁接触器を収納した,3段積俳造の盤を完成した。

とれにより3kV級とのシリーズを完成した。

(4) FS形低圧パワーセンタ

WU形低Hξパワーセンタ●して, DS形低庄気中しゃ断器を収納1,たF

S 形低圧パワーセンタを開発製品化した。すでに日本釧管福山(6角i),

川鉄千葉(11面)に納入し,マカオ電力(3面),フィリビン(115伽D

を受注し,製作に荊手している。

特長としては

(.0 小形・軽呈・多段積が、可能で,特に 160OAFが4段まで積

める。

●)引川操作が安全(しゃ断器にゞ,,ドフロントカバーあのであ

る。

(C)苗U上形 OCT を採用している。

(5)縮少形スボットネットワーク

(の小容量(3×1,oookvA以下)のスボットネ,,トワーク受変電設

備として,新たに特高盤と低圧盤を背中合せとし, TR二次のハ'スダ

クトを省込て一体化した縮少形のキュービクルを開発製作した。この結

果,必要床面積は約半分となり有効な電氣室の配置が可能となった。

盤の外形寸法は50okvA~1,oookvAまで同一とし,標準化を計っ

てし、る。

とのキュービクルの特長としては次のものがある。

(a)必要床面積か従来形の約半分となり,電氣室の面積を小さ

くするととができる。

(b)ときに1'じ分期晒三置、可能(この場合ハ'スダクトが必要)で,

最遭の配置をすることができる。

(0)特高ケーづルの引込みは上・下どちらでも可能で,盤寸法は

同一

図 2.49 WL形メタルクラヅド開閉装置
Type wL metal clad switchge且τ

,、
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ある。

京浜急行電鉄の集中監視制御装置向け忙納入したIC形サイクリヅク

式速方監視制御装置は,制御所におねてデータロガー,づロコン装置と接

続され,電力量の記録,白動運転が行なわれるようになって゛る。

CY-200 形装置は,従来トランづスタで構成されて仏た符号送受恬

回路の IC化を計り, i拓ld頼度・小形化を突現したものであり,次

の特長を持っている。

(a) 1C 化することにより,部品・接続点数が大幅に減り悟゛貞

度が向上する。

(b)部品の減少により,1架当たりの災裴容量数が大となる。

(C)高1魅伝送が可能となる。

また,計算機を使用した大規模な尖中監視制御システ△に,最も遭

した述方監視制御として, MELDAC-500形装置の開発を完了した。

この装置は従来,監視制御方式が1:1対向方式であったものを,

制御 1:九,表示1.1対向方式として,経済的に、スペース的にも右

利になっている。この装置の特長は次のとおりである。

(a)制御1:π,表示上 1対向方式である。

化)制御所装置は,すべて4被制御所井U立のづ口,"で構成され

ている。したがって被制御所の追加が容易であり,また障害は4被

制御所に限定される。

(0)計算機へのインタフェースは,ピットパラレルロードシリアル渡しを標

淮装備している。

(d)論理部は全西的忙 IC化されて込る。

(e)装置が小形化されている。

今後,計算機を中心●した,大規模なシステムの伝送装羅として最

速の奘置である。

ヨ

言

ビルの超高層・大規模化の傾向が強まるとともに,とこに設置さ

れる電気設備・空調機械設備・男'降設備も大規模複雑になり,とれ

らの保守・運用面忙お込て省力北をはかるととが急がれている。

これを満たすために,当社では数年前から,ビル受変電設備の監

視制御にコンビュータの遵入をはかってきたが,その目ざすところは,

単なるデータロガーあるいはディジタル計測装置ではなくて,ピ}レの電気

・機械設備の総括的な白動監視・制御のための中心機器として利用

するととであり,盖実な成果をあげている。

監視制御以外の面では,受変電設備の,いわゆる特高受電化・キ

ユービク}レ化などの低か忙,真空スィッチ管の応用によるしゃ断器開閉

器の縮少化,不燃化,保安の簡便化などの傾向が顕著であり,大規

模なビルの基本的仕様として今後とも採用されていくであろう。

上記の超高層大規模白レで,監視・制御装置にコンビュータを遵入し

た効采の著しい最近の例として,ホテルパシフィ,,ク束京の設備をとり,

以下に概要を記す。

建物は,地下3F,地上30F,総床西殖は80,ooom2 におよぶマン

モスホテルである。

受変電設備は22kv(特鵬D 2回線ルーづ受電であり,主変圧器は

3,oookvAX2 台を使用している。電氣室は, B3F,5F,28F,屋

外の創'4力所に分散設置Lている。ーー方各所忙散在している空調設

備は,監視制御が必要なものだけでも数百点に上って゛る。

受変電設備と空調設備の監視・制御のために, ME上COM-350モ

チル5コンeユータを導入するとともに,中央監視盤は,コンビュータを最

大限に生かすための制御器具を備えた最萩のものとして仏る。

最近の遠方監視制御装置は,単に被制御所を無人化することにと

どまらず,制御所にお仏て自動処酬奘置と接続され,日報の作成,

幽動操作(づ口づラム運転・自動復旧)等の機能を持たせて,電力の

有効利用,運転ミスの防止,運転員の労力の減少に目的が移りつつ

3.6

遠方監視制御装置3.5
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MELCOM-350 モ手ル5 は約40,000語のメモリを持っており,とれに

よって処郡される機器は,十数項目にわたるがここではそのうち,

保守の高信頼度化・省力化ならびに経済化の効果の大きい項目とし

て次のものがある。

(i)吸収式冷凍機の台数制御

(註)空調動力機器のスケジュール運転

(途)電気・空調データの自動走査・監視

6V)操作記録・故障記録

(V)日報作成

←i)自動集中検針

3.7 空港用受電設備

成田空港向け受変電設備を製作した。空港全体の機能の中枢であ

る電源設備にっ仏ては,高信頼皮機器およびその系統織成の選定が

なによりも重要度が高い。また設備そのものは大規模設備となり,

かっ飛行場内に広範囲に散在しくいるのに対し,少数人員による維

持.保守を行なえるような省力化装置の遵入を計り,機器につ仏て

は,メインテナンスフリーの機器をi巽定した。

系統構成としては,受電方式は66kV並行2回線受電としている。

送冠線はパイロ,介ワイヤ,ルー保護を行ない,電源の信頼度を大きく局

めてぃる。さらに 66kV の母線は二重母線方式とし,'母線保護りレ

一方式をパイロリトワイヤリレーとぅ.ワづさせ,保護闇げき邸鋤をなくし

て込る。配電電圧については,遠距籬設備への配電は22kV 3回線

スボットネットワーク方式を採用している。22kV配喬用主変圧器容量は

25,oookvAX3 台とはなっているが,との 1バンクごとの配電用しゃ

断器をまとめて,マイナー S/Sへのスボ,,トネリトワーク配電を行なって

いる。 6kV 系統は 7,50okvAX3台の変圧器に非常用発電機を接

続し配電する。

省力化装置については,散在する設備の無人イヒを ICサイク小,ク式

遠方監視制御装置内の遵入により実現し,集中管理体制を実現して

いる。また日常の手ータ記録業務より保守員を開放し,本来の保守

業務の充実を計るため,自動日報・動作・故障記録装置を遵入し,

正確なチータを人手を削減しながら得られるシステムとしている。

新鹿児島空港には,6kV受電設備と管制塔・無線電源等の重要負

荷用電源として,無停電電源電圧定周波電源装置(CVCF)10okvA

を納入した。とのCVCFは負荷側に短絡事故が発生しても,従来の

もののように停止してしまうことなく,自動限流装置により運転を

継続し,事故回線のみの選択しゃ断が可能である。さらに電源構成

としては, CVCF故障時には買電に切換え,買電停電時忙は超高速

にて起動するディーゼル発電機に接続するようになっている。

2, 発電,送配電 43



3, 産業用電1幾品
工業用づラントはます主す大形となり,複雑化してきたが,それにっれてづラント趣転の商込信頼性がますます強や饗W,されてきた。しかも人

千イUιは込っそう深刻となってきたので,必然的に機器の自動化が愛・求され,多くの自動化機器の俳"Eが行なわれたとと、に,それぞれのづラ

ントの規模に応じて,シーケンスコント0ーラや三ニコンビュータ,あるいけ中・大形電子計算機などの導入による企体の惰動制御方式が魚速に取入れ

られてきたことは昨年度の著しい傾向であった。

政府は一昨年来の不況にヌ、1する条気の高揚策のーつとして,財政投融資による公共亊業の活発化を計ってきたが,その形鷲が漸次表われてき

て,」二下水迺づラントが大きく伸び,テレコンによる途方制御,あるいは_防心のような剤'鉾機制御が行なわれるものが多くなった。

環境改善が最、大きな社会的開題として登場してきたが,当社、染じん(塵)奘置用電機品,挑次利悦硫jけ遜機品,さらには麺を出すととのな

い電氣炉や誘導加熱装置,脱色脱臭用のオゾナイザ,低騒高用換誠扇,など数々の立新制坊止電機品を世に送った。

標浄詐琶機品としては,1EC寸法に準拠したE種絶緑の単相モータ,交流電磁開閉器,パウダクラッチ,づレー十,その他,多くの機稲に新たに標凖シ

リーズを拡充整備して,経済性・高信頼性,両而から匙択の自由度を大幅に増大させた。

さらにまた昨午皮は,新しい固有技術の開窕によって,多くの斯製品を世に1_Hしたが,そのうちで、,正弦波形を逓電する新技術の硴立によ

リサイリスタモータの大容劃1化を突現した。また,すぐれた限流特性を持っ永久ヒューズを知込んだ配線用しゃ断器および負荷開閉器を完成して,

低圧回路のしゃ断奔量を大幅に向上させた,などは特筆に値するであろう。

公害1田題'1ネルギーの有効利用の要望にこたえて無公轡・安全・術生的なヒートボンづとして,空ヌ1空パッケージェアヨン,空文、1水帯冷熱式冷温水ユ

ニ,1'を発売するとともに確算室用パッケージ,低所{用パッケーづ等の特殊用途の機種の充突を行い,さらに灯油新燃焼方式のクリーンポイラとニューデラ

ツクのりビングマスタFシリーズを完成した。主た冷凍機およびその1心用品はコールドチェーン関速機器として需要の多様化と共に省力化.合理化の要望

{C1心じて,冷凍クーリングユニヅトシステム機器の製品化を行い,また冷凍・冷蔵剛オーづンショーケースは 1アカーテンに新_〔火をj川えて性能向上をすると

ともにモデルチェンジを行なって山目をー・羽ILた。

以下とれらを含めて主要な新製品について述べる。

Electric Apparatus for lndustrial Application

近年,各業界におけるシーケンス制御の分野では,シーケンスの組み

カ,シーケンスを実現する機器忙新しい吉えが遵入され,従来のシーケ

ンス制御の概念が大きく変化している。すなわち,従来ぱ電磁りレー

工業プラントー般1.1

1.1.1 シーケンサ"MELSEC"

1.工業ブラント用電機品

ご即芽付ゞ,ルーを使川してシーケンスを突現していたが,新しい杉え

に基づくシーケンス制御山1路は,メモリ蟇索を村する淡算回路を架中的

に使河Jし,シーケンス 1叫路は,づ口づラミングによってソフトゥエア的に笑現

している。づログラミングは,づ口づラミングパネル(図 3.1)の押しポタンを

"1すととによって行なう。

MELSEC の主仕様として,

(1)演算制御音叔士,最火4k語のづログラムメモリを 10m.の商速

で繰返し演算処理を行なう。

(2)入出力は,おのおの512点まで実奘可能で直接づラントと接

続できる高入出力を村する。

(3)づ0づラミングは,13種の命令を持ち,論理命令以外にシーケ

ンス制御特有の機能(タイマ・パルス化,自己保持,共通条件)を一命

令として有している。これらの命令を,りレーシンボルや論郡シンポルで

直接シーケンスとして表現することで,づ0グラムできる 0

づログラミングパネルは,仏)づログラムの書込み,(b)統出し,(0)

づログラムチェック,(d)オンラインモニタ,(■)オンうインメインテナンス,など

の機能を有している。以上から MELSECの特長をあげると

(i)高信頼性,(H)従来と同一感覚で扱える使いやすさ,(途)

機能の拡張・変更が容男乃 6V)商途メインテナンス性,を村したシー

ケンサである。

槻1

図 3.1 シーケンサ"MELSEC"とづ0グラミングパネル

SeqU巳且Cer " MELSEC" and ptogtamming panel
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過去,粉じん爆発については,炭坑における炭じん爆発によって

代表されてきたが,最近のように,合成樹脂粉末工業,食品,飼料

1.1.2 粉じん防爆形低圧三相誘導電動機
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図 3.2 粉じん防爆形誘導電動機
Dust・proof type induction motor

工業の発展に伴い,多様化・大量化・白動化が進み,とれらの製造

、1:程忙お仏て,粉じん爆発の危険性は増大している。

とれらの危険場所に設羅する粉じん防爆形三相誘導電動機シリーズ

を完成,防爆検定に合桃した。お、な仕様はつぎのとおりである。

防じん織造.〒村m防じん擶造

ル仂一極数.0.2kxv~751厶V 2極,4版

0,2kNV~55k入V 6●玉

63~280M.ワレームわく将琴

1,1.3 某ネ士向け 2,ooo kw ・],ooo kw sS形

サイリスタモータ

近午,設備の火容呈化の傾向は薯しく,化学づラントにおいて、こ

の傾向は顕著である。さらに加えて高効率・高性能が要求されるよ

らになった。従来,一定速モータが使川されていたものに可変速モ

ータが使用され.さらにモータの人容量化につ九て,運転効率が無視

できない重要なボイントと杉えられるようになってきている。

今回成形機用として納入した2,oookw・1,(X〕01(IV の SS 形サイリ

スタモータは,滞効蔀卜高性能・大容量という要求に適合する、ので

ある。 SS 形サイリスタモータは,巻線形誘導電動機とサイクロコンバータ

との組合せによるサイリスタモータで,超同期靜止セルEウスともいわれ

従来の靜止セルビウスの特長を有し,サイリスタ容量・制御るよう C

性.力雪ご穿の西ですぐれている当社独特の可変速モータである。

ノ>麺1の 2,()ookw .1,oookW は 24山'pm からに00,pm まで連続

に速度制御する、ので,モータけ 10P で設計し,同期速度720叩m

をこえてに0OTpm まで上げて使用する。

2,oookw .1,oookxV のほか1こ、,多数の実繊を持っているが,

今後この種の用途W、外にもルK使用される、のと確信している。

1,2 鉄銅金属

1.2.1 製鉄製鋼プラント
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図 3.3 総括制御装
Type "MELNIAC-100"]ogic

りである。

形名

風

風圧

温皮

回転数

磁動機
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図 3.4 MELMIC-100収納シーケンス制御盤
Sequence contTol panel enclosed MELMIC-100.

FB7180 両吸込

1,020,ooo m3/h

に70mmAq

149゜C

:720rpm

全剛内冷形同則電動機(ソリッドボール形)

8,00OHP 13,20OV 601・し 10 P 力率 0.8

(1D POSC0 純車国)納め電機品

ミ千サ,ロ,,ドミルなど従来巻線形誘導電動機が用いられてきた分野

は,すべてかご形誘導電動機に羅き換えた。原邪1そう(キ勵回りお

よびが蔀'機水体同りは伸§充電動機を採n1し,サやnタレオナード制御

忙よりが蔀吉鉱品位の均一化を計っている。遊隔自動制御力式で総括

制御装置は,倒内実績の多い無接点シーケンス制御装羅"MELMAC

-100"を採胴し,メインテナンスプトをΠ標に設備の偏、頼性の向上を

討・つている。冷却用送風機は商効率翼形送風機で,押込みとして使

Π1さ九ている。

2.炉用電機品

(1)新Π本製鉄堺製鉄所納めサづランス用電機品

本設備は鋼材の品質向上のため転炉叺練中に,鋼浴温度・カーポン

埜測定.湯而位羅検1Ⅱ・島研谷サンづル採染等を自動的{こ行なうため

に,メインランスとは別に設置され,づ0一づ獅動荊1悦装置,サづランス自

ノ才

ケ゛ J='
一〕4
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jゞ{}

モ

ゴな'
ー,,

'^

ψ

1.焼結設備用電機品

づラづルCOSIPA社NO'2焼結設備,および韓国 POSC0社NO

1焼結設備用に電機品および送風機一式を納めた。とれらは焼結設

備用として初めてのづラント輸1_1_1である。

(a) COSIPA 6ちりル)納め電機品

本設備は,米国 MCKEE 社のコンサルティンづに係る、のである。

二次ミ牛サに545HP直流電動機を採用し,焼結原料の混合均,

一化を剤'つている。匁腎浩機は,直流電動機2台による両軸駆動であ

る。制御は速隔1人制御である。集じん(塵)設備には特に力が入

れられており,集じん用送風機が多数配置された。主排風機は摩耗

に強いづレート形送風機を採用し,騒音低減のためケーシンづは,三重

構造でしゃ音層とエアスペース層を設けた。主排風機仕様は次のとお

3.産業用電機品

置" MEL入IAC-1(冷"
Controlrelay equipment
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図 3.5 炉用循環送風機羽根車および軸受ハウリンづ
刃Vhee] and beaTing 110uslng of gas Tecirculation fan

動昇降装置および設定信号を受け,これら装置を自動的に制御する

制御奘置より構成されている。当杜は,本設備用巴してCS形サイ

リスタモータ,マイク0コントローラ"MELMIC-100",電磁制御盤および操

イ制邉等を製作した。本設備用電機品には次の特長がある。

(a)サづランス昇降用モータとして, CS 形サイリスタモータを用い

るととによって,全速度範囲で負荷トルクの変化に対応した御Ⅱ卸が

可能であり,正転・逆転寸川減速の応答性が良く,高精度の運転が

でき,完全なづラシレス構造忙より保守点検が容易となっている。

(b)制御奘置には,十分な算術演算能力とビ,,ト演算能力を持

ち,効果的なシーケンス制Ⅱ卸ができる MELMIC-100,および速度検

出装置としてパルス発信器を用いることによって,高精度のサづラン

ス位置検H_1が可能となり,高精度・高能率の自動運転が可能となっ

ている。

(C) MELMI0100 は制御手順をづログラ△の形でりードラ什メモ

り(RAM 力ード) 1Cヨ引意させるととによって,シーケンス制御ができる

ため現地におけるシーケンス変更が容易である。最終的には読み出し

専用メモリ(ROM 力ード)に変換するととによって,停電や操作ミス

kより記憶内容が破壊されることがない,高信頼性のシステムとなる。

(d)自動運転は,操作盤あるいは計算機からのいずれの設定信

号で、可能である。

(2)炉用送風機

アルミ炉用循環送風機としてシ0ツコファン 2台を中国地区某社へ納

入した。との送風機は,フランジ支持形軸受ハウづングを有することを

特長とし,羽根車が炉の中に入るので非常にコンパクトなうぇに,保

温の必要がなく保守、容易になっている。軸受は水冷し,ベルトに

は高力ベルトを使用している。

送風機: KR-106片吸込送風機
」.1.、

風 3,ooo m3/m」11..

風圧:250mmAq

温度:20゜C~650゜C

回転数:745tpm

電動機 20okW 60HZ 6P

1.2.2 圧延プラント用電機品

圧延設備では,近年,大形・高能率化に加え省力化に対して非常

な開窕努力がなされてきたが,鉄銅生産づラントへの計算機制御およ

びDDC化の遵入はすでに常識化し,定着した感がある。

電機品の特長として,新系列IC化制御装置, コンビュータの応

用,シーケンスコント0一う,補機用サイリスタ制御盤Gシリーズの開発等が
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図 3.6 新日鉄君津製鉄所納め大形形鋼ミル用電気設備
ElectTical equlpment for latge beam miⅡS lnstaⅡed
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あげられる。

形鋼圧延における無張力制御は,その理詮解析画で常に業界のト

ツづに立ち,実績面においてもすでに優秀性を実証している。

47年の当社の技術は,46年の技術の方向を受け継いだものであ

るが,新しい開発の成果が現場の実績によって荏命忍されたことは大

きな収穫であった。

1.熱問圧延用電機品

(a)韓国浦項製鉄所向け熱問圧延機電機品の完成

韓国の総合一貫製鉄所の浦項製鉄所の第一期工亊に,当社は熱冏

圧延機用電機品および付帯設備一式を納入した。本づラントは,ター

ンキイジョづであり当社の総力をあげて完成を期した。圧延ラインの粗

ミルは M-G として力率改善に役立たせ,仕上6スタンドおよび補機

はサイリスタドライづとした最新設備である。

化)コンビュータ化,由動化

づロセス計算機(MELCOM 350-30F)と DDC用小形計算機(M

ELCOM-350-5)さらにマイクロコンビュータ(MELMIC-10のによる自

動機能分散形のハイアラーキシステムの採用が大幅忙取り入れられた。

連続形鋼圧延機設備に対しては,大容量計算機の下にMELCOM-

350-5 を3台設置し,圧延ライン・精整ラインをそれぞれ分割し,

DDC 位置制御 40ルーづ,シーケンス,トラ,,キンづ自動運転を行なってい

る。また厚板設備においても, M-30F計算機をオペレーションガイド,

トう,,キンづ,そして,圧延のためのスケづユール計算用として遵入した。

(C)条鋼および形鋼のスタンド問無張力制御システ△(AMTのの

徹底的シミュレーション解析による最適システムの活用

連続形鋼における無張力連続圧延のために,各種のデータ解析に

より,完全なる方式を確立し,圧延材質・圧延寸法精度にきわめて

良い結果をもたらした。

(d)小胆模シーケンス,自四J化および高速四則演算回路への超小

形計算機(MELMIC-10のの邇用忙成功

形鋼スタンド・連続全スタンドの各種補正を加えた,ライン速度の計

算および表示に使用され,シーケンス変更に対しても速応し,しかも,

小規模な電機品設備ですむことが特長である。

2.冷問圧延用電機品

昭和47年納入したタンデム 3-1レドミルは,1スタンドに油圧圧下を採

用した広幅用ミルで,ミル入出側卜通板・尻抜の自動運転を行なV、,
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APC・ロギング・自動減速・冑動尾端停止は2台の制御用計算機

(M-5)で行なっている。油圧圧下制御{Cは,シーケンスコントローう

(MELMIC-10のを採用し,回路の簡素化・信頼性の向上を計って

いる。

さらに本年は既設ミルへ自動板厚制御奘羅(AGC)を4セ,寸納入

した。手イづタル演算を多く必要とするフィードフ才ワード AGC を含む

AGC システムに対しては, MELNⅡC-100 や M-5 を採畑し,精皮の

向上,信頼性の向上,コンパク1、化によるメインテナンスの簡素化を剖'つ

ている。 AGC 新設に伴い圧下モータ・スタンド・り・・ルのサイリスタ化に

より制御性能のアッづを行なっている。

1.2.3 プロセス用電機品

1.鉄鋼プロセスライン用電機品

鉄鋼用づロセスライン設備では,過去数年問にわたり,設備の高速化

・大形化と単発的な省力化が実施されてきたが,最近はライン構成

そのものをコ北'ネーション化のごとく多彩に変化して,根本的に製品

の品質向上,生産性の向上,総合的な省力化を司'る傾向が強くなり,

その結果,総合的な省力化を含む多彩なシステムとしてのノウハウの

重要性はますます増大し,また一方,複雑化してきたシステ△に対応

して,ハードとしては故障率の低下と保守の省力化が強く要望され

るようになり,それに女1処すべき新製品の開発等を行なって好評を

得た。

設備が高速化され,その構成(づロセス)が複雑(コンピネーシ.ン化)

になればなるほど,より高精度のライン速度とライン張力の分布が要

求され,過渡的な、のであってもその変動は許されない。ととにシ

ミュレーションによる解析が必要となるが,同時に,ヘルパロールの制御

によって代表される直流電動機の温度ドリフトに起因する問題が多

いので,直流電動機の界磁温度補償付きの制御を行ない,操作の省

力化を目指し,休止後のクィヅクスタートア.,づによる製品の歩どまり

向上を計り,また主回路(電機子回路)は斬系列のサイリスタレオナード

盤等の開発により,制御性能の向上とと、に,大幅な電気室スペース

の減少,1C化による使用部品数の削減による低故障率化を訓'り,

高信頼性を碓保して保守の省力化も計っている。

また操作の省力化に必要な自動化装置は,ミニ3ン(MELMIC)を

採用して高度の演算が可能となり,信頼性の向上とともに精度の向

上において,長足の進歩をとげたりレーロづ,,クの分野においても,

づ0づラマづルシーケンスコントローラ(シーケンサ"MELSEC")の出現により,

同様な進歩は著しいものがある。

2.プロセスラインへのミニコン(MELMIC)の応用

最近ますます複雑多岐にわたり,かつ高級化しているづ0セスの自

動制御に対して,ミニ3ンの適用を行ない,多数納入し1順調にか(稼)

働している。従来の制御河路による単機能の自動制御盤のかわりに,

ミニコンを使用してシステ△をづログラムにより制御し,集中的に制御す

る装置である。特長として下記項目があげられる。

(a)集中制御システ△による H八V の減少によりシステムの信頼

性の向上

化)すべて手イジタル演算によって制御されるので精度の向上

(C)づ0づラ△制御によるシステムの柔軟性により,複雑なそして

新しい制御方式の遵入が可能

製作実績中の数例とその収納機能は次のとおりである。

(i)某づロセスラインへの適用伊K図 3.フ)

炉内溶接点追跡制御,溶接点自動減速制御,ロールクィリクォーづン・
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3.プロセスライン用溶接機

昭和47年度は,鉄鋼業界の不況のため抵抗溶接機部門も影縛を
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熱を利用してステンレス鋼板の厚板 lmm~8mmの突合せ溶接を行

なうもので,従来の MIG または TIG溶接法とくらべて,溶接速

度が速く,溶接ビートが美しく,梨膨鷲部が狭い等の特長があり,

将来,特殊鋼の溶接には広く利用されると考えられる。
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部の頭尾を除去するノ,,チャより構成されている。主要定格は,次の

とおりである 0

被溶接材, SUS24, SUS27,最大板厚8mm,最大板幅1,60omm

せん断力.80ton,溶接時問,最大板厚・板幅で約2分

溶接トーチには心線供給奘置を付属させ,被溶接材の材質によっ

ては,心゛泉を供給して曲げ性の改辨に利用するととができる。

4.パイプベンダ用誘導加熱装置

商周波パイづべンダづラン1、を共同開発し,その商周波誘導加熱装置

を先般製作・納入したが,引続きポイラ管の自動速続曲げにその2

・牙機を製作し納入した。本奘置では最大90ommφの大径管まで加

熱「弸げすることができる。

従来の砂づめ,パーナ加熱,ウィンチ曲げとくらべる上,大幅な工

姻短縮と省力化が可能であり,曲げ精度、よく,品質の向上に寄与

している。

三菱電機技報・ V01.47. NO.1.1973

最近の水処N設備の傾向として,規模の大形化および合廻化,省

力化をΠ的とした磯器・システムの祐極的尊入があげられる。

1.シーケンスコントローラ

制御の複知Hヒ・大形化にイ¥つて,従来のりレーシーケンスにかわって,

制御方式を容易に変更できる可変メモリで試運転を行ない,最適運

転力式決定後,保守上づログラム破壊防_止の日的で,冏定メモリに置

換できるシーケンスコントローラカ斗采用されている。

当社独特の大形シーケンスコントローラ"MELCAP-W"を,茨城県深

芝処理場向け汚泥脱水フィルタづレス制御用に納入した。 1台分のづ

0グラムで同一'方式の全台制御可能なインクリメント機能を有し,今回4

台分,将来如台分のフィルタづレスを制御できる。

ーー方シーケンスコントローラとし,てはユニークな存在である数介戯寅算機

能を右する MELMIC-W を,横浜市菊名ボンづ場向けおよび磯子

ポンづ場向けの汚水ボンづ回転数制御用として納入した。水位の変化

率と,目標水イ立の偏差によりボンづ囿転数を演界制御するもので,

従来の HD調節計を主qルしたアナロづ制御奘置に比べ,精度が良

くシステム変更が容易という特長がある。

2.サイリスタモータ(可変速度モータ)

最近ボンづ場運用上合理的なボンづ同転数制御が採用される傾向に

あり,>局社も各種のサイリスタモータを開発した。

づ弓シレスの特長で保守_ト.有利な同娚電動機の一次電源周波数を,

サイク0コンバータで可変する CS Eータ妬kW 2台を村斑兵市奈良ボンづ

場に納入した。

同問速度以上の制御が可能であるほか,従来の静_止セ}比'ウスに比

ベインバータ部分の奔呈を約半分にでき,装置小形化の特長を持つ

SSEータ(超伊"明セj比'ウス)355kW 2台を豊中市庄内処母叫引C納入

した。

3.6kV 7K中モータ

保守が湘単で,ポンづ,モータの総合効率が良い水中モータは当社の

誇る媒品のーつであるが,岐阜市鏡岩水源地に次いで,岐阜市雄

総ボンづ場に、 6kV 20ORW 1台を納入した。

4.特高キュービクル

保守上および敷地面積縮少の目的で,特高受電には特高キューピク

ルの採用が常識化しつつぁる。

京都市松ケ1塒浄フk場に20kV特高キュービクル,枯W兵市菊名処理場

向けに 60kV特浦キューピク}レをおのおの納入した。

5.大形ディーゼル発電機

相当数納入したが,特に大形機としては,京都市松ケ111奇浄水場向

けおよび糾N兵市磯子ボンづ場向けに3RV 2.50okvA手イーゼル発電機

を納入した。

6.460kW チューブラモータ

膿地かんがい用,たん6")水防1徐・雨水排水川などの低揚程・大

流量の水処理づラントの需要増加にと、ない,数年前からすでに数台

の製作実績をもつチューづラモータは,47午度に岐阜県火垣士地改良

喫業所へ,三斐重工q勅高砂製作所絲由たん水防除用460kW6極

2台を納入した。とのモータは令呼汐件皮水冷形で田内最火級のもの

である。

1.3

1.3.1

水処理プラント

水処理設備用電機品

水処郡と11乎んでいるものは介二に1/k ・、下水処皿をさしているが,

上水に関していえぱ,水霧要の増大と水遭の普及により十、水処到リ泡

設の整備が進められている。また,下水処郡ld努して凾,近午の公

害問題にみられるように環境汚染が重要視されるようになり,工業

排水処到功征設・下水道・下水処到リ応設の新設がJ謹んに行なわれるよ

うになった。

このような上記件づラントにおける制御用電子副'算憐の導入は,午

ごとに増加し,現在ではづラントの計裴・管則設備の・一部として不可

欠なもの巴なってきた。

1,上水処理プラント用計算機システム

上水処郡づラントとは取水・浄水・配水などの水道施設を指すが,

これらへの制御用計算機の游入は各場内設備の監視・制御に使用さ

れ,一部は,従来のアナログ計奘に代わり制御用計卸機による DDC

の採用、行なわれている。また,上水処鄭づラント1Cおいて計算機が

きわめて有効に使用されるのは,上水処到!づラントがルJ或にわたって

分布し,おのおのが非常に密接な鬨速を有しているため,その処理

づ0セスにおける水の流れの制街]には,テレメータと副・算機の結合によ

るデータ処郡が必要になってくるよらな場合である。さらに水のオ丁

効利胴,づラン1、の効率運転を行なうには,配水予測卜管路網解析等

のためにも制御用計卸機が有効である。以_上のよらな計算機の機能

をおのおのの計算機に分担させた,ハイアラーキシステ△上しての水道

トータルシステムといった、のが作られつつある。

2.下水処理プラント用計算機システム

下水処四!づラントは上水づラントと異なり,おのおのの処四功而設は

独立した、のであるため,制御用計卸機の利用、処郡場内の監視制

御にとどまる。下水処理づロセスは,比較的浄水場づラントと類似し

た面、あるが,下水処理特有なものとして有機物による生物学的処

裂北いった計測・制御のきわめて困難な部分があるため,内動化が

遅れていた。しかし,これ、計算機の導入によりデータ収集・飢析

が行なわれ始めている。さらに上・下水づラント共通な酒のとして、

シーケンスコント0ールへの計算機の利川、検討される心、要がある。

以上,水処理づラントへの制御川計算機の利明について記したが,

最近の当社における制御用計算機導入の例をあげる。

(且)上水づラント

(1)名古屋市水道局春訂井浄水場向け MELCOM-350-5

(主記憶装置 8k語) 1式

(註)名古屋市水道局東山管理所向け MELCOM-350-5F

1.3.2 水処理プラント計算機制御システム

48



(主記憶奘置 16k,治,補助記憶装置 128k") 2式

(b)下水づラント

(i)茨城県深芝処理場向け MELCOM-350-5(主記憶装置

8k'1',補助記憶裴置 32k謬D 1式

(ii)神戸市束灘処理場向け MELCOM-3505F (上記憶装置

8k泓り 1式

最近,水質汚濁の深刻化,排水規制の強化傾向に応じて,オゾンの

強力な酸化力を利用した処皿法は,従来の処理法では果し得なかっ

た領域まで処理可能なこと,原料は空気で無限,二次汚染のおそれ

なし,オゾン発生呈の制御・自動化・省力化容易,処理コストはおもに

確力のみ,他の方法との組合せ奔易などの特長を有するため,上水

処蝉,産券野非水・ド水の二次,三次処到!(悦色,脱臭,殺菌, BOD,

COD処理など)の抵か,空気脱臭の分野でも注日されている。当

社は,早・くからオゾナイザおよびオゾン1心用技術の開発,実用化研究

をすすめており,オゾナイザについては,すでに実験室用小形のもの

からオゾン発生量5kg/h 、のまで(OS シリーズ巴して小形 2.4k号小,

OTSシリーズとして 1~5kg小)製品化し,本年すでに多数納入し

た。一方,オゾン処醐づラントとしては,染色排水処理装置・生活排

水三次処理づラント・工場排液除鉄装置・現像排液処郵装置・食品工

1.3.3 オゾナイザおよびオゾン応用機器

場空気脱臭装置など納入した。

1.製紙プラント用電機品

製紙業界の設備新設は昨年度に引続き低調であり,生産効率およ

び付加価値の向ヒを目的とした既存設備の部更斬・改造、T:事が人

勢を占めた。本年度の製作で特筆すべきものは,超小形ミニコン応用

の抄紙機セクショナ1レドライづ用チイづタル速度・ドロー缶1惟十表示システム

である。従来制御と表示は,それぞれ単独システムとしていたが,こ

れらを総括したうぇ,生産量集計などの簡単な手ータロギンづ,ビ,ワト操

作によるシーケンス制御,づ口づラムドロー制御によるドローの自動設定

などの,諸機能を有する頼システ△にまとめたものであり,将来抄紙

工程にPCCSが導入された場合には,親計算機とも容易に接続で

きるよう老慮されている。

またメインテナンスフリーの要求から,直流モータに代わる交流可変速

モータの応J司範開をさらに拡人した点も注目され,本年度は新たに

次の用途を開拓したが, A、後はセクシ,ナルドライづの抄紙機,および

オつマシンコータへの適用が最大の課題となるであろう。

(i) SS Eータ(超同期都止セ1比'ウス)

ラインシャフト抄紙機元起こしモータ,ファンボンづモータ

(H) PS-EEータ(かビ形誘遵電動機一次電】王制御)

オフコータのセクショナルドライづ,抄紙機へルパ

(iii) VVVF制衝1(かビ形誘導電動機の可変周波数制衝1)

ワインダ j刊スリ・ワタモータ

2.ミニコン"MELMIC"によるドロー制御

抄紙機の各セクシ.ンの速皮およびドローは,均一な製品を得るた

めにきわめて高精度の計測・制御が必要とされる。

従来,ラ,イジタルドロー制御装置は,ワイヤード'0ジリクによるハイづり・,ド

同路で構成されていたが,演算制御部にミニコン MELMIC を適用し,

ソフトゥエア化を図って某社向けに納入した。

各セクシ,ンの基準速度は,システムの基準速度(マスタスビード)と各

セクシ.ンのドロー設定値から求め,実際のライン速度は,各口ールに

取り付けられたバルス発信機から,速度に比例したパルス数を計数す

ることにより求める。したがって,各セクションの基準速度と実際の

速度を比較することによって,制御信号を出力し,また各セクション

の速度およびセクション間のド0一を,各操作盤の表示管に対して表

示出力をする。

MELMIC を導入することによって演算制御をづログつ△で構成し

高速にしかも高精度で,多ルーづの制御対象を集中的に計i則・制御

を行なっている

1.4 製紙化学荷役フラント

1.4.1 製紙フラント

図 3.10
Model

OS-150-D 形オゾナイザ
OS-150-D ozonizel'.

図 3.11 オゾナイザおよびオゾン応用機器の付図

Annexed drawing to ozonizer and ozone application
appatatus.

3.産業用機品

昭和47年にはア】しミ製練・塩水電解などの分野に限ら,、,アルマイ

ト処理用・めっき用などの表面処理用電源や,汚水処理用などの幅

広い分野への進出が目立った。

なかでもアルマイト処理用を中心とする低圧・中容量の電解用整流

器の標準シリーズを実現し,新しい市場を開拓したことが特筆され

る。昭和47年には,吉田工業生地工場納めアルマイト電解用 20V

14,00OA I0 台; 20V I0,00OA 5 台; 20V 7,00OA I0 台をはじめ,

電茂用・交治用をふくめて5うイン39台の整流装置を製作・納入し

電気化学用および表面処理用整流装置1.4.2

^ー
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た低か,同社四国工場向け2ライン 14台の実績を重ねた。

この整流器は,大容量平形サイリスタを使用,スタック構造・水冷方

式を特長とし,必要なサイリスタ柳Ⅱ卸回路をすべて内蔵した小形で,

しかも高性能機種のシリーズである。合W的な設計の迫求により,当

社にとって新しい分野の市場にもかかわらず,十分な競条力と高性

能を備えたシリーズの実現によって,/>後いっそうの需要の伸びが期

待される。

また,一般めっき用電源主して, DC 13~23V I,000~4,00OA の

定格をカバーナる小容量整流器の新シリーズが完成された。これは銅

・ニッケル・クロ△・亜鉛などのめっき用電源を主対象とするものであ

るが,必要な装置・器具をすべて内蔵するパッケーづタイづで,据付

け・運転が手怪であり,小容量直流電源として広い需要が期待され

る。低圧受電,整流器用変圧器内蔵,平形サイリスタスタック使用,水

冷方式を特長とし, PR 制御もオづションとして可能である。当社の

サイリスタ技術を那使しながらi留度の標進化を述成し,市場における

競争力と短納期の要求にも十分こたえられる、のになっている。

1.4,3 荷役プラント

1.三菱重工長崎造船所納め入出渠装置用電機品

人出きょ住周装置は,新造船ある仇は修繕船をドックへ引込みま

たは引入れるための共置であり,ホーリングウィンチ,づレーキウィンチな

どより構成される。当社は過去に、多数の入出きょ装置の製作実績

を持つが,今回,三菱重工長崎造船所香焼工場の世界最大の100万

トンドック打ルして納入Lた電機品は,主要ウィンチであるホーリングウ

インチの駆動モータとして,三菱 CS 形サイリスタモータを使用した点

に特長がある。その結釆,従来品に比較し操作性能が向上し,保守

点検、容易となった。

2.可変高速形ホイスト

最近のホイストの需要傾向として,高速かつ可変速の要求が増大傾

向にある。可変高速形ホイストはとれらを満足すべく研究・開発を重

ね,とこに容量5t~20t のシリーズを完成した。なお形式としては

据置形とダづルレー}ン形がある。以下お、な特長を示す。

(a)速度は従来のホイストの約25倍,しかも低速〒高速と2段

に切換可能であり,特に低速下は高速のV3~ν4速度が得られる。

(b)構造はクラづクレーンに対してコンパクトに主とまり,操作方式

も床上抑しポタン操作で取扱いが非常に簡単となった。

(C)起動ひん@鋤度,通電率と、に従来のホイストをはるかに

上回り,またづレーキはディスクタイづの主づレー千と,耕担力として速度

制御用と併用の油圧押上機づレー千で二重安全としている。

3.サドルモータ

小容量ホイストクレーンの走行駆動用,たらびにクラづ,ホイストなどの

横行駆動用として,フランづタイづのサドルモータ標準シリーズを完成し

た。

走行速度15~40m/mln に適用でき,シリコンオイルを応用したシリコ

ンカッづりング内蔵の機種、シリーズ化し,機械的なクッシ.ンスタート,ク

ツションスト,ガが可能である。高速用・低速用など製作機種が豊富で,

倉庫用・機械組立用など用途に応じて選定できる。違

'"

ノ

"..

避

盛^

寛

図 3,12 吉田工業(生地)納め20V
1餅解アルマイト用整流装置

ReclHleT for alumite pTocesslng,20V

二ふ容

ー,

ゞ*、^遍.

y

,走行速度30~40nvmin(4極、モータ)

走行速度 15~20m/mln'(8極モータ)

除捻;弼二H翻謄劉

10,00O A
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めっき用小容量サイリスタ23V 4,00OA
tecti{ier for electto.plating,23 V 4,00O A.

1/

ー'"W心
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図 3.14 可変高速形ホイスト"HK-10-LR"
VaTiable and high、speed electtic hoist type HK-10-LR
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1.超音波流量計

本共翌は釧く管の外UXから超竒波バ1レスを透過さ、せ,流冕:を測逆す

る、ので,超許波パルス逐'過可能な流休なら L水・下水のみならず

化学溶削等に、遭川でき,雄力会社,揚水発遁所力よび上下水辿の

恒久流敬測定設備Ⅱルして,また効率測定,動力股備の動特性と流

量との相互別係測定に刑いられる、のである。

本装礁XI, Bビームのシンづアラウンドカ式と拘動周波赦ていし励倍

.周波数差検出・D-・A 変換回路を組み合わせた、のであり,音波

が流イ和やを伝ぱ q嗣するとき,流れに沿った方向の伝ぱ時冏と流

れに逆らった力向の伝ぽ時問が異なるので,それぞれの伝ぽ時問を

周期としたj談皮效に変換し,述続的に2方向の周波数差を検出して,

流量の瞬時値の迎続測定を行なう、のである。本奘置は管の外側か

ら超打波を)玉J邑させるだけく・,丸11人」を所i才しる所Π本の所t速または所U北

を容易に潤上Eすることができるので,所讃しを乱さ,り_1ξ力損火を生じ

ない。

また,新設.既股のパイづ加 1:は不要であり,5mφ、の火1-1径に

も奔易に設胤することがくきる。さらに被測定流休の遵確性・非遵

選性の区別なく.織流量から大流量にわたり直線的に尚精度,かつ

述い応答速度で流靴の閥11寺仙を迎続的に測定できるうぇ,測定値を

述方伝送指示,記獄オゞよび枝算することができる等の4寺長をオiして

し、る U

2.サイリスタレオナード装置

可変速確!仙機11上途練共1汽として,従来の小Υ村北 THL・D形シリーズ

とともに,新 THL-E 形シリーズを工作機拘出機・11川Ⅲ1機,その他

一般工業川として製作・納入した。

THL-E 形サイリスタレオナードユニ.,トは,制御回路を機能ビとにづり

ントカードにまとめた,づラグィンタイづで,主回路は,平形サイリスタ素子

を使用し,電源電圧・負荷電流によって18種類に分かれ,負荷に

もっとも適した形のサイリスタ装置を選択できるようになっている。

電動機界磁の電源も内蔵しており,弱め界磁による速度制御回路も

づりントカード化されている。また,佑1」御回路・主回路を一体構造にま

1.5 そ の 他

とめ,小形であり,保守点検が容易であるため,各種電源盤'制御盤
への収納が容易となり,盤外形寸法が従来よりブく幅K小形になった0

図 3.17 は, THL-E 形サイリスタレオナードユニ,ワトを収納した制御

盤の一例を示す。スィ,,チギャ矧玲含めて,駆動電動機容量150kw

まで,幅80omm,高さ 2,30ommの盤外形で製イ乍可能となった0

3,工作機械用電機品

最近の工作機械の大形化・高精度化にと、ない,制御装置には,

単なる機械の制御奘置であるにとどまらず,高級な省力化設備の主

役として従来なかった種々の特殊機能が要求されるようになった0

高級なNC裴讃のほかに,はん用機に簡単に安価に設備され,そ

の能力を大幅にアガできる各種の電子制御装置を開発した。たと

えぼ,

(1)電気軸ねじ切り制御装置

(ii)トルクパランス駆動奘置

(轍)定速切削装羅

(i→定量定速切削奘置

(V)切削速度表示装羅

などの裴置がある。

とれらはすべてアナロづ制御方式であるため,最近の N/C または

A/C方式に採用されているディジタル式とは本質白勺に比較忙ならない

低価格で,満足できる竹翁Eをだすことに成功している。

図は, VJ削速度表示装置のづ口.,ク図を示すものである。

4.自動冷凍倉庫システム用電機品

最近冷凍倉庫業界においても,陶動倉庫の導入がはかられるよう

になってきたが,このたび森永乳業(株)に,わが国最初の超低温

(-do゜C)の自動冷凍庫シス子厶用電機品一式を納入した。とれは庫

内荷役機械の駆動制御装置と計算機(MELCOM-350-5F)システムか

らなり,駆動制御装置は庫内設置(-40゜C)のため,材料および部

品は低温ぜい(脆)性,霜氷の付着,保守点検ならびに信頼性の面

から低温用としての考慮を十分にはらっている。そしてクレーンの走

行系にはサイリスタレオナードを採用し,荷役の高速化と機械系の簡素

化をはかった。また計算機は入出庫作業を完全にDDC化し,そし

て従来の在庫管理だけでなく庫内温度の均一化佑U御も行なっている。

5.鋳造造型ライン用電機品

近年鋳物業界では,需要の増大と現場の悪環境のため,労働力不

足が深刻な問題となっており,鋳造設備の自動化・省力化・高速化

が要求されてぃる。先般,三菱重工業(株)三原製作所から受注し

てぃた三菱 SP0 高圧高速造型ライン用の電機品一式を,このたび

三菱自動車工業(株)京都製作所に納入した。

構成は,ロジヅク盤・スタータ盤・ボンづ盤・操イ乍盤・表示盤から成
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CPU

1圧応'1里

昼亥均一ILF小111

人出嘔作工指令(D】XD

1司辺R逸

刀一Fりータ

タイプライタ

ナ"上局

援上局

;ノレーン倫11il!:1'

尓イスト

メニ1テ

i,^、r,

り,述旦機・1丈!松機・搬送機を上体とする高圧高速造型ラインを,

約30秒 1サイクルにて連絖制御するものである。設計にあたって

は,述転の迎続性を重視して,シーケンス 1川路・二引愆1"Ⅲをに,拓1'頼枇

IC を採jl,(1C 力ード,161枚),また機械の動ノJ ハ'ルづの駆動には,

1帳1妾」1ιアンづを仙Π」して徹嶬した無接化を副'つてある

1寺に放陣11寺の復IU作某を容易にし, 11斜旧の短縮をするため,人出

ノ」の状態を,常11寺ランづにて監祝できるようになって仏る

6.精紡機用電機品

汽社ではりンづ精紡機川として,界磁捌御による岫:流欝動機を 11

体とする電機品を製作している。当初はサイリスタレオナート裴置によ

るものであったが,その後需饗家における傑、子の容易さが斐:求され

るととと,精紡機本体の改良もなされ外磁制御になったさらに満

管糸を自駒旧りに玉揚げするオートドッファの開発および改良も終わり,

精紡工程の無人化への第一歩を踏み出した。紡績工場における精紡

r程は,機台数・人員を最も多くを占めるため,省力化の要求が強

いが,とのように精紡→玉揚げ→空糸管供給→再起動を無人で行な

う自動化機器は,今後の発展が期待されている。

フ. ORタイヤ成形機用電機品

最近 OR (0丘 the Road).タイヤ(別名ジャイアントタイヤ)はダ△工亊

図 3.19 屯機品機能づ 0 ツク 1叉1

Block dia号raln of eleC比ic appar11tus funclion

フ

'空港' t1地逃成など,大形づ0ジェクトじ"が挑巡されるにっれ、

芥樋大形建設機械に需斐が急噌してぃる 0

このたび,三饗重 1二業休幻に羽i方式の OR タイヤ成形機川電機品

式τ納入したこれは, Uとしてタイ卞成形片」ドラム郭動制御Ⅷ北,

3'岫(1川転'縦送り・横送ののス丁ツチャ;W位仙邪から拙成されてお

り,ドラム凱動制御部は,巨大な GD0 をもっトフ△の駆動のために,

3φ6φ循環電流方式のサイリスタレオナートを採川し,ス〒,チャ 1刈御Ⅷ1

は,正i維な位臘決めと,多サイズのタイヤ成形の_,反力Wカディジタ1し設

定ノj式を採用Lたまた,従来,あまり玉安祝されなかったU動成

形も行なえるようになっている。

8.工業プラント用変圧器

(a)イオン交換膜法製塩用変庄擬

47午度は,製塩業界が活況で,一菱令属(崎j.製壗)・徳1_[1Wi述

(錦海塩業)・徳山"i迷(讃岐塩業)・也硝 f・(内海塩業)に納入し

た。とれらの変正器は,ヌ,づ範山1が広いこと(通'常20~30%),お

よび■闘波抑制のために,整流樹数をふやして紕介せ18札ほたは

31樹とするため,移相巻線をもった変比器が必愛になるととの 2_,.ヤ、

で,標巡!変1モ器と異なる特長を行している。とりわけ,徳1山四述

('H岐塩業)納めの変Uι部は,6,600/2×3,30okvA 6,6Ⅸリ2×(57フ~

429) V △/人,△(1 台),<_>+15゜/人,△(1 台)の仕様で,矧介せ

B41Ⅱとしているが,15皮移相遂線付'き変Ⅱ1器では,移+Ⅱ巻線の抵

かに,に1'パラ忙巻いたタ,づコイjレを 11谷線と 1"」心状に配1溌して,

芥タッづにおける不'r衡をなくし,加御IJの雌1滋力の低波κ注愆を
払っている。

(ト)鉄釧川

川峪製鉄,袖仟{'製制所および帆川油項製鉄に以釧フ J卜 m変Π'1器

を納入した小でも,韓国浦項製鉄納めのづラン1、は,人形鉄則づっ

ントとしては初の愉出品であって,ホットストリッづミjレ・分兜ミル・焼

ホ占ミ1レ川変1_駐器を製{乍・納入した。

ホットストリ,,づミル胴では,66/22kV 15 MVA tr 10MVA1台2
,

で受電し,22/22土7.5kv l,180kvA 5台,960kvA 1台の負倚

f1寺電圧調整器を介して,27.5kv/フ70V 2×2,950kvA 5台 2X

2,40okvA 1 台のミル用変圧器を置き, NO.1~NO.6 スタンドを構

成している。このミjレ用変圧器では,2×6 台の位相角を 10゜ずつ
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図 3.20 ロジ.りク盤内部

Interior of logic panel
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異なるようにし,整流相数で組合せ36相として,高調波忙対処し

ており,また,負荷時電圧調整器とミjレ用変圧器とは,油中ダクト

1. 1EC寸法の単相誘導電動機を完成

巾相誘遵電動機の始動電流制1製の緩利(最,高33A ・37A)に作い,

特性規格 JIS C 403 が改定され,また,1EC 、」'法規柘]EM 12四

が新たに制定されたので,これらの規怖にH吋処して儒Eの新系列を

完成し,発売した。

分相始動: SP-NR 形 35~250W 4P

コンデンサ始動: SC-NR 形 100~40OW 4P

2.中容量F種三相誘'電動機を開発

電動機の小形軽量化,信頼性の向上などの要望にこたえるべく,

75~50okW について F種絶歉を採用した新しいシリーズを開発し

た。従来品と比べ,重量は約40タ。,容1貞は約300。となり,小形化

により通匝噛蚤音は低下し,新絶縁方式の採胴および川転 f慣性の波

少により,偏頼性・j川速性はともに向上した。

3.排煙用三相誘電動機を開発

煉による火災・人身嘔故を川避するための掛煙設備jUとして,

260゜C 30分(4小C では速続)定格, H極絶秋の0.75~2.2k~V 確動

機シリーズを辨1づ6 した。

4.大形集じんブロワ用三相誘電動機を受注製作

製鉄所の公1敦、j策jUとして,3.3kV 2,70okw (8P)の、のを受

江製作した。低騒音化のため全剛内冷形榊造とし,商ひん皮始動時

の発熱を小さくするため,始動1侍は 16P 加okW の極数変換形と

している。

5.アウトロータ形モートルを開発

滞稍皮の"1変速制御が饗求される巻取機1'Uとして明発した,外,賑

形小形(200~750W,2P ・4P)問性能な同期電動機である。巻取

り用 0ールの内側に直接,永久磁石を内蔵した回転子鉄心を奘てん

しているため,床面槌を低減でき,高力率・高効率で電源設備も絲

済的である。

6.プラント用大形同期電動機を受注製作

昭利47作に,鉄綱・化学づラント用として受注製作したもののう

ち,特筆すべきものは次のとおりである。

2.1 動

2.標準電機

機

接続として充電部を露出しない構造とした抵か,

考慮している。

(1)耐圧防爆形 6,60okW 6.6kV 36極 200 ゆm

づうシレス励磁方式を採則し,小:休の低か,回転整流器や放電抵抗

まで十分忙検討を加えた,労働省産業安全研究所の検定合格品

(2)安全増防爆形 1,650kw' 3kV 18極 333 rpm

牢気冷却器を設けた全閉内冷形づラシレス機

(3)ビークロード向上機7,60okW 16極 450ゆ血

300%のピークロードに耐えるもの数台のほか,塊状1祠転子構造の

もの、製作した。

フ.正弦波形サイリスタモータの技術を確立

一般に,サイリスタモータに流れる電流はく(矩)形波形で,高調波

を含んでいるため,人容量化に際して好ましくない影響が考えられ

るが,このたび,[1本機械振興協会からの委託研究により,無保守

・可変速電動機システムのための基礎研窕として,電動機忙正弦波の

電流を流すシステ△を開発し,大容量化の技術を雁立した。開発仕様

は下記のとおりである。

容量 30okw,電動機周波数 1.5~15H.,極数 6,同転数 30~

30orpm,励磁力式師1転変圧器十同転整流器,電力変換裴置サイク

据付面積の縮小を

0コンハータ。

なお,とのシステ△では,負倚に関係なく電動機の力率を常忙 1に

傑つ内動力率制御裴擢を備え,効*のよい述転と,電源容量の節減

を"1能にしている

8.低圧大容量サイリスタモータを受注製作

Ii111所[ファン耶卿Ⅲ1として,60OV I,150kxV 12 極 16~40orpm サ

イク0コンバータ式づラシレス電動機を受注製作した。高精度の指速発電

機とディリタル式速皮検出を併用した,低ドリフトの制街1ルーづを備え

て,全速皮制御域での1拓粘度の速度制御を満足する性能を屯ち,容

最1'内にも記録品である。

9. CS 形サイリスタモータと同期電動機の

並冽運転システムを納入

ゼロから最高速度まで,2台の電動機を完へに同期運転する可変

速電動機システ△として,図 3.28 のとおり, CS 形サイリスタモータと

同期電動機を,並列に接続する方式を完成し,納入した。

このシステムは,同転 fの機械的相対位置関係も,ゼロから最高速

度まで変わらず,1台のサイリスタ変換装置で2台の電動機を制御で

図 3.23 1EC 、」'法による

分相始動形E種
単相電動機

SP]it・phase start single
Phase induction mot0τ

app】ied lEc dimension
and class E insulation.

図 3.24 防滴保纏形F種
三相誘導電動機

Insulation class F thtee

PI〕ase jnduction motor.

1_ 図 3.25 排煙用
=相誘導電動機
Motor for

Slnoke ex・

hausting.

'

図 3.26 アウト日ータ形AQ Eートル
Outrotor type AQ motor

図 3.27 6,oookW 6.6kV 36P 安全増防爆形
づラシレス同期電動機

Increased safety type brushless synchtonous
】notor

ロ
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詞期電動機サイリスタモータ

図 3.28 サイリスタモータと同期電動機の並列運転
Para11el・Run system o( d)yristor lnotor and
SynchTonous motor

き,さらに瞬停の場合にも同期運帳を継持できるなどの特長をもっ

ている。

ミ0・ー" 1'

1、新」EM 準拠クーラントポンプシリーズを開発

工作機械工業業界の要望にこたえて,従来からのオイルボンづ・油ボ

ンづなどの呼称をクーラントボンづに統一するとともに, JEM-1242 に

より規定された寸法・特性・試験法などで,各社製品問に互換性の

ある下記のクーラントポンづシリーズを開発した。

自吸形: NP-60J~40OJ 5機種

浸漬形: NQ-60J~40OJ 5機種

2.低騒音換気扇シリーズを完成

騒音公害対策用として,従来の有圧換気扇に比べ,同一風量機種

比較で約10ホン低い換気扇のシリーズを完成し,発売した。 6~10極

の電動機に3~5枚のづ口ペラ羽根を偵結し,ベルマウス形空気取入れ

口や乱流を輕減する取付け方式の採用により,低同転数でも大風量

を得るととに成功している。

3,大容量誘導周波数変換機を受注製作

記録的容量品として50okvA のものを製作した。入力の3.3kv

60H.に対し,負荷用出力は20OV 50H.のため,変換機の出力は

915V として,変圧器で降圧する方法を採用した。

経済的な MS-Eシリーズ(35~400の9機種),ならびに特殊銀合金接

点巴,通過電流の増大とと、に増加する独特の接点加圧奘置の採用

により,接点の耐i容着性を技刑泛 L,システムとしての伝'頼性を格段

k向上させる MS一Πシリーズ(35~150 の 4機種)を完成し,いずれ

、発売した。

MS-S・ E ・ H 3シリーズの完成により,盤の小形化.経済性・信

頼性など,用途による要求の多様化に刈応する,合理的な低圧電磁

開閉器・接触器の選択が可能になった。

2.直流電磁接触器の新シリーズを開発

DF 形直流電磁接触器の陶ヲ杉として, B シリーズ(10OA フレームま

で)を開発した。表面接続形としたため,鉄仮パネルにじか取付U

でき,また50mm ビッチのづレハづ構造の霊而への取付けを杉慮した

取付け穴寸法を採用している。

3.新形りレー,タイマをシリーズ化

半遵体回路との組合せ、吉慮して,小形・経済的で使いやすいづ

ラグィンタイづの RD 形ミニチュアリレーシリーズと, RDT 形ミニチュアタイマ

シリーズを開発し,さらにはん用,ルーシリーズの1広充として, SR りレー

でサージ吸収器付きの SR-T形りレーを開発した。

これでりレー系列としては,モー}レドリレータイづの SR 形,コントロール

リレータイづの RP 形,ミニチュアリレータイづの RD 形の 3 シリーズがそろ

い,電磁開閉器と同様に,選択の自由度力部曽した。

4.深夜電力時刻制御用 50Aタイムスイッチを開発

深夜電力利用機器の大形化に伴い,従来のスィッチ容量30A より

、大きい50A の、のを開発した。テンづ駆動力の不足には,新しい

停電時問詑憶式時計機構で対応させ,火電流の開閉には,つる巻き

ぱねの蓄勢力を利用した早切機構のスィ,,チを新Lく採用している。

5.時報感応式時刻制御装置を開発

ラづオの時報信号を利用した高精度の装置で,たとえぱ可変式交通

標識用時刻制御装置と組ノVで使用すれぱ,所定時刻忙あらかじめ定

めたパターンにしたがって負荷釖換え信号を送川すろ。裴置は制御部

と1時刻設定割効寸ソなり,仞換え動作のり'準11寺刻にラジオの時報信号

を利用すろぱ'かりくなく,時刻設定糊N時祁く・印動的に時計の遅れ

・ 1・

電動応用機器2,2

"縫凝1

1.ワイドセレクシ"ンを可能にした低圧電磁開閉器

従来標準の MS-Sジjーズに,小形・幌量で俳張q衝'1登が小さい S-

600形を加えて,]4機種に拡充するとと、に,標巡1貰務・低ひん度

開閉井ルして, Sシリーズに比べて寸法・重量と、約30%減少Lた,

制御機器2.3

ー,1
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図3.30 S-600形電磁接触器
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図 3.31 RD形りレー U■と
RDT形タイマ

Type RD .eloy (1eft .1de),
and t}やe RDT れmer

図 3.32 TC-50Y 形タイム
スイ,ワチ

Type TC-50Y timesW11C】).
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図 3.33 RT形時刻制御奘置
の制御部

Contro] unit of type RT
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図 3.34 ZE-A 形バウダ

クラッチ

Type zE-A powder
CIUICI]

/
雫一 4凡

亀
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図 3.35 ZE-NV 形パウダ
フレーキ

Type zE-Nv powder
1}rakc

τごー}".ごし/

図 3.38 SB 形直流電磁づレー牛
Type sB Dc magnetic l〕rake

・進みを修正するため,取付け後の保守は不要である。

ムの周期は24時間,最小設定陶隔は1時冏である。

6.局圧真空ユンビネーションスィッチをシリーズ化

3Rv njに引き続いて,6.6RV 20OA のコンビネーションスィリチを開

発し,商圧シリーズが完成した。定惰しゃ断容凪は4.4kA,絶ネ剥培

級は6号Bで,応汀打峅兼、各卿を整備した。

フ. E クラス高圧コンビネーシ.ンパネルを完成

JEM-1153 Aクラスの2段積みである HC-A形よりも,"澗斉的で

3段積みくきる Eクラスの HC-E 形配電盤を完成し、た。安全インタロ

町ク付きの台牛弓Ⅲ北,構造くあるか,心源上負荷は分雛させておb

ず、外割井妾続用には端子のみを股けている。

8.パウダクラッチ・ブレーキの新形を完成

コイル静止の軸貫通とするとともに,動作画を外周に近づけ,その

外周に冷却ファンを設けて熱容量を増大させた, ZE-A 形クラッチと,

必要な熟容量に応じてづ口ワ・圧縮空気・ホ冷却が容易に使い分け

られる, ZE-W形づレーキの冬4機種(1.2~10上gm)を完成した。

9.入出力軸組込み形クラッチユニットを完成

乾式単板形電磁クラ,,チをハウづンづに内蔵し,入出力軸を組み込ん

だ, EU 形7機種(2.5~1001屯m)を完成した。心H_1しやギャ.,づ調

整を省力できる利点を、つ。

10.微偏位張力制御装置の改良形を完成

バウづクラ,,チ・づレーキを併用した,シート・テーづ類の張力制御用とし

て,積分制御力式の LE-WG 形を完成した。この装置は徹偏位検

出器を使用して,材料のだ(蛇)行左なくし,安定・高精度な動作が

得られるとと、に迫従性、よい。

11.新形直流電磁ブレーキを開発

従来品の DBπ,と TM形を統合した形で, JEM-1120 に斗吋処し

た,防じん朧造,調整容易な SB形を朋発した。

12.鍋板つり専用リフティングマグネットを完成

従来の角形マグネ,,トの概念を一漸する, g畊反つり廓用形を完成し

3.産業用電機品

4ノビし、ーミ・0

1,永久ヒューズ付きしゃ断器を完成

カスケード保護力式に最遭な,永久ヒューズを内蔵したウ」レトラづレーカ

"NFU 形"(100~800 の 5機種)を完成Lた。

特長

(a)永久ヒューズの、つ大きな限流性能により,2~3フレー△下

位の標準しゃ断器をパリクァ,,づ保護できる抜群の性能がある。

(、)しゃ断時の放出エネルギーは従来品の数分の1である。

(C)繰返ししゃ断でき,事故時の停電時問を極限できる。

(d)ι60V 20RA という,世界最大級のしゃ断容品:があり,し

6,

,、、叫、"

図 3.36 EU 形電磁クラ,,チユニ四ト
Tyl〕e Eu electro・magnetic clutcl〕 un北
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図 3.39 鋼板つり専用角形リフティンク
マグネット

LHting magnet for steel plnle
handⅡng

なおづロクラ

11、

図 3.37 LE-WG 形徹編位張力制御
装置

Type LE【＼VG tension contr011er

ε^

^

＼>

図 3.40 KL-HNV 形りミリトスィヅチ
Type KI"-11＼v lilnit s、Ⅵtcl〕

コ

艇

,舮

叉

図 3.41 テストターミ寸ル
1'est lerlnlnal

た。新形は小角形マグネ,ワトづB四クを,鋼板、1法に1心じ,適斗U凧数だ

け溶接またはポルト締めで連結する量産可能力式を採削しており,

電気.磁気回路の合廻化により,従来品よ 1〕消智電力は約35%,

重量は約20%減となった。

13. Heavy Duty 用りミットスィッチを完成

ミル.rl:業用の従来品, HD ・ 1D 形を 30%小形化した KL形を

開発Lた。水圧2kg允m0 の水中形としての而bk性を、ち,開閉寿

命は500万回以上,黄銅ケースの採用で耐食性、十分である。

14.新形テストターミナルを完成

各種配電盤の PT・CT 何路試験用端子として, Tr-4形を完成

した。他力接触,透明・防じんポディ,4並列回路,インタロ,,ク付き

としており, CT回路の短絡は万全,づラづは誤用・脱落防止構造で
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や断容量不足の問題を解消できる。

2・永久ヒューズ付き負荷開閉器を完成

永久ヒューズの応用品として,負荷開閉器,永久ヒューズ,電磁開閉

器開路用電磁トリ.,づ装置を一体忙形成した, NS 形(35~150の4

機種)を完成した。 MS-Hシリーズ電磁開閉器と組んだコンビネーション

スタータでは,永久ヒューズの限流効果巴, H シリーズの耐i容着性との

相乗効釆により,煽絡時にも損傷しない,最高の信頼度が得られる。
3. コントロールセンタ用永久ヒューズ付き限流装置を開発

図 3.44 のように,永久ヒューズを短限時機柚付きノーヒューズしゃ

断器巴剤VVだ,コント0ールセンタの電源引込「1用の CLN 形 1製流裴置

をⅢ・1発した従来の空心りアクトル1捉流器に此べ,取付け而積は U3

に,遁ノJ損火は 14 に,走常11寺の電j刊難下は UI0 以下に減少する

ほか,短絡"故を小じた分岐川路のみを開路し,他の健令な分岐川

路へは述統迎誼できるととになり一配線川しゃ1祈器での硫火な近択

しゃ断をはじめて"1能にした

1.圧力容器用自動溶接装置

於近,i芥接作業は向動化・省ノ」化が叫ぱれ,午々急述に進歩発屡

しているが,商j、11奔2牢穿に1瑚能*および,拓1'N゛糾1のΠ動溶接裴置の

愛・求がι1ξじている。原 f/j「E/」奔器長丁寸Ⅱ・円周川1'1動憐は,これ

らの要求に対し溶接作業はi芥接条什を島精皮に1'1動制御し,また裴

匙は1:作機械なみの装置楴成と粘度を打するものに製作されてぃる。

(1) i容接作業は溶接へ.,ドの内動アづ0ーチにより1"発し,ド1動

アークスター1',ス1、,"づ,つラ,ワクスの山動供給同収およびスラグのN動除

太'庁力行ない,これ'の作業をテレじモニタにより11論祝様!認を行なっ

て,竹業者数方・1名にしている。

(2) i芥接条件(i奔接電11{・il;接速度)を尚粘度に1'1動制御し,

i芥接位置は溶接線ナライ奘置により正硫に保持できるので,溶接巾

作業者がとれらを朋整する必安がなく,伝4須性の高い安定かっ均一

な溶接品質の溶接ができる。

3.1
'r^

接

図 3.43 NS形永久ヒューズ
付き負荷開閉器

Type Ns load break

Switch with permanent
Power fuse.

図 3.42 NFU 形永久ヒューズ
刊きしゃ断器

Type NFu molded case circuit

1)reι11くer 、vith permal〕C1Ⅱ 1)owcr
fⅡSe

3.生産機器

機

、

永久
ヒユース

コソ 1、ロールセンタ

分岐回路

図 3.44 CLN形限流奘貿の
揣成

Component of lype cLN
Current limiting device

applied permnnent po、ver
fusc

叉少宅等'1^"

'曳

旦限時うき
NFB

(:り溶接法は,2氾極溶接法の採用により問能率な溶接が可能

で,溶接条件の指分はディジタ1レ設定器により¥え,作業吉の側人斧

辛なくしたシステムを採j打してぃる

(4)溶接条件け,岡精皮記録奘胤により,また溶接現象は VTR

により,祀録し,溶援Υ糸の逃鋤W,1,モを"1能にした奘1汽を内蔵してぃ
る。

このようk木溶接奘羅は,将来の1'1動溶接機のーつの力向を示す

多くの特長を持つr1動溶接機で声る

2.抵抗溶接機

けん川機は商い技術を結集した,1C タイマ・モールド変圧器で拙成

され,業界の要望である作業環境の改善と作業能率の向 1二を図った

ととにより,昭和47年度は順開に挑移した。

はノV川機以外で察リι1 伸びた機瓣としては,ハイスポヅトタイマを1、t

じめ,マルチトランスなどがある

特k,マルチトランスは,業界で初めての打1刑1ボキシレジンモールドを採

胴, 1Ξ1動車業界より高く評価されている

三相低周波溶接機では,産業界の不況の影縛をまとも忙受けて伸

ぴ悩んだが,公共*業別係・省力化機器関係向けに製作して,新し

い分野への進出を図るととができた主た,本機のタイマは,オーjレ

t

並列
抵抗

/@1嬢影'・ i
.',司1'1,",,ず.イ,"ず

図 3.45 圧力容器用自動i容接奘置
Arc welding equlpment for pressurc vessel

Z
、

.

'

図 3.46 はん用抵抗溶接機
Geneτι11 1)urposes resistance welders.
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トランジスタ方式であり,、モ師1路にサイリスタをjnい,31削"波制御もで

きるなど,世晁御レベルに迷したものである。

現在本機には海外からの引合いもあり,今後おおいに判1待できる。

1.電気炉

昭和47年は凱'曳U亭沸の影響がldをリ1き,企般に電匁灯,の需要が

少なかった。しかしな力即力誘導炉においては,公害規冽の強化に11乎

1';して,剣苗剣打低j司波炉を約20基納入した。容量1'内には 3.5t800

kW 以上のものが多く,小形の 1~2tクラスの需要は影をひそめて

きたのが,本年の特長である。これは,鋳造工場の擶造改遡の成果

が徐々K進行して,丁場規模が人きく変化しているととを示すもの

である。また,省力化と公害との関連から唱動化への要求が強くな

つてきているため,裴置や設鯆がだノVだん複雑になる傾向にある。

2.高周波焼入装

従来,幽動」豆工業・機械 1:業向けが圧倒的に多かったが,委託焼

入業者向けに,30okW 6kモしの MG 式人形立形焼入裴置および

幽卓焼入裴置を納入した。特長と井」途は次のとおりである。

(1)この種の焼入裴胤では,岡産最大級のブくきさ(ス1、0ーク

'1,0(X) mm,歯ホ亟丞 15t)であり,6k11"の"刈波電源が使川され

3.2 電気炉・加熱装置

(コ)シンづルなデサ"イン,広いはノV刑性,略ろうな椛造,操作枇の

良い1萄ネ1切空・,剖"1能の凹動裴1置で,生座性ならびに品質の向ヒに威

力を発抓してφる。

(3)立形焼入裴鬮は,人径口ー】しの焼人れを別の 1ι杣で行なえ

るようにしたもので,4,ooomm の口ールに、迪jⅡできるコイル移動

式で,コイ1レ位置微訓整裴超を備えている。

(4)歯車焼入裴置は,歯車直径4,ooomm,埀批15t までを焼

入れするコイjレ移動式(一窕焼入れも可能)で,モジュール・歯数K制

限なく焼入れが可能であり,コイル位置微澗整装置・テーづル無段階イ

ンデヅクス装置を設けてある。

3.誘導加熱装

昭和47年度も,省力化・公害防止忙誘導加熱装置の需要は多か

つえ:。

標準ヒータであるビンチローラ式鍛造用ピレ,,トヒータは約6,oookw,

ナットホーマ用バーヒータは約8,oookw,押出用ピレ.ワトヒータは約6,000

kW を製作・納入した

標準以外のヒータとしては,熱処理井j・アづセ,寸什1・パイづべンディン

づ用とますます広範囲にわたり,人容量化の傾向屯強めている NI

1雄 1,2 抄機として製作したギャづランク鍛造川 AMP70オ、よびAMP

50 jl」バーヒータ?〒1 台は,!Ⅱ機容」11 3,oookxV という人容里機であ

図 3.47 35tパッケージ形低岡波誘遵炉

3.511)ackagc(1 1ypc in(1Uclion furnace

,高周波竃源は,誘導電動式発竃機に代わってサイリスタインバータ式

の需要が増し,約4,0()okW の製作・納入実績(製作中を含む)を

、つに至っている。

4.高周波発電機

本年の記録品としては某社向け 40okvA lokH.モノフロ,ク立形

である。本品は,先に製作した同一定格機にさらに改良を加え完成

したものである。高周波発電機では冷却性能が大形化のボイントであ

り,今回従来の冷却方式を改良しバランスのとれた強力な冷却性能を

得ることができた。冷却方式の開発により空気冷却方式における大

3 産業用電機品

図 3.48 HM-1VIC 立形焼入装置
Type HM-1V lc vettical hardening equipment

0
^

繋f 亀

図 3.49 HM-2VIC 形歯車焼入装置
Type HM-2 V lc geaT haTdenin8 equipment
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図 3,50 EM-FR3 形Ⅱd・1Z に0田厶V 殿造川
ピレ・ワトヒータ

Type EM-FR 3 1kHZ 12001く凡V induction biⅡet

1〕ealeT for forglng

容量化も可能となった。
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1、超大形放電加工機

昭チ1卜15{N超大形放電加工機を栞向動坤:メーカへ納入したが,'17年

8月第2・巳機を国内大千肉動"_〔メーカへ納入し,現在順訓Kか動し

ている。本機の機械系は1・ワ機とほぽ同じであるが,仙U:性能は火

幅に1可上し, DE-220T 形電源6台, DE-220TB 形づースタ選源1

台を仙jⅡし,最大加1、1:速皮は 70g/mln 以_ヒが得られる。また独得

の),づティブリーボ制御方式による分割効率の向上,多俺源多確極力

式によるうち,仕上領域の高述化, F回路による鉄対鉄加]:も能率

化され, OP-3鬮路による加工条件の最適化などをとりいれている。

写女は機械系の火きさ,精度,加工速度ならびに制御方式において

世界の最3影揣を仏く超大形放電加工機"DM-5001形"の全景である。

2.放電加工機用 EP形新電源

放電加工のより広範囲な用途の開発と加工の高速化・精密化・直

接化をおし進める、のとして,新シリーズの電源を開発した。この電

源の中には,加工の無人化を可能忙した最適制御装置OP-3回路,

鉄対鉄加工や仕上面加工を格段によくするF回路,精密仕上加工領

域で従来の3~5倍以上の加Π二速皮が瓣られるSF-N回路を内蔵し

ている。とのシリーズは, EP-30,60,巴0形冠源盤,世界で、最大

級の加仁lt速度(50g/min)を誇る EP-B50,500形づースタ電源が含

主れている。とれによって广超1拓速加 1:から精発ジ川_〔立で・一貫した

放確加 1:づ0セスの採川が可能になり,告ソJ化・合」!1!化が・段と推進

-Cきるよう{こなった。

3.3 放電加工機

縫製機器,電動工旦および制御装置3.4

1.ミシン縫製省力機器

ヨシン縫製作業のより捌川印り告力化をねらって,訂動、止め縫い裴

劉とづログラ△自重IJ定剣'数1進い装置を開発した。

内動止め縫込装羅は,縫い始め・縫い終り部で糸かほつれないよ

うK前後に数同づづザグ縫いする共置で,当社が開発したとの奘置は,

針数制御による木格的な商性能機である。従来の手作業では,高度

の熟練を要しながら、止め縫いのΠ徽は不ぞろいで品質・能率とも

に瀏題があった。

づログラム川動定針数縫い装胤は,ネー△付け・ポケ,,ト付けなどの延

形的な縫い個所に用いることにより,米熟練作業者でもべテうン並み

の仕亊ができる。また縫込寸法・形状などの変化に対して針数の設

定を即刻変えることができる。

2.工業用ミシン

現在縫製企業は,人手不足の刈策と製砧況.質の向上力よび均一枇

などで,縫製工程の省力化・合甜!化が強く要望されてわり,当杜も

昭和47年には省力化・合皿化に重点を置いて,内動止め縫い,しつ

'1手

^

しう ミ シン

Inachine.

、→、●

ノ

参

〕七

11■INN棚胤闇
図 3.51 DM-5001形超大形放電加工機
Type DM-50ol giant electric discharge machine
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図 3.55 1W-8W0形電気インパクト レンチ
Type lxv-80oo eleC廿ic impact
訊Trench、

芽才、

59

ノ

'ゞ

y

リタ
ぎ

け縫V、,ボケヅト縫いなど忙適した中メス付きミシン,およびくっ'

バヅグ類用のシリンダ形ミシンなど各種の工業用ヨシンを開発したが,

代表的な自動止め綣いミシンについて述べる。

自動止め縫いミシンは縫製が終わったのち,自動的に縫い糸を切

断する自動糸切りミシンを母体として,操作部分をより省力化Lた

ミシンで,縫い始め部分と縫い終わり部分は記憶している針数で,自

駒珀りに止め縫いを行なって縫い端をほっれ止めしたのち,自動糸助

りを行ない,布判1えを自動上昇して加工品をすぐミシンから取りだ

すことができるようにしてあり,従来作業者がそのつどレバーなど

を操作して制御していた動作を,大幅に省力化したはん用形の自動

ミシンである。主要な仕様・特長は下記のとおりである。

(1)加工品の縫仇始めは作業者のぺタル踏み込みだけで,あら

かじめ選択しておいた針数で止め縫一を行ない,止め縫φ後は自動

糸切りをしてミシンは停止し,布押えも自動上昇するので従来より

労力の多かった操作部分は大幅K省力化でき,能率はφちだんと向

上し品質も向上する。

(2)通常の縫製中は従来のミシンと同様に,ハーフクラッチ運転も

自在にでき,ひざスィッチの操作で自動的に布抑えを上昇することも
】一"゛.

(3)ミシン本体のスィ.,チを軽く押すだけで,前進・後進のインチ

ング操作もできるので応用範囲はいっそう広くなる。

(4)制御部分の動作は電気的に行なうようにしてあるので,配

管の必要などもなく,レイアウトの変更なども簡単に行なえる利点も

ある。

3.電動工具

市場二ーズにとたえ,建設用工具ならびに公害関連機器に焦点を

合わせて,つぎの開発を行なった。

(1)電気インパクトレンチ

建築業界を中心として,荊レト締め用電動工具が要望されており,

業界に先がけて,締付けトルクが750 ・ 2,WO ・ 6,000 ・ 8,oookg .cm

の計4機種をシリーズ化した。本機はポールカ△機構を内蔵し,ばねの

復元力と打撃子の慣性エネルギーを,衝撃的な力忙変えて,小さなモ

ートルで大きな締付力を発生させるとともに,手に反動が伝わらない

特殊な機構を採用している。特長は短時問で強力かっ適正な締付け

ができること,主要部には,特殊材料や熱処理部品を使用して長寿

命としたことなどである。

(2)電気ハンマドリ」レ

本機は現有機種VD-650の改良形で,強打撃力を発生する機構に

改善して,穴明け容量を噐φから 38φにア',づするとと、に,天

井.横作業が楽にできるように,重心が取っ手に近いL型タイづに
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図 3.56 HD-38 形電気ハンマドリル

Type HD-38 electric hammet
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図 3.57 TS-680形 1苞気テクスドライパ
Type TS-680 electTlc teks drlver

図 3.58
Type

GES-1形集じん(塵)器
GES-1 dust c0Ⅱector

変更し,極力小形軽量化を剤'つた。さらに,油漏れ防止,防じん構

造の採用などで,各部品の長寿命化を計るとともに,市販ツールと

の互換性を持たせるなど,一段と使いやすくしている。

(3)電気テクスドライバ

穴あけ.ねじ立て.締付作業が連続してできるテクスねじの締付

け専用のドライパで,締付力は抜群,外被はガラス入り"仂ーポを採

用し,二重絶縁構造であるため,感電事故を予防できる点などが大

きな特長である。

(4)集じん器

づラインダなど研削作業の多い職場には,粉じんや切削粉が充満し

ており,じん航.急性筋炎などの原因にもなる。本機はこれら職場

環境改善上の要求にこたえて開発したもので,特長はサイクロンとダ

ストフィルタの併用忙より,10ミク0ン単位の粉じ人ノを 98%以上集じん

できること,および当社独自のづラスチック製ダストポヅクスの採用によ

り,集じん量が一目でわかり,取付け取はずしが簡単にできるよう

にした点などである。

4.ロボット用制御装置

三菱重工業(株)が開発し,当社が制御装置を担当しているこの

ロボットは,ポイントッウボイント形とマルチボイント形の 2種類があり,前

者の制御装置にはづ0グラムポード上のビンを変更することにより,づ

口づラムを変更する制御方法を採用し,現在多数のロポットが順調にか

動中である。また後者の制御装置には記憶装置に磁気ディスクを採用

することにより,記憶容量が大きいうえにづ0グラムの変更、ワンタッ

チで変更することができるもので,試作機はすでに完成し,現在は

このマルチポイント形を群管理し,工場の無人化をはかるための制御装

置の調査・研究を行なっている。
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3.産業用電機品

1. MELDAS・4100数値制御装置

位置決め直線切削用 NC として, MELDAS-420O TYPE 3 を昭

数値制御装置3.5
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数値制御裴朧
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Conlr011er,

下Π46午31jに発売して好評をえているが,との実繊をべ_スにセミ

ク0ーズドカ式で,阿畩・],杣制御3,杣の低価桃 NC 巴して開発したの

か MELDAS一ι100 くある。フィ・、ドバック要井1として多極づラシレスレソ

ルバ左仙井H,りニャカ式の等加波速パターンおよびソフトサーポの採捌

により,10μ指イシ 9.6 m/min (5μでは 4.8m/min)の浩i精皮.高

速竹ξ能を笑現するとと心に,0スタイムの鯨縮にも効釆がある。

付加川.様では,固定サイク1レ・倒動原',1舒夏j砧・速皮1剃込みなど25

種類のオづシ.ンをⅢ愆しており,ポール盤・フライス盤・中ぐり盤.小

形マシニングtンタなど,広範鬨の工作機械に最遭の NCである。

ー'力1司1侍 2 軸制鶴15 剌1仕様やインダクトシン検Ⅱ_1によるクローズドルーづ

力式は,従来どおりの MELDAS一心00シトズで受注可能であり,

フライス盤からマシニングセンタにいたるはん捌機,および精密高級機の

機雨を闇わず広い用途に最適である。

2. MELDAS・4500高信頼性数値制御装置

近年省力化のにな込乎としてNCの普及は顕著であるか, NC装

統を問信頼度化しようとする要求がある。本奘置はNCの入力読取

部・指令制御部などの重要な制御回路を二重系とし,さらにクローズ

ドルーづのサーポ特性を活用して,加工物の位置決め監視機能を刊ブ川

したNCである。加工物が高価kf割精度を必要とし,かっ加工時冏

が長く加エミスが許され左込機械には,最適のシステムである。本

NC は一例巴して,三斐重工業 q凋広島精機製作所製づラノマチ,ク

用として納入実綾がある。

3. MELDAS5100数値制御装置

MELDAS-5100 は旋盤専用数値制御装置であり,従来の MELD

AS-5230L に代わる新機種で,昭不1147年11月より納入を開始した。

この MELDAS-5100 は従来機の問題点を分析し,安定化.信頼性

の向上,機能向上,調整の容易化を訓'り,耐環境性を高め,量産性

を高めている。特に切削性能の向上,づログラムが簡単で使いやす仏

と主,および低価格に重点をおいて開発したもので,新形補問方式

の発明(特許出顎中)と,火堺模集禎回路の採用により,1C 素子

を従来のものに比べ半減させ,また新しいサーポ方式の開発などに
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図 3.62 群管理システム儒十算機部)
Mitsublsl]i DNC (Direct Numetical contTOD systa)1

より,高性能で低価格,安定性の点ですぐれている。

4,群管理(DNC)システム

三斐重工業ぜ幻と当社が共同開発した群管皿システ△で,昭和47

年U月の工作機械見本市に出品された。このシステムは,数値制御

製造の演算部をミニコンにおきかえたもので,複数台の工作機械を同

時に制御するととができる。その特長は次のとおりである。

(a)小規模システ△であり小額設備投資で群管理が可能である。

(b)大規模システムへ発展させる階層結合が可能である。

(C)従来の個別 NC による NC工作機械群よりも,総額にお

いて経済的なシステムカ誹且める。

(d)現場からのデータ修正が容易で,づログラムの適正化が可能で

ある。

(e) CRT を最大限に活用して有機的なシステ△運用が可能であ

る。

(f)機能の追加・変更がソフトゥエアの変更により容易に行なえる。

(g)機械の運転実績集計や日報作成が可能である。
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1.空気熱源ヒートホンフパッケージエアコン

近年大丸汚染の問題で,無公害・安全・衛生'的であるヒートボンづ

が見なおされてぃるが,当社でも,従来から高い信頼皮で定評のあ

る Gラインパ,ワケージェアコンの技術をもとに,最新の技術を取り入れ,

性能および信頼性の向上をはかったセパレートタイづの空気熟源ヒートポ

ンづエアコンとして,室内ユニ.,トが床置タイづの GAH-50形・ GAH-

80形,および天井っりタイづの GUH-30形・ GUH-50 形をそれぞ

れ開発した。

特長

仏)制御裴置・保護装置が完備しているので,運転はポタンー

つで簡畄である。

(b)冷媒同路の絞り弁に過冷却制御弁を採用しているので,熱

交換器の伝熟両積は100%生かされて仏る。

(C)いかなる運転状態でも圧縮機へ液冷媒が戻ってくるととは

ない。また圧縮機の吐出ガス温度は低くぉさえることができるので,

圧縮機の寿命は長く信頼性は高い。

(d)パッケージタイづなので搬入・据付・保守は容易である。

2.小形パッケージエアコン

商屑住宅等1司けのエアコンとして,薄形床置式の MGL-18形・ M

GL-25形の標準機種に, MGL-40形(1.2kw)・ MGL-50 形(1.5

kw)を追加した。

との機種のおもなメ小ワトは淡のとおりである。

(a)当社独得の温水暖房コイルを内蔵しているので,温水があ

れば容易に温風暖房ができる。

4.1 空調用機器

4.冷凍・空調機器

化) 2管式冷温水切換パルづを内蔵しているので,配管τ事が

容易にできる。

(C)冷温水配管が機内で取付けることができるので,配管が外

部へ出ることはまったくない。

(d)風量は3段切換でシ0ツコファンを使nル'て゛るので,好みの

風量で静粛運転が可能である。

(e)電気ヒータ,停電再起動防止部品力珂鄭寸け可能である。

3. AE形蓄冷熱式冷温水ユニット

近年「生活の快適性」「環境衛生」などの認識が高まり,快適な

環境づくりとして,セントラル方式による冷暖房の需要が増して仏る。

特忙市場からは「安全無公害な」「1台で冷暖房が可能な」しか、

騒音・据付而積の'点などから冷暖房機の要望が高まって込る。また

住宅用としては全室冷暖房の要求がありながら,実際は「限られた

部屋の選択冷暖房という使φ方」が多い現状である。そこでこれら

の市場要求にとたえるため,安全性・経済性を徹底的に究明し,

0

図 3.63 ヒートボンづパ.ワケージエアコン
GAH-50 GVH-50 air souTce heat pump

Packaged air conditioner.
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AE形蓄冷熱式冷温水ユニ,,ト AE-15形・ AE-25形の 2機種の商品

化に成功した。

とのユニ寸は電気を効率良く利用し,室外空気を熱源に利用して,

冷房用冷水・暖房用況gkを得るユニ寸である。すなわち,夜冏に空

ヌ1水ヒートボンづユニ介で,そう(槽)内に冷温水(冷房時は貯水,暖

房時は温水さらにヒータで85゜C まで昇温)を貯え,昼冏の空調必要

時に,空ヌ寸水ヒートボンづユニヅトとそう内の冷温水の補給で,冷暖負

荷に応ずるものである。ユニ,ト楴訂曵については,空対水ヒートボンづ・

蓄冷熱そう・循環ボンづ・制御部などを一体化し,操作は室内のりモ

ートコントロールを採用し,据付・保守゛矧乍が簡便に立っている。

特長

(a)蓄冷熱方式のためヒートボンづ容量も小さくなり,維持費が

安くなる。ヒートポンづには特殊掘1銘を形成しており,効率が高く,

維持費、軽減される。

化) 1台で冷暖房でき,循環ボンづなど必要付属機器は内蔵し

ているので,工訴が簡使となり,設備費も安くなる。

(0)蓄冷熱ブj式であり,暖房時の朝の立上りが迅速にできる。

(d)低騒音なシロ,,コファンを羽リΠし,またしゃ脊文、1策を十分に施

して込るので苗功、な運転をする。

4.電算室用,ぐツケージエアコン

電子計算室は,一般事務所と温湿皮・か動時間が異なるなどの理

由から, U防劣所用とは別に電算用エアコンを設置する場合が多く,ま

た増設・配置換えを行なう場合が多込。 PC形電算室用パ,,ケージェア

コンは,大形の電算室用として開発したもので,上部吸込・下部吹

出のパッケージェアコンである。 P020 形(20 馬力)・ PC-30形(30 馬

プD の2機種が完成した。

本機の特長は GT-10OD a0馬力)と同様に,ダクト不要,冷凍サ

イクルを 2系統および3系統巴してエアコンが完全にダウン,、るととを

防ぎ,立た容量制御装置付きのHVReルiシステムを採用して,信頼

性の高い全自動運転を行なう。高効率エアフィルタを装備し,そのよ

ビれ度を表示する。また各電磁接触器にノイズキラーを設け,電気的

雑音を防止し,再加熱器,ベーパーパンおよび必要な自動制御機器は,

すべて1アコン内部に収納,電気配線・冷却水配管もエアコン内部で

接続可能とし,室内をすっきりするようにした。

5, CTE ダブルバンドルヒートポンプ

公害が大きな社会問題となってきたため,暖房も冷凍機でおとな

うヒートボンづ方式が脚光を浴び,一方ビルの火形化および照明設備

の増加等により,白レ内部に熱が蓄積するため,冬期でも冷房を必

要とする室が多くなった。これらの要求を同時忙満足するために製

作されたのが,ダづルノしドルヒートボンづである。

これを川いれば冷房すべき室の熱を師1収し,慢房すべき室に移動

させるこ巴により知J率の良い冷暖房ができる。

本機は図3.67 に示すごとくコンデンサが2個組込まれて仏る。 1

個は温水専用,他の1個は冷房負荷と暖房負荷により生じたアンパラ

ンスをクーリングタワ一より放熱するためである。

(a)冬運転と夏運転のふたとおりがスィヅチで釖換えられる。

(b)夏運怯のときは冷水出口温度を,また冬運転の巴きは温水

出口温度を一定となるようにべーンコントロールする。

(0)夏運転にて温水入口温度が上る(暖房負荷の減少)場合,

また冬運転にて冷水入口温度が上る(冷房負荷の増力の場合,タワー

の水を COND.1 に流してヒートパランスを回復する。
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6.クリンボイラ

灯油新燃焼方式の応用機器第1号として,グJンポイラCX-K 25形

を製品化した。新燃焼方式は燃焼の過程を段階的に分け,液体燃料

を気化室で加熱気化し,燃焼用空気を予熱して,両者を混合室で完

全に子況合したうぇで燃焼室に送り完全燃焼させる。したがって完

全づルーフレームで燃焼する。

おもな特長は次のとおりである。

仏)公害の対象となっている有害ガス(CO, HC, NO×)の窕

生がきわめて少な仏。

(b)超部粛運転である。

(C)完全燃焼するのですすがまったく発生しないため,燃焼器

・排気筒のすす掃除が不要である。

(d)容量制御ができ,経済的な運転が可能で,負荷に応じ

25,000九5,oookoa1小の二段切換えが可能である。

(e)外気温・逆風・電圧変動にヌ1し,燃焼安定回路により送風

機の自動制御を行な込,常に安定した燃焼ができる。

(f)排気温度が低く,なおかっ加圧燃焼方式であるため,排気

筒ヨニ事が簡単であり,ドラフトレギュレータも不要。

(g)従来のポイラに比べきわめて高い熱効率であり,維持費が

邑(い。

フ.りビングマスタ

冷温水を用い,室内を冷暖房する三菱りビンづマスタの"ニューデラック

ス形りビンづマスタ F シリーズ"を開発し,47年6月より発売した。 Fシ

リーズリピンづマスタは低騒音を主体にした新製品で,床置露出形・床置

露出形木目パネル・床置埋込形・天并露出形・天井埋込形の30機種

があり,従来の L シリーズ・ Mシリーズ・ T シリーズを合せると 4シリーズ,

図 3.68 CX-K25形クリンポイラ
Clean b0Ⅱet by Mitsubishl

evapoTating system of on,
type cx-K 25.
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1-・・・、、___U
図 3.69 LV-40O FE 形りEンづマスタ
Type LV-40OFE livlng mastet.

46機種を標準として有することになった。

(a)風皐〒剖整にはサイリスタを使った無段スィッチであるため信'頼

性が浩K,冷暖房負荷に合わせきめ細かく風量を調整するととが可

能である。(図 3.7の

(b)静粛なシロ,,コファンを使用し,また吹出づりルにより窒内の

温度むらを少なくした。

(C)内部ス弌ースを大きくとり,またケーシンづの側画を取りはず

し可としたため,配管工事・防露工事が非常にやりやすくなった。

8.低温倉庫用パッケージエアコン

釆実・野菜などの生鮮食品の供給の安定と,流通過程における鮮

度巴品質の保持などのため,庫内温度0゜C程度の低温倉庫の建設が

盛んになってきた。との冷凍機として品質が安定し信頼性の高いも

の,据付工尋稱瞭打単で工期が短縮できるもの,操作・保守が容易で

ある、の,などの理由からパ.ワケーづ形を使用するととが多く,当社

では, GT-10OC形(フ.5kw). GT-150C 形(11kw)を開発した。

特長

仏)過冷却制御弁を用いた冷媒回路を採用しているので,広仏

吸込み空気温度範囲にわたって安定した特性が得られ,圧縮機への

液戻りの心配もなく,高い信頼性のもとで運転する。

(b)りバースカ式の除霜機構を採用しているので,除霜に要ナる

時問は短時問で済み,運転に支障を起こすととはない。

(C)高顕剤辻ヒ巴してあるので,野菜等の乾燥は少なく,また高

い吸込温度で、運転できるので,恒温室など,高顕熱比の冷房負荷

にも使用できる。

(d)あらゆるサービスは前面からできるよう設計されており,ま

た冷却器の洗浄などの保守点検も容易にできる構造とした。

0

図 3.70 SL-1形
無段スイッチ

Type sL-1 Stepless
Slvitch.
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1.りモート式冷凍機(6AR 形)

空冷式コンデンサを別置としたりモート空冷式冷凍機(0.75~2.2kw)

3機種を開発した。

リモート空冷式冷凍機仕従来の一体空冷式冷凍機に比べて,りモート

コンゞンサを使用することにより据付場所の選定が容易で,排氣梨Wミ

屋内にと、らず,低騒音である。クーリンづタワ一を使用した水冷式冷

凍機忙比べて,設備上・維持上と酒に経済的であり,冬期における

冷却水の凍結事故のおそれがな仏。

2.冷凍システム機器

コールドチェーン関連機器としての庫内温度一20゜C~-40゜C の低温

冷蔵庫としては,,'でに発売中のWシリーズニ段圧縮式冷凍機に,も

つと、適合した強制通風式冷却器・低温用自動膨張弁・サクションア牛

ユムレータ・冷凍機制御盤を組合せた,冷凍システ△機器を開発した。

3.産業用電機品

(0)制御盤(b)アキュームレータ

図 3.71 冷凍システム機暑非
Refrlgeration application parts.

この冷凍システム機器を採用することによって,自動散水除霜・各種

保護警報装置を備え,また急激な負荷変動に、而」える高信頼性冷凍

システ△を容易に,しか、短期問に完成するととが可能になった。と

のため,従来の工事形態から一歩前進した省力化機器として期待で

吉る 0

また,市場から要望の多かった単段・二段圧"晒式用のサクションア

キュムレータ q尓呼内容積5,10,20,40りは,壁掛式で,交換可能な

サクションストレーナを内蔵し取付けサーピスを簡単にした。

3.冷凍クーリングユニット

冷蔵庫の施行方法は,従来,冷凍設備に必要な機器を現場におい

て,搬入・組立・冷媒配管・水配管・配線をしていく方法が一般に

とられてきた。しかし近年の人手不足に伴゛省力化という問題がク

ローズアッづされ,冷蔵庫の施行方法についてもより省力1杓な工法が

要求されてきた。とのような情勢の下でわれわれは,冷凍クーリンづ

ユニ,ト HC形およびACS形を完成した。

(1) HC形は一25゜C までの庫内温度用で,単段全密閉形圧縮

機に R502を使用したユニ"で,冷媒制御方式・防熱・デワ0スト機

構などKついても,低温の条件に十分マ.,チするように考慮してい

る。

本機はさらに外気温度の低下による冷凍能力の低下,およびホヅ

トガスデフロスト時の除霜効果の低下を防ぐため,外氣温サーモ忙よっ

て,凝縮器用送風機を制御する方式をとっているので,四季を通じ

て安定した効率の良い運転ができる。

今回完成したのは1.5kWのみであるが,すでに発売中の冷蔵ク

ーリンづユニットと同様にユニット化による使込やすさと,高信頼性の

全自動方式の特長をもって,づレハづ冷蔵庫との組合せ使用の伸びが

期待される。

(2) ACS形は一50゜C~-20゜C級の凍結あるいは冷蔵設備にお

四'

冷凍機および応用品4.2

ヒ'L
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図 3.72 冷凍クーリンづユニヅト(HC 形)
Model HC CO0Ⅱng unit

いて,機械室仙1・冷却室側の機能をーつのパッケージュニットにまとめ,

必要なすべての機器を内蔵したー一休形のクーリンづユニヅトである。ユ

Σ,,ト形であるため作業三セ任者も不要となり,企自動運転による無

人化, H辺て0ルi 冷媒制御方式による安定Lた運転(商俗頼刊D,冷

媒 R-22 の採jl-1(Cよる安企竹I U爪公告:)など郁々のメリヅトがある。

ラヲロス1、はホヅトガスバイパスカコ艾を採川し,ゞ70スト運嘔J侍には吸込

Πのダンバを捗忙て,ゞ70スト11寺闇の知縮を'1 る上上もに肺q/、1温度の

,E"を防いでいる。

なお冬則に劣画驚器冷却水の水温力辺晋常に低くなると,デフ0スト運

転時にバイバスすべきオートガスが凝縮器で凝縮してしまい,デフロスト

のききが思K なるため,冷却水"動濯度那搾キ弁(三方弁)を付属し

ている。

ユニットを那外('常添D に隈くため,十分な断熱処置を施して侵入

魚IW)1りjル上ユニリトの県ξrli パネルへの糸冉,、零を1坊い、でいる。

メト師bzh父したシリーズ上しては,<CS-25,40,50,80,100,160

の訓心種剣iである。これによって1台で冷蔵庫収容1止は, F 級200

~2,000 トンをカパーできるが,さらに数台併置するととにより20,000

1、ンクラスまでのF級冷蔵庫のパ四ケーづ化が可能になった。既設設備

の史新人煥えの場合に,パ、,ケーづ力式の威力が発揮できる。

璽瀦怠、1
,^

' J
、 J 、

、キ

.,,
ネ

'1'__」'. j

キ

,),゛

KC・181.G, KC・24 LC

RC-18LG, RC-24LG
6V=120の

^

、叫.ーー

メ',{、丁^ー^エ

(])冷蔵川多段形オーづンケース(冷凍機内蔵式)

ヨールドチェ・・ンの 1〒及にイ半い,牛鮮食料吊.・乳製品のスーパマーケヅト,

コンe二1ンスス1、ア向けの多段形オーづンケ・ースを imn-wiし, ADV-18

HCS,<DV-12HCS の0機種のモデルチェンジをした。その特長は次

のとおりである。

(")周リ所品度30゜C,関係湿度60%の過酷条件の、上でも十分

仙捌できる。

(b)漸股計の特殊 1アカーテンを採川し,冷却効采を向上した。

(0)従来品より奥行をつめて設置而積は20%減少させ,さら

に全高を高くして,墜而使用の多段形ケースとして販売効率の向_E

を偲1つた。

(d)デフ0ストは圷州乍の確実な温度感知1力式とした。

(0)デフロスト1呼のドレン処刈!には,ドレンパンヒータを取付けて処断!

がしや,、くなった。

(f)内蔵空冷式冷凍機の凝縮器の目づ主り防ル用フィルタを設

けたので,安定した運転ができる。

(g)制御機器類は,機械室の前而においてあるのでサービス性が

良い。

L二弐ご1ごー
'^〕゛^JJψ.J,戸』

ニ,ニニー'ニー゛ーーーーー

.="^一『*^"^

ンー 1
.,^一●"■ヨ、'ー

盆
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Model

(2)冷蔵川・淌東捌メーづンシ.ーケ・・ス(冷凍機刎羅式)

スーパマーケ,,1、1阿けの機械別1醗式の才一づンシ,ーケースの爪則杓な締

要増にこたえるため,画Πを一羽iしたモ手ルチェンジを行い,6尺も

の,8尺ものをべースにして平形・両而サーEス形・多段壁f酬形の冷

凍・冷蔵用のオーづンショーケースを表 3.1 に示す24機種のシリーズ化

の開発を行って,標i化化とと、に特殊品の注文に1焼'杓川欣砺粘衣図り

た。

(a)据村ξ1二仟の竹ソJ化

ポルト・ナットによ覇紘ぎとみ力式をハンドルロ,ワクカ1UC変え,機器

配管の融通性を大きくし,十分衣配管スペースを設け,主た前lmカパ

の取りはずしを可能にし,さらに排水用向在エルポを取付けるた

ど,機器の設置・配管・配線・排水1:、,W穿を容易にした。

(1D 製品系列の充実と商品力の向上

断熱材の現場発ほ5 q包)による断熱性の向士.,Ⅷ姑削じ通化・
口

」 1Π

質合P矧ヒ,および機種の多様化,デザインの多様化、区ゆ,さらに持

殊寸法の製作も石伶凱Cした。特にづライスカード入れのIR付け,カ:伝

カードの取付Uを容易にして,商品の炭示効来の向1゛なしびにデフ

ロスト時閲の無飾市,エアカーテン効米の増大等機能醐を向_1二さU・,製品

系列を拡充し商品力の向上を行な0た。

表 3.1 冷凍機別陞式メーづンシ.ーケース漸シリーズ1'忰機郁一・覧
Ne、v wpe display opCⅡ Casc uscd relnolc condcnS1Πg unit

'ー^、J^

冷蔵多段形内蔵式才一づンシ,ーケース
(ADV-18 HCS 形)
八D＼1【18Hcs open sl]0、v cnse

RC凡V-18LG, RC凡V-?4IG
(工入、'乏" 1500)

64 三菱電機技般. V01.47. NO.1.1973

1 平形(鏡十D ACU-18H , ACU-2dHG I

1、、ーー、-1 -0,郎一.両mw ーピス形 1^・ー・・・ー・・ー^ーー

1二ごミ1
RCW-18HG, RCⅥr-24HG

I ADH-18HG, ADIADH-18HG, ADH-24HG I
(H=150の;(H=150の

冷嶬川(脊果物・粘肉川
幣ι1,W.エリ

KC-18ΠG, KC-24HG

多段壁両形

ーごー'忠:==都:セ'ーー

1 <DV-]8HG, ADV-24HG 1 八DV-18LG, ADV-?4LG
(H=200の(H=200の

オーブンショーケー

冷峽川(冷叫!食,"1.川)

I AD-18HG,AD」?4HG
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いまや確十技術は,たえざる革新と発j長のもとにより広範1幽忙より深く,冬産業分野に浸透するとともにより豊かで,快遡で,安全な倒民生

江の拡人1,とどまるところを知らぬ歩みをつづけている

昭和d7午は,46 午オくの1司リjしげにつづき,矧内閣挺*,.ユンヘンオリンビック,ある゛は日中復交など劇1的な話題{C事欠かぬ午であり,電」技休j

も,これらの獅台の表・裏でそれぞれ重要な役割を果している。当社の電子機器部門、,芥分野でひきつづき豊かで力強い進展をとげ,数々の

新技術・新製品を開発しつつ,より豊かで快適な生活のための大きな役割をとげてきている。

本電子機器編は,当社の昭利47年中における技術の進歩を,1)通信・電子'応用機器,2)電子計算機,3)半導体素十ならびに電子管,4)放

射線機器に人別して記述しており,それぞれの成宋の大要については,本文を詳しく参照していただきたい

^

^
EquipmentElectronics

子 1祭

咋午当社は,列車・自動車および航空機用無線機ならび忙単一通

話路固定無線機の分野で,多種類の装置を開発納人したが,ことに

その代表的な機種を紹介する。昨年はまた通信システ△についても,

数多くの納入実績をあげたが,代表的な例としては

(a)山陽新幹線列卓無線裴置

(b)受知県,愛媛県行政無線

(C)大阪ガス丁レメータ

(d)成田羽i空港述銘無線

などがある。本文ではとれらの内(1〕){Cつ仏て述べる。

なお列車無腎劇渕係については,6.交通システム編を参照されたい。

1. FS・30 形 VHF~UHF 帯固定無線機

単一通話路の固定1,J用無線機としては,当社FS20形が各方面

に納入され好評を得てきたが,今1回最近の矧しい要求にマッチし,

羽i技術を駆使した FS30形を開発した。本機の特長は,次のとお

りである。

(a)通話方式・制御方式その他において,多様な客光要求を合

腔的忙処理できるよう標準化した。

(b) 50W連続送信可能, FET採用による妨害対策など最新の

技術をとり入れ,高性能化した。

(C)固定局専用として単一通話のみならず,多重無線としても

使用できる余裕ある設計を行ない,高信頼化をはかった。

(d)架構造は,260mm 幅のスリムラックを採用した。

2. FM・31形無線機

本機は,当社のVHF, UHF/FM移動用標準形無線機であるFM

-25形シリーズの後継機として,はん(汎)用性と量産化に最大の主眼

をおいて新たに開発した無線機である。 150MH.帯では出力 5W

.10W .25W の 3機種,450MH.帯では出力 5W .10W の2機

種が誕生した。これら無線機の特長は,

(a)きょう体に金属ダイ千ヤストを使用した堅固な構造であり,

前面制御器はづラスチ,クモールドのざん(斬)新な手ザインを採用してい

') 0

(b)超小形(158(W)×189(D)×44(H) mm,ただし 150 MHZ

の25W 機と450MH乙の 10W 機は長さ妬mm の放熱フィンをう

1.1 移動無線機器

1.通信・電子応用機器

^

図 4.2

Type FM

図 4.1 FS 30形固定無
線機

Type FS-30 single C11an・
nel radio equipment.

しろ忙取付ける)である。

(C)外来雑音による妨害忙強仏など,従来の無線機の性能がさ

らに改良されている。

(d)各種のユーザの要望に応じられるように,オづションとして

外部スビーカー・連続送信防止回路・通話終了信号発生回路・トーンスケ

ルチ回路・ラインアンづなどの付加装置の取付け,実装が可能な端子と

スペースを有している。

3. NHK 向け 150MHZ 50W 車用コンバータレス無線機

本機は NHK のニュースカーに装備され,報道・取材などの通信に

使用する150MH.帯で,送信出力50W の全トランづスタ式無線機で,

コンバータレスの車載用無線機としては国内で最大の出力を有する。特

長としては,

(a)当社で新開発された,高周波トランづスタを使用した低消費

電力のコンバータレス機である。

(b)無線機本体を一体化したアルミダイカストのシャシに収容して,

放熱効果を上げかつ堅ろう(牢)小形化している。

(C)過酷な使用条件に耐える。周囲温度50゜C における連続送

^

FM 31 レ無線機
31 m01〕ile radio.

図 4.3 150MHZ 50IV コンバータレス

車載無線機(FM158A 形)
150 MHZ 50 工入r convertetless mobile

Tadio (type FM-158A)

器
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主装置

図 4.4 ワイヤレス局内連絡装置
Portable tadio telephone

儁が可右Eである。

(d)自動H_1力制御回路により安定した高出力が得られる。

などである。

4.電々公社向けワイヤレス局内連絡装置

この奘置は,心々公社の局内(搬送中継局・無線中継局等)にお

いて作業者冏の述絡打合せに使用するもので,150MH.帯の免許を

要しない徹弱電波を利用した無線電話装羅である。

1ル成け,ワイヤレス局内迎絡主奘置(親)および3台のワイヤレス局内

述iW雁話機C、」'ウとからなり,下り 1波・上り 3波の電波を使って,

親子および子相互冏の通話を同時送受話方式で行なうことができる。

(上りを4波にすれぱ最大4台までの子局が使用可能)。47年度は,

特別什村魚Cて数台納入したが,特に騒音の多い所の連絡に効果があ

り,今後の伸びが期待される。

5. MDF・3形機上用方向探知機

この奘置は, MDF-1形の後継機として開発したもので,次のよ

うな特長をもっている。

(a)ディリタルシンセサイザを採用Lて,受信選択の完全なディづタル

化を行なっている。チャネル問隔は 0.5kHZ である。

化)非同調広帯域増幅器を採用して,従来のパリコンをやめると

ともK,電子スィヅチの使用により,受信機の機械的可動部をゴニオ

メータ系だけとし,回路・機構の簡素化を計っている。

(C)通常の周波数帯域190kH.~1,750kH.を拡張して,90kH.

~2、182 kHZ 上した。とのため,50okHZ に加えて 2,091kH.,2,182

kH.の海上救難電波を受信できる。

6.愛知県防災行政無線(第一期工事)

愛知県では昭和46年度より,既設の無線通信系を再編成し,施

設と機能の一元化を図った防災行政無線の新しいシステムを,3年計

画で実施される運びとなり,当社がとの第一期工事を受注,昭和

47年8月末現地調整を完了し,10月より運用が開始された。

システ△の特長は次のとおりである。

(a)防災行政無線として初めての2GH.帯多重の使別

回線網の中心となる本宮山中継所と,県庁との幹線ルートには多

数の CH (60CH容量)が必要なため,防災行政無線としては国内

で初めて2GH.帯が使用された。

化) 40OMH.帯SS多重の特長を生かした回線構成

制御盤受恬機(防振台下D ルーづアンテナ

図 4.5 MDF-3形機上用方向探知機
Type MDF-3 automatic diTeC601〕{indet.

、4 、

愛会が具1デ

0

本宮山中継所を親とし,西三河・東三河・瓢城の各災対支局を子

とする3方向を一括した回線で,当社の SS多重のメ小"を生かし

た回線構成になっている。

(0) 1. N方式による全多重無線局の述方監視制御

信頼度の高い 1: N方式による PPMりイク小,クカ式を採用し,中

継局は 50項目の制御と60項目の監視が,災対支局は,12項同の監

視が県庁の操作卓からできる。

(d)端末までトー1呼イヤルによる通話が可能

多重回線は全部新設の4線交換機に収容され,県庁および各災対

支局の PBAXに接続されるので,どの休H泉遁話機からでもトールダ

イヤルで発着恬'ができる。

2GHZFM

*宮山中平託

西i'ーノ三1 ]{〔ニノ可 ;h j、kx

図 4.6 無線回線系統図(第一一刈工事)
Aicl〕i ptefcctuTc radio linlく System

(ph貼e-1)

二OCMHZ SS

三菱電機技報. V01.47. NO.1.1973

ガンダイオードによる直接発振マイク0 波送痛、儷は,新素子の信頼皮が

荷庸忍されるにしたがい,本枯的に突用化されつつぁる。すなわち,

当社Kおいては 10~20GH.用素子にひきつづいて,7GH.帯索子

の開発が完了したととにより,7GH.~12GH.および 20GH.帯

のマイクロ波無線機K適用することが可能となった。さらに,マイクロ

波高出カトランジスタ,あるいは TWT の並列合成による高出力化が

実用化され,また受信部におけるダイパーシティ方式の改良忙より,長

距航区問への適用性がさらK拡大された。なお,マイク0 波ICの技

術の進歩忙ついては本誌46巻 U号を参照されたい。以下おもな

装置について成果の概要を述べる。

1. ME・04D 22 形 40O MHZ 帯多重無線機

当社 ME-40 形全固体40OMH.帯24CH 多重無蔀劇幾は,諸官庁

をはじめ各方面忙納入してご好評をいただいたが,今度,とれに代

わる新標準機としてME-04D22形を開発した。本機はとれまでの

豊富な経験と最萩の技術をとり入れたもので,先に述べた FS-30

形単・一無線機と設副'の共通化を計るとともに,40OMH.帯のみなら

ず,150MH.・60MH.帯とも回路ならびに構造設計の共通化を行

なった。

2.2.5GHZ帯見通し外通信用送受信装置

昨年パづア・ニューギニア(TPNG)政庁のてい(逓)信局(P&T)に納

入したとの無線装置は,送信出力段の電力増幅までを含め,全固体

化した点で画期的な、のといえる。すなわち,2,450MH.~2,700

MH.の送信用電力増幅架出力16W (全固体)を実現した。装羅は,

周波数ダイパーシティによる予備方式を採用し,送受信の編波画はV但

に分割した。

受信機はFM負帰還{てよる高感度受信方式を採用すると同時に,

トンネルダイオード増幅器を入力段忙そ5入して低雑音化(受信系総合

NF 5dB 以下)し,ベースパンド合成(自乗合成形)を行なっている。

多重無線通信装置1.2
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図 4.7 9.5GHZ 帯見通し外述悟JⅡ

送艾 li; 1ゞ 11元

(イ";'が送1'ニゼカ単川隅ゆ
づ図 4.82.5GHZ I〕and oYcr 11〕e l]orlzon h'ans・

Antcnna systcln lnstaⅡedn〕1tlcr (S011d・state 16 凡V) and rccei、'cr

送イ1心力坤沖品架は,1リ.'d波施カトランジスタおよびバラクタダイオー1;

を川いた」N11噛麟モジュール立・鮠列'没朧し,ス!、りヅづライン化 1ーブご"/J分

配器力よび介成器6、1Uいて磁力介成ム_行ない,最終川力 16W以毛

き得た。トX1に永す上らに, 1 シスナム社送受1,i架2 架,施ノJ増幅架[

架の 3 架挑成で, 1S架ルご606¥) Xご25(D)×1,800(fD mm の標'1

架にり'裴さ九, DC B'1Υ動竹卜C,油賢確 jJは 650訊Υシスナムである。

3.20GHZ帯PCM 再生中継装置

さきにご70(1D X170(D) X●(W) mm の防水呈外形き 1う(詫)

体に,それぞれ受信部・送信部在突装したモデルを発表したが,今風

さらに小形,化し,290(H)×290(D)×54(W) mm のきょう体に送受

信部を実裴したモデルを開発した。とのきょう体に 20/1.7GH. RF/

IF部・搬送波再生復調部・識別再生部,および40OMW84相 PSK

変調増幅部が収容されており,中間中継局における実装効率を鳥め

ることができる。

RF八F 回路のマイクロ波 IC 化,およびべースパンドバルス回路のハイ

づり,,ド1C 化忙より,各部構成ユニ,トの小形化を実現した。とくに

変調増幅部の完全なマイク0 波IC化に努力が払われた。中継器対向

の総合特性として残留符号誤り率10一Ⅱ以下,20GH.送信部出力

20omW以上,受信部雑音指数10.5dB以下,自動利得制御範囲55

dB以上の特性を得た。各部構成詞路の性能諸元は,4相PSK変調

過渡軌跡までを考慮した割'算機シミュレーションにより定めた。外部安

定化直流電源で動作し,消費電力は如Wである。

ー',ー"

41バ、ヤニ
メ稔慰力、臭ーシ、'/"/ f 「イ諭」禽L_t

図 4.9 PCR・・ι()OP 形 0OGH.帯 PCM 再生中継
1支11EJ!

Type pcR-'10O P 20 GHz bal〕d pcM lepeater
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に藷凱殴Lたものであるが,下i紀にそのお、な火社乏在示す。

(a ) ff径 32m のアンテナをJUい, Thenno EIccllic '[ype の低

雛f1受1'・1機と細介せることにより, ECUADOR 地球局の動作角度

状態にて, U.2dB の G/T というき力めて,拓い性能を突現した。運

ⅡJ傑'、γにヰ寺殊技術の要求さ九る従来のへ小)ム冷去1Ⅲ甜郭音受信機は,

緊急、の心態のみ使井上よオτばよく,シス丁厶の筋索イヒ,保守・整備の簡

便化がはかられた。

(10 従来各局で使用された6kW 級電ノJ増柘擶"の代わりに,

30OW電力増幅器が川仏られたため,電力進行波管の寿命も長く,

保守・維持賀が削減されるよう忙なった。

(C) GCE は Double convetsion Type とすること Kより,局

部発信グ炊タルの差換えで,衛星通信帯域50OMH.内のいずれの

周波数でも送受信できる構成にした。搬送周波数の変更が,比較的

ひん(頻)繁K行なわれるINTELSAT運用要求に適応でき,局の運

用がきわめて容易となった。

(d)各地球局間で使われる打合せ用電話,電信回線の選択交換

.ン→、

『『一鳥

.、

バ'、・

1.衛星通信装置

INTELSAT Ⅳ号系地球局として,当社全局受注の ECUADOR

局は,ラテンアメ,仂諸国がその建設を注目していたが,予定どおり受

注後10力月で建設を完了L,昨年8月運用が朋始された。また,

ECUADOR局と類似のシステム構成をもち,当社が一部アづ0ーチマ

イクロ・端局装置などを除き,土木・建物を含む全局に近い形で受注

した, NCARAGUA局、昭利47午秋に完成した。との2局はい

ずれも既報の団内局と同じく,4 攸の反身珍1とコルゲートホーンとで構

成した集束ピーム・一次放射系を採用L,全電子機噐を地上固定部

4.竃子機器

1.3 衛星通信装置
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1,4 宇宙開発機器

ノ

わが国の宇宙開窕も,東京大学宇宙航空研窕所の科学衛星1,2

号の打上げ成功により大きな前進をみたが,宇衝'開窕出業団を1-1.心

とした実用衛星打上げ計画も,昭和50午皮の技術試験術星・電航

層観測衛星の打上げを最初の目標として着々と進められており,ま

た気象庁を中心とした気象衛星計画も具体化しつつぁる等,各方面

で活発な動きがみられ,衛星および打上げロケットの開窕,地上施設

の整備も本格化する段階を迎えた。

当社においては本年度も,衛星本体およびその鬨連機器を中心k

開発を進め,また衛星通信用大形アンテナ製作技術を背景忙,大形電

波望遠鏡建造の技術的検討,大形天体望遠鏡用精密回転台の製作等

を通じて,宇宙科学分野への貢献もはかっている。

゛

J

1.45 Mφ電波望遠鏡

東京ヲミ文台を中心に 45M IE波U1述焼を股力'する,汁廸iがある。当

社では,幾多の衛星通信地[リ■を建設してきた」支術的災箱を皆景に,

本45Mφ雄波望述鏡の技'術1御検二Jに恊力している。との級では継

界に類のない高鏡画粘皮・品指向袷凌が饗求されることであり,駒

者に対しては Homo}ogy のぢぇノj,後占にはマスタコリメータブj式の

採川を挟1り,次のような料.能の大形アンテナのリξ現が可焼であるこ

とを見きわめた。

(i)焼醐精度 0.'1 mn11nns

(ii)指向の絶ヌ井削生 5゜11000

(iH)指向の再別性 1゜μ.000

(i→開口能率 5GHZ にて 70%

(V)周波数 1~73GHZ

2. AATB (英・豪望遠鏡庁)向け 150 インチ天体望遠鏡

英・豪両政府共同計画で,メーストラリャのサイディンづ・スナルグ天文

台に設置するもので,工場組立が終了し,娼イ1n 打太オース1ラリャ

K向け醐荷される。

完成後は南半球で最大の望速鏡となるが,総重量如0トンのマウン

トには,回転の円滑性を得るために高精度の火形複合コ小紬受を赤

絲轍に使い,油圧による静圧軸受を赤経軸に使うとともに,現在世

界で製作可能な最高精度の平歯車による駆動歯車列を冬軸駆動に採

ナ1」している。天休望速鏡の完成は 1973年末の予定で,1974年から

観測が開始されるであろう。

3.電離層観測衛星プロトタイプ

電雜層観測術星ば,電航眉反射を利用する無線通信倒線の能率的

設計および周波数の効率的利用をはかる目的で,電凱層および電波

雑音の世界的分布を測定する主ミリションの突用術星であって,宇宙

開発*業団のご指遵のもと,昭和50年打上げを目標にエンジニアルづ

モデルの成釆を基礎に,づロトタイづの製作を行なっている。

づロトタイづは衛星の性能を確認するため,予想される宇宙県境な

らびに打上げ時の環境条件kつ仏て,さらに過酷な条件の認定試験

をおとなV、,フライトタイづの原型にしようとするものである。

当社は主契約者として,日本電気・東芝・日立・富士通・松下通

信・沖の各社の協力を得て,本年度完成目標に最終の試験をすすめ

ており,特に信頼性・品質保証管理は,わが匡珠刀めての厳格な仕様

に,'づ込た、ので,芥社一休となって推進L,蒲々とまとまりつつ

ある。

4.航行衛星用狭帯域トランスボンダ装置

運輸省電子航法研究所よりの発注で,わが幽独儀の狭桜域伝送方

式による航行衛星とう載削トランスポンダの基礎試作品を完成した。

これにより航空機・船舶の測位,気象・遭難通信を含む交述管制

の通信に、利川しうる、のである。試作品は衛星ーユーザ山1線は狄

帯域FM による者ラ',に00ポーの PCMデータ伝送および,9,6R、1玲

のi則位信・号の中継用 L パンドトランスポンダであり,狄帯域化のため,

位相同期によるトラリキンづフィルタを備え,牛ヤリ卞アクづションスレシホルド

は,-130dBm,アクジションタイ△は約 1秒,帯域幅251d1■,送信1_Ⅱ

力2.5W,重量6]璃以下,周波数は送偏'1.6GH.,受信1.5GH"帯

である。

5.姿勢制御試験設備用テレメータ受信・コマンド送信装置

宇宙開発亊業団計画の衛星姿勢制御試験用に製作された, テレメー

タ受信設備とコマンド送信装置であって,i靭者は受信空中線・受信部

・副搬送波復調制御部,および復調部からなり,後者は PCM符号
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図4.11 可搬形地球局アンテナ

TTanspoTtable eaTtl〕 station anlenna

機に,ミニコンビュータが使削された。づ口づラミングを変史することによ

り,各局忙割当てられるコード変更,局の辿加{C対しても容易に対

処できるようになった。

(e)地球局の通信装置は30OW送信電力裴置を除き,全固休

化され,きわめて高信頼度の運用が期待できるようになった。

2.可搬形地球局アンテナ設備

通信地球局あるいは研究用衛星通信地球局用のテンテナとして,直

径12.8m 可搬形アンテナを開発した。

アンテナ形式は,2回反射集束ビー△給電形とし,高い電気性能を

実現するとともに,送受信機などの電子機器を地上に設置し,解体

・組立の便を計'つてある。卸止術星を対象としたもので M帥山1

T血oking方式である。

アンテナの外観は図4.Ⅱに示ナ。下記にそのおもな性能・諸元を

フ]く叉す、'。

2回反射集束ピーム,給電形カセグレンアンテナ形式

AZ-EL 方式,レール"訓倫式マウント

駆動方式: リードスクリューによる Manual Drlve

主反射鏡 直径 12.8 m

受信利得
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発生部.標準トーン発生部・コマンド送信機・アンテナなどよりなり,

姿勢制御用衛星モブ1レに姿勢制御用司令(151MH力を発射し,136

M既のテレメータ信号を受信して,姿勢制御系の試験を行なう。

1.5 マイクロ波アンテナおよびマイクロ波部品

当社が製作納入してきた,日本電信電話公社地上マイク0通信方式

用アンテナの累計台数は,昭和47河玲月に 2,000台を突破した0 し
π一1゛

かし,無線公衆通儒jl」の伝送路に対しての火容量化・品『'嬰化 1「1」

信頼化の要求は,イにとともに強くなっている。このすう(趣)勢に

対処して当社のマイクロ波アンテナおよびマイク0 波部品について、,

新力式である20GH"帯超多重PCM 通伝ブj式用のものの肝拶§につ

とめるとともに,りι来11§允をなしていた 2,4,5,6,11,15GHZ

帯ル1のものの,特件改誇と漸製品開兆を継続Lてhなっている0 以

下に,昭村147年!断技術の代喪γゾなものとして,20GHZ 帯川カセグレ

ンアンテナと分波裴羅,6GHが帯用 1叫転磁界形1鬮製移相器を紹介す

00

1'超多重PCM 通信方式用 20GHZ帯カセグレンアンテナ

Π木電信電話公社武蔵野電気通信研究所の多中継実験岡線用と

して,同研究所ビ指遵のもとに 26台製作納入した。形式は,低サイド

0一づ化を目的とした鏡画修整形カセづレンアンテナを採用した。主反射

鏡1刑111直径は 1.8m および 33m の 2種あり,利得はそれぞれ48.4

dB および53.9dB である。また一次放射器開口而での雨滴付濳に

よる入力電1、1{定在波比および交差偏波識別度劣化を防ぐため,主反

身J鏡開口而に,ガラス繊維強化ボリェステ}レ枝甥旨の半波長形レードーム(逐

過損失0.7dB)が装着できる。

2、超多重PCM 通信方式用20GHZ帯分波装置

20GH.帯PCM再生中継装置(1.2節の 3、項参熈り刑で,送艾

分波器とチ七ネル分波器からなる。送受分波器は,3(1B ハイづりツド1川

路と力り1、オフ遵波管からなり,後名の力四トオフ岡波数(19,35GΠ力

を境として_に、ドの帯城を分波する。通過"リ或内(1.フ(、;H力くのそら

人損火0.3dB 以ド,人ノJ VS＼VR I.2以下である。チャネル分波器はり

ンづ共繊器を3段飛ねだ治域通過ろ波器で,通過帯域内(3山MΠ力

でのそう入損火0.5dB 以下,入力 VSWR I.2以下である。

3.6GHZ帯用回転磁界形無限移相器

従来スペースダイパーシティ用無限移相器としては,半波長板装荷円形

遵波管を機械的に同転する形式のものが使用されてきた。この無限

移相器は,円形導波管K フェライトチューづを管軸力向に装荷し,管杣

と直角方向に適当な強さの直涜磁界を印加すると,管内を伝送する

マイクロ波の直交2偏波問に180度の透過移相差を生ずる現象を利用

し,この直流磁界を外部コイルによる河転磁界と,、ることにより,

機械的無限移相器と同様の効果をもっ。機械的なものに比べ,応答

が早く,軽量で,機械的摩耗がな込などの特長を酒っている。

1.6 データ伝送機器

1.電力系統安定化装置用情報伝送装置

送電線の*故によって系統か分断された場合,各系統の電力需給

バランスをとることを目的とした系統安定システ△は,系統規模の拡火

に対処するため,ますます集中化・広域化の方向に進みっつぁり,

またその伝送処別時問も,たとえぱ幹線しゃ断から制御完了までの

所愛時間0.2秒以内ときわめて高速を要求されている。この系統安

定システムに使用され靭腎報伝送装置としてすでに納入,述用中の

四国電力 q凋の ECS,'ド部電力中月の SSCの各システ△におけ

る運用実績のうえ忙立ち,さらに,これに新しW要求を満足させる

ための改良を加え,中部電力休凋のCSCシステムおよび関西電力

(株) BSCシステム則として,新しい情報伝送装置を開兆納入するこ

とができた。表4.1は, CSCシステ△における名・信号の仏達方式を

示したものである。

系統条件信号は,テレメータj・11CDT の空ビ四卜をイ吏用して伝送して

いる。また起動信・号の伝送忙は,1恬袈ごとに専鯏の符号伝送装置

(TT)を使Ⅱ」し,1,200、PS で伝送している。 TT の符・号方式は戸リ炯

符号を設けず,述続した令f号列の中から迎続的に複数ビット a2ピヅ

ト)をストックして検定する方式を採用した。との力式の符号誤り率

け,四"0(四ーエレメント誤り蔀りであり,伝送遅れ時開は 17mS 以下

でめる。

関西返力休幻の BSCシステムに鬨連して,従来のCDTに対して,

機器の動作状態や赦P計肖都のよらな2値恬報,データの数値情報,さ

らに IS0 コードによる文牛气矯ι号など異なった種類の情祁を, フロ・ワ

クの糸11み介わせにより伝送できるよう,よりはノV川性をもたせた

新し゛CDT涙置を鯏発納入Lた。この裴置は,亭故恬報など迅速

に伝達する必要のある情桜に対Lて優先伝送が可能なようにし,電

力耻.水位二亨のように変化の遅込情報に対しては,サづコミュテーシヨン

で伝送するなど情報の内容によって伝送方法を切換えられるように

なっている。

2.計算機を中心とした制御用伝送システム

電力.水道.ガス.河川・道路ギ劃Cおける,いわゆる広J或集中管

表 4.1 伝送方式
Transmission system

CDT

(200 ポー)

相乎端母線事故(幹線
1 力所)信号
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理システムにお゛ては,中央局に計算機を導入し,自動割'算処理によ

るオンライン制御がその火半を占めるようになってきてφる。上述の

CSC, BSC もその一例であり,またCDTは,計算機による自動給

電システムの情蛾伝送装置である。これら電力用以外に、幾っかの計

算機を中心とした集中制御システムを納入した。そのー,二の例を報
告する。

東京都南多摩新都市開発本部水道部(多摩ニュータウン)k納入した

送配水制御システムは,団地内約10力所のボンづ設備を愛宕管理本

館の中央局で染中管郡するシステムで,47午3打その一期工、喫が完

成した。剥'算機はマイク0 コントローラ M-]船を使jH,伝送路け,400

MH.多力向多重匝孫泉を使用している。データの伝送け20OB,常1時

サイクリ,,ク伝送力式を採用,符号検定は擬巡同符号を11jい,とれに

さらに制御{舌号には定マーク検定および固定パターン方式をg村Hして

いる。ゞータ処理は日報イノ向戊・手ータ収染・積算.系統別集計などを

行なってφる。

大阪瓦斯(株)における都市ガス生産供給調整システ△は,全供給

系統をーつにまとめた非常忙大きなシステ△で,伊才会所.ガハ'ナステー

ション'バルづステーシ.ンなど約120個所を周辺局とし,計覗1.監視項

目の最大容量はそれぞれ950項目,3,480項目,また制御は設定値

制御を採用最大1,960項目の容量となってぃる。とのシステムの一部

は,46年12打から突運転に入っており,47年度はその二期工出分

を納入した。とのシステムにおけるデータ収集は,制御用小形計算機

MELCOM 350-5 を中心として構成されており,手ータ収集力式は

ボ]ルグカ式,符号検定は擬巡回符号を採用して仏る。

3.国際データ伝送用 2,40obsP モデム

1四際ゞーテル DE-1に引続き,2,40ob郡の岡際チータ専用回線業務

用モデム(D↑一2)の排"副倒乍に成功した。この装置は,高・)卸浩域通

イd路でデータおよびバ,りクワードチャネルと 1,て,それぞれ2,400,751〕PS

まてのテータ武り'をj司波紋分1判により同時伝送でき,また,欝話,

FAX との助暫田血鯏耕彪、イiする、のである。この芽1置仕 CCU'T

勧告 V26, V23, VX にi北1処し, 11/VルⅡ生と五拠件をもった奘榔

である。ナータチレネルは,士述の V26 の変",W0凌形式AおよびBに

共jⅡ可能でワンタッチで切換えでき,また,にoobpSへの述j11切換

えも可能となっている。速い同期確立時冏(8.5ms)により高能率

のボーリング述用が可能で,信号伝搬時冏の長込国際通信では特に村

効であり,また再生中継器としても使用することができ,占有周波

数帯域が狄く(1ρ00~2,60OH力回線の振幅,遅延ひずみに対して

裕度が火きい等の特長を有するものである。

1.フレ

用レーダなどがある。また当社独自の方式による三次元レーダは実用

装置として使川され始めた。

新技術の開発の中では,マイクロ波IC技術の進歩が特笹される 0

(a)新しいマイクロ波 ICの技術

マイクロ波半遵体索子の積極的利用と,マイクロ波IC設計技術の硫

立を計り,全半遵体化マイクロ波IC によるレーダ,およびレーダ用マ

イクロ波部品の大幅な採用が可能となった。とれにより,ますます高

件能化ご側艷化するレーダ機器の小形化・商信頼化が進み,また超

小形レーダや,とれらを多数配列してアレイ倩成にし,位1耕制御によ

り, 1Ⅱ、Υ、ピームをコントロール 1る弓＼く Wil_いレーダシステムの,没訓・・ 1四

作ができるようになった。

{1D 独冉のパ}レスド四づラレーダ技術の俳打E

従来の移例ル作票検川奘擬に比べ,1,000イ冉以 1二、強い固定反射の

,・ヤの移動Π標が探知できるよらになった。との技休加何発により,従

来不可能であった超低空飛子糾刎本が,レー女で発見 d雛祝できるよう

になるので,今後各分野への漸し込1心胴が則待される。

1.中距離追尾レータ

本レーダは,人工衛星打上げjlJロケットを肖動辿尾して,その飛し

よう経路を記録するシステムで,当社とΠ本電気ぜ幻が製作分担し,

昭羽M7午8打末宇楡開発、喫業剛稙ケ島宇楡センタに納入設置され

た。

水レーダのお、な特長は,次のとおりく'ある。

(a) Bケットの初期抽捉"逃尾を硫火に行ならための広いビームを

有する粗アンテナと,精往添氾尾を行なうための狄いビー△を有する

精アンテナとを,同一1川転マウント上に設置して,磁捗'で高精度の角

度追尾を可能とした。

(1,)蹄鄭辿尾には,従来のデ'Υ機械式にか力って个電Υ,式のデ

イづタルしンづンづ方.べ左1采jⅡ 1,粘1吋・1'?;竹1・1,;頼刊1の向上弓・"か

、.た。

2. J/FPN9空港面探知レータ

尚速1川転アンテナを川いたジ上波局分解能レーダ仕,光に 1 リ機を

大阪松1際空港に納入し,ついでその改良形である yFPN-9 を昭和

46年12打北海道千鰻空港に設置した。引き続き千歳空港でレーダの

実用試験を受け,所期の成果が確認されたのち,昭和47年2月か

ら運則に入っている。本機の改良点はアンテナ廓靈h部に美喩令地対'策を

施したこと,レーダ機器を設置したASDE塔から約1,5km離れた管

ダ

レー女およびその脚述機器は,昭和47年、引き続き多くの栂i聖↓品

を送り川し,斯技術を牛み川した。新製品には,ロケット追尾用の中

距籬レー会,途隔指示機付きの空港而監視レーダ,レー少ルー付・き気象

五^
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制塔に,遠隔指示機を設置して,その間をとの種のミリ波高分解能

レーダとしては,世界で初めて長距籬のピ手オ伝送を行なったととで

あろ。

3.出気象用レーダ

ハリケーン多発地帯にあたっているカリづ海諸島に,一連の気象用レ

一互を設置するととが,国際連合の下割職構である WMO (世界気

象機構)によって計画され,当社はすでに5台のレーダの据付けを

完了しているが,47年は引続きキューバ向け 3台,りヤマイカ向け 1台

を納入した。

とくにづヤマイカ向けの、のは,レーダ,ルーによる速隔監視が可能

で,角度伝送もディづ夕1レ方式1て変えて,精度・安定度の向上を剤'つ

てぃる。その概略仕様は,伝送距雛16km,使用周波数帯7GH"

で,伝送項Πおよび変調形式は,ピ手才およびトリガは FM,力位・

ぎょう(4の角の角度信号は,各12ピット並列(約0.1皮単位) FS-

SS-FM,監視表示24項目は,直列FS-SS-FM であり,伝送速度

は200ポーである。本装置は,今後ますます進むであろう各地のレ

ーダサイトの無人化忙も大きく貢献するものと思われる。

また同種の気象用レーダを2台,インド気象庁にも納入し,インF'洋

上に発生して,例年大きな被害を与えてきたサイクロン予報のため,

カルカ.,タ,マドラス両地{て据付けた。

I×〕PP 補正,およびミニサテライト局を目指した多重化などを行ない,

所期の成果を得た。

IC化による TV,およびFM 中継放送装躍を,本午皮屯 NHK

はじめ各民放局に多数納入し,放送文化の普及に貢献した。特に映

像音声分籬方式による,10~30W 中継放送装置は,高品質多段中

継用として4儒平を得ており,延61局を納入した。この装置は,映

像1.・{牙と高・声偏号の千沙がなく,伝ぱノVひずみに、強いと込う特↓*:

カイiする。また,奘置の側体化とともに消貧電力が少なくなり,バ

ヅ,りフロ,イングによる無停電電源が併j+1されることが多いが,従

来のバ,四,jノ攻電電"1の安定化に使jUされた,シリコンド0,ヅ{に代わり

トランジスタチョヅ{方式を採川し,無接点化するとともに,無停電傑誕

時問を約30%増加するととに成功した。

この分野忙おける技術開発は,雷害対策として,バイファイラコイル

を応用した分雌端子板,仏送特性の高品質化のための群遅延等化・

1.8 TV およびFM 中継放送装置

産業用テぱ'ジ,ン機器の利用は年とともに多様化する一方,規模

も大きくなった。重工業関係忙おける各種監視は、とより,レづヤー

用から両像通信用端末機まで広範囲に活用されている

昭和47年度に進展した ITV機器1志用巴して特筆すべきものに,

ワンマンバスjU機器としての力ービジョンの水略的尖Ⅱ、」化があげられる

辻1社力ーピづ.ンの製品化は昭和45年忙さかのぽるが,法規的な制約

等種々の理由でその普及のテンボは門'初の予想より緩やかであった

しかしながら,その後の1年以上にわたる各力1印における使用災績

から,宍社の力ービジョンの商性能・袖」イ'頼性が芙舌正され,また匁iし

く製品化した CV-902B形では,超広角レンズ(f=6.5mm, F=1

1.8)の開発により,従来やや不足ぎみであった視野を拡大し,画質

についても昼夜を通じて平均した両像の得られるものとし,本格的

戈用化の緊地をかためた。その結果,現在では 1,200台以上の納入

実績を達成することができた。カービジョンは,上言己のパス用に限らず,

今後大形車や特殊車両の事故防止にも利用され,激増する交通亊般

対策に重要な役割を果すものとなるであろう。図 4.16 に力ービジョ

ンの使用例を示す。

また世界最大のトンネルとして,江Πされる;'1函トンネ1レの下東現

場監視用として納入したITV装置、特記すべきものである。

カメラ設置場所が海底トンネ1レエ事現場という悪環境忙あるため,

カメラケース・中継器などkは特に厳重な防水・1坊食対策を必要とした。

また伝送線路にも海水の浸水による特性劣化を最小限にルめるため,

同軸ケーづルを靡し,最1て1.5km の映像伝送を PEFO.9ψの平役欣、1

ケーづル C行ない,トンネ1レ内に設置した 8台のカメラの1山Ⅱ象を管到!卓

務所ぐ監視し,ト:,マル内作業の安令なしび1、円滑化衣計っている。

1.9 産業用テレビジョン

凹 '

ミニコンピュータとワイヤードロジリクとの中間領域をねらった超小形は

ん用制御装置として,業界に先がけて開発・製品化した三菱マイクロ

コントローラ"MELMIC-1Ⅸ)"は,現在まで,そのユニークな着想と低

価格,高信頼性,取扱いの容易さ等の特長が各界に好評を博し,こ

の分野での着実な地盤を築きつつある。

1.10 シーケンス制御装置とその応用

.

図
Example
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実用例を分類すると,その用途は非常に広範囲にわたってぃるが,

その中でも生産ラインの自動化への邁用が最も多いのは, MELMIC

-100本来の性能にうまくマ,チしたためであろう。応用面での昭和

47年度の顕著な特長は,流通システム(冑動倉庫・スタ,カクレーン制御

コンベヤ搬送ライン制御)の分野への適用が急増したことである。

このほか,各種自動試験装置,ゞータ処理,データ0ガー,づログう厶制御

など自動化・省力化の分野や,水処理制御,状態監視等環境整備や

防災・安全等の分野への応用、目立って込る。

表4・2に受江・納入実績からみた業種別,刑途別の分類比率を
示す。

適川の一伊ルして昭不1147年3打には,山惨掬棹符泉が開通したが,

おi袖戸駅に MEI,MIC-100 を1心用した駅幟内自動放送奘置が納人.

運用されて゛る。詳細は 6編 1章を参照されたい。

なお,大奔_靴・低価格のデータファイルを必要とする分野にヌ寸する

MEI"MIC-100 の適用を容易にするため,磁気ディスク装置(メモリ奔

表 4.2 MELMIC-100 の応用分野
APPⅡC(1field of micro contr0Ⅱer MELMIC-100

MELCOM-7000シリーズは,昭不Π45年4打の発表以来引き統き

好嗣で急速に需要を拡火しつつぁる。この問の使用経験と新しい要

求に基づき,ハードゥエアとソフトゥ1アに多くの新規開発と改良か行な

われ, MELCOM-7000シリーズは総合能力が・一段巴向上した。以下

にハードゥエアとソフトゥ1アの開兆状況と特長,代衷的な遭用分野にお

ける使升1例を紹介する。

1. MELCOM・7000システムの本体

MELCOM-7000 シリーズには, ME上COM-7500 と MELC0Ⅳ1-

フ7船の二つの火形とヰU杉のシステムがある。とれらの木体訊抄X1モ

n 学、{,阿11分打i

量3kw・ 8kW または 16RW)を接続ナるためのインタつエイス回路

を開発し,周辺機器のファミリに加えた。

1'f公乃

(公,1 夕介む)

0 ?0

幻、鋼・ノ亡属

W司沈別分類

トランづスタチず,パ式安定化直流電源は,昭和43年に開発されて以

来,その小形・軽量・高効率を特長として各種制御装置の直流電源

に使用されてきたが,近年いっそうその重要性が注目されて込る。

このトランジスタチョ,ワパは,さらにスィヅチングトランづスタの駆動力式

を逃圧駆動から電流馴証ψへと改良し,同路の紺素化を計るとと、に,

入力電訓玲 ACPC共則とし,交流入力または直流入力のいずれに

て、使用できるものとなり,加えて朏造的には箱形.パネル形,お

よび力ードフレームにそう入可能な力ード形巴品種をそろえ,冬方画く

幅広く利用できるよう使用可能範囲を拡大した。

図4.17 はそれぞれパネル形および箱形の 150W トランづスタず.,ゞパ

の製品.例で,什様はつぎのとおりである。

AC/DC I0OV入力

1」」カ 5V 30A 150W

大きさ(mmンパネル形 480(W)×220(D)×150(fD
"゛.J..

村i 形 148(W)×162(D)×130(1D

40

生産ライン制御

1.11 静止形電源装置

地締・機械

0

2.電子計算機

川1今のわが国電Υ・,汁御機をとりまく内外榮境は,きわめてきびし 力而より爆発的た受注を得,.皐"1休制も幌道にのり好開なスタートを

いものがあり,業界の協謝と伸屡を計り,世界の産業・経済発展の きった。

ためにいっそうの精進と努力をつづけているが,この中にあって当 周辺端擶て機器について、,当社の特長ある新製品の開発を行ない,

社の電子計算機部門、鎌倉製作所内に計算機工場の組織が確立され, カラーキャラクタディスづレイはすでに 300台の生産・出荷を進めており,

着実な進展を示している。 ゞイスクメモリにつ仏ても固定へッド形・交換パヅク形の生産をつづけ,

小形電算・憐のト,,づの座を占める MELCOM-80シリーズは,主力 47年9月には小形磁気ゞイスク展示会を開催し,カートリ,,ジ形ディスク

機種の MELCOM-83侶4 が依然好調で,国内.輸出を含め2,000台 メモリの新製品の発表をした。また各種周辺機器・端末機器の開発が

近いル仔寺をつづけ,47年4月にはハノーバ国際事務機械ショウに新開 行なわれており,新製品も順次発表の予定である。

発機種MELCOM-88 を発表し,業界の注目を受け,,・でに 100台

をとす受n1を1与ている。 2.1 MELCOM7000 システムシリ ズ

雌業用の MELCOM-7000シリーズは,風際電信電話中幻納めの作1

際屯刑通儒交換システム(AUTOMEX)や,宇偸開発*業団納めなど,

すぐれた特長を生かしたシステ△を納入L,好調な受注出荷をつづけ

ている。

また制御用計算機シリーズの MELCOM-350βOF,350/5F は,鉄

鋼・電力・化学・情報・交通などの分野で師かしい実績を築いてお

り,特に「、1本1貞有鉄道向け武蔵野操車場自動化システムの受注内定を

得たが,本システ△は MELCOM-350/30×2, MELCOM-7500×2

で,貨市制御と恬祁制御を行なう火規模な、のである。

ーカミニコンビュータ MELCOM-70 は46年Ⅱ11に発表以来,夜1係

60
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ジュール化された各種装置から榊成されており,それぞれ独立して動

作すること1てより高い処理能力を発揮する。命令のアドレスをダイナ

ミ,クに変換することによって,メモリの使則効率を品めるぺージ動的

配置機構,最高224レベ」レの外部と内部の割込みを制御する優光割

込み機俄などのすぐれた機能をもっている。

2.補助記憶装置と周辺装置

MELCOM 7000シリーズでは,3.OMB から 6.2MB までの固定へ

ツド形の磁父ディスク裴置,6.OMB, B'1MB,94MB の名・種容呈の

交換形の磁氣ディスク装置を接続できる特に固定へ・介形は,敢大

3,00OKB/秒の超高速度の転送速度の仕様のものがあり,タイムシェア

リングの補助記憶に有効である。

磁氣テーづ装置は,最高192KB 秒の 1,60ORP1のものまで按玩

できる。

周辺装置としては,高速から低速の各種性能の力ード人出力,紙

テーづ入出力,ラインづりンタ,マークカード入ノJ, 1望1形出力用の装置がそ

ろっている。

3.通信制御と端末装

通信制御装置としては,従来の単回線通信制御装置と多重通佃制

御装置に加えて,通信制御処理装置(CIOP)の接続を可能とする予

定である。 CIOP は,入出力処理装置(チャネ】レ)と通信制御裴置の

機能をあわせもち,主記憶装置に直結される。主記憶装置の中のづ

口づラムと CIOP の中のマイクロづログラ△によって,入吐νj制御を行な

う方式の採用忙より, CIOPは,種々多様な通信速度・データ転送方

式.制御方式.端末装置に自由に応じられる柔軟性をもっている0

通信制御の各種処理は,中央処理装置とは独立に並行して行なわれ

るので,中央処理装置の負担は大幅忙削減される。

端末装置としては,10字/秒と20字/秒の遠隔タイづライタ装置,

7色のカラー表示が可能な遠隔キャラクタ手イスづレイ装置,遠隔手ータ

入力装置, OUK一兜00あるいは MELCOM 70 を用いた遠隔バッチ

端末装置,遠隔光学マーク読取り印字装置,スマートターミナル,速隔づ

ラフィック手イスづレイ装置が使用できる0

この抵かにづラフ表示や各種の編集機能をもった遠隔キャラクタディ

スづレイ装置や,音響結合端末などの開発が進行中である0

4.モニタプログラム(制御プログラム)

MELCOM-7000 シリーズ忙は,バ.りチ処理・りモートバ・りチ処理'りア

ルタイム処理・タイ△シェアリンづの四次元の処理を同時に実行し,また,

各種の適用分野と規模忙適合させるために4種の特長あるモニタが

使用できる。

(1) RBM (Re址 Time Batch Monitor)

MELCOM-7000システムの高速演算処埋,高度の優光度制御が可

能な多重割込機能,高速ステータススィッチング機能等のハードゥ1アを利

刑することにより, RBM は,高速のりアルタイ△処」里ができる点に

特長がある

(2) BPM BTM(BatC11 Processin琴'rime・sharing Monitor)

BPM/BTMは,上記の四次兀の処理を美行することが司能な基

本のモニタであり,バヅチ処理を中心とした応用分野に適している0

この 1年にマルチパ.ワチ,新しいアクセスメソ,ワド,スづ一1し,チェ,りクボイン

ト」スタート,カタロづドづロシリュア等の各種の機能が追加された0

(3) UMS (univeTsal Multiprogramming system)

UMS の制御のもとで実行される各づログラムは,バーチュアルなメモ

リアドレス上に作られ,ハードゥエアのぺージ動珀り配置機構忙よって,命

令の実行時に実際のメモリのアドレスに変換される。これによって,

づ0グラ△は尖行1侍にメモリの任意のくーづ忙ダイナ三ヅクに割付けるこ

とができ,同時に実行されるづ口づラム数の市部樹よなくなり,メモリの

使用効率は向上する。 UMS のタスクマネジメントは,ハードゥエアの優光

割込機能の使用により効率のよいタスクスィッチングを行なうことかで

きる。また,ファイ1レ処理.通侶制御処理のために豊苗で効率か局い

各種のアクセスメソッドが完備している。

5. UTS (universalTime・sharin宮 Systenl)

UIS は,上記の四炊 t処理を同時に並行して処劉!できるモニタで

ある。特に UMS は,最大128台の端末装置まく、1司時に並行して処

理するタイ△シェア」ンづが可能で, BASIC, FORTRAN, COBOL

をはじめとする各種のタイ△シェアリング用ソフトゥエアが完備している0

6.プロセッサと応用ソフトウエア

(1)数理計画用ソワトゥエア FMPS

昭和47年6月に高度の数理計画用ソワトゥエアの開発では,菊名な

米国の Bonner and Moore 社と技術契約を結び, FMPS(F山Mtio'

Dal Mathematical programming system)を導入した。 FMPS は

原料の混合問題,生産能力の配分や輸送問題,在庫管理などの問題

K使用することができ,特K石油精製・石油化学・鉄鋼・金属.航

空・鉄適・食品工業に有用な応用ソフトゥエアである。

(2)その他のづ0グう厶の開発

このほかに各種の通信制御ハンドう,バランスド手法を採用すること

により,性能を一段と向上させたディスクソートづ0づラム SORI E,

MELCOM-31Ⅸ)のアセンづラを MELCOM-7000 のアセンづラ忙変換

するづ口づラム,一般技法の抵かに,数量化理論までを含む統計解析

ライづラリ等多くのづログう厶の開窕が行なわれた。

(3)適用例の紹介

(a)国際電信電話(株)国際専用通イロ交換ゾス丁△

このシステムは MELCOM-7500システムが2台使用され,専用の中

継交換用ソワトゥエアシステム MELCOM-RTCS (Real Time commu・

nications system)によって,処理が行なわれる。このシステムは,

複数の顧客が電子計算機の資源(Resources)を共同利用する形をと

つており,したがって,各顧客づルーづ単位での中継交換業務の機密

性が保たれるよう十分な考慮がはらわれている。

当初,このシステムK収容される回線は 1卯回線である。通信速度

は,50 ポー.75 ポー.200 ボーの混合収容が可能となっている。

(b)東京大学^教育用計算センタシステム

この計算センタでは,一般のパッチ処理の抵か忙問題をセルフサービ

ス用力ードリーダから読み込ませると,数秒後にラインづりンタに処理

結釆が1」」る形式(これを力フェテリア方式と呼んでいる)が可能であ

り,教育センタとしては理急杓と注目を集めている。これは,コア常

駐形の FORIRAN コンパイラである FLAG (FORTRAN Load an(1

GO)によるもので,処埋速度は,毎1少 60~100ステ,づで従来の人

形計算機の約10倍の能ノJをもつ。カフェテリアjⅡ端太裴置としては,

750枚分の力ードリーダと 600行分のラインづりンタを 2台ずっ使川

している。

(C)インテ,ク大規模計算センタシステム

インテヅクの東京センタ忙は,現在 MELCOM-フ700 システムが納入

され,とりあえず大規模な科学技術分野の受託サービスを始めてい

る。イン予,クはこのシステ△を拡大し,将来人規模な科学技術計算サ

ーピス,タイムシェアJンづサーピス(TSS),データバンクサーピスなど幅広く情

報サーピスを提供する構想をもっている。
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(d)栞製造会社一'・・・総合オンラインシステム

某製造会社では販光管劇!・物流管W!・生産管退1!等の目的に MEL

COM-フ700システムを使用している。中央のパッチ処哩に加えて,構

1人」1,、啼泉を使用したタイづライタによる開合せ処郡,200 、PS の公社山1

線を仙用した千ヤラクタディスづレイや, MELCOM-70 ミニコンビュータに

上る恬桜検索や閏動倉庫処到!を行なっている。将来はさら1"諾末装

桜を」竹強して,大形のオンラインシステ△への発媛を計画してぃる。

(e)某研窕所一一突験奘匙の制御システ△

栞研窕所では突験裴置と MELCOM-7500 の間で商速のディづタル

ゞータの蹄轍を送り,突験裴毅の芥種の制御を行なってぃる。

1. MELCOM350/30F

制御川1姉機に長い歴史をもっ当社の卞力機純であるMEI.COM

-350βOF は,そのすぐれたコスト/パーワオマンスによって,鉄釧.確

カ'奴、f力'化学工業等の遭1Ⅱ分野において,づロセスの計測.;例御
'ブータ処川rびの洋翁劣に威力を兆抓し,良好な火鎖を示しっつぁる。

川仟1卜1フィ1qこ1.1さらに広い遭用分野に対応するために,性能の向

1:および機能の強化を火施し,別在"W鯏卸継小く■る。

1ゞ、なι女」ι',1、U1次のとおりである。

心0 マイク0づ口づ心命介の先取り b式の採川皙,制御機削の強化
によって CPU の淡算処蝉判ijEか向 bした。

( h)"j変1、命 1)のハードゥ1ア化,コゞよびバ什)十レス↓,H,1広人を
オづン.ンとし、C付加 L ハイト処j11!州消をを向にした。

(0)オづシ.ンとして二」k系インタフェイス機挑を付切ル,ニ!1i.系シ
ステムをΥ下易に1博j戊く・きる。

(d)チャネル制御機拙の強化により, MPX およびSELチャネルの

ゞータ松送述度を向上し,またオづションとして, SELチャネルの」"設
付加を可能とし入出力処理性能を向上した。

(0)システムファイルとして使用される磁氣ドラム装置の記録密度
をあけ,記憶容量を拡大し,データ転送速度を向上した。

2、 MELCOM・350/5F

MELCOM-350/5F は,小形制御用計算機 MELCOM-350/5 の後

継機種として発表以来その特長である高速演算能力および高信頼度

が,拡火する各種づロセス制御における高パフォーマンスおよび高信頼度

の必安性にこたえて,すでに数十台が客先{て納入されか動してぃる。

J'本システム開発完了後は,おもにコスト低減を目的とした改良設
il'と介せて次の機能拡帳が;汁られた。

(i)上メモリの容!'拡張性 U女人容}辻 32k 吊)

(H)芥純フェイjレセイフ機構

(愉)オー 1、りスタート

(iり川線接統機挑

3. MELCOM350入出力装置

制御j"計算識シリーズ MELCOM-350シリーズの人川力裴鑁は, 1Ⅲ

11卜16 午3 上1にモデルチェンジを完了し,1 牙機を川荷し,以後着々と

突箱を械みあげている。この人川力奘置は,制御ル1計算機の低価格

化への安求,淌信頼姓の突現,小形化の実現,仕様の多様性に対す

る岻町心性を,次のような手段で実現してぃる。

(i),論j1Ⅲ"Ⅲ名のフ'本業イ・か染樹川路

(五)大形機能力ードの採井」

(途)パスの標準化

2.2 MELCOM350 システムシリ
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とれにより, MELCOM-350 シリーズの人吐νJを,30/30F,5/5F,

7に共通のものとし,配線の減少,接剛部分の減少,製品の均一化

が突現され,酉醗泉のナJント?'板化を突施し,モジュールの多様化がは

かれるようになっている。

ハ'スは DeYice oTlented なものに係i隹化さ才し,ハ'スを延長すること

によって,計算機内部に使jHLている制御装置や,ユニ汁を迭編地

に設置できる速隔制御裴置が容易に突現できる。述隔制御共置には,

ぺりフェラルハ'スを延長して,周辺機器を計算機本休の設置場所から誹

れた衷務所などの速隔地におくための,りモートペりフェラル奘置,アナ

0グ入力のス牛ヤナ, AD 変煥器,アナログ入力制御装置を速隔地に設

置LてAD変換された§冉来を,計算機本体に送るととによって,語

ぢ線を大幅に減少でき,スピードをそこなうことなく,粘皮向上がj明

待できるりモートスキャナ装置がある。

づロセス入川カユニ,"としては,上記の標;_佐奘備以外に,郁々の

制御対象に合った、のが用愆されているほかに,コンソー」レ10 として,

オペレータコンソール,多数の1没定型窒・表万捌翌などをヌリ'霊よく接続でき ,

ディジタル入川力の点数尉加,速隔化が可焼なものが胴愆されてぃ
る。

ズ

MEIC(〕M 70 1,11☆」{小焼の11んj1にニコンと 1 て,最W徐兇の技術五,

¥古集して1刑発された、ので,昭村卜16 午11j1の兆太以来市場の注U

征巣め,受江・川倚と、1噸訓に1ル移L,てぃる。

昭不IN7{1り望1よ,_1辻し,て人川ノJ奘躍の拡充とソフ 1、ウ↓〕,関係の允

シだに雨.,瓢がおか九,多荷多様なユーザの饗求にとたえられる体制が
完成した。

(1)「・い央処"!裴躍およびその付加装腔関係

主ぎ引意装置として従来の商速コアメモリのほか,半遵体のりードオンリ
メモリが利用可能になった。

これはユーザづ0グラムを要求により ROM化できるもので, ME上

COM-70 の応用分野をさらに拡充するものである。

科学技術計算用のハードゥエアとして,浮動小数点演算装置がイガ扣

可能忙なり,浮動小数点四則演算を中形機並みの高速度で処理可能
にしている。

づロセス制御用のオづシ.ンとして新たにフェイjレセーフ機構が開発され,
この分野からの要求を完金に満たした。

(2)入出力装置鬨係

補助ヨ引意裴置として,3種の固定へ,,ド. 磁気ディスク装置(32,

価,131k 語)および大容li{:ファイルとして カートリヅジプイスク装置(5

M 八'イト)の接統を■1能にした。

磁ヌ(テーづ似j係では,9 トラックの磁気テーづ 1獣織のほか,カセット磁

ヌ〔テーづ裴鑁を接条1ι111f捲にした。

j制辺機器としては,紙テーづ機器,カード機瓣,ラインナJンタ,ディジ

タルづ口,り夕などのほか通信制御装買を介して,キャラクタディスづレイ,ク

ラフィ'りクディスづレイ,述1籍タイづライタなどが接続而1介Eである。

(3)通信制御裴置関係

通儁プj式・伝送速喫等の述゛にj心じて,3極の通イ'_;1例御奘胤がJⅡ

慈治れている。すなわち,はんル上凋歩式,ぱんjU同則式および商速
同期式が完備した。

(4)づロセス入H_1力裴置関係

コンビュータにふさわしいはん用 PI0 装置として,づロセス入出

2.3 コンビュータ MELCOM70
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図 4' 18 ミニコンピュータ MELCOM-70
八linl、computer MELCOM-70

力多能モづユールが完備された0

これは.ゞイづタル入出力・1円込み入力・アナロづ入ⅡνJ'パルス入出

力等の接統モづユールを,必要点数だけ組み合わせてコンパクトに突装
できる、ので,比校小刈寸晃模の H0装羅としての経済性を配慮し

てめる。

(5)ソフトゥ1ア樣1係

制御づψ'ラ△関係くは,入出力制御づψ'ラ△がハードゥエアの開発

と並行して拡充された。

またモニタ関係では,従来からある BOM, RTMが強化され,さ

らにこれらのディスク版が開発された。

言語づロセッサ以"系では,従来からある2種のアセンづラ,会話形の

ほか,かねて開発中であった8KFORTRAN およびりアルタイムFO

RTRAN の完成をみた。

標準の応nJづψ'ラ△関係では,通信制御ソフトゥエアの拡充と図形

処Nパッケーづの拡充が注日される。通信制御関係では,多囲線、局

速回線のサービスがづ0セス制御等と同時に行なえる,はん用の回線

捌御づログラ△が作成され,また図形処理鬨係では,ディジタ}レづロッタ,

グラワイ町クディスづレイの基木パッケーリおよびづロセスディスづレイとしーぐ開

発された, M340G カラーゞイスづレイのパッケージが用意された0

..

゛
^00駈

'メ

.
13ξ蚕ヂ

^喜f/、 1

籍,'

1
"む速、_1

'^智、踵瓦一艦璽

一[゛ー

と,3種の使"Ⅱ去が可能で,システム楢成、融通性忙富んでいるから,

幅広く各種業務分野に適合くきる。

図 4.19 MELCOM-88 小形電子計算機
MELCONI-88 SmaⅡ electronic compuler.

e=

仏)主記憶装羅として,1k語のICメモリと,6.4k語の手イスク

メモリを組み合わせたハイづり,ワドメモリシステ△を用いており,1C メモリ

の高速姓と,ディスクメモリの大容量性の両面を生かしている。

(b)入出カインタフェイスカ式を標準化してあり,カセット磁氣テー

づ奘置やラインナルタなど,現存する各種入出力機器のみならず,将

来新しい入出力機器も接続でき,白ステム構成に雨虫通性を持つ。

(C)割込み千一により,随時オペレータの割込み操作が可能であ

る。

(d)固定へッドディスク・カートリヅづディスクなど大容量メモリの接続

が司能で,大容量のデータファイルを処理できる。

(e)テンキー入力IC より,英・カナ・数字をタイづアウトするビリング

ターミナル数台を接続して,マルチビ,ルグシステムを村遅成できる。

(f)オンラインシステムの構成が容易である。

(g) MELCOM-83胴システムインタフェイスを用い, MELCOM-83,

認を組み合わせたハイアラキシステムを構成できる。

(h)アセンづラ,づ口づラムジェネレータ,コボルなどにより,システム設計

やコー手イングのみならず,づ口づラムの管理や修正屯簡単忙能率よく行

なえる。

(i)空調や特別の電源は不要である。

2.高速プリンタ

MELCOM-83,84および88忙接続し,出力印字機能を一段と高

め,システムの有効性を増大させることができる。

特長

(a)フ×9 ドットにより,英・カナ・数字をきめ細かく印字できる。

(b) 165字/秒と高速で,60行/分(132字/行のとき)のライン

づりンタに匹敵する速度を持つ。

(0) 5枚のコビーがとれる。

(d)比較的騒音が小さ仏。

MELCOM80シリーズ小形電子計算機2.4

y'J ゛.

MELCOM-80シリーズは,昭和43年以来毎年新機種を発表し,受

注実績も年々増大してきたが,昭和47年5月には, MELCOM-83

の上位機種として MELCOM-88 を発表して,好評を博し,受注台

数を急伸することができた。また, MELCOM-83,84用出力装置

として高速ナルタ装置の接続も可能となった。

とのほか, M814, M824形固定へッド磁気手イスク記憶装置,お

よびM801形力ートリヅジ形磁氣ディスク装置も開発され, MELCOM

-88 の内部,外部記憶装置として使用するととも忙,従来の M811

-1四形とと、に,シリーズとして外販も開始し,好成綾を収めた。
1. MELCOM・88

従来の MELCOM-83FFの機能を,語長,演算速度,内部外部

記憶容量,入出力装置の接続数,入出力装置の処理速度など,あら

ゆる点で一段と高級化した MELCOM-80シリーズの上辺機種である。

づログラミンづ言語もアセンづラのほか,コポルを使用することができるの

で,一段と簡単に各種業務処理が可能である。 MELCOM-88は

(幻ラインづりンタを接続してパッチ処理に

化)大容量磁氣手イスク記憶装置とビリングターミナルと称する直接

入力伝票発行端末装置を複数台接続して,ダイレクトインづツトディスクィ

ンライン処理に

(C)通信回線制御装置・カ,,づう端末などを接続してオンライン処

理に

園厩モ'、一姪一ー
宏,
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4、電子機器

情報しステムの発逹に伴い,マンマシンコミュニケーションを容易かっ迅速

に行なえる手段として,キャラクタ手イスづレイ装置の需要が急速に伸び

てぃる。こと忙紹介する機種は,すでに業界で多くの実績をもつ

M340カラー牛ヤラクタ手イスづレイ装置の炊機種として,開発実用化され,

昭和47年K出荷されたものである。

1. M340G 図形表示装置

本装置は,各種づラントの状態表示・監視などで特に要求される図

形およびトレンドづラフを 7色で表示できる。,ーなわち,14形カラー

CRT上 1,280(40字X訟行)の表示エリアに,116種の文字のほか

に,63種の固定図形画素および書き換え司能な31種の任意図形画

2.5 キャラクタディスプレイ装置
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巣を川いて称々な関形を表示できる。さらに重ねAわせ表示も可能

である。トレンドグラフは 256XBO0ゞJ、の座標 kに,3 本のグうフをX,岫

にヌ寸1心し.たΥ励データとして表示される。

そのほかオづシ.ンとして,ライトペン,ハードコピー装置,およびカセ

引、磁気テーづ奘羅が接続、ΠΠ走である。

2. M 345 キャラクタディスプレイ装置

本共羅はモデムまた仕マ1レチづレクリを介し,最大9,600、PS の通信

速度でil'排1幾に接続され,3レベルアドレスカ式,ステータスボールなどの

採川に上り扣1胤N)転送効率を向上さ・辻ている。

'il'311裂主た11 牛ーポードからのデータは,14 形商解像度 CRT 上に

最大 2,000 文字(80字X25行)まく・3 色で表示でき,9×フドットマト

リクスにより字質の向上をはかっている。また豊富な縮集機能のほ

かに,タづセヅト機能・づロテクト機能・数値打ち込みエリア指定機能な

どが付加されている。

オづションとしてはアイテム製択機能をはたすライトペンのほかに,数

締のハードコビー装置およびカセット磁気テーづ装羅が接続可能である。

2,8 カセット磁気テープ装置

手

J"",,イ,"^"'ノ"H[『

図 4.21 M、3如G 図形表示装置
M 340 G gTal〕hic display

化)

( C )

る。

目下当社の NIELCOM-88, MEI,COM-70, MEI"COM-350/30F

に遵入さ九か動中であり,0鳶M販光も行なっている。図4.23 に

学古呈写真を示す。

(3)交換形ディスク記憶装躍84H の国産化

沖・ユニパックq幻との恊1司開発で,1BM一別ル1 相当の交"亘形ディス

ク記憶饗置の国産化に成功し, H下当社鎌介燃作1所く11産中であり,

OUK 9000シリーズ, UNVAC 大形システムに遡川され多数か動中く

ある。

嵯
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使用温度範囲が広く,耐じんあい々、1群肋り芯全である。

故障の自己診断・表水1亭保勺.性への配態が完ぺき(旦幻であ

情報処理システム発展のかなめとも言われるファイルメモリも,その

用途拡大に伴い要求される性能、多岐にわたり,とれにとたえて従

来の機種に加え下記5機種の製品化を達成し,その要望にとたえて

し、る。

(1)小形固定へッド形ディスク記憶装置 M810, M814, M824

従来のM811の記憶容量幅を上下に拡大し,10万から205万ビ,,

トの要求にもとたえ得る体制を確立した。 M810は量産化設計を徹

底させ,素子に MS1などを遵入して,装置価格を低減させる一方

形状の小形化を計り,ロポットなど小形自動機のメモリとしての配慮

をした。 M814, M824 は,磁気へ,,ド.円板の改良およびFD記

録方式の遵入,実装法の工夫で記録密皮の向上を行ない,大容量化

を実現した。すでに当社の小形計算機MELCOM-88, コンビュー

タMELCOM-70 に導入されか動中であり, OEM販売、開始し好

評を愽している。

(2)小形力ートリッジディスク記1意装置 M801

小形亊務用計今1機・ミニコンピュータに性能はもとより,価格・寸法

.使用上の手輕さなどで交換可能な手イスクメモリとして業界に先がけ

て製品化に成功した、のである。

新技術を盛り込んで次のような特長を備えている。

(a)高速りニアモータの採用により待時問が小さい。

ー"ーー

2.6 磁気ディスク記憶装置

2.フ 小形磁気ディスク記憶装置(M810形)

この装置は,従来の M8U形磁気ディスク紀憶奘躍q副意容量27

万ないしは54yjピット)の突禎,および市場の要求により新しく開

兆されたもので,特忙小形化・軽量化を割'つている。記憶容量はデ

ータトラ・ワク 8 トラ・りクで7 万ピット,19 トラックで 10 万ビヅトーCある。平

均御埒問は 8.6m.,データ転送速度は 50okbi蛤心である。周辺回路

は,1トラ・,クずつ選択アクセスする直列転送方式で,記録方式は N

RZ である。インタフェースは,1C論理レペルに合わせてあり,従来の

M811形と同じコントローラを使用することができる。用途としては,

各種計算機の主メモリ・補助メモリをはじめ産業用ロポヅトのシーケンス

制御装置など,情報化・省力化産業の記憶装置として幅広い用途が

期待されている。

図 4.20

76

三菱カセヅト磁気テーづ装置 DR-20RAWシリーズは,川倆146年窕

表した DRI0シリーズに改良を加え,信頼性をあげるとと、に保守

・点検がより容易となった。データの誤り率は磁気テーづ忙依存して

仇るが,実際には 10-8~10-9 の範囲にある。

本機の特長は下記のとおりである。

(a)最新の ISO Draft lnternatlon.1 S捻nd町d に凖拠してぃ

る。

(b)テーづトランスポートメカニズムは両ブj向性で,かつ精皮か高くテ

ーづ走行が安定である。

(C)メカニズムの回転部分およびしゅう(摺)動部分に,すべてホ

ールベアリンづを使用し信'頼性を向上させている。

(d)安定な自動カセットイづエクト機構がある。

(e) READ after wRITE 機能により,書き込みチェックが可

能である。
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原子力第一'論「むつ」シ三ユレータ,火力y'電所J卿転訓練シミュしータ

は,現佃順夛鄭こか動中くある。これらに使わ九たアナログ演卸要索

は,りニア1C などを多用した高性能のものであり,規模として、,

演算増幅器300台程度の火形のアナロづ計算機である。

はノV用のアナ0グ剤'算機は,演算増幅浴R60台程皮までの小・中形

の EA7450形が好調に出荷された。

一方,はん用の大形アナログ計算機は,モデルチェンジを行ない EA

7270形忙なり,完全なファミリ化が完成した。とれらは師1路力式に

も特長をもたせて,きわめて高安定・高性能なもの・Cある。
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図 4.23 M801力ートリッづディスク記憶装置
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図 4.24 M8W形小形磁気ゞイスク本体
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表 4.3 各荷テ'イスク什様一覧

D玲1く ProductS Ⅱne up

M811

N18]4

5401くビソト

IY1824

ク

;入1834 156N1 ビソ 1

8414 '23?M ビノ 1

8.31ns o.5 M E ,ト/秒 155mlnφ 1枚交換不可

IV1801

21、1 ー/ 1

8.31ns

2.9 アナログ電子計算機・アナログシミニレータ

宅、,^,

60 ms l?.5 八1 ビ,1・/秒.356mmφ"枚交換可

({)磁気テーづの二つの 1ラヅクを独立に使用することができる。

(g)カセットのA肌i・ B而の検1イ1機能がある。

(h)メカニズムは水平使川・垂直使胴の両用性があり,本装置を

使畑する機器の構造設計上自山痩が火きい。

48N1ビノ 1

8.31nS 11 N1 ビッ 1、/毛D1 2]onlmψ】枚交疑不河
__1 __________1 _____

I N1ヒ'ソ 1/砂 3051nmφ 1枚交換不可 117 111S

40 ms !1.6 入1 ビ,ト/紗' 356mmψ?枚】枚交換可}

'畩知 1】.?5M ビソト/秒 1 356 mmφ85 111S

0.5 入1 ビ,1、/砂 1 ?]o mmφ 1 枚交換不可

電子機器
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1.大電カトランジスタ TR 250A

表4,4 に示すように,最大コレクタ電流250A,コレクタ損失625

W という超大形トランリスタTR 250A の開発{C 成功し,昭和46年

Ⅱ月より量産を開始した。

とのトランジスタは,シリコンNPN単一拡散構造で,飽和電圧が低

く,ン1く電i充で'も井白ψ扇率が大きく,また二淡1逢イ大にヲ金い特長をもつ。

さらに電極部に新しい方式を採用したことにより,加圧接触矯造が

可能となり,高信頼皮を得ることができた。

TR 250A は,大電流のスィッチンづ・増幅等に広込用途があり, j'

でに各方面で応用されて成果を収めつつぁる。またTR250Aの成

功により,とれまで困難とされてⅥたトランジスタの大電流高圧化技

術に対する足がかりっ新与られた意義、大き込。

図 4.25 カセット磁気テーづ奘置
Casse杜e magnetic tapc

3.半導体素子・電子管

2.逆導通サイリスタ

高速スィ,ゾチ・ングサイリスタとしては,世界で初めて電圧定怖2,50OV

の電流定怖40OA,最火ターンオフ時間30μS の逆導通サや玖夕FR

60OAX-50の開発試作に成功した。この素子は,新鋭地下鉄車両の

力行用車載チョ'ゞバ装置,高速度電車のづレーキ用チョッパ装置等に使

用するため開発されたものである。この素子の出現によって,車赦

チョッパ装置は素子数が半減し, LC 回路定叡が小さくなって重量・

容積ともに大幅な減少が可能となった。

従来,逆阻止形高速ス千,チングサイリスタでは,もっと、すぐれた、

のでも電圧定格1,30OV,電流定格如OA,最火ターンオフ時問20μS

であった。逆遵通サイリスタのターンオフ畔H剖30μS は,回路応用上逆

阻止形サイリスタのターンオフ時問15那に匹敵することを考えれば,

との FR 60OAX-50 を使用するととは,回路設副'上きわめて右利

となる。

また昭和45年に開発完了した電圧定格1,30OV,電流定格 40OA,

最大ターンオフ時問30μS の逆導通サイリスタ FR 50OAX【26 に加えて,

(1){呆守・点検が容易である。

また,主要性能は淡のとおりである。

19.050m/S (フ.51PS)テーづ速度

長時問速度変動.土2%以下

士3%以下瞬時速度変動

30mS 以下スタート時問

30mS 以下ストッづ時問

60S 以下(ただし90m テーづ長)テーづ巻戻時開

80O BPI記録密度
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爾 馨

図 4.26 TR250A
の外形

Higl〕 power translstor
type TR250A

電流定格70A ・150A ・ 30OA,最大ターンオフ時問 15~30μS の各

逝尊通サイリスタを開発し,70Aから40OA までの系列化を完成し

3.高速りカバリダイオードのシリーズ化

昭羽145年に,商速スィ,りチング用ダイオードとして SRIHM の量産

を開始したが,昭和47年皮忙は一砥流定格20OA(形名 SR 20OT)

・ 70A (SR 70F)・ 30A (SR 30 C).10A (SR IOB)の 4蚤の高

速りカノW ダイオードを新たに加えて系列化を行なった。

SR 20OT は,大容量化・商周波化するインパータおよびチョ,パ奘

置の帰還用,およびワライホイール用ダイオードとして肝Bをを要蝦された

もので,耐圧は1,00OV,最大逝回復時間3μS,最大逝圃復猫荷脚

μCである。高耐圧で,かつきわめて小さ込逝岡後雀荷を得る技術

は,,、でに定評ある高速スィッチングサイリスタの製造技術の応井jによる

、のである。

高速りカバリダイオード SR 70F, SR 30C, SR IOB の最大逝回復

時開は,それぞれ 1μS,0.24μS,0.2μS である。

4.高圧プレーナサイリスタ

民生機器および産業機器に広く使用されている小電力用づレーナ形

サイリスタCR02AM およびCR2AM は,その高而"噺ヒが望まれて

いたが,サイリスタ接合部の表面処理方法のむずかしさから,歩どま

りょく安定して高耐圧品を製造することは困難であった。

づレーナ形サイリスタの接合部を保詮している,酸化膜中の不純物を

著しく減少させると同時に,接合表画を安定化させる表画処理技術

を確立することに成功した。とれにより,定格ビーク繰り返しオフ

電圧,および定格ビーク繰り返し逆電圧40OVの高耐圧づレーナ形サ

イリスタを,歩どまりょく製造するととができるようになり,かつ従

来のづレーナ形サイリスタに比べ,耐湿性および商添師力作寿命等に対す

る信頼性を著しく向上させることができた。この高い信頼性を有す

る高耐圧づレーナ形サイリスタCR促AM およびCR2AMは,今後ま

すます広い分野にわたって使j打されるであろう。

5.ストロボ用高速スイッチングサイリスタ

写真機のストロポ装置の制御用14商した高速スィッチング用サイリスタ

CR3DZ を開発した。とのCR3DZ の特長は,電圧定楴40OV, 電

券

"
甚当

共

写髪一

図 4.27 各種高速りカ
バリーダイオードの夕幻杉

(左より SR20OT, SR70
SR 30 C, SR IO B,→,

i」二 SRIHM)
Fast lecoYery lectifier
diodcs匙

図 4.28 スト0ポにi速!スィッ
チンクサイリスタ

CR3DZ

High speed swltcl〕1ng t11y・
一茶'」

工IstoT CR 3 Dz foT eleclro・

nic flasheT.

流定格3A,最火ターンオフ時問6μS という,ー・般の高速スィ,ワチンづ

サイリスタとしての定惰特性のほかに,20OA~30OA という大きなパ

ルス 1翁充を所tしたときのターンオワ時問,いわゆるパルスターンオフ1HH剖

をも短くなるように設計されて込るもので,この種のサや玖夕では

国内で初めて俳"笹された、のである。

阻止状態での込れ電流の増加,才ン電圧降下の増大を打1えて,バ}レ

スターンオフ時・開を知くする当社独肉の製造技術の開発に成功 L た結

果, CR3DZ の量産が可能となった。ストロポ装置においてCR3DZ

は,約30OV に充電された容量約500~1,000μF のコン手ンサの放電

電流である,クセノン発光管電流(波高値200~30OA,時定数約1.5

mSの指数関数的電流波η汾を任意の時点で,しか、短時冏にしゃ

断する能力を有している。また短いパルスターンオフ1時問を村している

ために,上1心の発ジと管磁i充の卸Ⅱ卸に玄、要な1蟠流 3ンデンサの容五上を,

紗W~7μF に抑制するととが可能である。との低か, CR3DZ は

高速スィ,,チング消として・一般に広く使用するととが可能である。
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1.ツェナダイオード

(1)低電圧ツェナダイオード

ツェナダイ才ード MZ 200 シリーズ(6V~24V)に,新たに 3V ・ 4V ・

5V のツェナ電圧を村する低電圧シリーズを緋乃管した。パンチスルー形

降伏現象をはじめて定電圧制御に突用化したユニークな接合形式を

右する定電圧制御用ダイオードである。従来低延電圧用として製造さ

れてきた合金接合形に比較して.降伏特性がシャーづであり,動作抵

抗は 3V 用で標準25 Ω qz=10mA),4V用で標準28 Ω qz=10

mA),5V 用で楞晒gl0Ω qz=10mA)である。これにより IC 化

畿器等における低電圧・低電力化に必要なシャーづな低電圧制御が

可能になった。

(2) 50omW ツェナダイオード

従来から市販されている,30omW形ツェナダイオード MZ200シリー

ズに続き,新たに 50om凡V形ツェナダイオード MZ300シリーズを開発し

た。 MZ300シリーズは,音縛機器・テレビ用を主用途にパワーアッづを

行なった、のであるが,従来の MZ200シリーズ●比較して外形寸法

はほとんど変わらず,電極材'料の改良忙よって小形ながら許容損失

50omW を保証できる。 DS形ガラスパヅケージ 1ビタ十シャルづレーナ形ダ

イオードである。 MZ200シリーズ忙比較し,高込パイアス地流において

生じる肉己加熱効果によるツェナ電圧ドリフトが微小であり,より高

精度の定電圧制御が実現できる。

2.マイクロ波半導体

Si1ビタキシャル技術を改善し,オートドーeンづ層を極小に抑え得るよ

5になった。この結果, X帯CW最高出力0.7W,効率7%,パルス

三菱電機技報・ V01.47. NO.1.1973

表 4.4 TR250A のおもな定格
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幅'20那で1.2W の Siインパットダイオードが各種手パイス{C利用でき

るようになった。さらに K 帯でのりード形互イオードは, CW 出力

0.35W,効率4%,帯域幅2GI・し以上となり,,'ぐれた回路特性

・低雑音特性に加えて出力も向上した。

ガンダイオードは, X帯CWの発振1_H力の最商値は 20omw,効率3

パルス川力は 1μSパルス幅で3＼V, K 帯での CW出力は 10onA¥,

に到逓した。 1,イ頼性については,これまくに納入した当社のガン発

打論挺鄭のか動突装から,安心して突別できることを証明した。

X帯用商性能UD形Pinダイオードを開発し,約千個をX帯MIC

化5ビット 360゜手イジタル移相器などに突11]化した結釆,好成頴を得

た。

ミリ波朋のしゃ断周波数50OGI・b以上の超小形G.ASバラクタを開

発した。これをパラメトリック増幅器に応用したほか,26GH.から詔

GH.のて込信器に使用して損失一3.8dB, HVJ22.7dBm を得た。

3.発光ダイオード

当社では,昭羽145年より(G山一N AI×) AS 赤色発光ダイオードME

112 を市販し好評を得ている。 ME 112 はトランジスタへ四ダTO-W に

高輝度(G山一X AIO AS 窕光索子をマウン1、し,エポキシ枝討指でレンズ

状に被覆したものであるが,このたび, TO-18を用いなφ全枝朋旨

モールド{Cよる高信頼度・長寿命で低価格の発光ダイオードの開発を完

了した。

との窕光ダイオードは,鴨辻詞変の(Ga.-N AI×) AS,または Ga

{AS卜入 P0 窕光索子を,無色透明エボキシ樹}恬か光散乱材を含む無

色透明または赤色透明エボキシ樹脂に對入した、のである。図4,29

は,今回開発した ME116発光ダイオードの写真を示す。との発光ダ

イオードで光散乱材を含むものは,ダイオード全休に発光が広がり見ぱ

えがよくなっている。橋造およびエポキシ桂朋旨の改良と相まって,動

作温度範囲がME112 の一30゜C~+55゜C より広く,-30゜C~十75゜C

になって込る。定怜通電寿命試験 qF=50mA, ra=2デC)より,

有用寿命は玲万時間を越え,耐湿試験・蔦温保存試験・通電寿命

試験などの信頼度試験を満足し,高信頼度が期待できる。

順プj向20mA における全光牙U1代表値として5.5mlm であり,

との値は」画常の表示ランづとして十分な明るさである。また光軸方

向の光度は同じ電流値に対して代表値が lmod となり,光軸を回

転軸とする頂角9げの円すい 4W 内の任意の方向の光度は,光軸

方向の光度に対し50%より小さくなら左いよう忙設計されている。

4.ガン発振器

従来,マイク0 波は通信やレーダなど特殊な用途忙限られてきたが,

電子レン芸0戈警及によって家庭にもその用途を広げた。一方,マイク

0 波半遵体を使用して,小形・嵯量・長寿命を特長とするガン発振

器は下記のような広い1志用画を持ち,今後ガン発振器の実用化によ

つて,マイクロ波の一般への普及はいっそう進展すると思われる。

(a)電波信号発生器.存在を幸歐羽するため,または定められ

た場所への到達を報告するための信号発生器

(b)空冏モニタ:限られた空問(使用波長によって変わる)に,

誘電率の大きな物体の存在を検知するセンサ

(0)距雛センサ. 1波長以下の微小距雛から数十m までの距

雄の測定,または規定の距雛内に物体が近接したことを検知するセ

ンサ

(d)相対速度の測定:仏わゆるド.,づラ効果により,移動物体

の椙対速度を測定するもので,さらにガンダイオードは直接検波、でき

る。

象 争

(e)移動物体センサ.師止勃川、は検知・辻ナ,移動1勿体のみの

右無を選択的に検知するセンサ

現在,ガン発振器の具体的応胴画を引"石するとと、に,その信頼

性を耐ξ1志するため,ガン丁酎辰器の碍1境市W灸・寿命蔀、験をサ劃施中であ

る。

図 4.29 赤色発光ダイオード
Red ligl)t emitting diode

1.90O MHZ 13.5V 高周波高出カトランジスタ

移動無線機の用途は,警察・タクシ・船舶・航空機・新幹線・自家

用車と年を追うごとに拡火し,情報伝達の即時化・効率化に役立っ

てぃる。との発展の原動力となって込るのは,小形・軽量・局効率

.高信頼性と仏った要求を満Lてくれる,滞糾商毛「司周波尚出カトラ

ンジスタの出現にある。

当社の 150MHZ 帯.40OMHか勝移動11暗泉川正モ周波鴨Ⅱ11ブJトラン

リスタは,その高性能のゆえに,広く1圃内外の移動無線機に使用さ

れてきた。

配締147年初めには,40OMH.帯用として,旧シリーズの特性を大

きく上まわる新40OMH.帯シリーズを開発した。すなわち

2SC1337:485MHZ13.5V ア伽=2W→四0之7W

50OMHZ13.5V 四h=3W→四。之7NV2 SC 975:

2SC1鈴8:485MHZ 13.5V P伽=6NV→四0之14凡V

450MHZ 13.5V 四.打=6W→四。Σ13W2 SC I015

(新) 2SC1315:13.5V 150MH. P翻=0.2~V→450MH■,

ア伽=0.45 W

2SC1315はてい(逓)倍専用の新製品である。

また,昭和47年春からは,近込将来,米国やわが国で大きな情

報媒体となると予想される,80OMfし帯移動無貯尿用としての900

MH.13.5V商周波高出カトランづスタの開発に蒲手した。

この新シリーズでは,90OMHZ13.5V 移動用というきびしい条件

のもとで,高禾噺与・ル÷階域・高破壊耐量・高信頼性を得るため,注

目すべき新技術の数々を遵入した。すなわち

(i)最小線幅2μの商精度パターンの採用にとる高利〒昇化

(H)金蒸着電極の採用による高信頼性化

(途)エミ.,タ蒸盖バランス抵抗の採用による商破壊耐量

(iv)塗布固相拡散による浅い拡散の実現

(V)入凡インビーダンス変換回路の採用忙よる広帯域化

(vi) Nnc (MicTOW瓜妃 lntegrated citcult)イヒに1商した新形パ

ツケーリの採用

上記新シリーズ

MTCO08:

MTCO09:

MTC010

3.3 トラン スタ

の特性例は,下記のとおりである。

90OMHZ 13.5V 四'=3NV→r。=8.0~V

90OMHZ135V P伽=12W^P。=3'9W

90O MHZ 13.5V P伽=0.4NV^P。=1.4凡V
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2.カラー丁V 用トランジスタ

90形Ⅱ0度箭向カラーTV において,水平偏向・高圧発牛の両動

作が・一石で可能なシリコン NPN leタキシャルベース、メサ形超甬j耐Hξ・

大電力用トランジスタ2SC1309,およびょりいっそう色彩の商忠実皮

再生化を実現するために,ビゞオ川力・クロマ川力用のシリコン NPN

三重拡散づレーナ形商j珂波・.☆而仙1トランジスタ 9SC I089 を開発し,

址産休制を硫立Lた。

(」)水、r:11_vjjⅡ 2 SC I{川9

高1柳上・大確流領域において十分広い安全動作領域をえるとと,

およびコレクタ磁流、F降時冏をきわめて短くするための設計むどの

闇題をy'服するととにより, VC即=1,20OV,1C=5A, P。=80W,

'j=0.8那(標準)というすぐれた特性をオ丁している。図4.30 に

2SC 1309 (TO-3 パ,,ケージ)の安企動竹玲頁1或を示す。

(2)ピデオ川力・クロマ川力用 2SCI089

づレーナ 1、怖造をとり,かつ表画 Sio011堕のパ,,シペーシ,ン技術の改良

左はか「ているために,商耐圧でしかもき力めて安定に動作を行な

う。さらに/r>30MH", C励、3PF (智泌りのすぐれた商周波特性

をオiLているため,20形カラーTV の色卦プj式クロマ 1_H力回路にお

いて,帯域幅IMHZ,電圧利得34(鴨程度の良好な動作特性がえ

られた。

表4.5 に定格,図 4.31 に外形fxl (シリコンづラフ、チ四クタイづ)を示

j、。

12

10

1. ROM/RAM 方式電子式卓上計算機用 LSI

IS1開発IC際してターンアラウンドタイムの縮少が強く要求されるが,

とりわけ電子式卓上剤'算機用LS1の開発において最、顕著である。

この明子創切問短縮に対する手法として, CAD の導入と巴もに,シス

テム・回路設計上からのアづ口ーチを試みた。すなわち,電子式卓上

計算機の仕様変更を ROM によるマイク0づ0グラミング千法の導入に

より突現した。

確子式卓上計算機の{則染が決定すると,70ーチャートを作成1門あ

6かじめ11-1愆さ,しメd寅算・フラリづ IJ・トンづなどのインストラクシ.ンによ

りワ0-1ヤートを構成する。炊にインストラクシ,ンで1ヰきかえ亡,れたフ

ロ・・チャートは,ショ。しータにかU て選 f式;,;、〔 L汁算機の千一操作演御

例に、とづいて得齢忍1る。こU珠よ染j1ξしいフ0ーチャートが完成すると,

自羽川りに ROM のゲートマスクパターンを発生ゞる。

当方式によ九ぱ厩体となる上S1が完成すると,種々の仕様の電子

式卓上剤・算機に対して,長い開発期問を要する回路設副'・レイアウト

設計を省略できるので,開発期問を大幅に短縮できる。設計期冏は

当方式の場合2~4週問忙改善できた。昭和47年度当方式による

電子式卓上計算機用工S1として,炊の3機種を開発した。 10けた

用 LSI,]2 けた 1メモリ付き LSI,12 けた 2メモリ付き LS1である。

当方式を杉何長ナれぱ,科学技術用卓上計卸機・電子式計卸尺・電子

式会計機等への応用が而Π彪となろう。図4,32 は]0けた電子式卓

上計耳機用LS1のチ,づの写真である。

2.1024 ビットダイナミック RAM

M58533P は,1NTEL 社のⅡ03A と完全に互換性のあるPチャネ

ル MOS-]024Eツトダイナミ,,ク RAM であり,国内の 3~4社の半導

体メーカ、同一製品を試作しており,完全な標準品である。

との RAM は,ダイナミ四ク膨H乍であるため複雑なタイミンづパルスを

8

イ1ヨ

fヂ

弌、

弌、

、、

Π

3.4 集積回路

6

フ'、^25气,

15,75kH三三し珂 、モ气

,'日,,仁1""-0上(,、、0

4

ノ打

を

100

0

0 ?00 4CO

カレクタ・エミ

図 4.30 2SC
2 SC 1309 Safe

600 800 1,000

ンタ翔'市圧Υ.ハリ

1309 安令動作領城
Operntlon range

1 1"、

],200

('q

2

'・0.C

11三IE三ヨエや、七ル・・*ご・
「 U'ノ;L①倉③ゞ■mm

2 SC I089 0ut]ine

2 SC I089 ratings

項 」ーし
定持仙 単 位

ーーーー^ーーーーーー^ーー^ーーーー1

コレクタ・ベース1郡置圧 VC三0 300 V

図 4.31

表 4.5

へ0
、ゞ.ー]

エミッタ・ベース1珂1忙圧 Vι・β0 1 5 1 V
コレタタ・、にミッタⅢ」1せ圧 I Vι・上0 1 300 I V

〔0

2SC I089 外形図

2SC I089 定格

目
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辿、要とする。 H03A でⅢj}越となるのは,づりチャージ信・号とチ四づイキイ

づル信号のオーバラッづ時問ι0ルを,25鵡から 75nS の問にセットし

なけれぱならないととである。とのととはユーザ{Cとって,温度に

よる回路特性のドリフトを吉慮するとききわめてやっかいな劇題と

なる。また,メーカ側にとって、この IC の測定をむずかしいものに

している。 M58533P は,ι0γιを一 1μS から 75nS の問で動作す

るよう{C11船A の回路を変更している。さらに ICチ,づ内の寄生

容量を小さくするととにより,高速(アクセスタイム 150那~250ns)の

RAM を実現させている。

3.水晶腕時計用!C

このたび開発した水晶腕時計'用C-MOSICは,水晶発振回路部

qを振周波数:16,384H.,または 32,768Hり,15段分周回E儁郁 U"

力● V2H.,または IHり,ステッづモータ駆動出力回路部(モータ駆動

時の消費電流も少なくするパルス縮小回路も内蔵)などが 1個のチ

ツづで構成されている。さらに腕時計の限られたスペース内に収容す
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Lsl chip

4

るため,令確イ・1川路は,じームリードボンディンづ技術売用いた超小形バ

川ケーづ 1人Jに収めりオじCいる。

皮た, C の IC では C-MOS およびシリコンゲートづロセスを採用し

ているため,1.5V 以下の低確Π迹功作, 15μA以下の低消費電流か

、河焼と義り,超小形銀確池1佃で 1年問動作か可能となっている。

またi夜品ディづタル太永式永'Y,時i汁は,モータ・歯小などの機械系を

含まぬ全佑1休化を"1能とする',,、で、将来の電子11寺瓢ν)_愉流と目され

ているか,そのための C-MOS IS1も現在ⅨM阿ヒをΠ指L,て開発

1、1J π【、、壱)る。

4.カメラの電子シャッタ用 IC

最近,カメラの性能向上・高級化の一手段として,シャ,,タ時問を

無段階に制御する篭子シャッタ麺1路が,中・高級機のカメラ忙遵入さ

れるようになってきている。当社は,この制御回路の半遵体 IC 化

に二,三午前よ川孜り組み,このたび日本光学工業との共同研究に

より,その開発に成功した。

開発したモノリシック 1C は,1.8×2.omm9 のチッづ中に一眼レフカメ

ラに要求されるシャヅタ制御機能の大部分を収容したもので,トラン

ジスタフ4石,抵抗28本(総抵抗値,約538kΩ)で構成されている。

また,超高入カインビーダンスの回路を組み込むことにより,アンづ入

力電流を lmA以下にし,長いシャ,,タ時問の制御を可能にしている

のが特長である。

この IC の開発に際し,トランづスタの低電流における電流増幅率の

改良と,16ビンの超小形・高信頼パッケーづの開発が重要なボイントで

あった。

カメラ用 IC は,1C の持つ高信頼性に加えて小形・軽量巴いうメ

リットが活用できるため,カメラの高級化志向による 1レクトロニクスの

遵入とともに将来成長することが予想される。技術的には,高速受

光素子としてのシリコンづルーセルの遵入と,ディジタル制御のための C-

MOS技術の刑Ⅱ何およびその一体化が今後の課題である。

5.高出力 IC 用低価格パッケージ

IC工業の進歩と巴もに,最近では,テレビ,ラづオ,テーづレコーダな

どの民生機器の IC化はめぎましいものがある。これらの応用にお

いて,出プ1部分の高出力化に伴い,1Cパヅケージング技術に課せられ

る役割はきわめて大きい。従来TO-3形,放熱フィン付きモールド形

パヅケーリなどが使用されてきたが,価格的・性能的要求から,新し

いパヅケーづの開発が急務であった。このたび開発されたパッケージは,

低価格・高性能を共に満足する、のとして注目される。

形状は図4' 35 に示されるように実装上使いやすいDual-1n・Line

ノノ,、 1

10 けた確・子式卓_1_二計算機用 LSI
f0工 10 digit desk top calculator

/U "● W .'寺申、'ノ瓢凱ψ、、ノ;'、%ムgx

図 4.33 萩じームリードホ'ンディ

ンづ 1去をⅡ」いた腕
時計用IC

Ic for 訊、τIst watch using ne、V
1〕eam・1ead l〕ondlng method

電子機器

姿瀞

,' 1/

図 4,34 カメラの1琶.f シャッタ
川 IC

IC {or elcctl'onlc camcra

b11U廿Cr

π■く、,、、ナi去はム、長34.6 mm,イ金,語 15.2mm,31三包支、後の1高さ 5.2mm

と小形にまとめりれ,パッケーづの下に自由に配線を通すととのでき

る利点を肩している。

七幽謝内には,1Cチッづを直接銅の1餅反に接介しているため,熱放

散かきわめて」聖く, j'板に放1舛反を取付けることによっ、ζ,バ.りケー

ジの熱抵抗を 8゜Cハ¥まで下げしれる。このため川ノJ157,寸まく

の ICチ,づを収納することができる。

また対止には,最近進歩の茗L゛商性能エボ十シU朔行の成形部品

商州右對妾J旨剤を使Π」したため,すぐ北た耐痴H生をオiLている。【.
、ー,

上!止L力'式はい力ゆる,・1・,空式であり,アルミニウム剤崎泉による超音波ボ'ン

ディングを採川したため,師1湿性とともに信虹1竹y)i島いバッケージ、方武

となった。

枇造的には,迎続内動化作業の容易なもの主したので.組立工程

の山動化により,火きな省力効米を円1待できる。また従来のバッケー

づに使用されていた,企・銀等の貴金属材料を排1徐したこと,加工

率の低い部品を選択したこ上により,材料賀を火幅忙低減するとと

がて・きた。

高性能・商1言頼没・低価格化の迷成により,今後の市場の要求に

十分適応していけるものである。

6. MOSルS1プロセス技術

1チ,づあるいは2チ,づの電卓用 MOSルS1を開発するため,昭

和46年より設計方式忙対応させて,2種類の高集積度 MOSルSI

づロセスの開発に着手した。

ーつは,低V血一Pチャネルであり, si3N4 膜をゲート絶緑膜の一部

に使用する MNOS 構造により,低V血(-2如lts)を実現し,こ

れの安定性と再現性を得るための熱処理技術を開発した。

他のーつは,高Vth-Pチャネルであり,特に高集積度化を目標と

し, si3Nι膜を熱酸化時のマスクに千川目するPlanoX技術の実用化に

より,素子・寸法を従来の 2/3 に縮少するととが可能となり,さらに

各作業工程の消浄化,シリコン単結晶基板の品質向上,最小寸法5μ

の写真雙版技術の改良などにより,チゞづ面碩30 mm'集積度5,0Ⅸ)

個の MOSルS1の製造に成功した。

さらに高集積度・高速度の MOSルSI,特にメモリ用として,昭

荊」45年より開発を進めてきた SⅡIcon・Gate MOS づロセスの量産化

に成功した。とのづロセスは,低 V血(-2Wlts)ーー・P チャネルであり,

前記 AI-Gate MNOS づロセスと此較して,動作速度を 3倍に,十リ

づ面積を 70%に縮少することができた。

時引用 IC として,低電Πξ・低消費電力で動{乍する C-MOS IC

の開発を,昭和46年より進めてきたが, siHcon-GateMNOS 構造

で,動作電圧1.5WltS 以下の時計用ICの試作に成功し,量産化を

進めている。

一方製造技術の面では,フォトレリストと写真製版技術の改良, si.N

^

図 4.35 il"1_Ⅱ力 IC捌低価
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膜.多斜厶見シリコン膜・sio0朕の CVD 技術の進歩, S畭Nd僕・多

結品シリコン映に対する CF1 ガスをΠ」いたづラズマ 1,,チング技術の尖

用化が, MOSルS1 の歩どまりおよび鋪煩陛の向ヒに大きく寄与し
J

ノ」0

1.真空スイッチ管

最近,都市の過密集中化に似会ハ,汗U也および人手の不足ば恒常的

な、のとなり,屯気設備機器に★、jする小形化・省力化の要望はます

ます高まってきた。1寺に開閉装陞にお加てはその機能1.,さらに高

い信頼性が要求される。支空朋閉機器はこれらの要求を十分満足す

る、のとして,需要家各Ny)謎石哉が深まり,最近の真空スィヅ丁管の

需要1剛川はめざま 1,い、のがある。

今岡,竺1社の 10年におよぶ普富な製造経験巴フィールドでの尖穎

をイ)とに,信頼性・量産性を徹底的に辺求して',3/6kV コンタクタと

しゃ剛得別11として新シリーズの真空スィッチ管"RELIA-VAC"を完成

した。その外観を図4.36 に示す。文字どおり H喰h Riliable

VaC如m swltch である新シリーズは,か,、かずの妖機羽1佐採用し,

最新の技術と完令な品質保証システムから生み出された低コスト1萄僻

頼管である。

3.5 力

蝕

1.カラー TV 用受像管

昭和妬年8河に20形および18形の UO゜編向カラー受像管を量

産化,同時にとれを使用したTVセットを発売し業界の注目を集め

た。昭利47午度は14形さらに 16形を含め現肩カラー受像管の広角

化系列を完結させた(ハイライト写真参照)。従来よりカラー受像管の

広鋤偏向化は当然の技術動向と吉えられていたが,電子ピームとけ

込光体ドットとのレリストレーシ.ン忙問題があって本格的な量産に至ら

なかったわけであるが,当社は独幽のけい光体ドヅト製作技術(SL

E方式)を開発し,闇題を解決した。

SLE方式とはけい光体ドットを写真露光法により形成する際忙,

従来の純光学的システ△に新たに機械的システムを加味したことを特

長としており,とれによりけい光体ビットを形成する位置を簡単に

また正確に制御することが可能になった。具休的には従来の方法が

欝光時忙パネ}レ内面全而を同時に露光するの忙対し, SLE方式は,

図4.37 のように露光部分をパネル内画の局部に限定して,その部

分に要求される光路に対応させて点光源の位置を移動し露光する方

法であり,しか、露光部分を順次移動しながらとれに同期させて点

光源を移動,内面全域をカバーして理想的な光路による露光を完成

させる、ので,そのために辿、要な高卸度の点光源ランづの開発にも

成功した。

この方式の導入により従来到達不可能であった完全な補正が得ら

れ,特に際色の一様性と明るさの向上に大きく寄与した。

さらに昭和 47年4j1に 20 形 110゜のづラックマトリ,,クス化に成功,

引き続き 8ナ]に 18形 110゜づラ,,クマトリックス管の呈産を開始した。従

来一般にづラヅクマト小,クス管は,緑・青・赤の各色けい光休の発光

面積の割合が画面上で局所的に不均一となり,良好な白色一様性が

得られない欠点を有していた。今回SLE方式を発展させ,同一光

源で自動的に3色に対応したマトリヅクスを形成させる方法を確立し

,11、j 1入K・、"ー、'、>、ど1>.、、、ー、
゛/ J

3,6

図 4.36 新シリーズ真空スィヅチ管"RELIA VAC"
New、serics vacuum switch "RELIA-VAC"'

て上記の欠点を除き,画面全画にわたり一様な白色を肩するⅡ0゜づ

ラ,ワクマト小りクスカラー管を実現した。

2.情報処理装置用陰極線管

画像情報処理用上して,近年増大してきた要求に呼応し各郁の除

極線管を暁朽§した(図 4.38)。すなわち,ナルタ,ファクシミリ用のフ

アイバ記録管,ビデオづレヤ用の小形フライングスボット管,各種づりンタ畑

の商解像皮フライングスポ,,ト管,レー会 j村の 10 インヲ・16インチづラウン管,

けい光種iに特長をもたせた各種ディスづレイ則づラウン管,および十ヤ

ラクタディスづレイ用,ビデオモニタ用の超闘解像度カラー管などである。

特にワライングスボヅー筒では,従来の P16 け込光面に代わるものと

して新けい光体Y.si0が C0 を採用し, S-4光確面による測光値で

2~3倍1明るく,さらに,従来の P]6 けい光商の最火の欠点であ

つた使打・}「・や山河U叟劣化を皆熊にできたことは特筆に値する。カラー用

のフライングスボッ1J'として,従来の 1^24・P 36 に代わる、のとして

Y3AI?,3G2,00詑: ce を採用し,特に長波長のj'皮を大幅に改誓する

ことに成功した。超高色引象度カラー管は,シャドーマスクの穴のビッチを

極限にまで小さくしたものであり,シャドーマスクカラー管の欠点であ

る画卿のドヅ1、構造を肉眼で感知し得ない程度に微細とし,かつ解

像皮、従来の・一般TV用のものと比べ大幅に改善した。

像

シャドー
マスタ
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原子力発電所の建設にと、ない,エリア放射線監視装買・屋外放射

線監視奘置を納入し,核計奘装置の現地長期試験を行なった。電子

ライナック用の小形加速管を開発し,また超小形工業用ライナリクを製

作した。

当社はさきに開発した陸上用核計装設備を関西電力(株)美浜原子

力発磁所1・号機に笑機と同じ状態で仮設し,長期動作試験を実施し

た。

試験機は本設備とは独立し,線源領域・中問領域・出力領域各チ

ヤネ1レそれぞれ1チャネルおよび比較起動率チャネルで構成した。中性

子検出器も当社燮品を使用し,線源・中間・出力,各領域用として

BF3 比例計数管 ND-8537-55W,ガンマ線補償形電雌箱 ND-8620

および長尺渚雛箱 ND-86如を使用した。電子回路は2面の核計装

盤にまとめられている。

中性子検出器は,核計装用検出器予備孔に実機と同じ状態で設置

した。なお試験装置は動作状況を観察記録することを目的とし,出

力信号などは模擬負荷に供給するにとどめた。

試験は実機の点検校正内容の低かに,中性子検出器および電子回

路の特性試験を定期的に行なうとともに,動作状況を迎続記録し,

発電所の運転に使用している実機(輸入)との比較を行なった。

昭和46年Ⅱ月に装置を仮設し,ただちに試験を開始し,約1年

経過後も継続中であるが動作・性能と、に良好である。なお,昭和

50年運転開始予定の原子力発電所 2づラント向け用として核計装盤

の国産品の採用が決定している。

発電用原子炉の核計装設備4.1

4.放射線機器

GM計数管は1台の検出器内に2木内蔵されくいて,その1本は

測定対象と,・るγ線を測定レンリ内で測定し,検1"Ⅱ_リJはバルス信万

で取出され,との信号は対数のアナログ直流電流信号K変換され中央

制御室の測定部に伝送される。この信号は指示記録されるとともに,

設定レベル以上の放射線量率で警報を発生する。

他の1本のGM計数管は大線量率用GM 計数管を用いている。

これは測定用GM計数管が大線量率では窒忘、現象のため,パルス出

力がカウン抄'ウンするが,この窒忘、現象防止用として設けられた、の

である。との回路の動作は,大線量率用GM管の出力を直流電流

出力として取り出し,この出力信号が測定レンづをこえたとき,2

安定増幅器を動作させて一定出力信号を発生させる。それゆえ測定

用GM管の出力の有無にかかわらず,常に出力信号が低下しな仏よ

うな安全設計を行なっている。

原子力づラント用1リア放身ナ線モニタを完成し,これを関西電力(株)

美浜2号発電所に納入した。

との奘置は各チャネルの完全な独立,耐震構造を採用しており,検

出器はGM計数管検出方式を採用して込る。

エリア放射線監視装置4.2

原子力づラント施設の敷地内外の放射線量率レベルを連続計測する

屋外放射線監視装置を,関西電力中月高浜発電所へ納入した。

中央監視式モニタボスト,現地監視式モニタボストコヲよびモニタステーショ

ンより構成される。

空問7線工りアモニタ,空問β,γ線エリアモニタの測定範囲は,それ

ぞれ 1~105 μR/h,0.1~105CPS である。

信号伝送方式には,当社独自の直流電流信号伝送(線暴率信号)

および衝流信号伝送(線量)方式を用い,すぐれた耐雑音特性を有

4.3 屋外放射線監視装置

尋舞"g秀ン .*"

_______"__^

図 4.39 核計装盤
instTumentation system consoleNuclear

4

ι、゛・一ι'

電子機器

測定対象放射線

陛

測

表4.6 エリア放射線モニタ仕様
Alea Tadiation monitor specificat三on.

検、ノ

定

警報設定範囲

図 4.40 エリアモニタ測定部
Atea tadiation monitor

dta、ver

範

警

出

指

囲

噐

線ツ

検出器設置場所

0.1 血 Rnl~10Rnl

報

記録

GM計数管

測定レンジの全範囲

ラγプおよぴプザー

(中央制御室内およぴ検出器設置場所)

モニタ盤および検出器設貿場所

原子炉格納容器内エブロック付近
充てん(墳)ポγプ室入口
使用済み燃料ビプト
格納容器内計装設備
ドラム詰室

除染洗濯室

毎

^"、^ノ"/J/

誕、'熊'轟泳1念武一.'咲'毛一稔ii、当'嘉

欝
纂
図 4.41 Side couple 形定在波加速管
Side coupled standing 工刃ave acceleTating
SttuctuTe
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している。主た,、べてユニ,りトカード化され,保守点検がきわめてや

りやすいように配慮されている。

また,東示電力 q幻福上W京了ヴJ発確所に,現地監視形モニダルク

ステーションにi没1置する空ⅢH泉lit井蚕則定装1碕を荊勺人 L た。

これは,・般環」尭下における放射線しべ1レ U也質などにより凪なる

か約10μR小)を十分辿上せできる。

4.4 電子ライナック用小形高能率加速管の開発

賑療用電子ライナックの小形化をはかるために,小形で商能率の加

速管の研究をすすめてきたが,このたび Sidecouple仟勿せ作波j川速

テト訓刑窕L,全長約27Cm で1拓リ出皮心力が約 2MNV のとき,せノV

(タD 頭値約130mA の電・子ビームを約 4MeV にまで加速するとと

に成功し,最火平均電界如女は20okVルm を達成Lた。との加速

管は,定在波形を採11-1することによって高樹波電力の確子リ川速への

村劫利川をはかり,さらに心界強度の弱い部分を加速管軸から凱す

こ主によって,ヤ均心牙阿剣女を刷めたもので,従来の進行波形加述

答に比べると,約2倍の電界強座を V2 の商周波証力で逹成した。

この加速管を使用するととによって,灰療川ライナックは,編向電

磁石を省くことができるので小形になるとと、に,操作が僧Ⅱ弛にな

り,安定な川力が得られるようになる。

4.5 超小形工業用ライナック

工業川ライナックとしては,先に X 線出力 2,00OR/min・m の性能

をもつ ML-15R 形,20OR/min-m の性能をもつ NIL-5R 形の 2

機和の製品化を完了しているが,これに続いて,今回薄鋼板向け非

破壊検査用の, ML-1R形超小形工業用ライナックを完成し,製品の

シリーズ化を終えた。との ML-1R 形ライナ,ワクは,エネル半一 90okev

ど世界最小の記録製品であり,しか、X線出力10R/min-m の性能

をもち,鋼板厚さ30~10ommの検査にすぐれた欠陥識別度を有し

会器

ML-1R type linac specification

X 繚発生枢了エネルギー 90o kev

X 線 出力 10R/min-m迎厩L仙Ⅱ1(1,0、V・HIGHU1換え)

X毅川力安定戸 土】0 %小 以四 」一___ト

X 線 」11 Immφ熊

11fイ 30o mlnψ(1 m の1"敵で)11

}i,クくⅡ11 別 40 、-10o mn1 で 1 %以、ト

リ1.,1J.・ソイルご、11Ⅱ
1___

付条 フィ儿 1、;呉1臭

yl^琴捗、,N}'¥玉

4

10o nⅡ"

^ーーーー^ー^^^^ーーー^ーー"ー^^1^ー^ーーーーー.゛.^^^^ー

00・・ 10,・・'
^^^

1 50Π11]1 0.81口i」1

揣影時冏

1長 ,」,ニ

1毛'.^'、

Un

4,フ

4.42

ている。

従来の高エネルギー X謬鄭五過検査裴羅にくらべ,1ネルギーか低いた

めに,放射線のしゃへいが筋単であり,またX線取扱主任の資格で

取扱いができることも,この装1雛の火きな特上ミである。

楢成としては,照射器本体一屯源箱・操竹瑶R・移動台Ⅲと単純で,

しかも小形・嵯量であるので,ハンドリングが容易であり,現地検査

もできる。

お、な仕様を表4.7 忙記す。
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昭和47年度は,計測上制御の分野でも,公共嘴業関係・公害防止関係の新製品が目立っ。また技術面での新し仏傾向としては,ミニコンビュータ

を内蔵した副'測・制御装置が現われている。

計測器の新製品辻 L.ては,公害監視用の重油臼動分析奘置および排煙ガス自動測定裴置,また宇宙観測用0ケ'"にとう(搭)載の磁力計などが
ある。

システム制御の分野では,従来数多く納入されてぃた,鉄鋼など基幹産業向けの制御用計算機システムが後退し,窪動倉庫など,流通部門や,水

処郡などの官公庁向けの需要が目立っ。またミニコンeユータを用いることにより,一般産業での省力化,計i則の内動化などに応用の道が開けてき

た。さらに DDC (直接手イリタjレ制御)により,従来のアナロづ制御機器を置換える試みもなされた。

言1 測1
Instrumentation and contr01

公害監視川に亟油自動分析裴隈・排煙ガス内動測定裴置を製作し,

宇宙観測用0ケ'"にとう赦の磁力計を製作した。また工業用の無接

触形鋼板長さ割'を開発し,車両エンジン試験用の全自動シミュレータを

製作した。

■ 棉11卸

モータ 3線式遠隔表示カウンタ(フK量計)1.1

水遭メータjUの述隔表小カウJタ{,新たL指示数値の修正が容易

に行なえる S形シリーズをくわえた。

従来のカウンタは,内蔵した直流モータを連続同転させて指示数値

の修正を行なうために,修正けた数が多くなると修正に長時間かか

つていたが, S形シリーズは,前而カバーをはずして各けたの数字車

を自由忙手で匝咋云させて修正ができるもので,据付'・保修のための

メータ取換時などに,その都度カウンタの指示を水遭メータ本体の指示

に完全に一致させろことができる。

1.計

受変電室あるいは管凹!室において,各種手ータを自動的にヨ"則し,

日誌へ記録する集中自動計測装置MICAMシステム3400-04を,三菱

釡属鉱業休知秋田製錬所に納入した。

(a)測定項目は,温度が70点, S02 濃度・液面・流量・圧力

その他が45点,重油流量が5点である。

(b)備えている機能は,手ータ記録が30分ごとに 120点の測定

量の順次測定,上下限警報が,グラフィ,クパネル上への警報表示と赤

色記録である。

(C)論理部は,づ0づうヨンづロジヅク方式のシステムを用いている。

器

集中監視記録装置1.2

,

0

鉄綱づうントにおいて,スーナ,づ長さをi則定する方法として開発し

たこの着磁検出方式の長さ計は,走行中の鋼板に磁気マークを施し,

一定距雌後に殺置された検出装置により,その磁気マークを検出す

る。その検出信号により再度着磁を行ない,以後との着磁検出動作

をくり返す。その着磁または検出信号の数を数えるととにより,ス

り.,づのない正確な長さを測定するととができる。その特長は,

(a)交流着磁方式(交流電流を流しておき,摺磁したいときに

電流を仞ることにより着磁する方式)のため,磁気マークの広がり

が少なく正確な検出ができる。

(b) 2個の磁気検出器を用い,光分力式にて信号処理をしてい

るので,検出信月の大きさ忙よる検出誤差が非常に少ない。

おもな仕様は,

士0396 士lm総合精度:

60om/分以下鋼板速度

9,999 m (1m 単.位)最大測定長

,

,

,

,

,

,

1.3 無接触形鋼板長さ計

, .

,

ε ,

図 5.1 集中監視記録装置

Centralized supervisory board.

1.4 重油自動分析装置

昭和45年9同より東北電ブJ(株)との共同研究により,重油自動

分析装置の開発を行なった。この装置は,放射線を利用して重油の

比重・発熱量・いおう含有率の3要素を,オンラインおよびオフライン

で測定するもので,重油の組成のちがい忙よる測定値偏差を,アナロ

づ演算による自動補正方式によって解決した。測定精度は, JIS指

定法の精度に十分匹敵する。

装置全体は,検出部・演算回路部・記録部・重油循環装置・検出

部温度調節器から構成されている。検出部は,3種類の放射線を用

,
一



Y"X

三

いた 3系統の測定系を持っており,それぞれの1_"カパルス信号は演

算回路部に送られ,アナログ演算によって,比重・発熱量・いおう含

有率に此例した出力電圧が遵出される。重油循環装置は,重油を受

入本管から連続的にサンナルグするためのオンライン系統と,バッチテス

ト用のオフライン系統の切換使用が可能となって込る。

゛

図 5.2
Automadc

重油自動分析装置
heavy oil analyzer

'

記録している。速度の測定できる範囲は 20~170bn小である。

との装置は,二つの演算器とデータ比較器により構成される特殊

回路を持ち,雋、に測定ゞータの最高値を表示する。との機能忙より,

電波ビーム内に数台の自動車が走行してφて酒,もっと、速込自動

車の速度を検出するととが可能になり,また測定速皮に混入する電

波伝ぱG極){て起因する誤差を消去している。昭羽147午9月末現在,

100台を都道府県警K納入した。

排煙ガス自動測定装置は,煙道排ガス(S02, NO, N02)の紫外

線領域における共鳴吸収を利用し,三つの波長の吸収率と各ガスの

吸収断面積とから各ガスの濃度を測定するものである。

特長

(a) 1台で, S02・ NO ・ NO0 の 3種類の各ガス濃度を独立に,

かつ同時に測定できる。

(b)純物理的測定法であるから,測定時問が短く,ガス濃度の

瞬時値が測定できる。

(C)他の妨害ガスの影響を除けるので測定精度が高い。

開発第1号機は(株)公害気象研究所へ納入された。また煙突から

排出したガスを遠隔的に監視するレーザラマンレーダ,大気汚染環境濃

度測定用レーザレーダの改良研究により,測定精度の向上,実測上の

諸問題の解決忙成功した。

1.5 大気汚染公害監視機器

光波による頑嘔巨装置"Range Mete" MND-2"は,10m~1,000

m までの距雌を約2秒問で平均自乗誤差士10mで測定できる。と

の測距方式は,連続正弦波で変調された近赤外送信光を測定点に設

置されたリフレクタに照射し,反射されて戻ってきた反射光の位相偏

移量を手イジタル位相測定回路で測定し,距高佳に換算して数字表示す

る方式である。

交通の激しい都会において,また目標物力斗"止しないような陸上

と海上問の測量等,きびしい条件の下でも使用できる。光源,検出

器の半導体変換素子には,当社製の発光ダイオードとアバランシェホトダ

イオードを使用している。

1.フ 精密光波j則距装置

警察向けレーダスビードメータ"RS-7形・ RS-7A形"は,自動車の

走行速疫を正確に測定・記録する速皮遂反取締用機器である。

この裴置は,走行中の自動車に電波(周波数 10.525GHりを投射

し,その反射波に自動車走行速度に比例して生ずる,ドッづラ効果に

よる周波数の変化を用い,これを演算器により速度に変換し,また

1.6 警察向けレーダスピードメータ

本磁力計は,昭和46年12同,東京大学宇宙航空研究所に納入L

た観測用ロケヅトとう載機器であり,地球上層の磁気圏内忙おける電

磁流体波の超低周波磁場成分を測定し,あわせて,徴小磁場変化量

の3成分観測を目的とした、のである。磁氣センサは,セシュームC゛器

を作動物質とした光磁気共鳴方式で,きわめて高感度K,磁場絶対

値を連続測定できる利点をもっている。

磁気センサは,光学系等の改良により,ロケ四卜の運動に伴う疑似

磁気信号を軽減しており,また,均一なパイアス磁場を与えるへルム

ホルツコイルを取付け,磁場のべクトル3成分の測定も司能にした。

身

1.8 ロケットとう載磁力計
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図 5.3 RS-7A形レー互スピードメータ
Radar speed meter {or police 11Se.

総合自動車安全公害技術研究組合向け全自動シミュレータは,各種

排ガスモード運転,およびゞータ処理の完全自動化を目途とし, ミニつ

ン MELCOM-70 を使用し,エンづン(マニュアルミ四シ,ン付き)の運転・

制御および排ガスデータ処理を行なうものである。これ仕,エンづンの

ナべての運転操作が操作盤運転席より遠隔操作でき,動力計主組合

せて各種のモード運転が可能である。

(a)サーポアクチュエータの操作力は,最大 180kg・om (レバー先端

で 10kg),ストロークは,0 ~40deg (レパー先端ストローク 150mnD,

操作レバー長さは 208mm,操作速度は FS O、1S である。

(b)制御装置の動力計制御は,定速度制御は定電流制御・走行

抵抗模擬制御からなり,サーポアクチュエータ制御は,定スト0ーク制御で

制御精度土 1%である。データ処理は,ミニコンMELCOM-70 を使用

している。

(C)動力計は, ED ダイナモメータで,110kW 3,000~8,000,pm

である。

(d)フライホイールは,可変慣性フライホイールで,慣性能率は 35~

75kg.cm.Sをて、ある。
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当社の超音波探傷器は,次のような特殊試料の検査用に用いられ

てぃる。たとえぱ,べりりユーム卸珍孝塊・ポイラ用チューづ.自動升UH ハ

ンドル・ポリ1チレン雑・テフロン棒・ポウリンづ球・自膨川UI」づレーキシューな

どである。

(a) FD-180形超音波探傷器のお、なマイナチェンジ個所

超音波探傷器1.10

昭和妬年夏以来の経済環境の変化に影縛され,システム制御の分

野にも昨年度は淡のような新しい傾向が現われた。

(1)電力設備を除く,鉄鋼・化学等の大形基幹産業の設備投資

が大幅に後退し,公共設備投資に女、」'する商談が活'発化した。

(2)設備投資の小形化に伴い, PCCSも必然的に低価格化の傾

向をたどり,ミニコンeユータの適用が目立ってきた結果, Mフシステム

の商談が台頭してきた。

表 5.1 納入システ△
Systems de11Vered

一探法と二探法の自動切換表示回路を内蔵させたので,標準品の

ままで簡易タンデム法の探傷が可能になった。また Aスコーづ記憶回

路を内付きさせたので,づラウン管の波形記録がヲ・F常にかんたんにな

り,従来のよらな写真撮影機が不要になった。

化) FD-210 形超音波探傷器のおもなマイナチェンづ個所

距航補償回路を標凖内付きさせた。また新方工てのりづエクシ.ン「叫路

を内付きさせた。

2.システム制御

ビル管理

水処郡システム

87
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*.球 1.
NC群制御シズテム 3

"班彬b 1●
電屯試験斐置

以上の傾向は,昭和46年後半より顕著となったが,

実績よりも認められる。

1 ・井1・

,1--1、

3 ゼルの電力.空鬨.エレベータ管理

5

知

テレメータ利用,二重系の採用

昭和如年代の前半は,計算機制御システムの飛躍的発展期にあり,

鉄鋼.電力.化学・石油など,わが国基幹産業の生産性の向上,品

質の改善に大きく貢献してきた。しかしながら,わが国の生産設備

増強, GNP の増大偏重の社会意識から,国民の生活と福祉優先へ

の杜会構造への移行,そして,今後予想される労働排絲合の変化に対

処し,制御用計算機は,広く一般産業のみなら,、,非生産分野の自

動化・省力化あるいは,サービスの向上にも・一役買うようになってき

た。

とりわけ,消費物価対策,資本の自由化対策の一環として,流通

の近代化が重視され,生産から消費にいたる物的流通機構のシステム

化の推進が,強く叫ぱれている。

流通とは,生産に始まり,その保管・運搬・販売・消費にいたる

一連の物の流れを指し,とうした物の流れには,通常,情報の流れ

がつきまとう。そして,商業活動の規模・数量・品種の増大,これ

らの多様化が進めば進むほど,肋ル情報の管理がいっそう複雑にな

つてくる。物の流れの制御と同時に,情報処理を行なう代表的なシ

ステムとして,立体自動倉庫や,自動仕分けを備えた配送センタなど

がある。

一般の倉庫にあっては,古くから,伝票処理・在庫管理に訓'算機

の利用がなされてきたが,立体倉庫の場合,入出庫に伴う搬送機械

の自動制御と格納品の管理業務を同時に処理するのが容易となり,

オン3イン計算機の遵入が定着しつつぁる。

さらに,将・来は,電話回線の開放に伴い,倉庫用計算機と他の計

算機との連けいが強化され,サービスの迅速化が推進されようとして

いる。

昭和47年には,当社は,二つの画期的な立イ本自動倉庫システムの

納入を行なってきた。

そのーつは,新日本製鉄(株)君津製鉄所構内,山九運輸機工(株)

納め鋼材自動整理卞ードシステ△がある。このヤードは,鋼材の製品倉

庫であって,圧延うインとコンペヤを介して直結しており,ヤードの休

止は,圧延の休止を意味することから,計算機は,二重系を構成し

てぃる。ことに使用されてぃる制御用割'算機MELCOM-350/30は,

入出庫コンベヤ,スタ.,カクレーン10台(最終17台),入出庫転換機20

台(最終34台)の制御の抵かに,約11,W0たな(棚)の格納品の管

理を行なっている。

さらに,圧延工場全体を管理する上位計算機巴専用回線を通じて

圧延プラソトシステム

省力化,自動制御

電

に三■・
1 "' R吻..

DNC化

製材ライソの自動化省力化

2.1 流通の省力化システム

力

小形化,データ処理

1 ・

1 府ル',外

データレコ【ダ収染,ブナログデータの
筒速解析処理

化学プロセス監視シス 1 1

1 石油化学自家発プ"セ 1

排煙脱硫プラント制御 1 1

化

圧廷プラγ卜の AGC, APC力よぴ制
御

プワソト起動の自動化

下表の納入

小形商信頼度データ処理システム

全自動DDC ンステム

^^^^{^ー

最適送蒸ライソ/発電量制御

注)()内は昭和48年凌立でつづく

プラソト自動発停,わ上び負荷変動追従
最適制御

5.計測・制御

分析データの高速自動倒析処理

1 データリγクおよぴデータノ、イウエイ方

1 式によるハイアラキシステムでのDDC

テレメータとの鈷合,二重系

二重系データ処理
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リンクし,相互に,迅速な情報交換が行なえる最新の技術をとり入れ

た.世界で、最大級のシステムである。

つぎに,当社は,機械振興協会向けに,立体自動冷凍庫己ステ△を

製作Lてきた。この冷凍庫システムは,今後,急速な伸びが予想され

る冷凍食品・凍§占品などの倉庫における荷役作業の完全無人化を推

進するため,機械振興協会の新機械普及促進,"業の一岬北して,わ

が国ではじめて開発されるものである。

-40゜C にて保管される冷凍食品の管理,3台のスタ,カクレーンの

捌御,庫内況度の監視と冷凍機の制御などのために,当社の MEL

COM-350/5F が使用されている。また,との訓'算機は,クレーンの

制御系の・・つの要索として動作する値接ディジタル制御の機能を備え

ている。捌僻桜の信頼性の向上に伴い,制御奘羅の一部が,計算機

によるソフトウ1アロジックに置き換えられてゆく傾向にある。

2.2

桝'ずi機による自動運転力ltには,セ.汁ポイントコント0ール(計算機か

らの信号をクレーン側の 0づヅクに受けとって,この 0づツクが自動運

転の辿跡を行なう力式)と, dイレクトディジタル制鶴1(計算機の、つ制L
(ー,

御づBグつ厶でクしーンを,すべて白動運転1る方式)の二力式がある。

竺1初倉庫が自動化されたころは S、P.C.が・一般的であったが,普及

1るに従い,機_1二の制御装脳を極力波じ,クレーンコン1、0ールをソフト

ウ1アで処理するブ訓司に進みつつぁる。

今度,機■剣辰興協会へ納入した立体1ヨ動冷凍庫では,わが倒初の

超低況(-40゜C)の惡条件であるので,全体システムの信頼性を,少

しで、上げるためには,主要演算制御関係は,すべて,地上側の計

卸機に行なわせ,機上には信号伝送および,動力管制等の必、要最少

1涙のユニ,,トのみ設置する DI)Cを,基本的な考え方としている。

スタ,,カクレーンの現在番地は,絶対番地主して機上で検1」」され,こ

れを誘遵無線奘脳を介して,地上に常時フィードパ.ワクし,地上側では,

この境在番地を統取り,励杓番地と比較することにより,クレーンに

文、H,定行方向指令,走行速度指令を誘導無線装置を介して与える。

クレーンは芋えられた指令に従い,走行を開始し,地_ヒ側よりの指令

忙基づいて,加速・減速を行ない,停止指令が1_1_1た時点から低速で

グ上づし,最御」の停_止ドづを検出して停,止する。要求される停止精

産を尖現するため,番地検出用とは別に,停止用ドグを各問ロセンタ

に股置し,冏口停止はとのドづを検出すると上で行なってぃる。

自動冷凍庫におけるスタッカ

クレーンの計算機制御

オベレータ

操作

1 1+

U、

試験開始
押しホタン

指令、

翻込み発生

ごナ

レ

ノし

a sTJ

ノ＼

2.4

試験恕始

創込み処理

スキャン;旨令
押しボタン

RETURN

指令、

書」込み発生

スキャン1旨イ令
ミ11込み処王里

,、__1_、 11___1_
(?×1〕)

RETURN

試亘金寺冬了
押しボタン

起チカ

試験開始
ノレーラ・ン

曇

(謹験問姶)

創込み発生

試験応答
プロクラム

起動

指令一、ーー

試験熱了

割込み処理

1、]

レ

ノ、、

起動

W定

RETURN

スキャン;旨令
ルーチン

4^伍区DGI^
BRD)
/L,

C式験終了)

小形電子計算機による試験裴腔シリーズのーイ列として,当社神戸製

作所に設備したターeン発電機の試験奘置について紹介する。この装

置はタービン発電機の特性試験および温度上昇試験のデータを収集し,

その品質管理を印均としている。

(1)特長

試験対象であるタービン発電機は大容量で,しかも新設計の発電機

であるため設計値の確認を行なう必要がある。このため512点に、

およぶ多重のアナロづ入力を使用し,そのうち約400点がサーモか,づ

ルによる温度測定点である。とれらの温度測定点は,発電機内部と

いう性格上,強電界や強磁界中にあり,その上サーモカ.,づルの信号レ

最近テレメータと計算機をまよノVだ水処郡づロセスが多く,その一例を

紹介する。本システムは名古屋市の水道施設を一括集ヰy告匙!するもの

で,中央の管理所に設置された副'鈍機と遊力の浄水場・配水場上左

右機的に結合するデータ伝送装羅より枇成され,取水から配水コント

0ール,さらに需要予汎ほでを一括処理する水道トータルシステムの1,核

となる非常に大規模なシステムである。

本システムの特長として,従来の染中監視の概念を変えるとも言え

る階十算機によるディスづレイ方式」を大幅に採用している。これは

具体的にはチャートゞイスづレイ2 台,カラーCRT(カラー千ヤラクタゞイスづレイ)

1台による,

(i)づラワイックパネルの大幅な縮小

ベルは,わずか5~6mV にすぎないため,精度を杉慮L十分なノ

イズヌ、1策を行なっている。

(2)試験項目

ハ'ランス調整,三相短絡特性,無負"験町刑寺性,機械損測定, Z。・

Zを測定, GD2測定,過速度測定,湿皮上昇試験などがあり,かつ

計郷機による回転数制御および電圧電流制御、行たっている。

(3)試験づログラムの動作概要

オ弌レータコンソールからのりク1ストにより試験を開始ナる。図 5.4 に

試験づ口づラムのフ0ーチャートを示す。

この他計算機を使った周動試験奘置には,

(i)確車総合回路試験装置

61)自動車挟判'ス試験奘置

(轍)航空機 1ンジン試験装胤

などがあり,現在か動中であろ。

2.3

試験松了
ルーチン

図 5.4 試験づ0づラムフ0ーチャート
Flow chart o{ 1esl program

MELCOM3505 による

自動試験装置システム

MELCOM3505F による水処理

プロセスの計算機制御システム
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(1i)アナ日グ指示11'号昌の令廃

である。こ九によってi汁".機の儒頼性がイ剖川されるため,通信系

(データ伝送奘隈)を、含め二飛系システ△を採用している。またグ

うフィ.,クパネルに代わるチャートゞイスづレイは 160 個の1由ii血を村し,カラ

-C,RTの表示機能は従来の表永際の数十~百1片にも値する。これ

により外観上は監祝室1川鞁力よびバネル川i械の綸小となり,運営画

においても,オペレータがディスづレイを十分に江'jⅡするため,途力とい

うことを意,散しないく操作が河能になる。

具休的には,管側!所より述ガ制御を行な"傑,大量の伝送データ

からビヅクァリづしたその制御に関速するすべての機器の状態,およ

び悦在の制御方式等がチャー1、ディスづレイまたは CRT へ自動的に表

示されるため,オペレータは,迪硫に状洸をは(把)握することか可能

である。

今般,川川泌懸次q凋水島製鉄所に納入Lた転炉および造塊づラント

の1汁算機制御システムは, MEI"COM・350-30 計算機2台により榊成

され,製釧;削御および管卯システ△上 Lて,世界にも例のない1二ーク

かつ火規札1な、のとなっている。

システム轍成および機能のW■妥を説明する。 2台の計算機はともに

32 kワードの 3アメモリをイ・iし,, NO.1 のほう 1上ドラムメモリとして 256

kワードX3,また NO' 2 卸1は1司じくご56kワードX・1 の大容量であり,

特にとれらの 1;ラムメモリは,デュアルアクセスカ式によりどちらの計卸機

からもアクセスが可能である。さらに, CRT表示入力装置をはじめ,

2台の計算機に接毓さ九ているほとんどすべての周辺機瓣は,助換

操作{Cよりどちらからでも操作可能である。

NO.1計算機の機能としては,製鋼データの架収と処理,主原料

段取計算とその指示,副原料自動技人,管理データの収集, CRT等

によるオペレーションガイド,溶銑ひょう(秤)量からインゴット製造に至る

までの卜うりキング,吹錬計算と制御および関連づラントの数台の計算

機とのデータ送受信をオンラインで突行する。さらに造塊づロセスにお

いては,製鋼命令処理,鋳型と定盤の管理および次工程のためのデ

ータ出力などの広範な機能を有している。

一方NO.2計算機側は,製鋼と造塊 1」程のゞータロギングや,各種

欝理日報等のオフライン処理を一手に引受けている。

とのシステムの最大の特長は,完全相互バックァッづシステムとなって

いるととで,たとえば NO' 1系計算機がダウンした場合{ては, NO.

2系計算機側は本来の機能以外に, NO.1 系の全機能をも実行する。

単独運転系への切換えは手四庁矧乍によるが,その場合に自動的に必

要な処置をとってから,一定のシーケンス K基づいて功換える場合と,

強制的に助換える場合とがある。前者の場合でも非常に迅速な切換

えが可能となっているために,一方の計算機ダウンによるオンライン制

御の続行には,全然支障をきたすことのないすぐれたシステムとなっ

ていて,計算機導入による各種データ管埋の合別化と併せて,多大

の成果をあげている。

転炉,造塊制御システム2.5

殊露, 焚挫、

'^

"▲轟諮

,^'■
{会'凱盆

早オリ

方多

図 5.5 ユー}レドミル計卸機AGCシミュレーション裴置の外観
Sinlulation equiplnalt for cold MiⅡ C0血PuleT AGC

Systenls.

機能を果す DD()専用のシステムである。

ここで, AGC機能には次のものが含まれている。

( i ) AGCマスフロー

(五)フィードフォワード AGC

6ii) X一線モニタ圧下 AGC

(iv)オン・オフサンづりング圧、F AGC

(V)速度補償<GC (オイ1レフィルム補償)

さらに,適応制御織能とし,て自動ゲイン補正の幟能が含立れてお

り,この適応制御に上ってづラントの状態の変化に適1心した最適なゲ

インで,将 AGC 機能が来されることになり,;汁卸機 AGC のーつ

の火きなメリヅトとして,その刻J牙でが火いにj瑚1¥されている。

また,コールドヨルに文、1する水格的な計卸機AGC は,当礼として初

めてのことであり, 1_1本でもいままでに例のなし、ものであるので,

その開発・試験のための工場内シミュレーションを笑際の MELCOM-

350-5F と圧下モータ系のシミュレータ,三ルのダイナミリクスをシミュレート

するためのはん(汎)用アナログ計算機とを組み合わせて,ハイづりヅドシ

ステムによって行なった。その結采,コールドミルにおける計算機AGC

の実現性が立証され,各AGCづ口づラ△に文ξするゞバッギングの完全化

が果され,さらに制御技術上の多くの情報,たとえば,各AGCル

ーづの制御性能の限界,ルーづ冏の千渉,ゲインチューニング,サンナJンづ

周期影粋等が得られ,成功裏忙シミュレーシ.ンは終了した。

七゛鼻
'ひ

墾

参

註支、

昭和47年秋,新日本製鉄戸畑製鉄所第3コールドミル(既設ミル)

に納入された MELCOM-350-5F 計算機制Ⅱ卸システムは,主機能で

ある AGC (自動板厚制御)のほかに,自動伸率制御・自動減速の

2.6 コールドミル計算機AGC システム

5 引'測・制御

中枸神戸製釧所加古川工場に納入された述続熱冏圧延機制御シス

テ△は, MELCOM-350-30 計算機1 台および MELCOM-350-5 割

算機2台より拙成され,加熱炉入側からコンベヤラインにわたるづロセ

スをオンラインで制御しており,自動化および省プJ化に著しく貢献し

ている。

システム構成の概要は次のとおりである。 M30 計算機はコアメモリ

32kワード,ドラムメモリ 256×2kワードよりなり,オンラインアセンづルも可

能となっている。またそれぞれの運転室には CRT表示入力装置な

ども設置され,ラインの運転状況等がオペレータの要求により一Nでは

握できるように老慮されている。この計算機は灯1入側からコンベヤま

での材料のトラヅ十ング,スラづデータの統込み, CRT べ0設定盤によるメ

ペレーシ.ンガイドの表示,および管必獣刊データや工学データのロギング機

能,さらには仕上ミ1レの圧延スケリュール計算と,その結果のM5へ

の伝送や,仕上・巻取り温度制御を行なうなどの機能を有しており,

M5 忙対して上位の計算機としての役目を果している。

熱問圧延機制御システム2.フ
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このシステムの大きな特長のーーつは, M5 計算機か DI)C コントロー

ラとして, M30 の指示を受けて剥レの AGC, APC およびコイラ,

コンベヤラインの制御を行なっていることである。すなわち 1台の M5

は,16kワードのメモリ容量を有し,仕上ミ」レの圧下やサイドガイドの

位置設定,スタンド速度設定のほか忙自動板厚制御を DDCで実現し

ており,従来のワイヤードロづツク方式では困難なきめ細かい制御で著

しい成果を上げている。他の M5 も 16kワードのメモリを有し,コ

イラの自動設定は、ちろんのこと,コンベヤラインにおけるコイルの定位

置停止や,分岐制御などの完全白動化に成功した。特にコンベヤライン

の制御による省力化のメリ,汁は予想を上回るものがある。

今後の方向としては, jモ延精度のいっそうのレベルア,,づおよび加

熱炉舗旦ミル師1りの充全自動化を指向して,ミ吊密なシステム拡張が計

画されている。

最近の火力発電所への計算機遵入の方向として,運転日i創乍表・

1生能計算・オペレータリクェストなどのデータ処理機能だけでなく.運転

員の省力化,制御の質の向上のため,発電所起動・停止時および負

荷運転時のシーケンス制御,フィードバック制御を計算機にさせようとす

る修{向が高まりつつぁる。とこでは,水午納入されたこの点で特長

ある計錬機システムの概要を、Fi紀する。

(1)中1叫電力休勅岩江W断御折2号機向け MELCOM-350-30

このシステムでは,起動時,ポイラ側では,燃料流量・づ口一所話1を

操作することによって,かん(缶)水沸J叟の昇温制御,ドラム圧力の定

圧・例lf制御を,タービン側では, DACA制御装置・ALR制御装置

を介して,タービンの昇速・弁切換・負荷制御を行なっている。補機

の起動・停,止,弁の開・閉K対しては,チャートディスづレイ装置,ビづ

ユアルディスづレイ装置によって,オペレーシ,ンガイドしている。負荷運転

時,計算機の予知能力を生かして,ポイラ過熱器出口蒸気温度制御を,

ABC装置の STC 忙オーバライドする形で行なっている。

(2)北陸電力(株)福井発電所1号機向けMELCOM-350-30F

とのシステムでは,ポイう点火準備から定格負荷までの起動操作,

定格負荷からタービンターニング開始までの停止操作の大部分を計算機

を中心に,アナロづ制御装置およびシーケンス制御装置と一体となって

幽動化を計っており,計算機は各サづルーづの境界領域での切換え,

システ△を途中で使用したときのシンクロナイズセットアッづ,づラント機器K

熨常が発生したときの運転員への指示,およびづラントを安全な状態

へのうンバリク,サづルーづに異常が発生したとき,その操作端の仞雛し

など,づラント制御の頭脳の部分を担当している。

(3)関西電プJ(株)大阪ガスターピン発電所向け MELCOM-350-5

との発電所Kは,世界最大級の MW50IAA 形ガスタービン発電機

(定格出力 60MW)の国産第1号機,第2号機が設置されている。

との制御装置忙は MEICOM-350-5計算機を採用し,2台のガ'スター

Eンづラントの全運転範囲にわたって直接計算制御を行なっている。

ガスタービンは,タービン速度・H_リJ・燃焼器外鮪圧力,そして排ガス温

度から計算された許容最大燃料量に基づいて制御され,タービン入口

のサイクル温度が設計りミットを越えることなく,設定された起動ス

ケジュールで最大出力を得ることができる。

また,起動・停止のシーケンス佑Ⅲ卸,ガスタービンの保護インタロ,"ク,

自動同期操作もソフトゥエア化され,コンパクトな制御システムとなって

いる。

火力発電所の計算機制御2.8

一般に化学づロセスでの計算機制御システム(PCCS)は,その対象

づロセスが多種多様(規模の大小,述続/パ,,チづロセス,蒸留/反応/

重合"/況合づ0セス)であり,またそのづラントが、つ諸条件 U京制獣

希,労働,製品出禍D の述いなどから,たとえ同種づ0セスに刈する

PCCSでも,その設計思想・"的・機能を異.にする場合が多い。

この傾向は,化学づロセスの中でもとくに企業全休の情報システム

(MIS)化が進められている石油精製づロセスに強く見られ, PCCS

を設計するうぇで、, 1)づロセス全休の管理制御を目的とするスー

パハ'イザリ 3ントロールシステム(SPC)と,2)名ユニ,汁のさらに高度な

佑Ⅲ"1を目的とするダイレクトディづタルコントロールシステム(DDC)とを,

製油所全休・企業全休の MIS の中でどのような位置ずけにするか,

おのおのの役務範鬨はいかにあるべきかなど, MIS の有機的な結

合システムの一環として各社各様に検討されつつある。

最近の動向として,ユーザにおける PCCS計画を老えると,

(D システム機能忙ユーザ各関連部門の数が多くなってきた。

(2)システム機能に関連するユーザの秘密亊項が技術的内容から,

さらに企業秘密的なものへと変わり,システム完成をメーカひとり忙

任かせられなくなった。

(3)システムの設計がづラント全体・企業全休との関連で行なわれ

ているため,つねに発展・改辨をぢ慮しておく必要がある。

などの理山により,システ△完成忙あたっては,メーカの標準システム

(化学づロセス用の標準)に、とづいて,ユーザが碩極的に応用システ△

の完成を行なう場合が多くなるであろう。

そのためにメーカ側に要求される技術上のボイントとしては,

(1)標準システムが化学づ0セス用の PCCS 処理機能として,技

術的に十分なものでなければならない。

(2)ユーザが,システム完成をするうぇで使いやすくなけれぱなら

ない。

などであり,その具体的なものとしては,

(a) MDSS (入力走査・工学変換・平滑・りミットチェック・平均

・積算・流量補正・ DDCサづルーチン)

化) CONFORM (最適制御計算・管理用計算)

(C)アナログ出力とフェールセイフ(コントローラ設定点制鶴D

(d)分析計処理(ガスクロ・エンドポイント・粘度・ PH ・伝遵皮・ R

VP など)

(e)その他(タング情報走査など)

などがある。

つぎに石油精製づラントでの PCCS機能について述べる。

オンサイト

(1)づロセス変数の収集(走査)

(2)づロセスの異常監視および指示

(3)データ 0ギング(1舜時値・平均値・計算値 4責算値)

(4)各種計算(物質収支・ユーティ'庁イ収支・在庫・生産liD

(5)管P1リⅡゞータのイノ同戊(作表・データ伝送・テーづパンチ)

(6)計器および設備保全管理(故障検知1・使用時間)

(フ)分析計処理

(8)ユニ,"コントロール(設定点制鶴D および制御指針

原油熱交換器系,原油予熱炉,常圧蒸留塔,減圧蒸留塔,流動接

触分解装置,ガス回収装置。

化学プロセスにおける計算機制御2.9
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図 5.6 アづりケーションづログラム構成
APPⅡCation ptogTam system

(9)づラント緊急時モニタリングおよびシャ,,トダウン制御

オフサイト

(1)タンクヤードの監視および指示

(2)データ酢'ング(瞬時値・積算値・計算値)

(3)管理データの作成(作表・ラ!ータ伝送・テーづパンチ)

(4)各種計算(操油・在庫・出荷量・原油受入・保税)

(5)づレンダ制御(白油・黒油)および制御指針

(6)出荷制御(海上・陸上口ーリ・ドラ△・タンク車リ{イづ)

(フ)出荷伝票作成および出荷予定,配車,配船計画

(8)計器および設備保全管理

上記の諸機能と機能づ口づラムの作成分担(ユーザ/メーカ)を,実績

オーダの中で対応させてみると下記のようになる0

オンサイト

機能(1)~(9)詳細フ0-,づログう厶は当社

オフサイト

機能(1)~(8)詳細フ0-,づログラムは当社;ただし機能(5)~

(の概略フローは客先が提示

オンサイト

機能(1)~(フ)詳細フロー,づログラ△は当社;機能(8)詳細フロ

は客先,づログラムは当社

オンサイト

機能(1)~(3),(フ),(9)詳細フロー,づログラムは当社;ただ

し機能( D~(3)概略フ0一は客先が提示;機能(4),(5),(8)

すべて客先が作成

オンサイト/オフサイト

オンサ什機能(1)~(3)当社標準の適用;オンサイト機能(4)~

(6)詳細フロー,づ0グラ△は当社;オフサイト機能(D~(の詳細

つ口ー,づ0グラムは当社,ただし機能(1)~(6)概略フローは客先が提

1き,十ト
/0こ゛'、

r^^

乎J勺

・ 1三力

1 'J・ータ,、111、 1

力11に二_「
〆ーカ代、鷲部分

^ーーー「

列卓運行密度高度化の著しい火都市近郊路線等において,円滑な

列車運行を維持し,かっ,運行管理業務の合理化を推進するため忙,

途編制御裴買と計算機を導入して列車の運行制御を集中自動化する

システ△で,お、な機能はつぎのとおりである0

仏)進路制御.旅客樂内・将障統'汁記録などスケシュール化され

た業拐の自動化。

(10 ダイヤの変更.列ホ述行状洸や周囲状況の変化に柔軟に対

処tるため,矯発番線・述行区剛・運行順膨等D変更,および特発

ダイヤの生成などの機能を備え,さらに関連班項の肖動修正によって,

操作を鏘再1にするとともに誤操作の防止を図っている0

(。)述転整埋判断.列屯の述行状況を常時監視し,進路競合

や列卓遅延発生時には,ダイヤ回復上最筈の力策を判定して運転整理

勧告を行なう。

昭利46年に阪神電鉄に納人したPI、Cシステ△は,捌御用計算機
MELCOM-350-5二重系システ△で綱成され,元町・三宮両駅で良好

な使用実績をあげた後,昭和47年秋から制御対象線区が青木まで

拡張された。当社では,引続き数システムの引合を受けており,より
高度の自動化,より使いやすいシステ△の開発に取組んでいる0

r-ーーー「

L-ーーーー」

2,10 列車運行制御システム(PTC)

1 1Llf!1ーナ1 1

^^^^^^^^^

応用部分

1二十<ミレーション1

ニニニ

2,H 貨車操車場自動化システム(YAC)

口本国有鉄道における貨物輸送の近代化計画に沿って,当社では

これまで,郡山 YAC 印召和43年10月運用開始)および,高崎 Y
AC (昭飛145年10月運用開始)を手がけ,操車場自動化システムを

このたび,通じてオンライン計算機システムの技術をみがいてきたが,

武蔵野YACの受注が内定した。

従来,ハンづ操車場の自動化は,分解作業のうち,転送貨車の進路
制御と速度制御を中心に自動化が進められ,省力化,作業環境の改
善がはかられてきたが,武蔵野YACでは,到着から出発までのす
べての構内作業(操車掛による誘導作業を除く)および,これにと
もなう貨車情報の収集,作業計画の作成,計画情報の伝達,実施作

業の確認などを自動化するもので,いわば,操車場自動化のトータル
システ△を目指すものである。システムを制御システ△と情報処理システム

に大別し,前者Kは MELCOM-350-30(二重系)を,後者には M
ELCOM-7500 (二重系)を使用することとして設計を進めており,

全システムの完成は昭和四年7月の予定である0

また,仕分線内の制御機器として,りニャモータを使用する最初の
ケ_スとしての塩浜YACにっいても,当社の受注が内定しており,
昭和48年10月完成を目指して,設計・製作を進めている。

木。

5.計測・制御

2.12

このシステ△は空港周辺の空の過密化に伴い,管制官の負荷の軽減

による航空交通の安全化・円滑化を促進するため,レーダとコンビュー

タを結合して,管制K必要な情報をタイムリに管制卓づラウン管上に

表示することにより,管制官が管制判断業務に集中できることを目

的としたもので,昭和47年7月東京国際空港に評価システムが設置

された。当面,このシステ△を使って種々の運用およびハードゥエアに

歎又、チ1

ー
ー
ー"

』
气
、
タ

-
Y



関する評価を行ない,正式システ△導入のための参老に資するととに
なっている。

との評価システムは,ビーコンピデオ,ディジタイザ(レーダ情繊の」tf化

とターゲットの検1」D, MELCOM-7500 確子'1'算機系,および巻剤Ⅲ卓

サづシステム(航空状況表示と入力機能)から成り,お、な機能は次の
とおりである。

(a)レーダビデオ,管制区域を示すマッづなどの表示。

(b)航空状況の英数字表示.(0)に加えて,レーダデータと飛行

,ih画をもとにして,貧粘小きづラウン管上の各航空機の位置に,航空機

シンポル(その機を管制する管制官を示す1個の英文字),その槻に便

名'局度'述度などのデータが, PP1データとタイムシェアリング方式に

より英数字で表示される。

これらのほか,至暇劇Ⅱ発予延機の一覧表や現在11寺刻等が表尓さ九
「ア

くD O

(0)入力機能.貧北小巨より,各種ファンクシ.ンキー,英数字キ

およびトラ,,クポールを使って,飛行情報の入力,管制移管の指示

等を行なうととができる。さらに管制卓には,航空機および他管制

施設との通信のための冬極通信制御キーが取りっけられてぃる。
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交通
鰹 Tra什ic and Tra

電気鉄道部門では,1)第2東海道新幹線として,超高速鉄道の必要性が論ぜられており,国鉄でも各種のモデル装置をつくり研窕中で,当

社も関連技術を結集し,開発・製作に協力してきたが,昭和47年に国鉄の指遵で,重電3社にて開発された磁気浮上走行試験装置は,鉄道100

周午の記念行事のーつとして一般にも公開され,将来の超高速鉄遭の実用化への大きな足跡を残した。 2)チ,バ制御電車ば,帝都高速度交通

営団下代田線で営業運転が開始されて以来,その優秀性が認められ,今後ますます実用化へ進むものと思われるが,新たに開発されたAVF(自

動可変界磁)チ,、ヅ;奘置は,今後の方向を示すものとして注目されている。 3)漸交通システムのーつとして CVS の開発が進められているが,

当社は車両用電機品を扣.当研究中である。これと別に中容跿輸送機開として,「三菱幌逃バスシステム」を三菱重工業と共同開発中である。またこ

れら新交通システムには,車両の自動運転が大きく取り上げられるが,この意味で大阪市交通局に,全地上式白動列車制御奘置を試作・納入し,

件能試験に協力させていただいたと主は愆義あることであった。

昇.降機部門では,日本列島改造政策は回復基調の景気を刺激して,全国的な白レラ元ユ忙拍車をかけ,受注・生産ともに記録を更精し,技術

進歩の面でも特ぎξすべき年となった。特に超高層白レ向けとしては,世界最商速度の 5如m/分エレベータを新宿住友ピル向けに,450m/分エレベ

ータをシンガボールDBS 白レ向けに相次いで受注し,京王づラザホテル納入の 360m/分エレベータの記録は,早くも更新されることになった。

1スカレータは,首都表玄関の装いも新たな東京駅地下乗降場に大量納入したのをはじめ,引き続き好況を呈しており,トラベータも阪急梅田駅に

2台追加納入につづいて,新東京国際空港ターミナル白レ向け4台の受注が決定し,新しい交通システ△の根底機種として活躍の場を広げている。

船用電機品荊炉5では,新造船の大形高速化はいぜんとして続き,船形としては47万トン,速力では31/,,トが実現するに至った。なお,陸上

交通緩和策としての大形商速力ーフェリー,脇海工業地帯造成・港湾整備のためのし沙んせつ船の建造が,こと数年来の業界の顕著な傾向である。

いっぽう,船舶の操縦性能,運航経済性向上のための機関室無人化は完全に普及し,さらにこれを闘度化した超自動化船屯突船テストによる

評価改良則に入った。

当社の昭和47午における成果も,とれら造船業界のすう勢に応じた,新しいド価山化機瓣ないしシステ△の朋発,特殊船用電機品の伸長などが

おもなものである。とりわけ,ここ数年の研究成果としてのタービン船の制御用コンじユータシステムの完成は,特筆すべき晦項である。

電奘品部門では,1)自創Ⅱ打用のACダイナモ,スタータ,マづ朴などの量産機種は,生産上と使用上の両而の合理化のために,新技術による開発

を行ない成功した。カーステレオでは, j、べての4チャネル方式の再牛が可能な、のを完成した。 2)安全・公害対策電奘品は需要増に応じて,生産

か急、増小である。 3)船川1ンづンの操縦の省力化奘羅を朋発した。り新形航空機川に燃料系・操縦系の芥莅奘備品の朋発を完了した。

1.電気鉄道

Tra什ic and Transport

■ 運 1般

都市間の大量q高速輸送の新時代を開いた東海道新幹線も,山陽

新幹線をはじめとする全国妖幹線網への拡張が進みつつある現在,

とくに東京一大阪闇の輸送需斐の増火と,より短時問での連けいへ

の要求にこたえるべき新形式の超高速鉄道の開発が,進められてい

るこ巴は周知のとおりである。

昭和47年はちょうどわが国における鉄道開通100周年に当たり,

リニアモータ推進と超電遵磁気浮上による超高速鉄道についても,各種

のモデル装置が完成し,具体化への足跡を刻んだ年であった。

まず,昭和47年度運輸省補助金による超電遵磁気浮上動特性試

験装置が,当社伊丹地区に設置され,引き続き特性試験に入った。

本装置は超電遵モゞルコイルと,軌道に相当する同転ドラムより成り,

浮上時のダンeンづとその安定化を中心に,360km小に達する高い

速度での試験を行なうととを目的としている。

次に,特記すべき事項としては,鉄道100周年記念行事のーつと

して,10月に国鉄技術研究所において一般公開された磁気浮上走行

試験奘置(ML-1(刃)がある。この装置は,国鉄技術陣の指導のもと

に,重電3社が協力して開発したもので,従来の実験室的装置を脱

して,小形巴はいえ木怖的車両としての世界最初の超電導磁気浮上

超高速鉄道の基礎開発1.1

6 交通・運搬

■璽

1 ^^ー

^.

〆ー

^

図 6.1 磁気浮上基礎試験装置用軽量超電遵マグネヅト
Llght・weight super conducting magnet bU11t in the JNS'S
magnetic leYitatron experimental apparatus.

車である。また推進にも地上一次式のりニアインダクションモータが用い

られ,励磁切換スィ,,チと,サイリスタ装置によるすぐれた制御特性が

実証された。この試験奘置の走行区問は約350m,車両重呈3.5tで,

最高速度 60km小,平均浮上高さ60mm という満足すべき成果を

1与た。し、イライト写真参照)

亀.

1'

.X

'y

、

93

イ
ダ

、



また,浮上用の超電導磁石の磁束を界磁として利用して推進力を

発生する,りニアシンクロナスモータを用いた浮上走行装置,および軽量・

クライオスタ介を用仇た磁気浮上動特性試験装置につ仏ても,同様に

国鉄技術研究所において実験に成功し,世界の先頭に立った。

これらのほか,従来から当杜k設置されていたりニアモータの大形

回転モデルによる,りニアインダクションモータの端効果を含む超高速特性

の解明、進み,その他,電源・制御・極低温・超電導などの関連分

野の技術進歩を併せて,仏よいよ 50okm小の超高速に,挑職する

国鉄第一次実験線計画へ総力をあげて協力しつつぁる。

全国新幹線鉄道網の一環として,山陽新幹線の博多までの延長,

東北新幹線(東京一盛岡),_し越新幹線(東京一新潟)の建設日程が

決まり,それらの線区に必要な車両の試作車として,951形試験電

車以来,高速車両研究会で研究されてきた技術を折り込んだ,50H.

拓OH.両用の961形試作電車の製作が開始された。

との961形電車は,山問地帯の上越線にも適用されるとの前提で,

951形電車巴此べて一段巴出力が増強されているが,電機品は車両

のスくース,重量の関係で小形軽量化がいっそう強力に行なわれて仏

DO

電機品の設計は国鉄の共同設計会議により行なわれたが,当社は

との会議に積極的に参画し,主電動機・主変圧器・主整流装置・主

平滑りアクトル・づレーキ受量装置・ TASC奘置・交流フィルタ装置なだ

の設剤'を担当とナるとと、に,づレーキチョ,,パ装置・ ATC装置などと

と込忙製作を担当している。

(1)圭変圧器(TM920形)

従来の、のに比べ,つぎのような特長を、つて珎る。

仏)軽量化の目的から,巻線絶緑には従来のクうフト紙に代わう

てポリアミド紙を採用,温度上昇・限度寺従来の約].5倍,巻線温度上

男・を 125deg,油温度_上昇を 85deg にしてぃる。

(b)設定温度を_にげたため,中身1オ料・外部々品,には,すべて

高温川の耐熱材料を使用している。

(0)二次巻線回路には,少数の巻線数で効果的に高調波含有率

を低減できる,5不等分割サイリスタ連続制御方式が採用されている。

(d)二次各分割巻線は,実際の使用負荷を個別に推定計算し,

等価容量に応じて定格電流を設定し,徹底した重量幌減設計を行な

つて、うる。

(e)絶緑油には,従来の PCB に代わってシリコーン油(*占度 50

Ost,25゜C)を使用,公害対策に加えて比重の減少によってぃっそう

の幌量化をはかっている。

(f)シリコーン油は N幼'スの吸収性が非常に長く,運転時に油中

より発生する気ほう(泡)によって絶緑特性が悪化するととを防ぐた

め,油劣化防止方式とし,従来の N9 封入密上1式に代って,金属べ

ローを使別した無圧密封力式を採用している。

(2)主整流装置(RS920汀分

単相交流側対称況合づりツジ方式で,直流側は5段に縦続接続され,

不等分割巻線比による順序制御あるいはバーニャ制御方式と,位相止

め制御方式との組合せにより,一次巻線の第3調波電流の低減を行

なっている。またハードゥ1アとしては,火容量素子を使用して素子

散を減じる一方,冷却プj式としては,フロンの秒削巡冷却方式の採用に

よってすぐれた熱伝導特性がえられ,冷却フィンおよび凝縮器など

1.2 新幹線試作電車

表 6.1
SpecHication of

方

格 容

TM920形主変圧器仕様
type TM 920 main 廿ansfotmer.

周

式

三菱電機技報. V01.47. NO.1.1973

波

kvA

V

A

が小形・幌量化されている。

主要仕様は次のとおりである。
'」-1

ン'格:1,4(川V I,7如 A 2,440RW 50/60 lb 共jⅡ

サイリスタ● ISX2 PX2AX5 U 2,50OV 80OA ,k l'、

ダイオード:1SX2 PX2AX5 U 2,5Ⅸ)V I,6【X) A 索 f

数

電

縁油

外鉄形,送油風冷式,無圧密封式

HZ

一炊

3'300

25,000

13?

址

転流サイ

g

二次

2,950

518× 3+259× 2

1,450/】'350

シリゴーン油(粘喫 50cst,25゜C)

50/60 共川

回生づレーキ付きチョヅ{制御電車が,帝都尚速度交通営団千代田

線忙大量に投入され,世界で初めて営業運転を開始してから2午近

くになるが,昭和47年は,同じ千代田線用に二次量産車30両分の

チョ,,パ奘置を製作・納入した。この装置は過去の営業運転実績を参

考にし,つぎの改良を加えて信頼度のいっそうの向上と,扱いの簡

男ノ化を図った。

(1)一次量産車では,二相式・三相式および逆遵通サイリスタ式

の3種類を製作したが,信頼度の向上,阿路の簡索化とから二相逆

導通サイリスタ式に統一した。

(2)使用突績からハードゥエア,および保設シーケンス'弃に改良を加

え,扱いを容易にした。

一方,/J行用チョ.0パ捌御装置については、阪神選気鉄道にご次車

用5セリトの納入を終え,現在,絲矯玲6両(9セ,,ト)が営業運転中

である。

主た,新力式チ1ヅ(の開発では,線電圧1)C 750V川弱界磁阿牛

づレーキ村'きチョ.ヅ{奘置および」搭速での川生づレーキ性能の1阿上と,

界磁制御も三畭チ.、,パで同時忙行なえる効率のi拓いチョ,ゞパ奘置の試

作装置を,それぞれ1セ',トずつ現在製作中である。

後者は, AVF (自動可変界磁)チョ,パと称し,地下だけでなく,

一玖

350

925

378

3,360

1.3 チ.ツパ制御電車
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表 6.2 帝都高速度交通営団納め第二次量産車用
チョ,パ装置要月

ParticulaTs of secondary production type chopper contr0Ⅱer
Supplied to TRTA.

制

田

OV

グ

イリ

Th 田

イオ

周

ス

イリ

波

タ定

スタ定

ド定

DC I,50OV

1,60OA (最大加速電流)

定周波平均値

フラ'ホイノレダイオー

同生補助グイオード

OV Th サイリスタ

二相二靈

330HZ

子

却

】,30O V 40O A t。jj-730 μS

2,50O V 40OA

3,00O V 80OA

赦

御

力

障

川

検

2P

?P

IP

]P

IP

2A

?A

2A

?A

】A

強制風冷式

雄庄比較式故障六示フyブ付き

IC 演算増幅器式

量
圧
流

冗
竃
置

圧
流
式
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地上も走行する高速電車に適している。

なお大容量のチョ.,バ車主電動機用として,小形化を図った新形式

のWN駆動装置を開発した。

1.4.1

通産省工業技術院の大形づ0りエクトとして「インパータ制御誘導電動

機方式の研究開発」,「都市路線電氣バス用電動機と制御奘置の研究

開発」を,それぞれ委託および再委託を受けて研究を行なっている

が,昭和47年度にはつぎの機器の試作を行なった。

(1)誘導俺動機

形式:三相かご形,"己通風

1時間定怖:75kNV 280V 202A 90壬し 2,70orpm (同IUD

絶緑. H種

過速度:フ,50orpm

(2)同上用インバータ

高周波パルス幅変凋式VVVFインバータ形式

定格出力: 1時問 125kvA,5分問 180kvA

周波数: 0~90H"(電圧制御)

90~250H. G司王一定)

(3)直流電動機

形式.直流直巻,界磁制御用巻線付き,内己通風

1時問定格:75kW 375V 224A 2,20OTpm

絶縁: F種

過速度: 6,80orpm

(4)同上用チョ.,パ制御装置

形式:サイリスタチョヅ{力式,迦遵通サイリスタ使川

制御方式:定周波数パ1レス幅制御,定電流加速,自動弱界磁,

Ⅲ1生づレー牛付き

最大加速電流如0<畢〒涯t

いずれ、都則i路線バスをヌす象としており,限bれたス弌ースに積城

できろよらに小形・幌量化がはかられている。

気自動車三〒凱1.4

通産省工業技術院プロジェクト電気自動車

6 交通・運搬

重点をおφたモータ(10kw,6kw),および温度上昇・安定性のす

ぐれてφる制御噐の標準化を進めて込る。

妖しい都市交通システムの一環として,昭和4フィ下度から3力年削

画で俳拶をが進められているが,当社は車載用コンピュータ(車両総合制

御装置)と邪動系となる電動機・制御装殿を,セダン用'ワゴン用と

して納入することになっている。とれが第一次突験車用として一卵

動系を主イポとしたB3001形電動機, B3003形パワ一制御瓣, B3006

形速度制御奘置なだからなる製品約10台を納入Lた。尖験東はセ

ダン.ワゴンを含めすべてく1内 100 台契作され,東村111のテストコースて

運行テストがCだ施されることになっており,ミm磁泉電庄は<C 20OV

<'ある。

1.5 CVS

NSWGR に 2,20OHP の手イーゼル電気機関車用としてづラシレス主

交流発電機.補助交流発電機・主電動機などの回転機一式,および

主シリコン整流器,その仙の制御奘置一式を6両分納入した0 この交

流発電機式動力伝達方式は,ニュージーランド国鉄に納入した実痘を、
とに,さらに大出力化して種々の改良設計を行なったものである0

主電動機はっ吋卦け方式であるが,電機子絶縁にH種を採用し熱容

量の増大を図り,かっ定格速度 10mph に対して最局70mph の運

転ができるよう大幅な弱界磁率を採用している。また制御力式とし

てけ,現有機関車との重連運転が可能である。

1.4.2 京都市交通局納め電気バス

京都市交通局保有の卜0りパスを電気バスに改造するための電機品

を製作.納入した。車両の要目は次のとおりである。

車両総重量:155t

定員: 64名

直流直巻 75kw電動機

制御装置●サイリスタチョ,パ式

回生づレーキおよび空気づレーキづレーt

最高速度:55kmル

クラリド式鉛,50OV 250AHパ,ワテリ:

雇瀚錚詳

^ミミ

拶

1.4.3 軽電気自動車

牛乳配達軽トラ,,ク用電機品として東洋工業(株)1て15台を納入,

広島.三原.福岡地区でか(稼)動中である。また,東京電力(株)納
めの電気自動車E12も加え約20台が市場テストを実施中である。

今回の牛乳配達車用は実用性を考え,簡易防水構造とし,づ口ワモ

ータによる強制冷却方式を採用している。

また電気自動車の需要に答え,温度上昇・躯流改善・機械強度に

ノ

95

',

図 6.2
City car

スペイン 1叫鉄"JU に,さきに DC 3,00OV/DC I,50OV 複電圧式電

氣機1渕小を多ま鮒杓入してきたが,/H叫 DC 3,00OV屯気機保川N2

両を現地メーカと共同受注して製作にはいった。この小父よ既荊小ゼ気

機関屯の機器との互換性を最大隈に生かしっつ,主1川路の簡索化を

行なったもので,運転整備重昂心8加n,判迺d羅B・・B,連続定格1、H力

3,10okw,最高運転速度 140km小および 160km小の客貨両用の

高速機関車である。

また粘着性能改善のために,従来の機械的軸重補償のほかに電気

的軸重補償装置を追加し,高速性能改善のために弱め界磁率を大き

くしたほか,160kmル運転用にっいては歯車上ヒを変更し,台車動

力伝達歯車装置の強度を上げて仏る。

1.6.2 オーストラリア NSWGR 向け DEL用電機品

1.6.1

1,6 輸出用電気機関車

スベイン国鉄向け DC3,00OV電気機関車

◆

乗用形シティカー
Of sedan type.
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図 6.3 MB-451-AUR ヨ三電動機
1'ype NIB^151-AUR nulin motor for NS凡VGR'S diesel
electrlc locomotiYe

長

1.7 輸出用電車

スペイン国鉄向けとして.直流3,00OV通勤電車用電機品:30編成

分を受注,製竹1中である。との電車は,最高速度 140km小よりの

1に乍俳用づレー牛および抑速づレー牛を備えている。また工堺は製作

図爾をはじめ,ノウハウいっさいを現地電機メーカのウェスチングハウス

SA 社へ提供し,火Ⅷ")の電機品は,現地メーカの手で作らせる巴

いう技休H足携の形がとられている。Ξ11優姜門はっぎのとおりであ
JO

■子

子,・、点

b

枢ヌ(力式. DC 3,00OV

、1ゾι j辺: 1,668 n〕m

亟1止(定員): M 中:80 t, T ]1〔 55 t

性能: 1,160RW,75km小

最商速座: 140km小

加速度 2.5 km小八

減速産 31くm/1VS

なわこのほか,メーストデワのニュー小)スウェールズ州鉄逝より前午

の53細成分に紗'浩,二階建確*:川電朧品訊編成分売製作中てある。

1,8 西鉄納め制御装置

TMMT編成で 135kW の主冠動機8台を総括制御する通勤車捌
で,カムスィッチは,銀酸化カドミウムのチ,づを使用した耐摩耗構造に

し,かっ多ひん(頻)度形高速度しゃ断器・単ーシルダ式転換器.づ

ラグィンネ凶"器・リーいルー式空転検出器などの新技'術を、り込み,メ

インテナンスフリー化が計られている。

1.9 自動運転装置

1・9・1 大阪市交通局納め全地上式自動列車制御装置

列車の運転操縦の胸動化を地上設備により行なわんとする方式で,

まず定位置停止機能を重点においたシステムが市交通局で計所され,

当社は市交通局の指導によりとの饗置を開発した。試験としては,
まずウィづルワイヤ方式により行なわれたが,これは 50cm 問隔ごと

に列車位置を検出し,その通過所要時問から速度を算出,定位置に

列屯を停止させるための所要づレーキカを演算して,走行してぃる列

車へ制御指令を与えるようになって仏る。現市試験結果により,所
期の性能がえられると巴が確認された。

'趣一

^玉4、'

禦黙
'.式イ,●,ノノミノ圭 +、J'"卦十

ι^ノ'ーム' i."_ノ'ーム' i."ι凸Y -、

図 6.4
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西日本鉄道納め700形電車用 CB-26C-40 形制御器
Type cB-26 C-40 main contto]1er、1〕OX

,1

ゞ

],9.2 東京都交通局納め車上式自動運転装置

東京都では,首都10号線量産車を含む将来の商速鉄道の車両を

文、1象とした試作中両を梨作されたが,当杜は,この計画に合わせた

打来の門動運,ルい夙テムの検討に参画し,白動迅嶬奘置を開発,納入

した。この奘般は小:両祐赦形で,制御1生能は,ル〔両のチョ,,パ奘置や

祐捻U行令力'式のMBSづレー十奘躍のナぐれた制御特竹を,十分小か

した三飛系から1卸戍されている一駅におUる定付綴停止の制御特性

は,荷飛の変化,チョ、'づレー千によるm1生づレー十の¥i無にかかわb

1,,ル仙iど'山りの停11.1¥ijヅが}県,1q超驗の'占米えられてぃる。

1' 10

吊^
,づ,

''"'ーー

'『金

国鉄の試作ガスタービン動車用として, AU兜形空調装置を開発.
納入した。

この装置は,わが国鉄道車両用としては初めての予冷誘引方式の

、のである。床下に設置された予冷装置は,漸鮮外気を冷却し車側

のダクトへ送る換気装置の役目を行なうとと、に,各窓下に設置さ

れた冷却器の風下側ノズルから1賓気させて,そのとき生ずる誘引作

用により車内循環空氣を冷却器に通気させる通風奘置の役を行なら。

窓下の冷却器は床下に設羅された凝縮奘置と冷媒配管で連結されて

いるが,サービスを吉慮し,セ}レフシールカッづりングで着脱可能になって

いる。との方式は車内循環空気用送風機が不要であり,かっすべて

の機器が床下と窓下車側に収納されて重量軽減.重心低下力新与られ,

高速運転車に適合している。

なお温度調餅器§は,電子式で車内2力所に取村サられた温度検1_H

端の平均値で制御するととにより,快適況姪を保っよ5にしてぃる。

大阪市交通局納め全地上式AT0制御奘羅
<To systems on the ground
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本裴置は,覇幹線保勺リ1」車相互闇の辿突,線路剛鎖区惜j(または

駅)への暴進,ならびに沿線作業者の触車等を防止するため,接近

を瞥報音で報知するものである。無線周波数1波で不特定多数の保

守用車相互間の受信を可能とするため,車蔵用無線機については,

送受の時間間編をランダ△にしているのが特長である。(送信時剛0.3

秒,受信時冏0.3Xπ秒,π=1,2,・・、,5 の組み合せ)。i舗測乍業者

は携帯用受信機 G也続受信)を携行し,保守j"卓からの確波を受括

すれば警報音が鳴る。線路閉鎖区開(または駅)には,送佑機(問

欠送信)が設置してあり,保守車が接近すれば,車載捌無線機の磐

報音・が「嶋動する。

1.11 通信装置

1.U.1 新幹線保守用車接近警報器

指令確話裴確は,述信の迅述性と高信頼性が必変な鉄迫心運松・

配唯・旅客・電力などの指令業窃用として用いられている。従火

F-1形指令電話装置が主に使用されてきたが,昭利47年に新方式

F-2形指令電話が開発された。これは選別器を含めて子電話器内に

収容し小形化を訓'り,呼出しイ寺号を合郡化し,ベル呼出しを受話器

からの磁子音K変えるなどの新力'式を採川Lて一段と1'頼性を向上

させた。この装澁は北加j逃地区に納人し,好成波を納めている。

ゲートなどを,組合せた制御架・記憶架の2架構成となっている。

1.11.2 指令電話装置

最近車両の検修を合即化するために,飴易な移動式専捌自動試験

裴置の要望が強いととから MBSづレーキ装置専用の自動試験装置を

朋発した。試験の手順,データ,結果の半1」定はしーケンスコントローラで行

ない,合格すれば,帝占果の印字を行なった後,凶動的につぎのステ

ツづに迩む。不合格であれば, NGのランづを焦1丁させ,緋山返して

試験を行なうか,その項目をスキヅづさせるかをイ乍業者に判断させる。

試験は,1両ビとを原則とし,車両との接続には中継装置を介し

て試験装置に接続する。中継装置は,車種による接続ケーづルの使い

わけ,ならびに外部サージの吸収を行ない,試験装置本体の移動を

容易にしている。

この裴1訟は,新卓符泉大阪一岡山の雨量監祝を詞的として,昭千ル鰯

年Ⅱ打納入し,4"必貨を納めている。沿線の爾邑は,監祝所で架

め樂槌雨量表示 a0分,1,241侍ⅢD,印字(塒関ル陶雄),竹報

(予報,1報,2報)を行なう。

監視所の監視架・採作盤・タイづライタと,測定'点の転倒ます型雨埜

計・帯域阻止ろ(炉)波器は,1対の逓信線で従続接続を行なう。山1

線の端には集中発振器を設け,測定点分の周波数を常時送出するが,

雨量検出時に当該周波数は阻止され,雨量パルス信号が監視架忙伝

送される。

1,12

],12.1

試験装置

専用自動試験装置

雨量集中監視装趣1' 11.3

駅のづラ,ゞトホームでの案内放送用として,日本国有鉄道と共同で開

発された、ので,相当複雑な機能を持ち,与えるデータ忙よって,

車種・行先,列車番号・発車時刻が変化でき,この変化部分を定形

的な案内文の冏にそうG電)入して,ーつの文章として途Wれ目なし

κ放送するものである。

したがって放送内容の組合せはほとんど鯏製に変化が可能で,タ

イヤ改正があって、,白動放送裴置には全く乎を加える必安かなく,

改正されたダイヤに1心じたデータを入力するだけで,臼1'内の放送を惜

動的に行なうことができる。

放送文として覇神戸駅の場合,多Ⅲ周印過・列車接近・人馴停車,

窕車用で,上り8種類・下り9種類,これにそう入語として車種(ひ

かり,こだま)・列車番号(1号~999・弓)・行先(主要最終駅全附り

・時刻(0時ちょうど発から23時59分発まで1分問隔で全割D が

用意されている。

装置は演算制御部にMELMIC,音声記憶部にVASを使用し,こ

れに入力切換部・データメモリ・操作盤・表示盤・ Q 信号検11」部・編集

新幹線新神戸駅納め自動放送装置1.11.4
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図 6.6 MBSづレー十装 1難由動試験器
Ptogra111・conι1'011Cd lC5[ equlpment for btaldng dcviccs.
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自動列車制御装置(ATC)が,常に正常な動イ乍状態忙あることを

確認するためのもので,国鉄幕張電車区に新しく納入した。この装

置は試験・保守業務の省力化・高能率化を特にねらったもので,特

長・性能をつぎに示す。

(1)特長

(a)試験条件は,すべてディづタル量として設定する。

化)試験条件に対する ATC動作出力は,予定ゞイジタル出力と

なるようにする。

(C)所要試験は最大限に自動化L,試験所要時分を短縮する。

((D 試験準備は,最小限のケーづル接統のみとする。

(2)試験方法

一般にはづログラム山動試験をリι施し,1加C例外1'内検査条件のとき

は乎捌f貳歩灸も突力也、町台毛となっている。

6 交通・運搬

ATC試験装置1.12.2

国鉄における主電動機の絶緑管理の省力化のーつとして,捻nδ

測定の簡素化を中心に製作されたもので,操作者の個人差、なく,

短時問で tanδを測定することができる。測定方法は標t能コンデンサ

(tanδ値が無視できるほど小さいもの)を流れる電流と,試料に流

れる電流の位相角を検出し,それを仏nδ値に換算して,ラ!イジタル表

示またはディジタル記録するものである。また仏nδ以外に直流分測

絶縁劣化試験器1.12.3
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定・1分問耐圧試験をも合わせできるようになっている。

敷設レール心継1牙割父コ底部などから発生するクラ,ワクの検査を11」休

とした従来品をさらに改良し,溶接部にも十分使打1できるよう矧た

に朋発した、のである。すなわち,レール踏師に対し垂直方向の欠1靭

をもつ溶接部の検査は,従来の斜角一探反射法では反射波をうるこ

上は困蝉であったが,タンデ△法により送偏'と受信の斜角探触子を別

々の1立院に酉引溌することにより,垂仙:クd焔からの灰身、j波方§容勿XC受

1._i〕C きるようになっている。

超音波レール探傷器1.12.4

最近の傾向として迅転密皮の商密皮化があげられ,こ北K対1心す

べく列心ダイヤ記録装置の高密度化の研究を行なってきたが,その

成宋で羽越一幽新線用,ならびk武蔵野線用として採Ⅱ・1された。

羽越一幽新線用は有効記録幅 250mm,記録点容量20()点すなわ

ち 1',急当たり 1.25mm の記録機である。記録紙は 2分目(2分/2

mn0 であるので,記録機の紙送り速度は1分lmmである。

武蔵野線用は有効記録幅(公称)350mm,記録点容量340点すな

わち1点当たりlmmの記録機とし,これに対応して情報点容呈

1.13 その他機器

1.13.1 列車ダイヤ記録装置

340点の制御機とした。記録紙は 1分目(1分/2mm)であるので,

記録機の紙送り速度は1分2mmである。

昭千IN6 半9村からの阪袖電鉄三宮駅でのか動に引統き,昭和47

半6打から火阪市交通局西梅田駅・叫鉄常磐線柏駅でそれぞれか

動を開始した。

大阪市交通局西梅田駅の機械はつぎのような特長を持たせ,機

能の増備と操作性の向上を計'つた。

(1)営業区1削の駅名スィヅチ配列を,火院和)路線を模倣した路線

形式とした。発駅・活刈(および経由駅スィッチを兼用とした。

(2)絲1_U述択スィッチを設けた。窕駅・j苫駅の指定により乗小絲

路を判定し,可能な全経由を表示し,係員がその'中の1仙を指定ナ

ることにより釆車経路を指定できるようにした。

(3)定効券の払戻し業務機能を持たせた。複雑心払戻し計算を

山動化し省力化を図った。

(4)再エンコード機能を1寺たせた。定川]券所右者の取扱い誤りに

よって凶動改札川コードが消されたとき,ふたたび書込みができる

ようにした。

(5)すべての営業規則の判定機能を持たせた。発売の可否を判

定し,規則外の発売を禁止するようにした。

定期券発行機1.13.2

斯宿住友白レ向け忙製作する分速5如m のエレベータはアメ肋に

1~2の例があるだけで,世界最高速のものであり,多くの技術開

発が行なわれたが,おもな新技術をあげれば次のとおりである。

TFH 式速度制御方式は,当社独特のはかり(秤)起動方式のほか

DMR 制御方式の特長を引継ぎ,そのうぇに速度検出回路の高精度

化,長大化する口一づ系に対応した速度制御系の最適化,制御回路

の完全静止化等の改良が行なわれた。電気制御方式の改良と相まっ

て,レールの真直度・ローラガイド・かビ防振構造・風音対策等の機械関

係の研究改良、進展し,このクラスにおけるかビ内の乗りビこちと

静かさは,完全忙国際水準を抜く状況忙ある。

高速エレベータでは安全性が特忙重要であるが,隣接号機による乗

客の救出を迅速忙行なうために,かごとかビを自動的に位置合せす

る自動ドッキング装置を開発し,ストローク2,80omm の超大形の油圧緩

衝器は,電算機によるシミュレーシ.ン乎法によって,理想的特性を得

るととができた。また分速別omに使用する非常、止装置も特にすぐ

れた摩擦材の開発によりフラ,汁な減速特性が得られた。

高速 1レベータでは, 1i小耘機・セレクタ等の機械室機器が人形化する

が,強制風冷形GL巻上機の適正な定数選択によって,分速540m

の火出力機の小形化に成功し,さらにセレクタについては, DMSH

形セレクタを開窕,位置信り精度を向上し,高さ縮減忙成功,建屋へ

の負担を嵯減した。

2,1 高速エレベータ

2.昇 降 機

従来高級群管理方式の主流を占めてきたASP-A, MARK一Ⅱ方

式とは,まったく異なる考え方にもとづいた, OS.システ△一700は,

48年3月開館予定の三菱本館ピルへ6力一2パンクを出荷したのをは

じめ,新宿住友ビ1レ4C-3パンク,東京海上ピル 6力一1バンクを製作

中て・ある。

従来のエレペータ群管理は,かごを時問的に等問隔となるように分

散することによって,サーピスの均等化と待ち時間の短縮化を計ろう

とするのに対し,この方式は呼の分布に応じたかビの配分を行なう

ことによって,この目標を達成しようとするものである。

かビは任務の終わった階床でアベイうづルカー(利用可能かビ)とな

つて待機し,呼の割当てを受けて出発するようになる。したがって,

2.2 0. S,システム・700
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従来方式に比べて,外見上動きは引シ常に不規則に見えるが,むだな

動きやむだな待機がなく,平均待ち時1削で15~30%知縮し,50秒

以上待たされる場合を 50~70%減少することができる。

建物の高眉化に伴って,縦の交通機関であるエレベータの輸送力増

大および占有面積縮少の方策が種々試みられて途るが,その一方策

としてダづル手ツキ1レベータ(二階建エレベータ)が注H されはじめて゛る。

当社はψ杓大林組本店の要請があったのを機会に,わが国で1伎初の

互づル手ヅキ1レベータを開発して大阪大林ピルに納入した。(ハイライト写

真参照)

この方式の長所を生かしつつ,個有の問題点を解消するととに主

眼をおき,下記について総合的開発を行なった。

(1)Π的階により乗場が異なるとと,階問交通が不便であると

と等エレベータ利用上の問題点を最小限にする運転方法。

(2)二階建に対する乗客の不安感・不快感を一掃するためのき

めこまかな配慮,たとえぱ下剖効、ごの乗客救出方法や上割効、ビ床の

防音対策,上部乗場敷居問げき(隙)からのじんあい落下防止など。

(3)ダづルデヅキ用かビわくぉよび巻上機・ガイドレール・ヲド帛、止め

等の大容呈高速エレベータ用機器の開発。

大阪大林ピ}しの実績により,今後本方式に対する建築関係者の認

滋と理解がますます深められる、のと期待される。

2.3 ダブルデッキエレベータ

表 6.3 宝矧勝島第二倉局染夕め 30トン1レくータの1上要目
Specification of 30 加n elcvator.

1 '*".、" 1 台'、 2JL

Ⅱ1 「、」

,^!_

1 駆動方式 1 汝流"1変置}モ歯地付式
定桜秘載呈 1 30ton

交通・運搬

意匠部分は人闇性回復,量より質への転換とーつた時流を敏感に

反映して多様化が進んでいる。

かビ室の照明では,照明を機能本位の「あかり」として扱う,局

2.8 エレベータの意匠

99

工事用移動機械室形エレベータの完成2.4

大阪国際ピル・大阪 Bイヤルホテルには,わが国で籾めての本格的な

移動機械室形の工亊用1レペータが設置された。

とのエレベータは,建設工事中の作業員および小形器材の運搬に使

用する、ので,本設エレベータ用の昇降路内K,鉄骨の建方が地上数

階に進んだ時点で1レベータを据付けて,輸送サービスを開始する。そ

の後,建方の進展につれて,数階ごとに機械室をつり上げて昇降行

程を延長してゆき(これをクライミンづと呼ぷ),本設エレベータの据付

け時に撤去する、のである。

一体でコンパクトにまとまった可搬式移動機械室,クライミンづの都度

ワイヤローづを繰り出すだけでよい口一づ繰り出し装置等,本1レペータ

専用の機構により,クライミンづのためのエレベータ休止期問は約2日,

そのうち機械室つり上げのためのタワークレーンの借用時間は,1時問

と所期の成功を納めた。

主要要目を表6.3 に示す。

(内法)岡1-13,60olnπ1,奥行 14,460mln

_電玉ii4攻「」小央需、ぎ、:方五に 1、勇」、L __',f

一般中小ビルや住宅白レの高層化が進むにつ九て,より局性能で

経済的な規格形エレベータの要求が強まってきた。当社では今度画捌

的な交流帰環制御によるダイヤづライド方式エレぺ四卜を開発し,昭和47

年10月より発売を開始した。

ダイヤグライド方式は,速度パターン発生奘置から指令される理想曲線

速度パターン巴,かビ実走速度とを比較し,その差に応じて,切換回

路が働き,力行または制御のいずれかのサイリスタが動作して,減速

中のみならず加速中、閉ルーづ制御が行なわれるように構成されて

いる(特許申請中)。

なめらかな乗りビこちで走行時冏の短い運転を行ない,減速芦床

時は力行.制御両画からの制御により安定した高精度の着床動作を

行なう等,直流可変電圧エレペータに匹敵するすぐれた性能をもっ。

2.6 ダイヤグライド方式エレパット

宝組勝島第二倉庫納め30トンエレベータ2.5

都内品川区勝島の宝組勝島第二倉庫に,大容呈荷物用エレペータを

納入した。とれは倉庫に到芦する積荷を満載した大形トラヅクをその

まま各階床まで運び上げるもので,定格積載量30トンの記録品であ

る。

大形トラ、,ク運搬用エレベータは,定格積裁量が一般の荷物用エレペー

タの数倍に逹するととの様か,かビ奥行は 15m におよび,偏荷重

走行による走行抵抗の増大など,大容量エレペータ特有の解決すべき

幾多の技術的問題がある。とれらにつφては,昭和34年に納入し

た国産最大の記録品である55トン積貨車用 1レベータの実績・経験が

生かされて,信頼性の高い大容量エレペータとして完成された。その

昭和45年渋谷東急本店に,一般ピル用の本格的な展望用エレペータ

を納入して以来,との種エレベータの注文が急激に増加し,昭和47

年度もまた,神奈中小田原ボウル・東京ボートポウル・名鉄レづヤービ」レを

はじめ数多くのビルに設置された。一例として,名鉄レ,ヤー白レ向

けのかビ室デザインを紹介する。

建物の外部よりかビ室の造形美が目立っように,全体を直線多面

形とし,展望用ガうス窓のわくを大胆に突出させて立体感を強調し,

窓わくのステンレスによるメタリックトーンとボデーのホワイトトーンが良

く調和している。照明は,外装部の上・下部および底部にだいだい

(榿)色のミニポールランづを配し,1レベータの昇降に合わせて自動点滅

させ,かビ室内、白色ミニボールランづを採用して,シンづルで爽快な感

覚をかもし出している。

他の伊ルして,神奈中小田原ポウ」此'ルに納入した、のを図 6・ 9,

6.10 に紹介する。

このように,展望用エレベータは白レの外観に動的要素を遵入して

最新な機能美を表現するとともに,エレベータ乗客に対しては,密室

感から開放し,眺望を楽しみつつ昇降させることができる。

2.7 展望用エレベータ
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照度で平板な方式に代わり,照明を「ひかり」巴して考える,,、な

わち室内の都度分布に快込需齢凋と,りズムを持たせる方式が採用され

^

゛,゛

4壬J

ずf
.."

'芽三ゞ゛

,

J/

y

j、 '/之1ゞシミf

/

ミ三§1琴X

,.ご

^

七つ■邸t'

゛灣

叫ゞ'騨二〒、
'

、

無と
一

図 6.13 阪急梅田駅納入の三菱トラベータ
Milsu、ishi Trava如r for Hanbu umeda, Tailway station

図 6,8 名鉄レづヤー白レ納入屡望用 1レベータ
Obser、'alion ele松tor insta11ed in tl)e Meitetsu

Ieisure l〕uilding

'ノ

険^^

る。乗場意匠は,防火上の内奘材の制約が一因となって造形的な要

求がi高度化し,クラフトワークの丹t句板槌目仕上のトアなどを頂"戚とし

た複鮒プU川_L技術を要する怠匠が多くなっているが,製造技術の研

さんによって.手際よくこれを突蝿して好1平を得た。
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46午には,阪急梅田肝七C改良形三斐トラベータの第1 弓機を納入し

たが,引続いて47 午,さらに 2台,同じく阪急梅田駅描内のコンコ

ースに設置し現Υ劇順詞に遜転中である。

これらはいずれも鉄這ターニナル特オjの重負荷で使用されており,

三菱トラベータ本来の機能を造憾なく発邦している。

さらK48午には,新東京t■際空港ターミナ」比'ルカフィンガに,機R

約80mの三斐トラベータ4台が設置されることになっており,ジャンホ
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2.10 全自動立体駐車装置

労働力の不足および人件賀の上昇・を背景に,立体駐車場にも自動

化・省力化が要望されている。

これに対し,豊拓劃i松葉立体駐車場に内動化された立体駐車奘置

の第1号織を納入した。この装羅は,立体駐車装置の代表的な機種

であるミニ',トパークモデル1をべースにした、のであるが,単に従来か

二气
^^
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1斡.'、、.,、.'

弐f途轟・ξ
で■●,

覇

交通・運搬

図 6.15 三菱重工業長崎造船所納め 1,750RVA 4極
全閉内冷形づラシレス交流発電機

Brush]ess Ac geneTator l,750 kvA 4 Poles (Totι111y
enclosed with top mount aiT CO0]et)

3.3 機関室補機

3.3,1 F種シリーズ補機電動機

船形の大形化とは逆に,機関室補機については,駆動用電動機を

ふくめますます小形化が要求されている。

当杜ではそういった造船業界の要望にこたえて,従来のE種絶縁

電動機よりわく番を一段下げた船用F種絶縁電動機のシリーズ化を完

成し,日本海事協会の認定も取得した。小形化の程度は,たとえぱ

SF-EV 55kW 4P で容積は73%,重量で釘%となっている。製

作機種は防滴保護仟列119kW以上,全閉外扇形は 0.75kW以上で

ある。

、キ^

,サ,'ゞ鶴1、
^J^

ビ内でオペレータが行なっていたポタン押し動作を,機械におきかえ

ただけではなく,自動小の位置チェ、,ク,超音波式検出装置による二

重駐車のチェ,,クなど,オ弌レータが行なっていた各種の安全確認をも

自動的に行なうものである。

自動車を入出庫させるには,入出庫管理室でづラスチゞク駐車力ード

を入出庫指令盤忙差し込み,入庫または仕伊北のポタンを押すだけで,

一迎の動作を自列川勺に行なう。

'

恐

U

ブb「
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図 6.14
BUⅡding

(

)

自動窓拭きシステム(ルーフカー)
Cleaning system (Roof car)

琴会凾』二1、

小π列墜最化,冷却効果の増大,励磁損失の減少,効牽改善などに

大幅な改善を行なった同心巻11Ⅱ竒界磁汗■'CFC ルず'のシリーズを元

成し,全面的な切換えを終えた。また絶縁特性のすぐれたF種絶縁

および瞬時変動特性にすぐれた当社独自のづラシレス励磁力式か,広

く認められ,火容量機にはとれらがほとんど採用されるに至った。

いっぽう単機容量は午々増大し,佐世保重工業q月納め 2,50okvA

450V 60H.1,80orpm 全閉クーラ付きづラシレス方式 1台をはじめ

として,1βookvAクラスを多数製作納人Lた。

、4

龜

超商嫡白い侍代を迎えて,ピルの窓ガラスや壁画のi削吊を安全,迅

速かつ経済的に行なうことが要求されるようになった。今度.米国

の ALPANA社(STEEPLEJAC 部)との技術鞭挑により,わが国

で初めて自動窓拭きシステムの製作に着手した。

このシステムは, Eル屋」二にルーフカーを配し,紙人のワッシャをワイ

ヤ0一づで懸埀し,ワンマンリモコンカ式によって,ビル 1老廸iのガイドレール

に沿ってワワシャを昇1逢させi1所引乍業をする。ワJシャの尚成は,クリー

ニンづへッド真空・洗剤・制御ユニゞト等からなる。そのii"引乍用は清

掃鳳に高圧の洗浄液を'、きつけ,づラシを往復運動させて洗汽1ルとも

によごれを洗いおとし,真空奘置で洗淳H夜を回収する。仕上は,ム

ム製スクィジイにて7k則りを1テない完企i肖希"しる。

BCS(自動窓拭きシステム)2.11

3.1

3.船用電機品

船舶の大形化にともなや,装備する発電機容量の増大とと、に,

船内の短ネ旨遍流、増加L,501ゞA~10okAまたはそれ以上のしゃ断

容量を持つしゃ断器を辿、要とするようになってきた。これらのしゃ

断容量を満足するために,限流しゃ断器Rジトズ(しゃ断容量 100

A フレーム 50kA,225A~80OA ワレーム 65RA),および永久ヒューズ

付き高性能品U シリーズ(100~80OA フレーム,しゃ断容量 150kA)を

完成し,船級協会の認定も取得した。 RシリーズまたはUシリーズしゃ

断器の使用により,配電盤および集合始動器盤は,従来のものに比

べてかなり小形にまとまり,各造船所の好・評を得ている。

<、充発串機

3.2 船用配 心畳!
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図 6.16 永久ヒューズ付き NFU 形しゃ断器80OAフレーム
(づラづインタイづ)

Nlolded case clrcuit 、reaker wlt}〕 permanent power fuse
(Typo NFU800八)

宅ミ鄭
呉二t"

3.3.2 バウスラスタ用電動機

ι7午度は主として,フェリー向けに多数のバ'ウスラスタ用電動機を納

入したが,とれらの電動機は船の操縦性能を左右する重要機種だけ

に,とくに機能上・構造上,最、信頼性が高く,保守・点検が容易

な電動機となっている。

今後,フェリーの大形化にともない,さらに大容量化q高圧化が予

想される。

スウィングウィンチの自動制御はすでに4船分を製作したが,そのう

ち 1船は,スウィング,ラダーの完全自動化を採用し,土厚,しゅんせ

つ幅および深度を設定するととにより,1スパヅド1珂はまったく人手

を要さない方式とした。(特許出願中)

しゅんせつボンづの自動制御は2船に採用し,ボンづのトルク変化

に追従してしゅんせっ能力を常に最大とする幽動制御奘置である。

(特許出願中)

スウィングの自動制御はその有胴性が認められ,すでにか動中の船

にも追設され,なお多数の引合をうけている。

しゅんせつ船の自動化を中心とした性能向上Kついては,常々研

究を続けて込るが,47年度の特記すべき事項は次のとおりである。

a)スウィングウィンチ用として三菱 CS形サイリスタモータを採用し

た。

(2)スウィング自動制御が実用期に入った。

(3) 1スパッド問のスウィング,ラダー制御を自動化した。

(4)しゅんせつポンづの自動制御を採用した。

三菱CS 形サイリスタモータは,三菱重工業q櫛広島造船所建造の

5,00OPS ボンづ式しゅんせっ船用スウィングウィンチ 150kw'1台,9,200

PS用220kW 2台を納入したが,自動楡惨,とあい主って,きわめ

てすぐれた性能を発揮している。

3.4 甲板補機

3,4.1 しゅんせつ船用電機品

3,4.2 直流甲板補機

特殊刑途としての直流機の需要は根強いものがあり,47年度も,

470kW トロールウィンチ,1,50okW 力,,タ駆動用電動機など多数の製作

実繊を得た。

これらの船用直流機は,数多くの既納機突須技術に加え,絶緑抵

抗低下防止をより以上強化したすぐれた防湿処理と,安全性を十分

に考慮した機能を有している。とくに,暴露甲板据付機は,完ぺき

な防水構造と耐塩害対策に重点を置き,すぐれた効果をあげるとと

ができた。

づラントの効率的監視,人問工学的配慮,設計からぎ奘までの工嘔

の合理化,保守整備の簡素化を目的として,新しい監視警報装置

(MUS Mitsubishi unmanned en宮ine supervisot)の 1 号機をτゞ蓼

重工業(株)長崎造船所建造日本郵船(株)向けタンカー忙納入した。

本装置は,検出端.データ処理パネル・タイづライタデスク・オ弌レータコンソー

ルおよびグラフィックコンソールより構成されている。

機能として,個別ランづ警報・づルーづ延長警報・第一原因表示・

キャラクタディスづレイ・ディづタルディスづレイ・故障発生および復帰1順序記

録・定膿括己録およびポイスアラームなどを持っている。同路はすべて

IC化されているので,多機能を右しているに、かかわらずコンパクト

にまとまり,信頼継・経済性および安全性が向上した。

3.5.2 テレニントロール装置

陸上用としては以前から実用化されているが,船舶にテレコントロー

}レが採用された例はなかった。今回船舶用テレコントロール装置を開発

3.5

3.5.1

自動化機器

MUS監視警報装置

図 6,1フスウィンづウィンチ用 CS 形サイリスタモータ 150kxv o~1,000
rpm,開放防滴他力通風形

Type cs tl〕yTistor motor for swing wincl〕,150kw o~1,ooorpm
drip・proof, exteTnal fancooled type
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MltsubiS11i unmanned engine supetvisory system
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し,実用化のメドをつけた。船舶用として特忙無保守・高信頼性・

船舶特有の耐環境性を目標に削発した。

力式としてはパjレフ、コード式と阿期式の併Hルし,ー'対複数制御を

司能として込る。タンカの力一づバルづの一部および災合始動器盤と慾

報奘置の一部にテレコント0ールを採用し.突捌1で試用するととにして

いる。

従来から船舶用として使用されてきた電氣品は,陸上用に設計製

作された製品や部品の転j11が多く,船舶の特殊環境において,やや

、すると動作が不安定で恬'頼性が劣るとぢぇられていた,ヲ町回 0イ

ド船級協会がUMS機鬨室無人化のマークを与える矧ソ汁"機品につ

いて,形式,シW鮒Ⅲ皮を蓼K打ち出したのもこの理山Kよる。とのた

め当社では.冠磁開剛器・継電噐・スィ'げ類・タービン監祝副'器・山

動化機器則づりン1、カード・一式・アナンシェータ・山動同捌・負荷分担奘置

・内動電圧譚寄整器・その他配磁継用スタティヅクリレーなどについて,

ロイドUMSの形式認定駅境試験(高温・高湿・振動・傾斜一恐原変

動)を受け,全数これに合桃した。なおフランスのBV船級協会の認

定試験も引続いて受験中である。

3.5.3 ロイドUMS認定取得

主゛、、ゞ,.、0、,ー'

1ランづスタを本格的に研掬Jに使いはじめて 10年以上になるが,船

舶の商皮の肉動化が進むとともにその阿路構成、複雑になり,奘隈

も大きくなる傾向にある。最近IC の信頼性は十分認められてきた

ので,奘櫂の小形化,信虹1姓の向上,経済性の画から順次従来のト

ランジスタ製品をIC化製品に羅換している。すでにIC化製品として

",、,

ヅ卦 i1之ゞ隠
X二一為一ー
ク'§瓢炎二羨L1多、ヘ"・、、",一富、ー:'1太,.

1'ー'卓温.当,j,ユ之今゛,,ーー、ーー゛ー

●畷, 0 ・'・'、ゞ、,ーー
惑モ^,ーー

] JWせ,'ι~Aι十."討リ」▲丁一

部品の IC 化3.5,4

図 6.19 超内動化タービンタンカ"鳥取丸"納めMELCOM一舗0-5S
コンビュータシステム

Type MELCOM-350-5S process control colnputeT syslcm
for s、 S TottoTi maTU

1,200~1,60OC0 級の乘用i巨や小形トラック用としての】2V,35A

品の合理,化・品質向上のため,極数を 8から12 に,重量を4から

33kg に幌減した新形を完成した。りアづラケ,,トの通風窓形状は,妥

物の侵入を防_止する形状に改めると巴もに,自動組立てが可能な拙

造とする低か,ステータには巻きコアの採用を可能としたが,これら

の合理化は同ーシリーズの如A品・50A品にも適用した。

4.1.1

4.1 自動車用電装品

新シリーズACダイナモを完成

ディーゼルエンジンリモートコントロール奘置, JSS 装確および MUS 警報昼t

視装置を三菱重工業中知に,タービンリモートコントロール奘置を住友重機

械工業(株)に納入した。

3,5.5 超自動化船用コンピュータシステムの完成

日本郵船・太汗翠向毎運q知共有の超肖動化タービンタンカ"鳥取メL"

はかねて三菱重工業長崎造船所で建造中であったが,仰年9お初

め完成就航した。当社納入の MELCOM-350-5S 汀劣制御用コンビュー

タによる,航海寸萌受・機関部の名自動化システ△、好瓢"なか動を続

けており,きわめて有用な効果が得られつつぁる。

4.電

マづネトの界磁用永久磁石として,主流であった鉾造磁石に代わっ

て今回,フェライト磁石のシリーズ qU力 6V 20W~12V 150W)を

完成した。二輪車の動向に沿い,フェライト磁石の高込抗磁力を生か

して外径を従来の80%程度に縮小して,小形・軽量化と高出力化

を同時に逹成するとともに,ワエライト磁石の機械的強度を十分に力

翻会'
みま

4.1,2 フェライトマグネトをシリーズ化

装

バーする安全設計を採用した。

、

.

北アメ肋向け雪上車用として,ピニオンの慣性を矛嚇刊し,スタータの

立上り回転力でりンづギャとかみ合わせる,いわゆる慣性しゅう動式

の 0,8kWべンゞイックス式電動スタータの量産を開始Lた。機榊的には

-30゜C という極低温でも使用できるよう,氷結防止や防水構造に配

応してあり,またオーハ'ランニングクラッチの採用で,かみ合いはずれの

現象を解消しており,耐久性も抜君羊である。定評のある 0.4,0.5,

0.6 および 1.2kNV にこの 0.8kW が加わって,小形はん(汎)用エン

ジン用スタータは,出力系列としても完成した。

図 6.20

6,交通・運搬

雪上車用スタータを量産4' 1.3

New type
dynamo

新形AC

ダイナモ
Of AC

J、J 、"ノ、J/ー、、X

1命@舟1-*・',・・彩一、、.
.ーー・ー・ー'.、・圖
三1 ず丁ヅ"、,ご、、-y、、、、ヘ'シ 1メゑ、1、Zξ、ξ'ヂきそ二,イ11

4,1.4 ディーゼルエンジンの遠隔操縦装置を開発

小形船舶用手イーゼルエンづンの回転制御用として電氣式ガバナコントロ

ーラを,また推進器の力向の前進・中立・後進に切換え用として電

気式クラッチチェンジャを,いずれも従来の乎動・油圧式操作に代わる

、のとして開発した。据付け'・操作が筋単で,応答姓がよ込ため短

図 6.22 雪上車
附スタ
ータ

type

for sn0气气、・

Bendix

Starter

mobⅡe
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図 6,

Con)ponent
23 ガパナコントローラ
0{ goYernor contr0Ⅱer

メ'、にt卜が入轟ゞ之之今夕j笑3J膨ヲ1隈b、§・イ添^;、1f
.写、、

図 6.26 GQ-フ7形力ーステレオ
Type GQ-フ7 Car stereo

'ヨ、

時岡で制御できる抵か,当然ながら托3ンが容易という,両者に共

辿な特長を、つており,ギャとモータからなる駆動部,制御部および

リモコンポ,,クスの 3J蕪で枇成して込る点、ネ剛以である。ガ'パナコントローラ

川モータは,閉ルーづブj式IW御の DC 24Vサーポモータ,クラ"チチェンジャ

jHEータは,づレー千付き可逆転磁石モータであり,指示した駆動動作

か終われぱ内動停,止ナる。

、^

図 6.24 ATP-7016E形ラづオ付き力ーステレ才

Type ATP-7016E cat stereo with radio

4.1.5 新形力ーステレオ

(1)<TP-7016 E 形ラジオ付き力ーステレオ

ヘ.,ドの上下操作K当社独自の電動式を採用し,手動同調式AM力

ーラジオと組み合わせた,インダ,りシュタイづの 8 トラ,ワクカーステレオて、ある。

小形ながらテーづづ口づラムインジケータ付きで, FM パックの追加{Cより

FNVMPXステレオも受信可能である。

(2) GS-75 形力ーステレオ(通称" 1ぺ")

コンパクトな構成,ユニークな機能美を強調したデザイン,黒・モスグリー

ン・オレンづの3色から選択できるシャシなどで,好評を得た昭和47

午のメイン機種であり,トラリクなど24V車用も同一寸法である。

(3) GQ-フ7 形8 トラック完全4チャネルカーステレオ

ディスクリートおよびレギュラマトリ,0クス両4チャネルの再生が可能な力ー

ステレオで,当社独肖のι段へ.りドシフト方式を採用している。マトリ.ワク

ス1田路以外はすべて IC化したので,容祐と幅は業界で最小であり,

ほとんどの坤:のセンタコンソールポ四クスヘ,はさみ込み取付けが可能で

ある。

1

図 6.27 AV形

レベルコントロール

ハルフ

Type Av level con・
tTO} va}Ye

雰宍

くンヌニ'る、ミ'N罫恕玉、ず二、 j〆ξ1耳重ξj",MI'、 1ゞ診三、、

ー,ー゛ノ

三菱電機技報・ V01.47 ・ NO.1・1973

図 6.28 AP形ジェッ
トボンづ

Type Ap jet pump

図 6.25 GS-75形力ーステレオ
Type GS-75 Car stereo

゛

゛

コ1七^

図 6.29 AA 形口ー

タリ iてアクチュ
エータ

Type AA rotary
actuat01'

4.2 航空機用電装品

新しい燃料系統装備品を開発4.2.]

(1)レベルコント0ールハ'ルづ

燃料タンク中の燃料レベル制御用で,地上給油時K燃料レベルの上

限を制御するハイレベル用と,燃料移送中の下限を制御する口ーレベル

形がある。い,'れもレベルの変動をワ0ートで検出し.ダイ・ヤフラム主の

組合せにより,燃料の流れを制御するものである。

(2 )シェ,ワトボンづ

燃料タンク相互間の移送用ポンづで,電気部分・可動部分がないざ

ん新な構造を採用しており,少量の加圧燃料をノズルから噴出させ

るととにより,多量の低圧燃料を吸引Lて移送する、ので,性能は

安定しており,整f削生もよい。

4.2,2 新しい操縦系統装備品を開発

(1) AA 形口ータリ式アクチュ1ータ

機体のドア開閉用で,開閉角度制御川のマイクロスィ町チ機術,機体

側との?,チング用トルクリミ,"1■劉苛をもち,さらにコンパクト化のため

にハーモニックドライづ減速を行なっているため,機能の多様性忙もか

かわらず,小形・軽量化に成功している。

(2) AU形制御奘置

機体側システム制御の中枢であるので,半導体部品はMⅡ", MS な

どの規格品を使用し,さらにデバギンづなどの信頼性試験を突施して

いる。外箱は耐環境性の密閉構造であり,安定性がきわめて高い製

品て・ある。

図 6.30 AU形制御饗置
Type Au control unit
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フ, Electric AppliancesHome

家庭川電気品(家遊品)の家庭への浸透・普及は根強いものがあり,電気冷蔵庫・電気洗たくq荏)機・電気掃じ(除)機智く、代表される生活合N

化用品くは, tでに買換え1剛明に迂した、の、多く,また,カラーテレビ・テーづレコーダ・ラジオ・ステレオ等の教育・レづヤー商品くtよ買い増U帯吹'も盛

/Vく1、'立」る。

消費側の使j聯劉強やそれに伴う商品知識の向上とともに,これからの家電品にはユニークな,斬しいメリヅト付けと,使用写υ鄭q飼和する機能

とデザイン,たとえぱ,師粛迅松,室内空気をよごさない暖房,家具や設置スペース Kマッチする備造デザイン等一ーが要求される。またーカ,老幼

、f女も含めて広い耶創川にわたる消賀者層,あるいは様々な使用環境条件に対処できるよう,尚φ安金性と信頼性の硫保が要求される。

さらに,外圀生活衆暁の悪化に伴い,より良き生活への希求は,積極的忙家庭環境を浄化向上させる製品の需要を喚起している。

上述のように,47河り女の家電品の開発は,i高安全性・i拓信頼性,漸機能・羽iメリット付け,家庭環境との奇"和,ならびに環境汀1化・向上機器に

重,・系が指1可された。

そ九らのおもな例として,炊飯と偶U品を1ゼ備したル電丁'づヤー炊飯器",省力用の"全自動洗たく機",スくースセーづの"110゜編向形カラーテレビ",

室内空気をよビさない"ルー△1アコン霧ケ1峰"" MICS1心胴クリーンヒータ","クリーンヒータルームエアコン""1非氣形石油温延W器',なしびに, h'n坂的に外鬮

空気を浄化して室内に取り人れる"空気清浄機"等の開発がある。

照明については,機能の辺求とともに,ムードi剣_1_1の開兆にも力が入れられた。

光源ランづでは,照度の向上とともに演色性についても開窕がなされ, BOCランづの機種充突とともに,屋内照1明用水銀ランづ"じユーティテラック

ス"を開発した。照1羽器具では,モダンな△ードのある住宅ル似弓1明"}レミテリアシリーズ",店舗用照明"}レピカシリーズ",屋外jⅡ照明"スペースルミ",尚j四ピ

ル jU天井設備ラインとして,天j1モ埒去も珍1愈した照1羽"システ△ライン"等の開発がある。

Lightin号and

1.カラーテレビ

(1) 110゜偏向広角化とづラリクマトリ,"クス化

昭和47年の国内カラーテレピ市場の長術的特記事項は,各社からも

゛つせ込にⅡ0゜編向カラーテレピが発売され,カラーテレビ、本格的に

UO゜時代K移行をはじめたととである。当社は昭和46年に業界に

先駆けて,20形コンソール 20CKS-956 形・18形テーづル 18CTS-531

形の 110゜偏向カラーテレピを発売したが,47年にはこの実績をべース

として,設計・量産技術に改善を加えながら20形・18形のほとん

ど全機種をⅡ0゜化するとともに,さら忙世界で初めての 16形(16

CT-20A 形,47年6 ナD,14形(14CT-12A 形,47年11月)の

教育・レジャー用品1.1

1,家庭用機器

HO゜偏向カラーテレビの製品化に成功, UO゜11別弌の幕川jけに人きく寄

1ヨ:した。(ハイライト参熈り

・一方,110゜化{C並行して画1血のコントラスト比および茨W生を向上さ

せるため,づラウン管のけい光而にづラックマトリ,,クスの技術が全面的

に導入された年でもあった。すでに述べられているように, UO゜づ

ラウン管の技術的問題点のーつは,けい光体ドヅトの上にランディングす

る電子ビームの余裕が少なくなり,白の均一性が悪くなることであ

るが,づラックマトリ,りクス化により,さらにこの傾依」が強くなってくる0

とれらの問題点を解決し,Ⅱ0゜偏向づラックマトリックス管を量産化す

るためK,各杜はそれぞれ独自の技術を開発したが,当社は,Ⅱ0゜

化のとき開発した SLE方式と新たに開発した3色同時露光方式の

組合せにより,他社にさきがけて,20 形 110゜づラックマトリ,,クスカラー

テレピの量産化に入り(20CKS●56S 形,47年4月),続いて18形

(18CT-31A 形,47 午 9月).14 形(14 CT-12 AS 形.4フィド 12 ナD

の製品化にも成功した。

(2)三菱 PAL方式カラーテレビ

欧艸肺場開拓のため,当社でも早くから独自の技術による PAL

方式カラーテレピの開発を進めてきた。この方式は,テレフンケン社の持

つPAL特許には抵触しないものであり,本方式により,20形テーづ

ル CT-20OB 形.14形ボータづル CP-140B 形を量産,イギリス市場1こ

出倚した。両機種とも,4ポタン式電子チューナを採用したオールソリ・,

ドステート式で,技術的内容の高V、;製品である。

(3)その他の技術開発

その二,三を紹介すると,

(a)従来テレビの音響特性は,ややもすると映像特性のかげに

かくれて,あまり重要視されなかったが,20形コンソール 20CK-61

A形.20CK-91AE形に 30cm の大口径スビーカーを採則L,50H.

図 7.1 18CT-30A形
C010r Tv set model

18CT-30A

7 家庭用電気品・照明

1"ぎ

図 7,2 16CT-20A 形
C010r Tv set model

16 CT-20 A.
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'む^
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の低仟まくの商忠実疫再生を図った。また 18形テーづル18CT-30△

形についても20omスビーカー村き専用テレビ台 S-30A形を併光する

心ど,高縛1寺判1の1川で、1寺」しのある製品を1_Ⅱした。

(功避1"リj式の改鉾の一瑞ルして,昭羽レ16午に雌子チューナを

採胴の 20CKS-851E 形をせ産したが,呪伊卜17年においても, 1六」

り'波1川路に FET を採Ⅱ・1したりミクサ師1路の改良などの努力を続け

たネ,1;米, ijι変J"特剖1か人ψ斯に'女謹され,20 CK-90AE 形・ 20CK-91

AE 形の2機種か契品化された。しWライト参照)

(C)また,心ヌUⅡ品iR村缶去技術基,北改正によるレベルア,ワづに屁;

じて,ナルトJ,垪反・心線類,その他絶綵村料の不燃化を進めるなど,

安全性の師に力いても茗Lい長術的進歩を遂けヲこ。

2.白黒テレビ

1'11'1、{テレビは,ま・すます小形機種へ玉点が移り,12,14 形が 70%

以上を1!iめると河時に,輸川向けテレビが生産量の人半を占めた。

川仟1レ16イ川用発したモづユールタイづの Lリ形シャシから,さらに合廻!

化を蝉.進した L0 形シャシを酔1ヅ6した。とのシャシは, VIF 回路のみ

を知リ選板にし,受イ'{方式による述いを,すべてこの基板ユニワトをさ

し換えるだけで咲収できるように股計されて゛る。

また山川加こ,9,12, H 形テレビを,すべてとのし。系統のシャシを

使用すると巴により,機種卿換による生産性の低下を防ぎ,小ロッ

ト生産にヌ寸処できるようになった。

米倒向けテレe については, FCC の新規定による「VHF, UHF

のチャネル表示の統一」を満足させるためK, VHF およびUHF の

チャネル表示機削沈開発し好評を得た。

3.三菱EVR プレイヤVP・200形シリーズ

操作性の向上と機能の多様化を目灼として, EVR づレイヤとして

は世牙"及初の施気シーケンスを採用した VP-200形シリーズを開発し,

昭利46年度太より発売している。とのシリーズの特長は,従来の重

い機械i欝制御抑しボタンを電気杓]しポ'タンに代えることにより,大変

嵯く各モードの操作ができる低か,自動巻戻し・自動反復演奏等の

付属機能が標準生W桁されている。なおこのシリーズには,日本, U.

S.A.等の NTSC地区向けの各機種と,イギリスをはじめとする PAL

方式地区向けの各機種があり,国外向け機種kは毎秒60フィールド用

カートリッジおよび50フィールド用力ートリッジの両方が,1台のづレイヤで

演突できる機能を持たせているので,あらゆる EVR力ートリ,,ジに適

合し便利である。

4、ステレオ

昭和47年皮の技術の進歩としては,4チャネル再生における SEO

づツク回路の開発およびその商品化があげられる。この4チャネルステ

J-

T}'PC 上。 CI〕assls

'

卦゛脚メ'くJ

篭

^

」三之月'
、・臺

三事".、葬

主二

'強

二女電機技轍 ＼101,、17. NO.1.」973

ー'

"ー^J

轟

図 7,4 VHF, UHF インづケータ
VHF and uHF indicalor

レオと SE口づツク回路については,木舷46巻8号に諭1しく記述した。

(1) SE 0ジヅク扣1路の概要

ゞイスクレコードによる 4チャネル方式は, RM力式・ SQ力式・ CD-4

力式の三つに抵ぽ染約されたが,当社は,このうち特にRM方式に

迪介性の良゛分際村叟拡大師1路SE口りヅクデコーダを肝リξした。この1川

路は,マトリクス4チbネ}レ再生匝難喪に付加して,チャネル剛に発生するク

0ストーク平均3dB を,約15dB に改誹する役1判を来たすものであり,

また音楽性を重視して,ロジック回路の過波応答速度を速くしたこと,

および,ひずみのy6生しやすいli!W行を寸ゴ、;り'P1路には使jl・]していな

いこと等が,ソ井tの師1路の大きな特長で、ある。

(2) SE 口づツク卸Ⅲ4の}心用

4チャネルデコーダ3機種の商品化および小級以上の tパレートステレオに,

この山W名を採j",りヤースビーカー付きの、1スピーカーシステムとして,本絡

的な4チャネルステレオ:町生機器の開発・充実を計ってきた。

5.テープレコータ

47年度の業界劇が水よ,相変わらずラジオ付きカセ.,トテーづレコーダが

打"血さを示し,また,カセットステレオテーづデ,ワキが,予及し,オーづンリール

デッキの低価格レンジのものにとってかわる傾向が日立ってきた点に

ある。

このような傾向に加え,うジメ付きカセットテーづレコーダの機種の増

加を計るとと、{C,全般的には,剖1立ユニ,トごとの標酋倒ヒ・共通化

を積極的に実施した結果として,効考引恂な生産活動が実現できた。

また,48年度以後の新製品開発も,いっそう標準化を推進し,機種

の多様化を最少コストで実現し得るよ5計西WK実施した。

お、な新技術・新製品として紹介し得るものは,カセ、汁ステレオテー

づデヅキにおける DOLBYブj式による緋音低減回路の採用,スピーカー

モニタ方式忙よる個人学習用 LL(T-6如2),さらにカゼ介テーづ上の

4本のトラックを同時に使用し得るユニークな侃ν＼学晋朋1 上L (T-64

04)などがあり,テーづレコーダの今後の発屡動1司の一1揣を示す、ので

ある。

6.ダイヤトーンスピーカー

ビ好評をいただ仏てφるダイヤトーンスビーカーに,新しいオリづナル製

品として2機種を加えた。他社にない充実した製品系列と,新しい

購買層の開拓をねらった、のである。

(1) DS-24B 形スビーカー装置

とのスピーカー奘置は 20cm 2ウエイのづツクシェルフ形で,低何畍各に

もかかわらずダイヤトーンの2ウ1イスピーカーの基本方針を貫いた完全設

言十で,指向特性を重視したコストパフォーマンスの高い製品である。し

たがって,クロスオーパ周波数を低く選び,低音と臣る斯の音のつながり

を良くし,スeーカーを縦忙置いても横に躍いても,指向特性があま

_^

'

◆券t

図 7.3

図 7.5

Mitsul〕1S1Ⅱ

VP-200

三斐 EVR P]ayeT,
VP-200 形

EVR player model
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図 7.7 DSー26 B 形 3 ウ1イ図 7.6 DS一二4B 形 2 ウ」イ
スじーカー奘朧スじーカー生{1乢

Typc DS、26 B I'hTec・IVRy'1'ype DS ・2'1B t、YO・way
トPeaket systcn〕Spcaker byslcnl

り変わらな込よう孝応:している。また,話題の 4Ch ステレオ川スじー

h一として、、トフ)女1処〕Cきる「Xイ乍り上なっている,

( 2 ) DS・26 B 形スe-h一生駈1リ

11」'旦ン聖:求の11'1jい 11径 25 Cm 低t〒j"スビーカーを帖に,ドー△形の尚

竒川および 10U"コーン形の小↑'〒川を漸悦にW」允L,3ウ1イのづツ

クシ.ルワ形にまとめてある。特に,門の分謝,とか何4象度とい力れる

.1JJCつぃて・1、分に検肘をく力え,'1リャカ、「"巧掛にかけての斯向判1の

改辨や,ひ・上みの低i成などいろいろなところに萩しい技術を、り込

ルでいる。また,低斉の性能改筈のためダンづドバスレフ方式を採川L,

商音域とのバランスのとれた芙しい音作りとなっている。

フ.卓上ラジオ・携帯ラジオ

昭和'17 午孃に俳打6した゛上・・膓帯ラジオは,、市場要求であるi冷感

度.火鵬力を満足させるととに重点がおかれた。それと並行し,今

ー・つの市場要求であるユニークなデザイン・機挑美との関述を杉慮した

愆伍ケ機織設計が江目すべきものであろう。特筆すべきは,米国愉

川向け RWF-86 形カレンダ時副村きラづオ(10トランづスタ・ AM疋M 2

バンド・最大出力 1,ooomw)であろう。

これは室内奘飾品的な優美な曲線でデザインをまとめ,操作画にお

いては,おもなスィ,ワチをスライド方式にし,音量つまみと同調つま

みを同じくラジオの前面K配置し操作性を向上させている。本ラジオ

に使用してぃる時計は,日にち・曜日付き時刻じか読方式で,操作

上の特色は好みの時問に目ざましが鳴る"アラーム機能",とのアうー

△機能が動作したのち,5分ごとにこれを停止・動作ができる"スヌ

ーズ機能",好きな時刻に白動的にラジオを動作できる"オート機能",

0~60分間の好きな時問帯だけラリオを動作できる"スリーづ機能"

などが備えてあることである。実際上の使用方法として,たとえば

スリーづ機能とオート機能を俳用すれぱ,ラジオを聞きなが制恨り,翌

朝再びうジオが鳴るとともに目ざめることができる。

轟才 ゞ

図 7.8 RIVF-86形
ラシオ

Model R入VF-86 τadio.
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( D " WE NEED GREEN"

儲要構造の変化や社会環境の変化とともに.容手貞の大形化は,

段どその傾向を強め主力1幾極も,13呪→1501一江701 に移行ナる段

階にある。このように内容秘が火形化すると貯蔵,、る食品量も多暈

になり,当然長朔問保存の要求が生じる。これは玲蔵室に貯蔵する

ー,般食品は言うにおよぱず,家庭で1試束食品を作って食生活の合理

化を計画的に行なおうとする。いわゆるホームクリージングも一般化し

つっある。かかる冷凍食品類を籍取り時の熱影縛なしに長期貯蔵を

可能ならしめるフロストフリー方式と,冷蔵室には,昭和45年以来実

繊をljしている冷蔵室全体を郊祺羊保存に適した湿皮に保持する,2

毛細雀・.2冷却器使用の2段蒸発モイスト方式を1台の冷蔵庫に同時

に実現した, Molst & F,ost F北e sy.tem, MFF方式を機種的に

も・一段と拡充し,"みどり"の要求に1'じょう巴するものである。

(2)浄水装置内蔵冷水器付き冷蔵庫

在来の冷水器付き冷蔵庫のユーザ調査結果を、とにして,売る立

場,使う立場に立った浄水装置内蔵冷水器付'き冷凍・冷蔵庫を開発

した。

(a)浄水装置

水中忙含まれてぃる残留塩素(カルキ)の除去新冶水直後の除去率

60%前後)およびにおいを吸収させるために,粒状ボリエチレン溶着

成形の内.外フィルタの空聞部にヤシガう活性炭を充旗し,注水口に

装置させてぃる。着脱自在のため時々熱湯消毒をして,衛生上安心

して使用できるように配慮されている。

山)使いやすい構造

])とびらの表面より出張らない埋込式 2)コ,ワづを手にもって注

水するワンタッチ式とコ.りづをおいて注水するビアノタッチ式,ふたとお

りの給水方式 3)使用小こぽれた水を受けるすのこ付き受け皿 4)

ポ十ルの口を大きくして手を入れてすみずみまで洗える清掃簡易設

計 5)弁は故障の少ないシンづルな機拙でポトルからの着脱が簡単で,

万が一弁づまりを生じても清掃が簡単 6)給水ロカバーを設けて衛

生上配慮 7)予冷ポトルを付属させて,夏場の使用ひん度の多いと

きに対処 8)冷水器不使用時には冷水器をはずして小物棚として使

用可能。

(3)離氷器兼用貯氷器"アイスポ0"

ファンを使用し,庫内を強制循環させるフロストフリー方式の問題点

に,直冷方式の冷蔵庫より製氷時問が長仏点があげられる。また氷

粒を製氷皿から取出す作業もなかなかめんどうて、あり,これらをー

挙に解決したのが,離氷器兼用貯氷器"アイスボロ"である。

図 7.9 冷水器付き
Refrigerat0τ・fTeezer
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2ドア冷凍冷蔵庫 MR-20OMFW
Con11〕ination 凡Vith water coolel

1.電気冷蔵庫

昭駒148午度形冷蔵庫は,テーマ"WE NEED GREEN"を掲げて,

いっせいに昭和47年10月、市場に公開された。長期多量新鮮貯蔵を

開発方針として,機種系列的には,標準機種12,冷凍庫1,それに

防爆形冷蔵庫1といった陣容で描成されている。最近の需要動向に

合わせ,一段と容積の大形化志向をすすめると同時に,とびらを開

けないで冷水をとりだせる冷水器,離氷器兼用貯氷器と込った付加

メリ,汁を持つ機殖の開発もあわせて行なった。

1.2 生活合理化用品
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特殊形状のづラスチ,ク側氷皿とアイスボロの開1_1部lmにのせ製永を

し,(冷気が直接吹1_Hす位置に設置されるので姪Wk時聞も,従来の

冷蔵庫より短縮される)完了後,アイスボロのガイドレー}レにとの製氷皿

を邦し込んで凱氷させ,貯氷する容器である。氷粒は表而の溶融が

ないので,氷粒どうしの再氷結がなく,長期保存が可能で,突岻の

来客時など,いっでも食卓・料理などに利則できる。
2,電子レンジ

47午に発売した RR-607 形は,使いやすさと安全性を向上し,

清潔な凶を基本としたユニークなデザインのデラ,,クスな製呈である。
RR-607 形のおもな特長は狄のとおりである。

a ) 3重白ールワアインダドア

内側に耐マイク0 波性・耐熱性の良いパイレックス,外側に透川1なア

クリル樹脂を使用して密封し,外部から針金などのそう入を防ぎ,中

のパンチングメタルの穴径を 1.5φと小さく(従火 2.8φ)して, H やj・
く安全にした。

(2)火きなオーづン

機幅 360mm ・奥行 255mm とし,・tや通に使川される中皿2 攸,

どんぶり鉢3個まで,商さも223mmで従!利やほ乳 eンが入る大き

さとし,底もしほ'り1俳造にして,食品たなのささえを旅ねるとと、

に消掃性を良くした。

(3)電源スィッチ連動タイマ

電源スィヅチを内蔵させ,タイマをセ、介すると信川寺IC電源が入り,

調理終了(チャイムが鳴る)約1分後に電源も倒動的に切れるようκ

して,操作を簡単にした。

(4)薄形チ.ークドア

チ,ーク厚さを従来より 4mm 薄くするとともに,マイクロ波シ_ル

特性を改良した構造にし,ドアと飾りわくに電波吸収材を内蔵させ,

電波漏れをさらに減らした。

(5)オーづンサーモ付き

オーづン上部K ハ'イメタルサーモを取付けて,食品の加熱しすぎなどの

誤使用によるオーづン内での発火1時κ,ファンを止めて消火するよう
にした。

(6)ユニークなデザイン

ドア'化粧板にABS樹脂を採用して,純白のしゃれたデザインにし,

従来の機械装置的イメージを変えた。

3.電子ジャー炊飯器

電子ジャー炊飯器は,爆発的な人氣のある電子づヤーの保温機能に

さらに,電氣炊飯器の便利な自動炊飯機能と結合させた新しいタイ

づの理想的な電氣炊飯器で,他社に先がけて昭和47年3月に 1.6ι

だきを発光した。特長は,

(D 確子づ七一も兼ねる山動確・f保温式炊飯器

炊飯ヒータによる炊飯が完了し白動スィ',チが助れると当動的に電

子保温に入り,本休側部・本体底部・外ぶた部分に取付けられた正

特性サーミスタの電子保沸1ヒータと,独特のガラスウール保温村の断剣蛛力

来により201侍岡、保温するので、 1台で確気炊飯瓣と俺子ジャーの

2 役を果し,別の俺子り七一がいらない

(2)とびきりおいしい炊飯性焼

むらしのときに理急均な高滑が得られる椛造であり,従来の炊飯

力1去ではできなかったような,とびきり力いしいご飯がたきあがる。

(3)加圧蒸氣技弁奘置付き

外ぶたにより保温中ぶた寸眉昆ぶたを内鍋に我りル泌こおしっけ,

炊飯中に発生した蒸気を保温中ぶたの小孔よりjJ川吋友きし,さらに

保温ぶたの蒸気拔介より夕勺祁に減圧拔きするので,炊飯'・やの余分の

蒸気を叺きこぽれなくじぜ功的に放川させ,保1}'中は介が剛じて蒸気

をのがさない。

4.ジューサミキサ

ジューリミ千サを使いやすく,、るために,パルススィヅチ,サイクリックパルス

スィッチを設けた。これはリJ削性を向上させ,能*よい'Jめ卵を行なわ

せる 1・11'内で開発した、ので,パルススィヅチは,乎で"1してぃるⅢ」だけ

ON し,航すと OFF させるものであり,サイクリ、,クバルスは,これを

自走マ}レチパイづレータ扣Ⅲ名の何ψきで,自動1'内に述統して行なわせるも

のである。ベピーフード,豆頚の粉砕,みじんUjり等々幅広い調烈!に威

力を兆揮する。

5.電気掃じ機

従来の布フィルタ忙代え,単繊維をすいたろ(炉)材を波形に成形し

た,匪が細かくろ過面積の大きなフィルタ「0シポーザ」を採用した新製

品 5機種,(家庭用 TC-7000 ・ TC-3000. TC-1900,業務用 MC-

1000・ MC-80のを発売した。

との新フィルタ「ロシボーザ」は,従来の布フィルタ忙比べてじんあいの

蛸集量・捕集率が格段忙高く,しかも目につまったちりの分雛性が

よいので,

(a)掃じ機の集じん容器いっぱいにちりがたまるまで,極端な

吸じん力の低下がない。

化)長期問使用しても,ちり落としをすれぱ抵とんど初期に近

い吸じん力を持続する。

(C)排氣に含まれる細かいちりが少なく衛生的である。

といったクリーナ用フィルタとして,理想的な数々の特長をもった画

期的なものである。

6.全自動洗たく機

図 7.12 の AW-3900 形 q研及形)およびAW-3600 形(標準形)
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図 7.10 RR-607形電子レンづ
Mictowave oven model

RR-607
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図 7.11 1C-30(川形掃じ機川
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図 7.12 全白動洗たく機,
AW-3900形

Mitsubishi automatic washing
machine model AW-3900
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のほか,ボンづ付きの新シリーズを発売した。 AW-360OP寒冷地向

け凍結防止ヒータ付き(AW-360OH形・ AW-360OPH形)で,おも

な特長は,便利な全自動洗たく機から,さらに経済性の高い全自動

洗たく機に改良したもので,

(i)経済性の向上^創硫勺コース

(ii)操作の容易化と誤使用防止^づログラ△セレクタ

(途)安全性の向上^いっ(溢)水防止装置付き

(i→据付の容易化一一前而2力所、1"惟可能

(V)寒冷地向け凍結防止ヒータ付き

などをあげることができる。

フ.回転ドラム形衣類乾燥

Zく1禎乾燥として牛ヤビネ,,ト形の標準サイズと,コンパクトサイズ(団地

サイズ)の2機種をすでに窕売しているが,47年度は回転ドラ△形DR

-1()00形を発売した。このDR-1000形は,特に安全性の向上を副

るため,§ど都寺の温度上昇を防止する温度過昇防止用サーモスタ,寸の

ほかに,温度過昇防止汗ル昼皮ヒューズを採用した。そのほか火容量ヒ

ータの採用,ドラ△内の適切な温度調節により高効率乾燥の実現を計

つた。おもな特長は次のとおりである。

(i)タイ△スィッチをセ汁するだけの簡単な操{乍で乾燥は OK。

(Ⅱ)ドラムの回転により洗たく物をむらなくふっくらと乾燥する。

(轍)火容呈ヒータの採用により乾燥時岡は短くてすむ。

(iv)火乾燥容呈(21弔)のため標準家庭1家族分がU列で乾燥

「【、きる。

(V) 4重安全奘置の採用により安全性は抜群である。

8.家庭ポンプ

最近冬地とも地下水位の低下が多く,家庭ボンづでも超深井戸川

の饗望が強い。との需要にこたえ,工事が簡単で騒音の少ない如0

W水中ポンづを発売した。この 40OW水中ボンづは,2段うず流れ

形ポンづと圧カタンクを組合せて,浅井戸より32mの深井戸まで,

臼動式ポンづとして使別できる画則的な、ので,4寺長.1寺性はっぎ

のとおりである。

(D 小形で高揚程

2段うず流れ形ボンづの採用 K より,全揚程如m .揚水呈 16

Umin の溶H昜程ボンづである。最大外径を 94mm に収めて,全商

435mm ・重量 16kg と従来の 5~ 6段多段ターeンボンづに比べ,全

高で50%,重量で60%Kなっており,多くの利点がある。

(2)揚水管に塩ビ管が使用できる

40OW クラスの多段タービン水中ボンづでは,重量の関係で揚水管

に鋼管を使別して懸垂していた。そのため1に事では,鋼管の釖断,

ねじ切りなど切削作業と工具が必要で,手問も多く技術を要した。

DP-405/406 形ではボンづ部分を軽量としたので,小容量水中ボンづ

同様,塩ピ管接続・ローづ懸垂タイづが可能となり,据付工事の大幅

な省力ができる。

(3) 10omm(4B)管{て据付可能

深井戸ではポーリング費用の高騰で,井戸ケーシングが小径化してい

る。しかも,ケーシングに塩ビ管が使用されるので土中で曲る傾向が

ある。 DP-405/406 形では,最大外径94mm とすることで10omm

(4B)管に使用でき,全高を多段ターピンの60%としたので,多

少の出1りがあって、,そう入・引上げを可能とした。

(4)このクラス唯・ーの白列ルてボンづ

40OWクラスの水中ボンづを,圧カスィ四チ付きタンク・結線箱・モー

トル保護奘置など組合せ,自四価冶水できる製品としたのは DP-405/

406 形が籾めてである。

(5)高揚程で効率のよいボンづ性能

ボンづ特性は,図 7.15 のとおり高揚程より低払}程まで山由に使

える特性とし,2段羽根車は低圧倒ル高圧側冏のりーク防止に特殊

構造採用,ポンづ効率33%以上とするととができた。

9.家庭用ミシン

最近の住宅構造,環境の変革に伴って家庭で使用する家庭用ミシ

ンも,置き場所からの取り1_Hしや収納が容易にできて,しかも運転

雄備も簡単で,すぐに使用できる軽量・小形のボータづルミシンの需要

が多くなりつつぁるので,昭和47年には FZ-375 形ボータづルジグザグ

ミシンを開発した。

FZ-375 形ミシン(Gマーク認定商品)は,ダイキャスト製ボータづル電動

形のセミジグザグミシンで,重量も従来のミシンと此較して約30%(当

社比)も幌く,容積も小形化できるように設副'してあるので,女性

でも片手で楽に持ち運びすることができる,最新形の本格派ボータづ

ルミシンである。主要な特長・仕様は下記のとおりである。

(a)幌吊・小形に設訓'してあるので,持ち運びはいっそう便利

<、ある。

小)セミジグザグミシンで,千鳥幅のJ歌11はレパーを目盛りに合わせ

て操作することにより,0~4mm までのづづザグ糸迩いができる。剣

の基線位置も左・右・中の3位置に変換できるので変化のある模様

縫いができる。また,トヅづカバーのダイヤルを順番に回すだけでポタン

ホール縫い、行なえる。

(0)ミシンに内蔵したモータで運転する電動形であるので,デスク

の上左だでも千嵯に{吏用司、ることができる。
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図 7.13 回転ドラム形
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図 7.14 DP-405形水中ボンづ
Type DP-405 Submerslble pump
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1.ルームエアコンディショナ

昭和娼午度家庭用ルーム1アコン霧ケ峰セパレー1、は,企般'内には使

゛やすさ・据付けやすさをメインテーマとして開窕を進めた。

さらに市場の動向が,オールシーズンタイづに注がれて込ることから,

特にオールシーズンタイづに力を注ぎ,墜掛J杉・床羅形と多機種にわた

つて充実さ・せた。

(1)旦對Hけタイづ(MSH-22R<, SA, RTA)

(a)冷房・暖房・除湿ができるオールシーズンタイづである(ヒート

ボンづ方式)。

(b)暖風は下向きに,冷風は前ブjに吹きⅡ」すことのできるよう

な下吹きタイづとした。

(0) 1C サーモの採用により,室況を 1.5deg でコント0ールできる

ようにした。

(d)コントロール部分は,乎、巴で筋単に操{乍ができるりモコンプj

式とした。

(e)時間がくれば運転が痘動的に入・切する,おはよう・おや

すみタイマをつけた。(12時ⅢD

({)スィングルーバの採用により,室内添り女が速く,むらなくぃき

わたるようにした。

(g)補助とータを内蔵することにより,外気温度低下時の能力

不足を補うようにした。(MSH-22RA, RTA 800~V, MSH-22SA

に(X)XU)

(10 あやまってスィ',チの入・ ujを繰り返しても,ヒューズが切れ

たり,ノーじユーズづレーカが1動いたりしないように,3分「棚亭止の保護

奘置をつけた。(MSH-22RA のみ)

(2)針ξ1溌タイづ(MFH-92 RB, SB/Π3)

( a )冷b}・1暖尻'・肖ヤi罷力{<'きろオールシーズンタイづでンある(Lート

ボンづノjパ)。

(10 奥行」80m,ψ品 7Som の 3jぐ1川にも納まる超薄形コンパクト

タイづである。

(C) 2ステージサーモの採川によⅢ唾房時,補助ヒータとヒートボンづ

が5deg の湿産差で,自動的に 2段UJりができるようにした。これ

によって経済的な運転が約束できる。

快適生活用品1.3

(d)補助ヒータの内蔵。(MFH-22RA 80OW, MFH-22SA,

TA I,200 气入7)

(e)暖房の際,運転開始時あるいは霜取作動時に,冷風が吹き

川さないようワアンサーモをつけた。

このほか冷房専川タイづ,ドライタイづについて、,大幅た收良右ソⅢ

えている。

特に室内ユニットについては,従来の、のより2割も容祐を小さく

し,小形輕耻化の先べんとした。

2.ミクス応用クリーンヒータ

ミクス応川のクリーンヒータを昭羽1妬イ1ξに発売し,,発売3イギΠを迎え

た昭和47年には,製品は荷削ιに市場に定)瞥L,てきており,設1殴 1:

*の飾轍な全室暖房システム,あるいは 1台ずつ'、やしていける全室

暖房システムとして脚光をあびている。昭和47年5打には, 1_1本1ι

斯協会の太田賞を受賞し, MICSの強制燃焼方式とその応用製品の

すぐれた技術が公的に込認められた。

昭和47年のクリーンヒータの機種術成はVGB-30F, VGB-40F, V

RB-30E の3機種からなり,昭和46年度の販売戦線で好評を博し

た温風暖房の VGBタイづの充実を計った。昭和47年度のクリーンヒー

タの基本的な思想としては,さらに希斑言頼〒高安全性の暖房機にす

ると巴をかかげ,淡のような改善をした。すなわち,

(a)ガスの通路部分から亜鉛の部品をすべて追放し,アルミ部品

におきかえ,ガス亊業法に定められている技術基準はもちろんのこ

と, AGAの規格を満足させ,信頼性を士げて仏る。

(b)クリーンヒータの内部に使用しているづラスチ,クの荊1品は, 111

己消火性の材料を使用し,火災に対する安全性を上げて゛る。

(C)ガスを燃焼させ,それを熱交換させ劃昜介,金属村料の腐

食が開題になるが,その譜1題にヌ1してけ,ステンレス材の獣択J'炉隹を

きびしくしてヌ、1処し,伝'頼性をあげている。

「社のクリーンヒータに加えて,昭羽ld7午木に,家屯メーカ 3 村:・

、寺業メーカ 2社か躬剣例排気形の暖房機が発光される予定であり,

暖房機fli場、室内1羽放形かb児タヤ織制判'勲形に窓'、激に女力ろら上し

しし、る。

との快適な唾房機にさらに冷房・除況の磯能を付加ルてオーjレシー

ズン空調機として市場の要望に答えるべく,"クリーンヒータ1アコン"を

開発した。これは冬場はクリーンヒータでセントラルヒーティングと同じ快

適暖房ができ,夏には霧ケ峰で強力冷房,さらK年間を通じての除

湿機能を併せたオールシーズン空調機器で,ガス暖房機とルームエアコンを

毎一 与^

図 7.17 壁掛形オールシーズン, MSH-22RA,
MSH-22SA, MSH-22RTA

Nlseason, waⅡ mounling type loom

aitconditioner (Model MSH-22RA,

MSH-22SA and MSH-22RTA)

^.゛』

」 10

図 7.18 床置形オールシーズン, MFH-22RB,
MFH-22SB, MFH-22TB

<Ⅱ Season, aoor mounting Toom ah'ー

Conditionet (Model MFH-22RB,

MFH-22SB and MFH-22TB)

'^^^

>~~、~、~

ー*、T

鬼L、昆、、

図 7.19 クリーンヒータエアコン,
VGC-40

Clean l〕eater aitcondltlon(、r

(Model vGC-4の
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コンパクトに一体化した、のである。

3,排気形石油温風ヒータ(HEAT66)

暖房ICは,ビンはセントラルヒーテングからキリは石油ストーづまで各

種の、の力沖畜広く使われている。特に最近は,生活レベルの向上か

らへや全休を暖めることが要求され,最、ポビュラなものとしては

石油ストーづがあり,その曾及は目ざましいものがあった。オ〒油ス1、

ーづは維持費が他のガス・電気に比べて V2~ν5と安く,大衆唾房

としては好都合である。しかしその反而,咋今の公害づ一△・人冏執

電からみて,石油ストーづは,奥い・オむ写ガスなどから不満が多く別

な、のへの要求が商まっている。安い灯油を使い,臭い打辨ガスか

なく安全で,しかもどとにでも1溢いて使える新しい大衆1饗房朧の川

境か望まれている。この火きな匡1民暖j心の愛・望にこたえるためWiし

い観点から1刑発し,商品化された、のが 1羅風 tータ"HE八1、66"で

ある 0

過去2作開の市場での熟成期問を経て,今午は木格的に全国販売

を行ない好評を得た。機種は KN-300OB ・ KN-400OA の 2柯iて,

公称発熱量は 3,000,4,oookoa1小である。

開発に際して重要視した亊項は次の2点である。

(1)排気工亊が簡易にできるとと。

(2)安全性のきわめて高いとと。

(1)については排気工事をする場合,而呉迅性フレキシづルホースを使

い,建物にキズを付けるこ巴なく,かつ排気温度を低くし(85゜C以

下),豊富な排気用部品と併せて,一艇杓な設羅には排気じ立"の不

可能,煩わしさの全面解決を計った。

(2)については,乳幼児の仏るへやで安心して使川できることに

1'点をおき,外同りの況度上昇を低くし,触れて、危険のないのは

もとより,異状過熱消火・女、j震凶動消火などの安全機俄を盛り込ノV

でいろ。またユーザからみたおもなメ小リ1、として'仕次があげられる,

(a)傑外排氣式の消潔・健1遵1唾房。

(1D 灯油を燃料とした絲洗媛j)j。

(C)設確 q井又(じ'"まくΥぢめた)が下f易く,場所ルNtげ氏い。

(d)河ι風と放射の快速暖房。

(e)数々の安全機拙を備えた安全唾bナ。

(f)本格的な加湿ができる。

(g)その他,細かいところまで使い勝手を巡究し,1鯏粥発の直

線形燃焼器と併せてユニークなデザインとなっている。

HEAT66 は 6畳21拐をヒーティングできることの意味で, KN-4000

A を対象とした、のであるが.新しい大衆暖房機のぺットネームとし

X"^X...、、

て,今後の国民暖房の合言葉になるととが期待されている。

4.プレートフィン形空気清浄機

空氣消浄機開発頭初(昭和謁年~40年)の大気汚染状況は,

部の地域を除劃難下ぱ込じノV(煤塵)・浮遊粉じんが主体であり,し

たがって空気清浄機の基本的機能は,ちりの除1辻室内で発牛する

たぱ七臭・体臭・調到!臭の除去カヤ上目的であった。

現在の汚染状況は一変し,上記物質のほか石炭から石油への燃瀏

の変遷1こ伴う込おう酸化物・窒索酸化物,交通機鬨の発達による・ー

酸化炭業「災化水索・窒索酸化物・鉛化介物ナオキシダントが隼ψ1ル,

小く、いおう嚴化物は最も排川唯が多くまた広城に渡っている。

このいおうN麦化物の除去を 11Π的に朋発したフィルタを備えた空気

ii'Ⅱ了卜機をづレートフィン形と称L,フィ}レタの州1造は,ダンポール紙状の千11

紙を円簡状に巻き取り,とれにいおう触化物吸収液を含浸させたも

のである。ダンポール状和紙が形成するーつーつのパイづ依扣永士,ガス

吸収薬品と湿測剤によりぬれ壁となり,かつ気U夜の接触而砧はきわ

めて広いものである。既存の箔'性炭フィルタと比較し,

(a)吸収効率と吸収容冕がきわめて商い。

(b)圧力損失が小さい。

(0)寿命表示が可能である。

(d)除去率の凱論的IR扱いか可能で,計算により倩造の決定か

π【、きる。

等の特長がある。

ぬれ壁パイづ内を通過する本i害ガスは,吸着・拡散・吸収のサイク

ルを繰り返し除去される。このP賑兪的取扱いは,ぬれ壁パイづ内の

イf古ガス濃皮分布が,ぬれ壁へのガス拡散力程式の解として求めら

れ,これから除去効率が計釘される。除去効率はぬれη上パイづ内の

断而流速分布に依存し,流速分布一定の場合とボアズィユ流の場介で

は捉なる。図7.21に断向流速が・一定の場合の到!論値と゛薪訥斐ガス

除去の突刈1値を示した。鯲伝繭斐ガス謎Wだ 0.15~0.12Ppm の範1Ⅱ1<

は濃度依存がなく, j川,倫1γ州絲泉よりやや1拓めの除去*を示している。

心倚訥妾ガスのほか,い上、含没薬液によって唖訊斐蒸気・喩票ガ入・航

峻ミスト・無水薪訥材穿、95%以上の商い除去率を得ている。

火気汚染の人体に及ぽす影縛については名種の文献によって,き

れいな空気が健康維持のうぇで重要な因子であるととが実証されて

いる。図 7.22,フ,23 はづレートフィン形フィルタ,メカニカルフィルタを

内蔵し,上記有害ガスのほか,肺胞内への沈着率の高いちりを除去

する一般業務用(学校用)・家庭用の空気消浄機で,いずれも外気を

浄化して室内に導入する換氣機能を備えている。また一般業務用は,

熱交換器が組込み可能で,冷唾房ができる設計となっている。
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図 7.22 づレートフィン形空気

消浄機, KS-1000
P]ate・fin type air cleaner

({0τ 1〕usiness use)

5.赤外線ホームこたつ

昭羽ルフ午度は NH-541E 形電子とたつと,

豊駿=1髮t器^縫',爽.

300

＼

灯方向

金

鉛直(口金士瓜の

6,000

鉛直(口金下伐わ

水平

釦直(口金上個)

三菱電機技邦, V01.47. NO.1.1973

鉛直(口金下側)

'「、く'J

つまみねじ方式にした普及形NH-351S形を開発した。

電子とたつのお、な仕様と特長は次の巴おりである。

当社製BCR (双方向性3端子サイリスタ)を使用し,位相制御幅を

大きくするとと,誤点弧と電波障害を少なくするととなどのために

補正回路を設けて込る。採暖部の温度は,熱源の近傍に設置してあ

る PTCサーヨスタによって適正保持され,りモートコントローラのダイヤル

操作で,好みの温度を選択するようになっている。定格消費電力は

UOW,最火消賀電ノJは 450W,固定脚は 70om 角木わく。

特長としては,

(a) 0から 450W まで内巾に調節できる。 4吏川範1川拡火)

(1力 1吊度を碓蔀泉1削御できる。 G采1唾特{小向上)

(0)りモートコントロールで千さぐり嗣節のめんどらさがない。

(d)コード京仞兒式で収納とサービス点検{こ使利である。

6.アンカ

手輕に暖がとれるため依然根強い需要を示していて,特に普及形

の伸びが目ぎましい折'から,全画ウレタンフォーム張りの平形アンカ K-

102 形を開発した。定格消費電力は 40Wで,スペースヒータを採用し

安企性巴特性而での向上を訓'ることができた。

明

図 7.23 づレートワイン形空気

i肖i条機, KNV-200
Plate・fin type nir cleaner

σくW'・・2(め)

,ノ

1.ビューティデラックスフK銀ランプ

近午けい光休の改良忙よって水銀ランづの特性が次々と改善され

ているが,先イ1二希士類け込光体を使った"ニューデラックス"水銀ランづ

が開発さ九て,そのすぐれた演色判辻効率から,現在でけけい光水

銀うンづの大半がとのタイづで占められている。しかしまだ物の色の

i甲醐牛力や1'分とけいえず,とくに人の眉の見え力の改杵が望主れて

いた。ノ>1iⅢ刑発したビューティゞラ.ワクス水銀ランづはこの要ヨ1にこたえ

る、ので,従来のランづの光に多かった1近緑色分をおさえて,肖色

分・だいだい赤色分を増し,全体的な色のハ'ランスをとるととによっ

て(図 7.24),人の膚の見え方が著しく改善された。従来の用途に

はもちろん,人の多く集まる場所や工場の!照明用として,込きいき

したふノV囲気が提供できるよう忙なった。

2. BOC ランプ

高演色性と高効率を誇る当社メタルハ3イドランづ, BOCランづの特性

表 7,1 三斐BOCランづの定格値

2.1

発熱休部分の蕭脱を

2. a召

ン プ

" 1、

が,電極構造・電子放身、1性物質・金属ハロゲン化物佳1入量・発光管術

造などの検討1てより大幅に向上され,機種、 250W から 1,00OW

までそろえて需要1削川に備えた(表7.1)。
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図 7.25 写貞製版川光源

Grapl〕ic artS 11ght sourccs

表 7.2 写舶製版川メタルハライドランづン'格
Ratlngs of lnetal-1〕al】de 11U111〕s for glal〕11ic ar6
11gl)t sources.

0

、ーー 1-ー"'"ー.舗、ー*1"1 川一加・・加一Υゞ1'1-
氾式

ト,ー・,1 一畷.ト゜窯一ー
2】~

M IKG 8.3 1.2
2?.5 φ

ト,0001 ,←01 -1-M3KG

'き懇

表

RaⅡngs

メ

]リ

10

フ,3 三焚いかつり川水銀ランづ定怖
Of nlercuTy lanlps for ]UTing cuttle・flsl)es

イノ

r j

大きさ

气入ア

HF I000
A-F

フ.家庭用電気品・照明

3.写真製版用メタルハライドラン'プ

情報化時代の進展につれて,複写・印刷製版など関連産業の窕展

ぶりは近時めざましいものがあり,それだけづロセスの高速度化・高

効率化,あるいは作業性改善への要求は一段と高度なものになって

きた。これに対処して当社は早くから,光化学反応用放電灯として

開発してきたガリウム入りメタルハライドランづを,今回との種用途用に

見直し,表7.2 忙示す定格のランづを完成し需要にとたえた(図

フ.25)。

4、いかつり用水銀ランプ

わが国でのいかの漁獲量は年問50~60万トンにおよび,多獲魚

種として重要な位置を占めている。近年いかつり機械その他魚具の

改良とともに,釣船の大形化・近代化が進み,走光性を有するいか

に対する集魚灯光源についても研究・改良が続けられてきた。当社

もこの点に着目し,いか釣漁の実態調査に基づいて,いか釣りに適

した光源として,三斐いかつり水銀ランづ"HFI00OA-F"を肝拶6し

た。従来使用されている山熱いかつり電球に比べて,

('0 発光効率がよい(約3倍)ので発電機容量か小さくてすむ。

(b)特{C三凌いかつりランづは,必優沌太川の明るさを強めるよ

う配光に工夫をこらした拙造になっているので,さらに光が有効に

利用される。

(の水銀ランづそのものがEばk轟球に比べて,もともと寿命が

長いうぇに,三菱いかつりランづは,海上作業での雨しぶきにも割

れ難い特殊構造を採用しているので,雨しぶきに弱い白熱いかつり

電球に比べ実質的寿命ははるかに長い。

という特長を持っている。

全ブL束

Im

表 7.4 三菱いかつりJⅡノ上剣せ]'、女延器定格
Ralings l〕a11ast o{ nleTcury ]anlps f0τ Iuting cuttlc・{iS11CS

・、',、淀"1 1""'{}1゛波敬ノギ,

V i H・ 1 1

-0 -ーー,

器具

図 7.26 "ルミテリア" FCL20×1つり下げ形
LL】1010

LL-1010 IXFCL20 circular type pendant
fluoTescent luminaire "Lumiterior"

形

蕩

愈

図 7.27 "}レミテリア" FCL20×4
シャンデリア, LL-1020

LL-10Z04XFCL 20 circulaT type
Chandel]a {1UOTescent luminah'C

"Lulnitcrior"

,0・十'・

1.住宅用照明器具"ルミテリア 1000"シリース

仕宅の照明環境が恬締性を主体としたふん岡氣づくりの傾向が強

く1」1_"されてきた。"ルミデワ 1000"シリーズはこの傾向に文よ}心L たも

ので,球形デザインの FCL20×1灯瓣只をべースとして,シャン手りア,

づラケットおよび床羅き形スタンドに FCL32十電発R60W の火形つり

下げ器只を含め,仕宅照1町のムードづくり,光の渉剥_1に好評を博し

た。

2.商店照明用器具"ルビカ"シリース

商1占など各種業務用を主対象にした器具"ルぜ力"シリーズは,最近

流行のポール電球を主体としたシーリンづライトで,一般用およびアイキ

ヤヅチャ!照明用に使用するもので,住宅照明用など広範囲の用途があ

ーー脚、"ル
〆ーー1

お

?00 130 8.3
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240

/ y ゞ"、"

日召
JI、、

図 7.28 "ルミテリア" FCI,32+1苞球 60、V

つり下げ形, LL-1350
LL-1350 1× 32 Nヤ、 circular fluorescent lamp

+1×60w incandescent ]amp pendant
IuminaiTe "Lumiterior"
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図 7.29 "ルe力"奄球 10OWX1 じか付け形,
LC-1505

LC-1505 1× 10O Nv incandescent lanlp pendal〕11Umi・

nah'e "Lupica"

塀一、ー""ー

ト'エ
^

図 7.30 "1レじが征'」求'10 WX 1 壁付け 11,,
1,C-51e01

1"C-51201 1Xι0 叉入1 1ΠCan〔1Csccnt lalnp

1〕cndant lununaire 札Luplca"

/

',

'

や
1、 1

縫膨
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鳥'系チ

^

ヲ

"ー^'0

る。揣U毛は1ヨ・黄・肖あるいはクロー△めっきした]ニークなデザイン

づラケヅトなどに使Ⅲできるガラスなどのアクセサリも川恵され, i汁-C,

コ0 機部がそろった。

3.ビル用照明器具"システムライン"
、

ビルの心j則化に俳行した天井股備の、1:法として,火井部材をi円jlJ

して設備ライン方式が急、速忙・曾及した。"三菱システ△ライン"照明器具

は,との方式にマリチするよ引用窕した照明を中心とする部材楸成

で,この使用により短期冏で安価にきれいな天井設備を仕上げるこ

とが可能になった。

4.フK銀灯器具"スペースルミ"

近年増加の一途をたどるレづヤー施股・公共広場・公園等に明るい

昼外照川1の需要が増加してきた。"スペースルミ"は,とれらの需要に

こたえられるよう,球形グローづ形器具のシリーズとして開発したも

ので,府iしく1用発された 10OW丸形水銀ランづを使用する柱上形・

壁1小形の2種類を基本とし,単独使則の抵か,専片孫捗乎と組合せて

2~12灯の件種デザ'インに備成できるよう忙なっている。

5,高信頼性安定器

近午, FLR ⅡOH ランづによる"1j川り懇縦1明か 1:場などに使川され

ることか多くなった。じ場熈{川1は11,{皮条件が忠1い場介が多く,ランづ

'女ンせ器・剛U1などの交1奥がりに浩に突力琶しにくい場合が多いが,牛寺

に女定瓣の交換は爪1いため困娜であった。そのため安定器の澁υ女上

"'値の低波化をはかり,胎刑IFでも長寿命を確保できるようにした

、のである。また温度に弱いコンデンサについては,現状ではまだ高

袮對1コンデンサは製作できないため,コンデンサが故障して、安定器ト

ランス部への悪影縛を少なくし,コンデンサを容易に取り換えできるよ

うな楢造とした,経佐節波形の安定器である。

6.その他

家庭捌け゛光幻器只では,ルミフラワー"あかり"シトズ,"新鎌介シ

リーズ第2弾"などをはじめとして, 1!・1削耿丁を組込んだ天井じか付け

製

'

図 7.32 "スペース細ミ"球形HF-100×1 水銀

t丁, HV-106
nv-106 1XHF-10ow baⅡ type lncrcuYy
}amp lum]naiTe "space lumi".

図 7.31.メ1井設鯆
ラ rン"システム

ライン方越,没例
1111Cgn11C〔1 CCI]1Πg
Systcm" systcm linc"

径
三

4参

゛挺、'

キ畩4

形けい光幻'排具,防山篶剛形や1!部寺"1i、灯形づラケットなど,大形化・

,拓級化・沈祺側女・化がすすみ多種多様であった。11司り1恬紗ιでは,非

治川照1列滞只が川締N6午にひきつづき,けい光幻'・111熱灯など:布

締に力よぶ1剖允が終わり, J「常の際の安令航保に大きた役割を米1

^

^^

図 7.33 "ル三べア" FL 20 SX

ι十1せ]求ι0 ＼VX2
じか付け形, FX-
20小1

FX・・204'1 X FL 20 S・1 2 ×'10 ~V

Incandescent lnmp lunlinairc

" LunlipaiT".

/C,

1'RIUJ'器↓じC11,シ十ンyりアお上びフ口fスタンドなどムード照明を中

心に機極の允リιをはかり,特にIR り村U の告ノJ化をi汁った互ウンライ

ト52機種も,戦列に加わりますます充尖した。また,大きな公古!Ⅲ1

題となったポリ塩化ビフェニールは,如WX2灯以上用のけい光灯女

定瓣に仙川されていたが全脚的にWり換えを完了した。

(D 商1占・百貨1占煕刈1では,井しい玲祺殉女化の傾向のほかに,

山熱灯器具を多く採り入れた施設がふぇている。照1羽によるショ',ぜ

ングムードづくりの好例が,いよてつそビう 1階売場(図 7.34)て

ある。また,全館の外壁を独特な手法による間接照明で飾っている

松坂屋名古屋店(図 7.35)は,外壁照明のひとつの指針となる施

設である。

(2)空港照明では,新鹿児島空港の工づロン照明(図7.36)が,

新空港にふさわしいすぐれた照明効果と,洗練された意匠で注目さ

2.3 日召
il、、 明施設

114

図 7.34 いよてつ

そごう 11培売場

(松山)
(FLR如X9下面

乳白アクリライトカ
パー付き埋込形器

具114台 10OW

内熱灯下矧開放
形ダウンライト 350
,ι_、 床尚照度」二1,

1,()00~1,5001×)
ゞ

会
ノノ

"y'
'

-0

^"一ψ

図 7,35 松坂屋

名古屋店
(FLR如X1トラフ

形器具 5,6"台,
FLR20×1 トラフ

形器具376 台)
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尋1

図 7.36

扉,'

覇鹿児島空港

(1kxV メタルハライドランづ(M I000
BOC A.P)投光器20台(工づロン

灯鉄柱 1 基当り 5 台),1.5kNV ハ

ロゲンランづ.(]20OV 150O NV)投光

器8台(1基当り 2台),実測照
度平均 281K (幅 60m 範囲))

れてφる。

(3)工場照明では,労勧安全衛生規則の作業画照度基準が3倍

に改定され,ますます商照度の施設がふぇてきている。アイシン・ワー

ナー(株)(図 7.37)は,スリ,り卜付き反射がさ器具(上方光束10%)

を用い,工場全体の輝度分布の一様化を図っている。

図 7.37 アイシン・ワーナー(株)(愛知県)
(FLR 110HX2 スリ,,ト付き反射

取付高さ 5.5がさ器具1,889 台,

初期平均照度 6301×)In,

115

図 7.38

(4)レづヤー施設照明では,ボウリンづ場の例が圧倒的に多かった。

そのうちでも,高槻りゾートレーン(図 7.38)は,メタルハライドランづ(M

-40OBOC)投光器を追光線照明に使用し,濃紺の特異な天井に,水

銀灯と白熱灯のダウンライトをランダ△に配して星空のおもむきをだし

た画期的な施設である。

高槻りゾートレーン(大阪府)

(40OXV メタルハライドランづ(M400

BOC)角形投光器釘台, FLR
ⅡOHX1片反射がさ付きじか付

け器具33台,10OW 水銀灯(H

100)ダウンライト 29 台,150W 白熱
灯ダウンライト173台,レーン床面鉛

直面照度 5001×(初期 8001×)

,゛゛ー

7 家庭用電気品・照明
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昭和47年の材料部門は,不況からの急速な回復を見せた需要にささえられて研窕俳」発も活発に行なわれたが,一卿には体質改筈ヌ、1策のため,

従来品の見画U博期であり,製造方法の改酋などの検討が盛んであった。

絶緑材料面の新製品として二,三のものをあげると,滴下含浸用速硬化無溶剤ワニス・1種,47年後半より量産化された MEDIS施線,絶緑消

弧材料のタイい,クスⅡなどをあげることができる。

そのほか研窕部門で重,点的にとりあげているものに, H級無i容剤ワニス,マグネヅトコイル用の特殊ワニス,確子線架橋ワニス,注形絶緑などがある

が,とれらについてはとくに記*を1判愛Lた。

金j禹材料では,社会の二ーズにマッチした開発品として並接合金がおる。ステンレスと鉄ニッケル板の並ダ躬長りで,カラーづラウン管のシ十ドゥマスクの

ささえばねと,フレームの温j変上列.によるマスクのずれを'1"雛tるパイメタルの作Π1をかね備えた、のである。

との系列には磁性・非磁性合金板を並接し,た、のなど¥〕あり,特殊の用途が開かれる、のと思う。主た飼合金ぱね材料の応用には,ぱね限界

値売目安とされるととが多いので,竺笄士の銅合金ぼね各種をとりあげて,ぼね限界値と抗張力を対比して検討 1一ぢぇブjを川・1示した。

フェライトは今や 1レクトロニクス部品として重要な地位をしめ,新材料開発とと、に部品化か進めら才1,てきた。そのーつとして特殊形状で特性の

みでなく精度のたかい部品の一述のものを,当社独自の力法で系列化している。またコアメモリとしては,まず高速化された小形訓'算機・制御装

置の内部上メモリに最適なものとして, CM-8000 をあげることができる。 46午に開発された、のをさらに附1品数の減少,小形化,商信頼性化,

低コスト化したものである。

その他ICメモリにまねのできない情帳の不揮発の利点を生かし,゛;'末機器に々お血な小容量・低価格のメモリを開発した。また妬午に開発した

3D・3W 方式の、のを,さらに小形化・低仙i格化した高信頼性の 8kX18ビ,,1、,サイクルタイムフ00那のメモリモづユー}レがあり,ミニコンから大形施・f

.汁算機の上メモリとして活用できる。そのほか電氣かきかえ、可能のハ'ルクワイヤ形,2k パイト,アクセスタイム 200船のりードオンリメモリがある。

化成品では,カーフェリの火形化により,万一の場合に多数の釆客を舷側から短時岡に退避させることのくきるシュータとして,スバイラル形ど直

斜靭ラの2孤が開発された。

これらは世界に類を見ない画期的なもので,従来のシュータに加えて広く応用が則待される。

また丙韓膨張救命いかだで,20トン米満の船に遭刑できる幌量・小形・取扱紺便な、のが開発されている。それぞれについては該当の記山を

参照されたい。

Materials

半斗

1.1 滴下含浸用速硬化無溶剤ワニス

小形量産回転機絶緑処理の省力化・能率化を図るために,滴下絶

緑のづロセス上のメ小"を十分に発揮しうる作業適性を備え,処理

後の性能に関しても,とれまでのワニスより一段と,、ぐれた、のを

開窕した。

滴下絶緑に普通に用いられる不飽和ボリェステルまたはエボキシ樹脂

の長所をとり,欠点を排1徐した無溶剤ワニスで,速硬化性・高湿'吉

合強度・耐久性・可巴う(燒)性K富み,機械的および電気的一般性

質にすぐれたスチレン変性エボ牛シ桂釧旨である。(表 8.1)

1.絶縁材料

MEDIS (Mltsu、ishi Electro・Deposition lnsulating system)は,

電着塗装を電線の製造に適用する新しいづ0セスであり,この電着塗

装法を用いた MEDIS電線kついては,小規模で利用されていたが,

47年前半から量産化段階にはいった。

量産されているのは, V-550-20 (エボキシーアクリル系)の電線で,

小形回転機やマづネ,,トコイルに適用されている。(表 8.2)

MEDIS 電線1.2

開閉噐・ヒューズなどのアーク発生箇所の絶縁消弧材料として,無

機アスベスト系のり.ウレ,,クスが使用されていたが,日本国有鉄道のメ

インテナンスフリー化の要求を満たすため,消弧性能・耐アーク性を重視

して,タイレヅクスⅡが開発され,電気機器の信'頼性を高める役割を

果している。(表 8.3)

表 8.1 滴下含浸用速硬化無溶済ワニスの特性
Properties of fast cuTing tTickle varnishes.

116

1,3 絶縁消弧材料

150 3× 109

85

3×】012

3×】07

VEI

】30

高温結合強度,

耐熱性

フ× 10"

I×103

女

120

可とう(挑)性,

耐熱性

耐熱区分

4× 10地

I × 108
可とうぎ.耐熊性,

Fフ× 101コ

耐衝撃性,低価格

怨用

F ロ^

F
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1**"・・皮膜以さ mml

繚

表 8.2

PTopeTties

仕_に外径 mml
1-ー^^^ーー^^^^.

ホヒ ノしン

壁____1ゞ__
[ー
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MEDIS電線の一般特性
Of MEDls magnet wiTe

耐摩耗性

急激

和 I MEDIS枢線

1.000 1

妾ノ1

JIS 式

NEMA

伸

偶15 m

回

?0゜C

0.050

性

自

0

己 1'

].100

i[ι

2.1 並接合 '丑

この村凋は, SUS27 と36% NI-Fe合金の帯板を平而上に接し

荘べ,ル延力'向に連続溶接心耐卿し,その後冷岡氏延を施して図

8.1 のような 11父の帯板主なした、ので,カラーテレじづラウン管のシ

ヤドーマスクのささえΠU士ね材*ル Lて朋発されたものである。ぱね村

料であるとともに,シャドーマスクおよびフレームの添υ生上多1'によるマス

クのずれを,11"寺するためのバイメタルでもあり,3ι来使jⅡされていろ

苅板バイメタルとばね川ステンレスの組み合わせ機構Kよるものに変わ

つて,最近使用されはじめている。

使用の際の板取りを図 8.2 のように圧延力向に細長く,小央を

溶接部とすれぱ,おのおのの合金の膨張係数の差を平而方向に生か

したハ'イメタルとなり,また冷冏圧延によるステンレスのぱね性を同時

に俳jえたものに力:る。

"、、
「"」

55

?,050

ノ、
1コ

格

表 8.3 絶縁消弧材料の耐アーク特性
1、rc resislance pToperties of arC 餓tinguisblng mateTials

,・ー・ーーー 1項目,^ーーーーー^^^^ー^ーーー^ーーーー^

^^^^.^

. 1 柁煉後 1 '以上 1 乾燥後 1 '以k .
禽1アーク刊:1 ';!

1 '175夕ifRHlooh 5以上 1 ?4h浸水後! 3以上 i1 / 1__^^^^^ーーーーーーー^ー^1-^^ーーー

,眺脚00"川_'.. 1衞

挌

300

2.金属

試験 1ーミ JEC-149

材料

製造の標沖i寸法範囲としては,板厚 0.5~1,5 nuD,板゛岳 50,75,

Womm (ステンレス部の幅は片側 15,20,30mm)である。

当ネ1:ではとの品種の嫉かに, SUS32 と 50% Ni-Fe合金を組み

合わせたものも製造しており,訊ぽ凾知杉後 1,100゜C 以上で磁気焼鈍

することにより,司野"杓にきわめて商い磁気特性と非磁惟北が同時

に得られる部品として,今後別の分野でかなり伸びることが期待さ

れている。

40mA 述続法

2.2 加工硬化形銅合金ばね用線材の

引張強さとぱね限界値

ばね材料には,一般に引張強さよりもぱね隈界値が重要視される

場合が多い。しかし,ばね限界値を袷Kすると一般忙弓丹長強さがま

し,後の幼U二性に悪影料をおよぽすことがある。ぱね材'料のばね限

界値を左右する因子としては,成分・加工率 d川工前後の熱処理・

加Π二方法など種々の要素が杉えられるが,とこでは種々の加工硬化

形ぱね材才斗に女、1し,成分・加 f率の影縛を調査し,σB (引張強さ)
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図 8.1 並接合金コイル
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図 8'3 加工硬化形銅合金ばね用線材の引張強さとぱね限界値
の関係
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の割にKb値(ばね限界値)の高い材料につぃて検討する。

試料け図 8,3 に示すよらな黄銅・洋由・りん青銅系のぱね材料

で,いず1しも 600゜C で焼鈍後60,80,90%の引抜力「Π二を行なった

後,直線きょう住副正を施した線材である。図 8.3 忙ばね限界値

と引張強さの関係を示す。dB/Kb を比較すると,一般に加工率が増

すにつれてその値が増すことがわかる。したがっていずれの試料も

加工により町が増す割にはκh 値の火きな増加は期待できないこ

主がわかる。

村料ビとに比較してみる上,洋H、1系がd刀/KDがもっとも 1に近く,

ワエライトは,現在テレビ受像機・通信機器・電子機器を中心として,

エレクト0ニクス部品材料としての主要な地位を占めている。

フェライトがとのように広く使用されるに及んだ理由は,フェライトが

搬送周波からマイクロ波領域まで,1レクトロニクスの技術的進歩忙あわ

せ,つぎつぎと新材質を開発し特性の向上に努めたというととと同

時に,その製造法が粉末冶金的であるというメリ,介を生かし,ユー

ザの広範な形状的要求を比較的満足することができたことも見のが

せない。現在使用されている主たる形状としては,コイ」レ用として

ねじ形・ドラム形,トランス用として EI・ EE, FBT用として U 形,

偏向ヨーク用として DY 形,搬送フィルタとしてボリト形等があり,

すべてづレス金型により成形し焼結し得られたものを最終仕上工程

で,一部ねじ切り,研摩加工等を加えるのみで比較的精度の高い製

品が得られている。

しかる忙最近電子機器の高性能・高信頼性化kともな込,高精度

の特殊形状フェライトコアの要求が高ま切川工技術が重要視されるよう

になった。切断・平面研摩・内外径研摩・穴あけ加工等に当社独自

の技術開発を行ない,表 8.4 のビとき特殊形状フェライトコアの製造

が可能となった。これらは焼結によっては精度が出しにくいもの,

特殊形状のため金型が高価であるもの,また異方性B小フェライトの

穴あき板のごとく小形のものは,づレス成形では高価につく等の理由

オ寸ハすべてが蔀吉づ口.,クから後加工により製造している。

3.1 特殊形状フェライトコア

次にりん青銅・黄銅系の順になる。との内容は素材の加工前の 0Ξ

を比較してみるといっそう明確になる。すなわちσみは, NSWS

(OB=51kg/mmりが最も高く,以下 NSW-2 (43), PBW-2 (38),,

PBW-3(32), BSW-2(3D の1順になっている。これはいずれの加工

率に対しても 0召/K。が1に近いものの1順に抵ぽ一致している。

今回の実験には,加工前後の熱処理の影粋は示されていないが,

本実験の範囲内では,引張強さの割にぱね限界値のすぐれた加1工硬

化形ぼね材料を得るには,加工前の素材の引張強さができるだけ商

いものを選ぶ必要があることがわかる。

3. フ 工 ライト

CM-8000 コア

メモリ装置

Core memory

昭和146年度に開発完了したCM-8000は,実用機として最高の動

作速度(サイクルタイ△ 50ons,アクセスタイム 230ns)をもつコアメモリ装

置であり,以下の仕様概要を、つている。

記1意容量: 4k語,18ビ,,ト/単位モジュー}レ

50o nsサイクルタイ△

230 nsアクセスタイム

使用温度: 0~50゜C(駆動電圧の温度補償付き)

288×250×38.1mm/単位モジュール

十5V,-5V,+20V

また次に示す数々の特長によって高性能を保証している。

(1) 16ミル広温度範囲用メモリコア,3D-3W 方式づレナースタ四ク

の採用により高速化を計っている。

(2)能動素子の全 IC 化およびダイオード・トランス・抵抗・コンゞン

サなどの複合部品の大幅な採用により,部品数の減少を計り,はル

だ付け点数を減らして,小形化・高信頼度化・低コスト化を計って

いる。

(3) 4k 語単位モづユールは 3枚の力ードで枇成されており, 1

枚はインタフェイス,タイミング発生回路の力ードであり,との力ードを共

有して,他のユニ,ト化された2枚の力ードを追加していくことによ

り,16k語までの拡張が容易にできる。

(4)バイト単位でのコントロールが可能であるので,4k 語 18ピ.,

トのモジュールが8k語9ビットとしての使用が可能である。

以上のよらに種々の特長をもった CM-8000 は,高速化された中

形計算機・制御機器の内部主記億に最適のメモリとして好評を博L

ている。

50onS コアメモリ装置 CM80003.2

う〕、 j{i

.1':1k

三斐電機技報・ V01.47 ・ NO.1.1973

^
8.4^

Speclal

二血形

'丑宗0
形

特殊形状フェライトコア
Shape ferrite cores.

快

板壮

形せ寸リ

iゴ 1、C

'6

ハ,) q p]1丈

お A^1」_

f11meX 6.1μ)

寸決および公差

"＼ツγコノ

Dψ'4

CT

nlm
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】~3

刀錨lm
βmox
T =01μ
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円版
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士0 05
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マイクロ波
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士0 01

士0.m
士0.01
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コアメモリは,1Cメモリにはまねのできない情報不揮発性という利点

があるため,小容量でもかなりの需要があり,との分野をねらって

,ー

ノ

3.3 低価格コアメモリ

図 8.4
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名称

容量1 256×4 1 ?56×9 1 256×】6

・・,,・ー・ー・ーー・丁一・・ーーー・ー・・・ー^11(サイタルタイムy ?・5μS 1 2μS 2・5μS

雄源1土5V,+15ω?4VI +5V,ー]5V 土5V,+12V I
寸法?00×]60 1枚 1 230×170 1枚 1 150×180 2枚

表 8' 5 低価格コアメモリ
Low cost core memory.

CM-106 S,
CM-】13 S

使用1旦度 0~5がC I

回路構成画で,各種の原低設計をとり入れた小容量低価格メモリを

開発した。おもな開発内容は,

(a)リードサイクル,ライトサイクルを 1本の手イレーラインですませ,タ

イミンザ回路を簡単化した。

(b)オーづンコレクタのデコー互IC で辿1妾ドライづトランづスタを駆動L,

XY ドライづ回路をきわめて簡単にした。

(0)インヒビット回路も TfL とドライづトランづスタを両結し,トろン

ス掘iをはぶいた。

(d)とくに使用湿度範囲の広い30ミルコアを開発し,温度補償

回路を完全にはJ二いた。

以上の項目をもり込み 256語4 ピヅト,256諦 9 ピッ 1、,256語 16 ピ

り卜の端末機器用メモリを開発し好評を博している。とのネ劉変の容量

のコアメモリは従来80~200円/ビットであった、のが,との畔1発によ

り 10~30円/ピリトと非常に安く供給できるよう忙なった。表 8.5

にその仕様をかかげる。

CM→Ⅱ5S CM-"4S

(d)ミニコンから大形副'算機にいたるあらゆる機種の主メモリと

して適している。使用電源は十5,-5,+20(V)である。

3.5 バルクワイヤ形リ

近甲計算機のファームウ1ア化が進むにつれ,電冥励り書換え可能なR

OM (リー"ンリメモリ)が要求されている。とれにこたえる、のとし

て,信頼性の高いパーマロイパルクワイヤを語線とし,これにセンス線と

して,銅はく(箔)パターンを直交して組み合わせた電気的書換え可能

な ROM (BWR-200)を開発した。当製品は,イ也ネ1:の、のと比較し

て電知杓特性・経済性にすぐれてぃる。下記Kその特長および仕様

をカミ,、。

(1)特長

(a)磁性線としてバーマ0イパルクワイヤを使用Lているので,メモリ

索子は安価に製造できる。

(1〕) 1交点 1 ピ,,トカ式で" 1"Ⅱ_1力電圧を 20 mV 以」t得られ

るので,信号処理が容易になる。

(0)出力波形が台形波(図 8.5)なので,スト0一づマージンが広

くとれる。

(d)扇状回転磁化忙基づく NDR0 読出L,なので,アクセスが甲

く恬報の信頼性が玲K なっている。

(e)書込み・書換えは,1臓充一致方式による専用の ROM ライ

タで容易に行なえる。

(2)仕様

3,4

昭和46年度に開発した 3D-3W方式コアメモリをさら忙小形化・

高信頼度化・低価格化するため,センスーインヒピット回路を,従来は4

k 語ごとに 1回路設けていたのを 8k 語ビとに 1回路としたもので

ある。おもな性能と特長は下記のとおりである。

(1)性能

8 k 寺吾,各 18 ビ.りト記憶容量:

70o nsサイクルタイ△:

230nsアクセスタイム

285×160×12.フ(mm)× 3 枚大きさ:

(2)特長

(0) 4kセンスの場合に文、1して大きさは半分, MTBF は約2 倍,

ビ四卜当たり価略は30%程度の低減が可能である。

(b)コアづレーン・ XY邸動・センスーインヒビリトの 3枚の独立した力ー

ドで術成さ北ており,計笄機への実装が容易である。

(C) XY 駆動・センスーインヒビヅトカードには故障検知用の回路が実

装されており,数障力ードの検出が容易である。

8k センス 3D3W方式コアメモリ

モジュール

ドオンリメモリ

容量

サイクルタイム

アクセスタイ△

電流:

外形:

2 k バ'イト(1 k)

6()o ns

20o ns

士5V,+20V

236×190mm

近年力ーフェリなどの客船が大形化しており,それら船舶において

は万一事故に遭遇した場合,多数の乗客を高い舷側から退船させる

必要がある。従来実用的な退船装置がなく安全上問題であった。今

4.1 大形船舶用シュータ

8 材 料

4.化 成

Ver.10 mv divHor.50 ns/div

図 8.5 バルクワイヤ" 1","0"出力波形
" 1""0" output waveforln of b111k wiTe

回開発したスパイラルシュータおよび 16m直線シュータは,多数の人を

安全かつ迅速忙避難させるととができる世界に類を見ない画期的な

退船装置である。

スバイラルシュータ(ハイライト写真)は,ゴム引布製のコイルぼね状の膨

張式気のうをすべり台として,垂直につり下げた構造のらせんすべ

り台とフロートおよび投下装置(収納箱兼用)巴から構成されている。

Ay y
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ドーナワ状の1水の気室を村し,底部に床が取付けられ,外周忙天

幕が取付けてあり,天幕は中央k天幕支柱を立てるだけで屡張でき

る。また漂流時K必要な各種のぎ(艀D装品を奘備している。

丙種雌ヲ張式救命いかだMTC形の構造衣図 8.7 に,おもむf峅兼

を表8.6 に示す。

,X /

〆 J〆 J

,ー゛

図 8,6 16m 直線シュータ
16 nl cscape cl]ule

主た 16m 1雌泉シ。ータ(図 8.6)け,ゴム引Υが製の胎絲別影張式気の

うをすべり台上して,斜めにつり、下げたWj造の,、べり部とフロートか

ら構成されている。すべり台のード部は,どちら、波・船の傾きに1心

じて斑動的に1剛佐、可能な1崩蛋になっている。こ九は,一般{てなじみ

のある遊戯川すべり台に似ているため,商い甲板から婦人・子伊.

老人など,i佳で、安心して退船するととができるというユニークな特長

を、つた、のである。しか、10人が約30砂で避難できる性能を、

つて力り,魚川剖以に多数の人を退船させうる、のである。

スパイラルシュータは舷側n2m以上,喰線シュータは舷側n2m以、Fに

仙川するこ上に上り,従来からのシュータを加え,大形舟舗a則シュータ

のシリーズ化がy勘戊した。

^

'き"¥

注

1

0.459 1 0.560 1 0.715 1 0.879

図 8.7 丙種膨張式救命いかだMTC形徽造
Construction of 血e class c inaatal)}e Hfera{t type MTC

表 8.6 丙種膨張式救命いかだMI、C 形のお、な什様
Principal C1玲racteristics of class c lnflatable liferaft
type 入ITC

近午遊漁船などの小形船舶の増加が著しいが,従来法的な規制外

にあった20トン米満の舟舗白についても,安全面を充実させていくよ

う関係官庁を中心に検討が進められている。丙種膨張式救命いかだ

MTC 形は,このような小形船舶用の救命貝として開発した、ので

ある。

この救命いかだは幌呈かつ収納容利肋ゞ小さく,取扱い・操作が簡

単なことなどK設計のポイン1、を力き,できろだけ単純な稱造とした。

丙種膨張式救命いかだMTC形4.2

ニ、.

形式

定貝(ノ゛

'＼

NI'rc-5
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NITC 6 NITC-8
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大阪営業所

名古屋営業所

静岡出張所

福岡営業所

長崎出張所

幌営業所
"A
業所口

山営業所

島営業所

岡山出張所

商松営業所

新潟営業所

東京商品営業所

関東商品営業所

大阪商品営業所

名古屋商品営業所

機器静岡営業所

機器浜松営業所

福岡商品営業所

札幌商品営業所

仙台商品営業所

北陸商品営業所

広島商品営業所

高松商品営業所

本 社

本社・営業所・研究所・製作所・工場所在地
東京都千代田区丸の内2丁目2番3号(三菱電機ビル)(超 10の(電)凍京(03)

107)

530)

大阪市北区梅田町8番地

名古屋市中村区広井町3丁目88番地

静岡市伝馬町 16 の 3 番地

福岡市中央区天神2丁目12番1号

長崎市丸尾町7番8号
^

札幌市中央区北2条西4丁目1番地

台市大町 1 丁目 1 番 30 号山

桜木町 1 番 29 号
^

山晶

市中町 7 番 32広

岡山市駅前町 1 丁目 9 番
^

松市鶴屋町 2 番 1せず
^

新潟市東大通 1 丁目 2 番地23号

東京都千代田区丸の内2丁目2番3号

与野市上落合後原 842 番地

大阪市北区堂島北町8番地の1

名古屋市中村区広井町3丁目88番地

静岡市小鹿 2 丁目 1 番 22 号

浜松市上西町42の5

福岡市中央区天神2丁目12番1号

札幌市中央区北 2条西 4丁目1番地

仙台市大町 1 丁目 1 番 30 号

金沢市小坂町西 97 番地

広島市中町 7 番 32 号
^

高松市鶴屋町2番1号

661)

66D

247 )

67局5041番

491 局8021 番

4371番

3局2221番

61局62Π番

32局81 H番

36局2111番

44局1111番

491局8021番

82局5131番

62局7211番

2局0151番

721局2111番

3局5101番

6局0431番

21局3211番

72局5131番

23局1251番

85局ΠΠ番

6局2111番

46局61 H 番

32局1220番

2局U11番

2局 1185番

921局41Π番

27局 U.01番

231局5544番

(西阪神ビル)(匠 53の

(大名古屋ビル)(趣 45の

(明治生命静岡支社X西 42の

ビル)(西別の天

長崎底曳会館)(西 852)

北海道ビル)(西 060-9D

新仙台ビル X西 98の台

(電)

(電)

(西 652)

(司 66D

(西 669-13)

(西釘8-02)

(西 850-91)

(邑 492)

(西 640-91)

(迅 247)

(迅 66D

(邑 664)

(邑 862)

(邑 861-11)

(西 4613

(趣 488)

(趣 819-OD

(西 72の

(趣 229)

(趣 67の

(邑 42の

(趣 508)

(西 247)

(西 963)

(趣 370田4)

(趣 375)

(趣 617)

(西 38の

(西 05の

東京機器営業所

大阪機器営業所

(西 93の

(日本生命ビル)(邑 73の

(明治生命館)(西 70の

(逓 760)

(北陸ビル)(西95の

(三菱電機ビルX西 10の

(包 338)

(邑 53の

(大名古屋ビル)(西 45の

(迅 42の

(西 43の

(天神ビル)(邑 81の

(北海道ビル)(邑 060-91)

(新仙台ビル)(西 98の

(趣 92の

(日本生命ビルX西 73の

(西 76の

中央研究所

生産技術研究所

商品研究所

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

神戸製作所

伊丹製作所

田工場

赤穂工場

長崎製作所

稲沢製作所

和歌山製作所

鎌 製作所

通信機製作所

北伊丹製作所

熊本第一工場

熊本第二工場

名古屋製作j

旭 工

東京都港区北青山 1 丁目2 番 3 号(青山
大阪市北区堂島北町8番地の1

218局2111番

.J^

121

(03)

(06)

尼崎市南清水

尼崎市南清水

鎌倉市大船 2

(06) 343局1231番

(052) 565局3111番

(0542) 54局4681番

(092) 72局2111番

(0958) 61局6101番

(0I D 261局91 H 番

(0222) 21 局 12 Π番

(0764) 31局82H番

(0822) 47局51 H番

(0862) 25局5171番

(0幻8) 51局0001番

(0252 ) 45局2151番

(03) 218局21 Π番

(0488) 33局3181番

(06) 344局1231番

(052) 565局31Π番

(0弘2)詑局2061番

(0534) 63局6121番

(092) 72局2111番

(0ID 261局9111番

(0222) 21局12H番

(0762) 52局Π 51番

(0822) 47局51Π番

(0878 ) 51 局0001 番

神戸市兵庫区和田崎町3丁目10番地の 1

尼崎市南清水字中野 80 番地

田市三輪町父々部 85 番地

穂市天和 6 5 1 番地
^

崎市丸尾町 6 番 14 号

沢市菱町1番地

山市岡町91番地

倉市上町屋325番地

市南清水字中野 80 番地

丹市瑞原 4 丁目 1 番地

熊本市竜田町弓削720番地

熊本県菊池郡西合志町御代志997

名古屋市東区矢田町 18丁目 1 番地

尾張旭市下井町下井

宿青木690番地^
福岡市 ^

山市緑町1番8

模原市宮下1丁目1番57

姫路市千代田町840番地
^

静岡市小鹿 3 丁目 18 番 1 勺ヲ

中津川市駒場町1番3 ,5'

鎌倉市大船 5 丁目 1 番 1 勺5

郡山市栄町2番25 ^

群馬県新田郡尾島町大字岩松800番地

藤岡市本郷字別所1173番地

京都府乙訓郡長岡町大字馬場小字図所1番地

長野市大字南長池字村則
^

札幌市中央区北 2条東12 丁目 98番地

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(電)

(06)

(06)

( 0467 )

404局0336番

3"局 1231番

神戸(078)

大阪(06)

田(07956)

赤穂(07914)

( 0958 )崎長

(0587)沢チ暗

和歌山(0乃4)

鎌倉(0467)

大阪(06)

丹(0727)伊

本(0963)有旨

本(09624)鰐

名古屋(052)

尾張旭(05615)

福岡今宿(09295)

福山(0849)

相模原(042力

姫路(0792)

静岡(0542)

中津川(05736)

鎌倉(0467)

郡山(0249)

尾島(02765)

藤岡(02742)

京都(075)

長野(0262)

札幌(0ID

491局8021番

491局8021番

46局 61 Π番

野 80 番

野 80 番

14 番 40

潟

東京

与野

大阪

名古屋

静岡

浜松

ビル)

姫路製作所

静同製作所

中津川製作所

大船製作所

郡山製作所

群馬製作所

藤岡工場

京都製作所

長野工場

札幌営業所
札幌工場
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0溶接技術における白動制御の発達と動向

OMEL-0-MATIC全周自動溶接機

0最近の倒動溶接装置

OC.T.C溶接法によるわく組幽動溶接機

0溶接のプレイバック制御

0 形状検1_"器をj・Uいた溶接機

OMISA溶接機

0標準アーク溶接機

0抵抗溶接機の白動化

0はん用抵抗溶接機
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